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早良平野の霊峰飯盛山の麓には、古代の人々の豊かな暮らしがありました。今もなお、その姿は国史跡

吉武高木遺跡、野方遺跡をはじめとした遺跡を通してうかがい見ることができます。これらの文化遺

産を保存し、後世に伝えていくことは私たちの重要な責務です。

本書は飯盛山の南麓に広がる遺跡のうち、農村振興総合整備統合補助事業に伴って調査を行った城

田遺跡第2次調査、都地遺跡第6次調査、乙石遺跡第2・3次調査についての報告です。今回の調査で

は奈良時代の官衙を思わせる大形建物群や製鉄遺跡など貴重な資料が数多く確認されました。これら

の資料が地域の歴史を理解する上で重要な手がかりとなることは間違いありません。

最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで多くのご協力を賜りました金武地区土地

改良区をはじめとする関係者の皆様に対し、心よりお礼申し上げます。

平成20年3月17日

福岡市教育委員会

教育長　山田　裕嗣



一例
．－　　　　▲

・一　　　　　　　一

一　　　　▲

・－　　　▲　　　－．－　一

言

1・本書は福岡市教育委員会が圃場整備事業、区画整理事業に伴い福岡市西区大字吉武、金武地内にお

いて実施した城田遺跡第2次調査、都地遺跡第6次調査、乙石遺跡第2・3次調査の報告書である。

2・本書で使用した遺構実測図は調査担当者のほか名取さつき、矢野幸子、宮本香織、山田ヤス子、

宮原邦江、瀬戸啓泊、西拓巳が作成した。製図は担当者のほか林由紀子が行った。

3．本書で使用した遺物実測図は調査担当者のほか本田浩二郎、名取さつき、本村まゆみ、鳥居幸子、

米倉法子、下原幸裕が作成した。製図は担当者のほか成清直子、田上勇一郎、本田浩二郎、米倉法子、

林由紀子、山崎賀代子が行った。

4．本著で掲載した写真は各担当者が撮影した。

5・本書で使用した方位は真北である。

6．本書に関わる記録、遺物等の資料は福岡市埋蔵文化財センターに収蔵、保管される予定である。

7・本書の執筆は各担当者が行い、その分担は目次に示した。また編集は各担当者協議の上、宮井善朗

（埋蔵文化財第1課）が総括した。



巻頭図版1

（1）都地遺跡6次調査A区掘立柱建物群

（2）都地遺跡6次調査A1区、A2区全景





巻頭図版2

（1）都地遺跡6次調査B区全景

（1）都地遺跡6次調査B区大形建物遠景（南から）





巻頭図版3

（1）乙石遺跡3次調査区全景

（2）乙石遺跡3次調査鍛冶炉18断面





巻頭図版4

（3）城田遺跡2次5区出土新羅土器

（1）城田遺跡2次10区全景（東から）

（2）城田遺跡2次13区出土新羅土器
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Fig．98　A区掘立柱建物配置図（1／200）
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Fig．109　B区焼土坑実測図（1／40）
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Fig．114　B区掘立柱建物配置図（1／1000）
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Fig．116　掘立柱建物12実測図（1／100）

Fig．117　掘立柱建物13，14，15実測図（1／80）
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Fig．120　調査区位置図（1／2500）

Fig．121　遺構配置図1（1／400）

Fig．122　遺構配置図2（400）
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Fig．136　掘立柱建物実測図2（1／80）
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Fig・138　乙石遺跡2次調査製鉄関連遺物出土遺構分布図（1β000）

F短．139　製鉄関連遺構（1／60）

Fig．140　製鉄関連遺物実測図l
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Fig．144　製鉄関連遺物実測図5
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第1章はじめに

1．調査に至る経緯

平成10（1998）年、福岡市農林水産局より本市教育委員会埋蔵文化財課に、西区金武地区における集

落基盤整備事業に伴う埋蔵文化財の有無について事前調査の依頼があった。これを受けて埋文課は平

成11年以降対象地の遺跡の確認を行った。その結果事業対象地では濃密に遺構・遺物が分布するこ

とが確認された。この結果を基に遺跡の保存について両者で協議を行った結果、工事によってやむを

得ず破壊される個所については発掘調査を行い、記録保存を図ることとした。調査は平成13（2001）年度

から開始し、平成17（2005）年度に圃場整備の範囲については調査を終了した。引き続き区画整理部分

（田園居住区）の調査に入ったが、乙石遺跡の一部を残し、平成18（2006）年度に令達事業としてはいった

ん終了することとなった。本書は平成15年度調査の城田遺跡2次調査の続篇と、平成17年～18年に

かけて行った都地遺跡6次調査、乙石遺跡3次調査についての調査報告と、乙石2次調査の分析結

果の報告である。

17～18年度にかけての調査経過を、日誌をもとに略述しておく。都地遺跡は17年9月29日より

着手したが、北側のA区は圃場整備対象地区であり、都地泉水遺跡と平行しながら調査を行い、11

月29日に終了した。B区は18年2月8日に着手し、やはり都地泉水H区と平行した調査となった。

またH区終了後は、2月1日から着手した乙石遺跡3次調査と平行して調査を行っている。このた

め何度か長い中断期間をおきながら12月19日に現場での作業を終了した。調査中には官衙的配置を

持つ大形建物群が発見され、西海道官衙研究会の見学会を始め、多くの先生方の教示を賜った。なお

乙石3次調査はこれに先立ち11月10日に終了した。ここに7年度にわたる金武地区圃場整備関係発

掘調査を終了した。この間金武地区土地改良区の皆様、福岡市農林水産局農地計画課、農地整備課の

担当諸氏には多大な協力をいただいた。記して感謝の意を表する次第である。

2・調査に至る経緯

1・調査組織

（城田2次）

調査委託：福岡市農林水産局

調査主体：福岡市教育委員会埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第2課）

調査総括：山崎純男（前任）　山口譲治（前任）　力武卓治（現任）

同課調査第1係長　力武卓治（前任）　山崎龍雄（前任）池崎譲二（現任）

調査庶務：文化財整備課（現文化財管理課）　後藤泰子

調査担当：埋蔵文化財課第1係（現埋蔵文化財第2課調査第1係）

書留秀敏　池田祐司　蔵富士寛　阿部泰之

（乙石2次）

調査委託：福岡市農林水産局

調査主体：福岡市教育委員会埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第2課）

調査総括：山崎純男（前任）　山口譲治（前任）　力武卓泊（現任）

同課調査第1係長　田中寿夫（前任）　山崎龍雄（前任）　杉山富雄（現任）

調査庶務：文化財整備課（現文化財管理課）　後藤泰子（前任）　井上幸江（現任）

調査担当：埋蔵文化財課第1係（現埋蔵文化財第2課調査第1係）　池田祐司
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（都地6次、乙石3次）

調査委託：福岡市農林水産局

調査主体：福岡市教育委員会埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第2課）

調査総括：埋蔵文化財第2課　課長　力武卓治　同課調査第1係長　池崎譲二

調査庶務：文化財整備課（現文化財管理課）　後藤泰子

調査担当：埋蔵文化財課第1係（現埋蔵文化財第2課調査第1係）　宮井善朗　木下博文

調査補助、発掘調査、整理補助担当者については既刊の金武2（福岡市埋蔵文化財報告書第866集

2005）、金武3（同第874集　2006）及び金武4（同第927集）を参照されたい。

遺　 跡　 名 城田遺跡第2次調査

調 査 番 号 0329 調 査 番 号 K T1－2

調 査 面 積 16，927m 2 調 査 面 積 2003．5・1～2004．1．30

調 査 区 地 番 福岡市西区大字金武字城田地内

分布地図番号 94　金武

遺　 跡　 名 都地遺跡第6次調査

調 査 番 号 0547 調 査 番 号 TZ1－6

調 査 面 積 13，300m 2 調 査 面 積 2005・9・29～2006．12．19

調 査 区 地 番 福岡市西区大字吉武、金武地内。

分布地図番号 93　都地

遺　 跡　 名 乙石遺跡第2次調査

調 査 番 号 041 1 調 査 番 号 O TA ー2

調 査 面 積 24，241m 2 調 査 面 積 2004．4・5～2004・10．28

調 査 区 地 番 福岡市西区大字金武字乙石

分布地図番号 93　都地、94　金武

遺　 跡　 名 乙石遺跡第3次調査

調 査 番 号 0567 調 査 番 号 O T A －3

調 査 面 積 21，000m 2 調 査 面 積 2006．2・1～11・10

調 査 区 地 番 福岡市西区大字金武地内

分布地図番号 94　金武
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3．調査区周辺の歴史的環境

城田遺跡、都地遺跡、乙石遺跡が位置する金武地区は早良平野の西部に位置する。早良平野の中

央には室見川が南から北へ貰流し、室見側に流れ込む大小の支流が開析した段丘上に多くの遺跡が営

まれている。早良平野の西側は長垂、叶岳、飯盛山から背振山系にいたる山塊で糸島平野と画される。

東側は袖山から北に延びる丘陵により福岡平野と画される。早良平野と糸島平野は高崎、広石の峠を

越える）レートがメインルートで、古代官道もこのルートに設定されているが、金武から日向峠を越え

るルートも重要な交通路であったと思われ、弥生時代ではむしろこちらが主であったとも考えられる。

飯盛山麓では旧石器時代から遺物が確認され、羽根戸原遺跡、吉武遺跡群などでナイフ形石器．、細

石器が確認されている。また事業地内でも浦江遺跡、乙石遺跡、都地泉水遺跡などで旧石器の出土が

確認されている。縄文時代では対岸の四箇遺跡、重留遺跡、田村遺跡など規模の大きな集落が見られ

るが、飯盛山麓でも吉武遺跡群では貯蔵穴群が検出されている。事業地内でも浦江遺跡、城田遺跡で貯

蔵穴などの遺構、遺物が見られる。また各遺跡で広く見られる落とし穴状遺構も該期のものとされて

いる。弥生時代になると遺跡は急増する。吉武遺跡群では多量の甕棺群が形成され、高木遺跡の首

長層の墓、大石遺跡の副葬墓等階層性を持って墓地が展開する。これを核に周囲にも野方久保遺跡、

東入部遺跡など各小地域のまとまりが明らかになってくる。事業地内では浦江遺跡、城田遺跡より区

画墓が検出されている。この他にも浦江遺跡では竪穴住居など集落関連の遺構も検出されており、拠

点集落の一つと考えることができる。

古墳時代前期には鏡などを副葬する墳丘墓が小地域単位に分布する。海岸部では藤崎遺跡（方形周

溝墓）、五島山古墳、内陸部では重留箱式石棺墓、有田遺跡等である。飯盛山麓では羽根戸南古墳群

で前方後円墳が造営されるが、きわめて小規模である。早良平野を広範囲に統括する首長は拝塚古墳

の被葬者の出現まで得たねばならないようである。集落遺跡も前代にまして広範囲に分布する。前半

期の主要な集落遺跡としては西新町遺跡、野方遺跡、有田遺跡など、中下流域に顕著である。後半期

には中、上流域にも集落が広がる。事業地内でも城田遺跡、都地泉水遺跡で古墳時代後期の集落が検

出されている。後期群集境は山麓部を中心に密に分布する。飯盛山麓では北側に羽根戸古墳群、南側

に金武古墳群という大規模な古墳群が営まれる。ただし東斜面には古墳は少なく、神奈傍としての飯

盛山の位置に関係があるのかもしれない。またやや低地の段丘部にも浦江古墳群や吉武古墳群が形成

されている。この地域では玄界灘沿岸では数少ない装飾古墳も2基見つかっている。都地泉水遺跡に

隣接する吉武熊山古墳と、浦江古墳群に属する浦江1号境である。いずれも蕨手状の渦文を主文様と

している。また乙石遺跡に隣接する夫婦塚古墳は2基のみ単独で築造された方墳で、その規模や副葬

品から見て、この小地域の首長層の墳墓と考えられる。

古代にいたると、特徴的な遺構群が展開する。官衙的配置を含む大形建物群と製鉄遺跡群である。

乙石遺跡、都地遺跡、都地泉水遺跡、城田遺跡等で製鉄炉や鍛冶炉が検出されている。該期の製鉄工

房として著名な元同遺跡と比べると遺構の分布が散漫であるが、それでもこれだけ集中する遺跡は福

岡、早良平野では他に見られない。また都地遺跡の官衙的配置の大形建物、城田遺跡の大形建物群や

新羅土器、硯、銅鏡等の特殊な遺物、都地泉水遺跡の刻書須恵器、都地遺跡の「大殿」と記された墨

書土器などは、これらの製鉄工房を統括する何らかの公的施設があった可能性を示唆している。特に

今・回報告の都地遺跡の建物群は郡衙としても遜色なく、現在早良郡衙に比定されている有田遺跡に準

ずる施設が存在していたことが明らかとなったが、その性格や位置づけについてはこの報告書の発刊

を契機に活発な議論が行われ、西海道の古代史解明に寄与することを期待したい。
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1都地泉水遺跡

2　都地遺跡

3　乙石遺跡

4　城田遺跡

5　浦江遺跡

6　吉武遺跡群
…／／／十王十／雄1一性，l、一点ツ

7　羽根戸原遺跡

8　田村遺跡

9　四箇遺跡

10　四箇船石遺跡

11重留遺跡

12　清末遺群

Fig．1調査区周辺の遺跡（1／25，000）

－4－



4．事業地における既往の調査

金武地区農村進行総合整備統合補助事業地内では2002年1月から2006年11月まで4年10ケ月

にわたって調査が行われた。総調査面積は16万m2に及ぶ。各遺跡ごとに調査番号を附しており、調

査遺跡数、調査件数はそれぞれ6遺跡、6件である。このほかに調査中に重要な遺構が検出された範

囲を重要遺跡確認調査として行った調査がある。これは浦江5次調査の甕棺墓群、同じく浦江5次の

装飾古墳、乙石2次調査区内の夫婦塚1号、2号境である。以下各調査成果について簡単に紹介する。

浦江遺跡5次調査

浦江遺跡は、室見川に流れ込む龍谷川によって形成された扇状地に立地する。事業地内では最南

端に位置する遺跡である。36，000m2に及ぶ調査面積で、調査期間も1年近くに及んだ。旧石器時代か

ら中世にわたる豊富な遺構、遺物が確認された。この中で特に注目されるのは弥生時代の区画墓と、

装飾古墳である。区画墓は周囲を溝によって区画された甕棺墓群である。墓域は長方形を呈し、北半

部を欠くものの、調査区内で26基の甕棺墓を確認している。甕棺墓は中期中葉～後業にかけてのも

ので、副葬品は見られなかった。区画溝の中からは多量の祭祀土器が出土した。装飾古墳は現在14

基確認されている浦江古墳群の1基（1号墳）である。径25mに及ぶ円墳で、群中最大規模を誇る。

主体部は横穴式石室で、奥壁に彩色壁画が見られる。赤色の顔料で渦巻き文などを描いている。副葬

品には金銅製の馬具や鉄製武器、須恵器などがある。福岡市内では吉武K7号境に続いて2例日の発

見である。この古墳は関係者の尽力により、現地で保存することとなった。このほか縄文時代貯蔵穴、

中世城郭なども確認された。

城田遺跡2次調査

城田遺跡は、遺跡の東西を流れる塔ノ尾川、龍谷川によって形成された扇状地及び段丘上に立地

する。調査面積は17，000m2に及び、また多くの調査区で遺構面が重複しており、調査は困難を極め

た。調査期間は8ケ月に及んだ。注目される遺構としては城田1号境の発見がある。復元径16mの

円墳で、墳丘には段築があり、2段分確認されている。主体部は竪穴式石室である。石室内には銅鏡

（線彫式獣帯鏡）、鉄釧、刀子、玉類などが副葬されていた。古墳時代前期の古墳である。また古代に

は神社遺構と考えられる基壇を持つ建物跡をはじめ、大形の掘立柱建物群が多数検出された。これに

伴い銅鎌や、新羅土器、越州窯系青磁など、官衙を思わせる遺構、遺物が出土している。都地遺跡6

次調査の建物と比較すると、規模と企画性においては都地が卓越し、遺物においては城田が卓越する

状況である。このほか縄文時代の包含層、弥生時代の甕棺墓、古墳時代集落など豊富な遺構、遺物が

検出されている。

乙石遺跡2次調査

乙石遺跡は日向川、塔ノ尾川によって形成された扇状地上に立地する。城田遺跡の北側に当たる。乙

石遺跡2次調査区で特筆すべきは夫婦塚古墳の調査である。昭和53年に主体部の調査が行われた1

号境が再調査され、新たに周溝が確認された。これにより、1号境が一辺22mの方墳であることが確

認された。また、現在福岡市指定遺跡として保存されている2号境の周溝の一部も確認され、やは

り一辺35mの方墳であることが確認された。一号墳周溝からは新羅土器が出土している。このほか

の遺構としては古代の製鉄炉、焼土坑、掘立柱建物群などである。

都地泉水遺跡1次調査

都地泉水遺跡は日向川をはじめとする小河川によって形成された扇状地上に立地する。乙石遺跡の

北側、都地遺跡の西側に位置する。検出した遺構、遺物は大きく2時期に分けられる。第1は古墳時

代後期～古代で、古墳代の竪穴住居、掘立柱建物、古代（主に奈良時代）の製鉄遺構と掘立柱建物。焼

土坑などがある。遺物は多量とはいえないが、「（那）珂郡乎佐」と記された刻書須恵器が出土してお

り、注目される。第2は中世である。青磁腕などを副葬する木棺墓1基、土墳墓2基、または湖州

鏡を埋縮した土坑などが検出された。
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第2章　城田遺跡2次調査4

1　6区の調査（補遺）

（1）弥生時代区画墓

1）区画墓の構造

弥生時代の区画墓は6区北寄りの位置で検出した（Fig．4）。そして区画墓の内部及び周辺では32

基に及ぶ甕棺の存在が確認できた（Fig．2）。区画溝について、南側の「L」字状をなす部分は比較的

はっきりとした掘りこみを有しているが、それ以外の箇所はいずれも浅く、断片的にしか存在してい

ない。区画溝や甕棺墓の配置をみれば、墓域は一辺10mはどの方形をなしていたと考えることができ

るだろう。区画構内には多くの土器が検出された。器種の偏りから、墓に供献されたものと考えるこ

とができる。これら土器については後述する。
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墓域の周囲全体に溝が巡っていたかについては確証がない。ただ、墓域南東辺における溝の切れ目

については、当墓域の中心主体である甕棺（ST57；後述）の主軸と対応するように存在しているこ

とから、陸橋として機能していたと考えることができるだろう。溝は幅や深さが一定しない（Fig．3）。

これは近隣で行なわれた、浦江遺跡第5次調査で確認された区画墓の調査時における所見、つまり区

画溝が「墓城に沿って掘削された個々の土坑のつながり」であるという指摘が参考となるだろう（常

松鞴2005）。方形の墓域といい、陸橋部の存在といい、この両者には共通点も多い。

区画墓の上面は耕作による削平を受けているが、土層の観察によれば、わずかではあるが盛土の痕

跡が確認できた（Fig・3）。少なくともST61・62はこの盛土上から掘り込まれている。

文　献

常松幹雄編2005『浦江遺跡』第5次調査2　福岡市埋蔵文化財調査報告書第863集　福岡市教育委員会

41・0m
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0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l口口・　　　5　　　　　　　1

1表土（水田）
2　a暗褐色（遺構内埋土）　b暗褐色（古墳時代後期～古代包含層及び遺構面）
3　a暗褐色（盛土；黄褐色ブロック少量、炭化物多く含む）　b黄褐色（盛土）　C黄褐色（盛土；色調明るく、炭化物多い）　d茶褐色（盛土；炭化物多く、しまりあり）

e暗茶褐色（SK62埋土）　f茶褐色（SK61埋土）
4　a茶褐色（区画構内埋土；炭化物少量）　b暗～茶褐色（区画構内埋土；礫多く含む）
5　a黄褐色（地山）　b黄褐～茶褐色（地山）

Fig・3　区画墓掘（1／80）

－8－



＋

Fig・4　区画墓の位置（1／500）
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2）甕棺墓

先にも述べたように、甕棺墓は計32基を確認することができた。しかし、調査区外に他の甕棺墓

が存在する可能性もあり、これがすべてとはいえないだろう。各甕棺墓の詳細は表1に示した。弥生

時代中期前半～末葉にかけて営まれたものであり、甕棺の型式には波田式、須玖式をあてはめること

ができる。各甕棺墓の掘り方は判然としない。平面楕円形を呈するものが多い中、ST36．46．

47・57・60・64など、掘り方がやや隅丸長方形を呈するものもある。特にST57の掘り方は深さ0．5m程

と浅いが、2．7×1．8mの長方形を呈する区画墓内で最大のものである。ST57は甕棺墓の中でも最古式に

あたること、中央近くの好所を占めていること、甕棺が甕＋甕の組み合せであること、を考え合わせ

れば、この甕棺墓が当区画墓内における中心的存在であったことがわかる。

区画墓内において、甕棺墓は南側へ集中して存在する。区画港北隅部周辺には甕棺墓は認められな

い。甕棺墓の時期は大きく次の2時期にわけることができる。

1期（波田式期）：37・39・57．60・56（新）．59（新）

Ⅱ期（須玖式期）：06・36．45・48・50．64など

Ⅱ期は個体数も多く形態も多様であり、更なる区分が必要であるかもしれない。分布の粗密や時期

を考慮して、ここでは区画内の甕棺墓を4群（A群：04・05．33～39．48、B群：46・47・49・50・

59・60．61．62、C群：40～45・51．58、D群：06．35．63．64）に分けて考えることにしたい。各群

は時期的な重複を含みながら、大きくはA群→B群→C・D群の順に推移している。

表1甕棺墓一覧

N 0 遺構 単棺
複棺 器種

方位 角度 時期 特記事項
接口 覆口 呑口 （上甕）／ （下甕）

1 ST O4 ● 甕 － － 中期後葉 原位置を保っていない可能性あり。

2 STO 5 ・ 甕 N －4 5。－W 5 。 中期後葉

3 STO 6 ● 鉢／甕 N －19 °　－E 〇° 中期後葉

4 ST3 3 ・ 壷／甕 N －4 1。－W 8 。 中期前葉 上甕は上部を打ち欠く。

5 ST3 4 ・ ／＝土こご翌 N ー4 0 。－W 3 ° 中期後葉 土器片による蓋あり°小形棺。

6 ST3 5 ● 甕／壷 N －32 °　－E －8° 中期後葉 小形棺。

7 ST3 6 ・ 甕 S －7 4°　－W O 。 中期後葉

8 ST3 7 ・ 鉢／甕 S －4 6。－W 2 。 中期前葉

9 ST3 8 ・ 甕／甕 S －3 70　－W O 。 中期後葉

10 ST3 9 ・ 甕／甕 N －15 。－W 23° 中期前葉 上甕は口綾部を打ち欠く°

1 1 ST4 0 ・ 鉢／甕 N －17 °　－E O 。 中期後葉

12 ST4 1 ・ 壷／甕 N －1。－E 1。 中期後葉 上甕は上部を打ち欠く。小形棺0

13 ST4 2 ・ 鉢／甕 N －6 8 °　－E 0 0 中期後葉 小形棺。

14 ST 4 3 壷／壷 N －4 2 。－E 3 3。 中期後葉 小形棺。

15 ST 4 4 ● 甕／壷 N －10 °　－E －2 7。 中期後葉 小形槽。下甕は上部を打ち欠く0

16 ST 4 5 ・ 壷／甕 N －8 5 。一曲 0 ° 中期後葉 一部に目張り粘土が残る。

17 ST 4 6 ・ 鉢／甕 S －2 5。－W 0 。 中期後葉

18 ST 4 7 ● 鉢／甕 N －2 5°　－W 0° 中期後菓 上甕は口縁部を手丁ち欠く。

19 ST 48 ． 甕 N ー7 00　一W 0。 中期後葉

2 0 ST 49 ． 壷／甕 S －68 。－E 2 1。 中期後葉 小形棺。

2 1 ST 50 ． 鉢／甕 N －7 2°　－W 1。 中期後葉 上甕は口綾部を手丁ち欠く。

2 2 ST 5 1 ・ 鉢／甕 N ー10。－W 0° 中期葉

2 3 ST 52 ． 甕 N －7 0°　－W 0° 中期後菓

24 ST5 6 ● 鉢／甕 S－4 2 °　－W 0° 中期前葉 目張り坏占土あり。

25 ST5 7 ・ 甕／甕 N －4 3。－W 6。 中期前葉 中心主体。

26 ST5 8 ・ 甕 N ー4 5°　－E 0° 中期後葉

27 S T5 9 ● 甕／甕 N －4 1。－E 10 。 中期後葉 上甕は上部を打ち欠く。

28 S T6 0 ・ 甕 N ー38 。－W 0。 中期前葉

29 S T6 1 ・ 甕 N －2 1。一E 5。 中期葉 一部目張り粘土が残る。

3 0 S T6 2 ● 甕／甕 S －8 。－W 0 。 中期葉 小形相。

3 1 S T6 3 ● 甕／甕 S －7 3。－W 0 。 中期後葉 上下不調。小形棺0

3 2 ST 64 ・ 鉢／甕 S －2 4。－W 2 。 中期後葉
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Fig．5　甕棺出土状況（1）（1／30）
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ここで、各段階ごとの甕棺墓の展開をみることにしよう。Ⅰ期においてA群形成が開始し、当期の

終わりにはB群も営まれ始める。この段階の甕棺墓配置は区画溝とよく対応しており、墓群形成の段

階から、区画墓の企画は少なくともある程度はできあがっていたことが分かる。Ⅱ期にはA～D各群

が出現し、これ以降Ⅱ期には比較的保たれていた規則性が崩れ、区画溝上にも甕棺墓が営まれるよう

になる。ただ、最も顕著に堀方見ることのできる南側の「L」字溝はほとんど甕棺墓に切りこまれる

ことはなく、「区画」として、最後まで機能していたのかもしれない。供献土器の出土もこの部分が最

も多い。また、成人棺掘方を切りこんだ小形棺の存在が顕著になるものこの段階である。

－‾　40．5m

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

ST47　　　　　　　　　L－．・・ー・5　　　　　　！

Fig．8　甕棺出土状況（4）（1／30）
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甕棺墓の配置を見た際、一見不規則ながらも、甕棺の挿入方向を中心的存在であるST57向けた

甕棺墓も多いことに気がつく。Ⅱ期以降のA群の甕棺はすべて挿入方向をST57に向けており（大

半が単相）、他群でもST58・50といった例が存在する。その他、関連した配置をみせながらも、

挿入方向を莫逆とする甕棺墓（STO6－64、46－47）も注目する必要があるだろう。

Fig．9　甕棺出土状況（5）（1／30）
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Fig・10　甕棺出土状況（6）（1／30）
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Fig．11甕棺出土状況（7）（1／30）
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Fig・12　甕棺出土状況（8）（1／30）

3）甕棺

先にも述べたように、今回の調査では計32基の甕棺墓を検出することができた。各甕棺の特徴につ

いては表2にまとめている。甕棺は特に下甕の大きさに着目すれば、以下の4種に区分できる。

A：大形棺（大半が器高80cm以上）（06．36・37・39．40・45～48・50．51．57～61・64）

B：中形棺（器高60～70cm前後）（04．38）

C：大形化した日用甕（器高60cmほど）（05．33．41．52）

D：日用．祭祀土器の転用品（器高50cm未満）（35．34．42～44．49．62・63）
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表2　甕棺一覧

N o 遺構 器種

法量
型式 所見

A B C D

1 STO 4 甕 3 5 ．4 （19 ・7 ） 須玖式

2 ST0 5 甕 4 2 ．4 4 3 ・4 10 ・3 58 ．2 須玖式 外面煤付着。

3 ST0 6
上甕 甕 ？ 15 ー5 2 1 須玖式 鹿部内外面は黒変。黒斑か？

下甕 甕 69 ー8 62 －8 1 5・1 1 12．6 須玖式

4 ST3 3
上甕 ±呈互 4 0 ・6 10 ・5 （3 4 －5 ） 汲田式 外面黒斑あり。

下甕 甕 4 4 ．9 4 7 －4 1 0ー8 6 上8 汲田式 外面に煤付着。内面黒変する。

5 ST3 4 ±竺里 40 ・8 1 0・4 （4 5 －6） 須玖式 内外面赤色顔料塗布°外面頚部に暗文磨き。外面黒斑あり。

6

sT可
上甕 ＝±＝呈王 3 1・8 30 ．1 7．8 3 3 ．4 須玖式 内面赤色顔料塗布。外面翌頁部に暗文磨き。

下甕 甕 3 1・8 28 ．5 7ー1 3 上1 須玖式 口縁上部に暗文磨き。外面赤色厩料塗布。

7 ST3 6 甕 6 5ー4 69 ．2 13 10 8 ・4 須玖式 外面赤色顔料塗布か？

8 ST 37
上甕 甕 6 2 ・1 5 9．5 13 ・5 4 8 ・9 汲田式 外面黒斑あり。

下甕 甕 6 2 ．9 6 0 12 ー4 9 4 ．4 汲田式 外面黒斑あり。黒塗りか煤か？

9 ST 38
上甕 甕 4 1 ．2 4 0 ．1 9 －6 55 ・1 須玖式 外面煤付着。黒塗りか？

下甕 甕 3 9 －5 5 8 ．2 11 ・7 69 ・2 須玖式 外面黒塗り。一部黒斑あり。

10 ST 3 9
上甕 甕 5 5 10 ．4 （6 2／8） 汲田式 外面一部黒斑あり、黒塗り．0

下甕 甕 6 4 ・6 6 1 11 ．4 90 －4 汲田式

1 1 S T4 0
上甕 甕 7 8 ・8 12 ・3 4 6 ー6 須玖式 内外面一部煤付着o外面黒班多。

下甕 甕 6 8 ．4 6 8 ．1 1 1－5 102 ．7 須玖式 焼成後胴部下位に外から穿孔。

12 S T4 1
上甕 甕 4 2 ・2 9 （3 1 17 ） 須玖式 外面赤色顔料塗布。外面胴部黒斑あり。

下甕 甕 4 3 －1 4 5 ．9 10 ー4 57 ．3 須玖式 外面胴部下位煤付着。

13 S T4 2
上甕 甕o r鉢 3 2 ・5 28 ．5 9 ・5 24 ・8 須玖式 外面黒斑あり。

下甕 甕 3 9 3 7 ー8 10 4 7・2 須玖式 外面は被熟しやや煤ける。

14 S T4 3
上甕 土質互 33 ・6 48 1 1・3 5 7・3 須玖式 外面黒斑あり。胴部下位に穿孔かつ

下甕 ＝±＝竺王 32 ．8 39 ・8 9 ．8 4 718 須玖式 口縁に刻み目。外面黒斑あり。肩部に穿孔あり。

15 ST4 4
上甕 甕 30 －8 28 ・1 7 －6 3 1 ・1 須玖式 外面赤色顔料塗布。口縁上部と外面頚部・胴部に暗文磨き。

下甕 士竺互 4 0 9 ・2 （3 6 －9 ） 須玖式 外面黒斑あり。胴部下位に穿孔あり。

16 ST4 5
上甕 ・＝ヒ宜互 6 5 12 （3 7 ・7 ） 須玖式 外面及び口頚部内面黒塗り。

下甕 甕 75 ・1 70 ．2 17 ．4 5 7 ．6 須玖式 内面黒塗り0外面丹塗り°外面黒斑あり。

17 ST4 6
上甕 鉢 6 4 13 ・1 37 須玖式 内外面黒斑あり。

下甕 甕 64 ．6 6 8 9 0 ・4 須玖式 頚部及び胴部の突帯下に線刻ありO

18 ST4 7
上甕 甕 6 2 －6 12・4 （55 －4 ） 須玖式 外面黒班あり。

下甕 甕 6 8 ．9 64 ．8 11．2 10 8 ・5 須玖式 口縁に刻み目。外面黒班あり、黒塗りかつ

19 ST4 8 甕 7 4 ．8 7 1 13 10 7 ・9 須玖式 外面黒塗り、黒斑あり。

2 0 ST4 9
上甕 甕 33 3 0 ．1 6 ．7 3 4 ・3 須玖式 外面及び口頚部内面に赤色顔料塗布。外面頚部に日昌文磨き°

下甕 甕 2 1．6 2 5 ・6 6 ．6 3 1．8 須玖式 口縁部に刻み目。口縁内面端に一部赤色顔料付着。

2 1 ST 5 0
上甕 甕 6 3 ・9 12 ．6 （4 5 ・9 ） 須玖式 外面黒斑あり。

下甕 甕 7 1．5 6 5 ・7 13 10 7 須玖式 黒斑あり。

2 2 ST 5 1
上甕 甕 5 4 ・4 5 0 ．3 16 －1 4 7 ・3 須玖式 外面丹塗り。

下甕 甕 50 6 5 ・8 12 ．5 87 ・7 須玖式

2 3 ST 5 2 甕 49 48 10 －2 59 ．6 須玖式 外面黒斑あり、一部煤付着。

24 ST 5 6
上甕 鉢 69 13 ・4 40 ・6 汲田式 外面丹塗り。内面に飛び散った円が付着。鹿部に黒斑。

下甕 甕 72 ．4 6 7 ・6 15 ．4 106 ．2 汲田式 内外面とも丹塗り後黒塗り。外面黒斑あり。

25 S T5 7
上甕 甕 5 2 50 ・2 10 ・6 7 5 ／8 汲田式 外面黒斑あり。

下甕 甕 59 ・6 55 ・6 12 ・7 8 6 ．6 汲田式 外面赤色顔料塗布か？

26 ST5 8 甕 68 －7 7 2 （1 14 ） 須玖式 外面黒斑あり。

27 ST 59
上甕 甕 63 ．2 1 1・4 5 8 ・5 須玖式 外面黒斑あり。

下甕 甕 6 6 ・5 6 2－7 1 1ー4 10 7 ー7 須玖式 口縁に刻み目。外面黒斑あり。

28 ST 6 0 甕 7 0 ・1 6 5．1 12 ・3 10 5 －1 汲田式

29 ST 6 1 甕 5 1 ・2 6 9 13 9 4 ．8 須玖式 外面胴部下位に飛び散った赤色顔料が付着0外面黒斑あり。

30 ST 6 2
上甕 甕 23 2 6 ・8 8 ・1 33 須玖式

下甕 甕 3 2 －9 3 1 ・8 8 ・5 39 ．3 須玖式 外面赤色掠料塗布か？

3 1 ST 6 3
上甕 甕 3 2 ・2 2 9 ．1 （29 ．1） 須玖式

下甕 甕 3 0 ー8 28 8 ．1 33 ．6 須玖式

3 2 ST 6 4
上甕 鉢 7 1・8 13 ・5 4 6 須玖式

下甕 甕 7 2 ・8 7 1・6 14 ．9 10 9 須玖式 外面黒塗りか？

A：口径、B：胴部最大径、C．底径、D：器高を示す。単位はcm。（）内は復元値、もしくは残高。
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Fig・13　STO4・05・06（1／8）
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Fig．15　ST37．38（1／8）
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Fig．16　ST39・40（1／8）
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Fig・17　ST41・42．43・44（1／8）
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Fig．18　ST46・47（1／8）
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A．Bの特に下甕については、以下の特徴を有するものが顕著に認められる。

a：内側へと張り出す断面丁字形の口縁部を持ち、胴部には断面三角形の突帯を2条巡らす。

b：口縁内外へ張り出すT字形口縁を持ち、口縁下に1～2条、胴部に2条の突帯を巡らす。

aは37．39・57（上．下）．60が相当し、型式的には波田式、もしくはKⅡb式（橋口1979）

に当てはめることができるだろう。bは他のA・Bのほとんどが該当し、須玖式、もしくはKⅢa式

に位置付けることができる。突帯断面形（三角形／「コ」の字）、口縁部下の突帯数（1条／2条）と

いった細部の違いの他、胴部が丸みを有するもの（38．46．51）といった形態の違いを示すものがあ

る。また、口縁部における内面への張り出しが顕著でないもの（51）も存在している。これら違いの

内のいくつかは時期差として捉えることもでき、bは時期的な細分も可能であろう。この他、a・b

甕棺の要素を折衷した個体も認められる（56）。これは波田式（a）から須玖式（b）への過渡的な様

相を示すものと考えることができ、橋口達也氏の編年によるKⅡC式に相当する。

文　献

橋口達也1979「甕棺の編年的研究」『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財報告』ⅩⅩXI　福岡県教育委員会

C．dの棺については、口縁部が外側へと大きく張り出した断面鋤先形を呈する壷・甕が主体を占

める。総じて須玖Ⅲ式に位置付けることができるだろう。Cは口縁部下に1条の突帯を巡らす甕が大

20cm

！．・口口　　　！　　　　．一一一」

Fig．19　ST48・49（1／8）
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半を占める。口縁部は水平もしくは外側へ下降するものが多いが、立ちあがり気味で、やや断面「く」

の字形を呈するものもある（33．62下）。dは器種が甕、壷と多様で、その組み合わせも多岐にわ

たっている。丹塗もしくは暗文を施すもの（35・43．44など）や、胴部への多重突帯を巡らし

た加飾性の強いもの（34・35下・43上下・44上下）も多い。また、胴部に穿孔を施すものも

いくつか認められる（43．44下）。

Fig．20　ST50．51（1／8）
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Fig．21ST52・56（1／8）
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Fig．22　ST57・58（1／8）

－29ー



－30一



0　　　　　　　　　　　20cm

－一一．．．1．　　　　1

Fig／24　ST61．62．63（1／8）
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Fig・25　ST64（1／8）
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4）特色ある甕棺

ここで、今回の調査で出土した特異な甕棺について、若干述べることにしたい。ST45は上甕が

壷、下甕が甕の合口式甕棺で、C群の中心的役割を担うものである。下甕は断面丁字形の口縁部を持

ち、口縁部下と胴部に断面「コ」字の突帯を2条ずつ施している。須玖式に位置付けることのできる

大形棺である。上甕は頚部に1条、胴部に2条の突帯を巡らす壷で、口縁部は打ち欠いている。下甕

と同じく須玖式期に位置付けることができるだろう。特筆すべきは頚部と胴部の突帯間に施された装

飾で、「N」字形をなした粘土紐を5箇所、等間隔に貼りつけている。

この文様との関連を指摘できる資料として、甕棺や弥生土器等に描かれた「釣」の文様がある。こ

れはST45上甕の場合と同じく粘土紐を貼りつける例や、線刻によって描く例などがある。常松幹

雄氏によれば、甕棺に描かれた「釣」文様は玄海灘や有明海の沿岸地域に認められ、吉武H地区16

号甕棺例のように前期後菓（伯玄武期）に出現しているようだ（常松1997）。これは南海産貝製品や

巴形銅器などにルーツのある「壁邪」を意味する文様で、氏は「弥生時代の北部九州に存在したイメ

ージのひとつ」と考える。また氏によれば、中期前葉以降の甕棺にこの文様は認められないが、中期

後半に位置付けることのできる丹塗壷（福岡市千里出土）には同様の文様が描かれているようだ。

0　　　　　　　　　　　20cm

Lr－上．一、．．＿＿　一一」一一・一・口．．一．．＿一一．一＿J

Fig．26　ST45（下甕）（1／8）
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「釣」文と今回確認した「N」文との関係を考える時、「N」文が甕ではなく、壷に描かれていたこ

とは、大きな意味があるものといえるだろう。「釣」文と「N」文、両者のつながりを裏付けるには更

なる類例の蓄積が必要となるが、ここではその意味も含めて、関連を持つものとして考えておきたい。

文　献

常松幹雄1997「弥生時代の甕棺に描かれた絵画と記号」『福岡市博物館研究紀要』第7号
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Fig127　ST45（上甕）（1／8）
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5）周溝出土土器

先にも述べたように区画港内からは数多くの土器が出土している（Fig．28）。器種には、壷、甕等が

あるが、壷、特に広口壷が圧倒的に多く、ある程度の形に復元できる資料は、ほとんどが広口壷であ

る。土器は大きくA～C群の3つのまとまりを持っている。A群は溝南西辺において集中するもので、

0　　　　20cm

「　！　1

2m

し，・・・．！　　　　一一！

Fig．28　区画内遺物出土状況（1／50）
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Fig129　周溝出土土器1（1／4）
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Fig．30　周溝出土土器2（1／4）
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ほぼ完形に復元できる資料が数多く存在する。土器の出土した溝底面は凹凸が激しく、多くの土坑が

切あっているかのような状況を示している。この一角のみは墳墓に伴う祭祀土坑の感さえある。B群

は陸橋部の南西側にあり、土器も細片が多い。A群とは対照的な状況を示す。この部分は掘り込みが

浅いため断言はできないが、底面の凹凸もあまりなかったようだ。

C群は溝北西辺の近くに存在するもので、厳密にはすべて周溝で検出したものではない。各土器は

まとまりを有し、ある程度の形に復元できる。検出地点下に掘り込みはない。なお、C群の存在する

場所はST47墓壙上にあり、C群土器が原位置を保っているとするならば、これら土器を用いて行

なった祭祀は、当然ST47埋葬後ということになるだろう。

形をある程度復元できた土器をFig．29・30に示した。Fig．30－4のみが甕で、他はすべて広口壷であ

る。口頚部がラッパ状に開くもの（Fig．29－1～4）、口縁部外側へ張り出し、断面鋤先状を呈する

表3　周構出土土器一覧

図番号 出土位置 器種・器形
法量（cm （）は復元．残）

胎土 時期 備考
口径 銅経 底経 器高

1 29 －1 土器群A
弥生土器広 口壷

24 ．7 2 2．3 7 ．7 2 2 ．7
8 ミリ以下の白色砂粒．金雲母
微粒を少量含む 須玖Ⅲ

2 29 －2 土器群A
弥生土器．広口壷

（丹塗磨研）
（33 ．1） 2 6 ・9 5 6 ．3 3 1．5

1 以下の石英 ．長石・金雲母を
ごくわずかに含む・精良 須玖］

口綾部8／9欠損

3 29－3 土器群A
弥生土器・広口壷
（丹塗磨研） （33 ．3 5） 30 ．9 8 ・○ 34 ・1

1～最大5 の石英 ・長石粒を
多く含む 須玖］

休部穿孔

4 2 9－4 土器群C
弥生土器・広口壷

（丹塗磨研） 33 ．25 38 ．0 5
7 ．1～
7 ．3

3 1．4 ～
3 5．25

2 以下の石英 ・長石粒をごく
わずかに含む
精良

須玖 ］
頸部3／4欠損・全体的に歪み激しく、
磨滅する

5 2 9－5 土器群A
弥生土器・壷

－
2 8 ．4 7 ．5 （2 1・85 ）

2 前後の石英 ・長石粒及び
赤褐色粒子・金雲母微粒を
やや多く含む

須玖 Ⅲ
口縁～頸部全欠損

6 30 －1 土器群B
弥生土器ー壷

（丹塗磨研）
（2 5 ．8 ） － － （1 1・9 ）

2～3 の石英 ．長石粒を多く
含む 須玖 I

口縁部1／2 弱残存

7 30 －2 土器群A
弥生土器・壷

2 5 ・6 3 8 ．7 9 ．7
4 0 ．0

1～2 の石英 ・長石粒を多く
含む 須玖 I

□縁部一部欠損

8 3 0 －3 土器群A
弥生土器・壷

18 ．0 － －
－

1～最大5 の石英 ・長石粒を
多く含む 須玖 Ⅰ

口綾部のみ

9 3 0 －4 土器群A
弥生土器．甕 13 ・4 ～

14 ．7
19 ．2 5 7 ー3

18 ．3 5

密、3 以下の白色砂粒 ．金雲母
微粒を多く含む 須玖Ⅱ

口縁1／2 ～肩部1／2 欠損

1 0 3 0－5 土器君羊A
弥生土器・壷
（丹塗磨研）

（16 ・3 ） 25 ．6 8 －2 28 ・4
精良

須玖 Ⅰ
口縁～肩部1／2 欠損

1 1 3 0－6 土器群C
弥生土器・壷

－ － －
－

1～最大5 の石英 ・長石粒を
多く含む 須玖 I

頸部のみ
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もの（Fig．30－1～3．5）のがあり、後者は頚部が緩やかに開くもの（1～3）、其直ぐに立ちあが

るもの（5）の2者がある。これら壷には、丹塗（Fig．29－2．3、Fig30－5．）、暗文を施すもの

（Fig．29－1～3Fig．30－5）、突帯を巡らすもの（Fig・29－2、Fig．30－5・6）といった加飾性に富

むものも多い。これら土器はおおむね須玖Ⅱ式に位置付けることができるだろう。

（2）包含層出土の遺物

6区周溝墓の周辺（0．P－15～17グリッド）において、遺物包含層掘り下げの際、多くの遺物

が出土したので、ここでそのいくつかについて報告を行なうことにする。

出土遺物は、須恵器を中心とした7～8世紀を中心とするものである（Fig．32）。施（1．2）、高杯

（3・4）の他、杯・皿類（5～12）、横瓶（13）、台付長頸壷（14）などが出土している。土師器は甕

類（15・16）が多く、甑（17）も認められる。時期的には6区および近接する7区において検出され

ている竪穴住居、掘立柱建物の時期と一致しており、遺物はこれら遺構と関連するものであろう。

また、特記すべき遺物もいくつか認められる（Fig．31）。1．2は刻苦土器。おそらく同一の個体で

あろう。須恵器甕口縁部片の内面に、口縁に沿う形で横方向に文字が刻まれている。1は「部黒麻」

と読める。2は「笠」か。3は権である。滑石製。
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Fig・31包含層出土遺物（2）（1／2）
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PL．1
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区画墓（1）（東から）

区画墓（2）（北東から）

区画墓（3）（北西から）



PL．2

STO5（東から）

ST33（南東から）

ST35（北東から）

ST37（北東から）

遺構・遺物検出状況1
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STO6（南から）

ST34（南東から）

ST36（北東から）

ST38（北東から）



PL．3

ST39（南東から）

ST45上甕（南西から）

ST49（西から）

ST51（北から）

遺構．遺物検出状況2
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ST40～43（南西から）

ST48（東から）

ST50（南東から）

ST52（東から）



PL・4

ST56（南東から）

ST58（南から）

ST61・62（北から）

同溝土器A群（南から）

ST57（南東から）

ST59（北から）

ST64（北から）

同溝土器B群（南東から）

遺構・遺物検出状況3
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PL．5

ST43

ST44

出土遺物1
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ST35



PL．6

出土遺物2
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2・10区の調査

1・位置と環境

10区は圃場整備対象地の南側に位置し、城田扇状地の尾根線中央付近にあたる。上面は比較的平坦

で東西に横切る農道に沿った東西約100m、南北約20mの範囲である。調査区の東西両端は地形に沿

って緩く下がっており、標高は約45mを測る。既報告の7、11区と9、14、18区の間に位置する。本

調査区はその調査・時や調査後に開始した隣接する調査区と接合し、連続した調査区となっている。2

次調査・全体グリットではU～d－23～25グリットに含まれる。なお、調査区西側のc24グリットで11区

と接合し、中央付近のZ25グリットで18区と接合し、調査区東側のⅤ．W26グリットで9区、T24・25

グリットで8区と接合する。調査区の境界はそれぞれ調査・グリットのラインに合わせている。

2・調査の経過

対象地付近は前年度に確認調査が実施され、耕作土層直下のシルト～砂礫層上面で竪穴式住居跡や

柱穴が検出され、道路等の構造物範囲と工事で破壊を受ける範囲については調査が必要／となった。試

掘では調査区西側は水田造成時の削平が進み、シル下層下部が遺構検出面であり、残された遺構は僅

かであった。東側は全体に基盤礫層上のシル下層が薄く、場所によっては水田床土直下がすぐ砂礫層

となったが、柱穴などの遺構は多く残されていた。東端は水田造成に伴い数十cmの段差がある三段

Fig．3310区の位置（1／2000）
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の棚田となっていたが、それぞれの面に遺構が多

く検出され、大きな地形改変は無かったと推定さ

れた。なお、斜面部に包含層はなく、おそらく削

平により失われたと推定された。

調査にあたってはまず、重機で全域の遺構検出

面上面までを除去し、その後は手作業で調査を

進めた。検出された遺構のなかではSC01、SC04

の竪穴式住居跡の規模が大きく、その掘り下げ

に多くの時間を費やした。調査グリットは2次調

査全体に設けた遺跡内座標値に則り、10m方形区

画で設定した。なお、調査区西側のd24・25グリ

ッ吊こ縄文時代早期の遺物が出土したため、分布

範囲内については調査グリットを細分し2mを単

位とする小グリットを設けて遺物取り上げ作業を

行った。

3．層序

10区の基本土層は他調査区と基本的に共通する。

Ia：黒色腐植土
Ⅱb：造成土
IC：水田床土（累層）
Id：水田耕土（現）
Ⅱ：暗褐色土
Ⅲa：黄～灰色細砂～シル上質土
Ⅲb：黄褐色シルト質土
Ⅳ：砂礫層（扇状地堆積物）

Fig．3510区土層概念図（1／60）
本来の基本堆積状況は扇状地形成に伴う礫層（Ⅳ層）

を基盤とし、上位に向けて砂～シル下層（Ⅲa層）、土壌化したシルト（Ⅲb層）、腐植土混暗色粘質土

（Ⅲ層）、腐植土を含む地表土（Id層）となるが、永年の水田開発や造成行為のために削平が進み、各

金武城田2次調査10区遺構一覧

遺構番号 時期 遺構 形態
規模 （m ）

関連遺構 遺物 その他

長さ 幅 深さ

SC 0 1 6 C 中頃 竪穴式住居 長石形 8 ・9 7 0 ・3 須恵器・土師器・紡錘車

S BO 2 6 C 掘立柱建物 二間二間 3 ・5 3 ．1 P 1，P3 ，P 4 ，P5

S B0 3 6C 大壁建初 長方形 8 ・4 4 11＋ P2 ，P 15

S C 04 6C 中頃 竪穴式住居 長方形 9 ・4 7 ．5 0・3 須恵器．土師器

S BO 5 6C 掘立柱建物 二間二間 3 －7 3 ・1 P 134 ，P 13 6 P 137 ，P 138 ，P 14 0 土師器

S C 06 6C 後半 竪穴式住居 方形 5 4 ・8 0 ．2 須恵器．土師器

S C O7 6 C後半 竪穴式住居 方形 4 ・9 ＋ 4 －8 0 ・1 P 15 9 ，P 18 2 須恵器・土師器

S C O8 6 C後半 竪穴式住居 方形 3 ．3 ＋ 3 ．5 0 －1

SC O9 6 C 後半 竪穴式住居 方形 3 ．2 ＋ 3 ．2 0 ．1

SC lO 6 C 後半 竪穴式住居 方形 2 ー9 ＋ 2・4 十 ○・3

SK 1 1 7C 前半 土坑 楕円形 ？ 0 ．5 0 ・4 ○・1 須恵器

SB 12 8C ～9 C 掘立柱建初 二間二間 4 ・7 4 ・2 P 16 1，P 18 3 ，P 2 19 ，P 2 20 ，P2 24 SB 17 を切る

SK 13 10 C 土坑 不整形 2・2 0 ・9 0 ・1 土師器・陶磁器・士錘

SK 14 土坑 不整形 3・1 1・1 0 ．2 SC 04 を切る

S D 15 6C 中頃 溝 断面浅レンズ形 2 －7 0 ー8 0 ．1

S D 16 7 C前半 満 断面逆台形 10 ＋ 2．5 0 ・8 須恵器．土師器・紡錘車．土錘

S B 17 7 C後～8 C 掘立柱建初 二間二間 4 ．6 3 ．7 P 184 ，P 19 7 lP2 2 1，P 224 －P 22 6

S B 18 8 C ～9C 掘立柱建初 二間二間 4 －8 3 ー8 P 23 6 ，P 23 8 ，P 25 3 ．P 254 ，P 25 6 ・P 28 3 lP 29 2 須恵器 S D 16 を切る

S B 19 7 C 掘立柱建物 二間二間 2 ・8 × 5 －2 P 18 0 ，P 2 2 2

S X2 0 縄文早期 風倒木痕 不整円形 2 －9 2 ．5 0 ・5 土器、石器

PLl lO区遺構一覧
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Fig．3610区遺構配置図（1／400）

所で堆積状況が変異している。造成による削平は最

も進んでいる部分でⅣ層に達し、通常でもⅢ層上面

に及んでいる。こうした削平は水田経営のために常

に水平面となり、同一削平（水田）面でも複数の基

底層が現れている場合が多い。／ノまた削平面上には造

成盛土（Ic層）、水田床土（累）層（Ib層）、水田

耕作土（Ia層）などが二次的堆積物として被覆し

ている。

10区は地表部の水田関連土Ia～b層の直下が削平

面となり、扇状地中央尾根線にあたるⅩ～Y25グリ

ットではⅣ層上面、その周囲のⅤ～dグリットでは

Ⅲb層となっている。また、東側斜面のU・V25グ

リットでは古代段階で造成面が設けられⅢb～Ⅳ層

が複雑な段状に現れている。

なお、d24．25グリットのSX20は縄文時代に形成

された風倒木痕であるが、Ⅲb層中に検出され横転

した堆積土が一部残されていた。これによるとこの

部分でのIIa層は60cm以上、Ⅲb層は約60cmと判明

都合二面した。

4．遺構と包含層

10区の遺構は中央から東側に集中し、相当の削

平が予測されるⅣ層露出部分でも多数の遺構が検出

された。これに対し、C24．25グリットより西側に

遺構はほとんど検出されなかった。これは削平によ

りこの地区の遺構が大きく失われたことと想定され

るが、全体の堆積環境をみると、住居跡などが存在

したならば、一部の遺構は残存しても良い深さであ

り、本来遺構密度が少なかった事も考えられる。遺

構面としては基本的にⅠ層群直下の一面であった

が、東側U24・25グリットでは柱穴群が包含層上で

検出され、包含層下のⅢ～Ⅳ層上面での遺構面との

都合二面になった。

5．遺構と遺物

遺構は10区中央の扇状地尾根線を中心に主に古

墳時代の竪穴式住居、掘立柱建物、大壁建物などが

分布し、東側斜面部に造成面を伴う古代の溝や建物

群が検出された。このうち東側斜面の建物群は8区

に連続し、共通の建物群を構成するとみられる。
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（1）竪穴式住居

SCOl：調査区中央で検出した大型の竪穴式住居である。平面は隅丸長方形であり、主軸はN－

79。－Wをとる。北西隅部を水田造成により失う。規模は長さ8．9m、幅7．0m、深さは現状で床面まで

の最大0．3mを測る。4本支柱であり柱間は主軸で長さ3・9m、幅3．6mである。主柱には抜き跡と見ら

れる掘方をもつものがある。北側と東側の壁面2箇所に竃が付設される。

北側竃は住居東壁のほぼ中央に設置され、焼土、水成粘土塊が充填するが、破壊され全体を失う。

竃部分の浅い掘方と両側壁の基鹿部に骨材抜き跡と見られる掘方が二列並ぶ。この掘方は中心で0・6m

離れており、それぞれ長さ1．3m、幅0．3mの範囲に3～4箇所の不整形な掘方があり、石材などの抜き

跡と見られた。また竃前面の住居内床面上に水成粘土、焼土、石材の集積する範囲が約3m四方にあっ

た。別の竃遺構の可能性を考慮して調査した結果、この集積範囲は竃ではなく、おそらく北側竃を破

壊した際に、その廃材や骨材などを積み上げたものと判断された。その集積は主柱掘方と抜き跡を直

接被覆しており、住居上屋解体後まもなく行われたと考えられた。骨材とみられる石材は8個あり、い

ずれも大きさが近似し幅30cm前後、長さ40cm前後の花崗岩円礫であり、直接の熱変が認められるもの

は少ない。こうした点から復元するとこの北側竃は幅約1・0m、長さ約1．3m、高さ約0．5mであり、骨

材を組み上げ内外面を水成粘土で被覆し構築したと想定される。煙道については不明であり削平され

た壁面外に延びていたと推定される。なお本竃は焚き口からの全長が通常の倍近く長いことから、竃

受部が2箇所以上設置されたことも考えられる。

東側竃は東壁のほぼ中央に設置され、焼土、水成粘土塊が集積する範囲として検出された。その範囲

は長さ2．0m、幅1．8mであり、全体に大きく破壊されている。竃部分の浅い掘方と基鹿部に骨材抜き跡

と見られる凹凸がある。この掘方は長さ1．2m、幅0．7mあり、その両側に水成粘土が点在しており、竃

骨材の石材などの抜き跡と見られた。こうした点から復元するとこの東側竃は長さ約1．3m、幅約1．2m、

高さ約0．3m以上であり、骨材を組み上げ内外面を水成粘土で被覆し構築したと想定される。煙道につ

いては不明であり削平された壁面外に延びていたと推定される。なお本竃も焚き口からの全長が通常

の倍近く長いことから、竃受部が2箇所以上設置されたことも考えられる。竃の周囲では煙道部と焚

き口部分に土師器甕、甑と須恵器坏が破砕状態で出土した。

住居内からは須恵器、土師器、石製品などが出土した。須恵器には坏類（1～6）、壷類（7～10）、

土師器には須恵器模倣坏（11）、椀（12～14）、壷（15～17）、鉢（18、19）、甑（21、22）、甕（23）

がある。石製品には紡錘車（24）がある。須恵器坏類の型式は小田富士雄編年のⅢa期であり、6世紀

中葉に位置づけられる。

SCO4：調査区中央で検出した大型の竪穴式住居である。SCOlの東約2mに位置する。平面は隅丸長

方形であり、主軸はN－830　－Eをとる。南壁は調査区外に展開するが、追加調査した18次調査に

よりその一部が検出され、全体規模の復元が可能となった。規模は長さ9．4m、幅7．5m、深さは現状

で床面まで最大0．3mを測る。4本支柱であるが、検出した柱穴は小さくやや疑問である。柱間は主

軸で長さ4．6m、幅3．2mである。北側壁は段状の縁線があるが、浅い落ち込みであり拡張などの痕跡と

は考え難い。北側と東側の壁面2箇所に竃が付設される。

北側竃は住居東壁のほぼ中央に設置され、焼土、水成粘土塊が被覆するが、破壊され全体を失う。

竃部分には長さ0．9m、幅0・8mの浅い掘方があり、その掘方から北側の段状部分に煙道と見られ

る幅30cm、深さ5cmの溝が段状部分に掘られている。中央掘方を囲み地山削り出による竃基鹿部が形

成され、全体の規模は長さ1．9m、幅1・4mを測る。覆土には焼土、炭化物、水成粘土塊が含まれる。

東側竃は東壁のほぼ中央に設置され、上部は失うが、中下位は比較的保存されて検出された。その
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規模は長さ1．5m、幅2．0mである。竃内面は赤色化した壁面が残り、壁内部には骨材である花崗岩円礫が

一部遺存していた。これは住居壁に近い部分であり、竃内床部で幅0．4m離れて3個の亜円礫が樹立さ

れていた。竃入口に近い骨材の礫は抜かれている。円礫の大きさは何れも幅0．3m、高さ0．4m、厚さ

0．2m前後であり、竃内面側には粘土が被覆されている。両壁面は何れも内側に傾斜しているが、壁面

にヒビが見られ、埋没後に土庄などで歪みが生じたものと見られた。復元される竃内は幅0．4m、長さ

1．4mある。煙道は不明であり、削平された壁帯から外に延びていたと推定される。なお本竃の規模は

大きくSCOl北竃に近い。竃受部は失われていたが2箇所以上設置されたと考えられる。

住居内覆土から須恵器、土師器が出土した。須恵器には坏類（25、26）、壷（27）、高坏（28）、甕（36、

37）があり、土師器には高坏（30）、甕（32～35、38）がある。須恵器坏、高坏から見て小田編年Ⅱ～Ⅲ

a式に相当し、6世紀前～中葉に位置づけられる。なお、8世紀代の須恵器坏（26）や弥生土器鹿部

（31）は混入遺物と見られる。

SCO6：調査区東側で検出した隅丸方形の竪穴式住居である。西側を削平によって失う。主軸はN一

740　－Wをとり、長さ5．0m、幅4．8m、深さ0・2mを測る。2本支柱であり柱間は主軸で長さ2．1m、であ

る。西壁中央に竃が設置される。住居壁から30cmほど突出し、幅1．4m、長さ1．3mの範囲に焼土が分布

する。中央に長さ70cm、幅50cm、深さ5cmの浅い掘方があるのみで、竃壁胎や構造は不明である。

住居内覆土から須恵器、土師器が出土した。須恵器には坏蓋（39）、壷（40）、土師器には鉢（41）、甕

（42）がある。須恵器坏は小田編年Ⅲb式に相当し、6世紀後半に位置づけられる。

SCO7：調査区東側で検出した隅丸方形の竪穴式住居である。西側は調査区外に展開する。SC06の

北側に隣接し主軸を共通している。主軸はN－59。－Wをとり、長さ4・9m以上、幅4．8m、深さ0．1mを測

る。4本支柱で柱間は長さ2m、幅2mである。西壁中央に竃が設置される。住居壁から30cmほど突出

し、周囲に焼土が散在するが、幅80cm、長さ100cmの範囲に焼土が散布するのみで、壁胎や構造は不

明である。住居内覆土から須恵器、土師器が出土した。須恵器には坏（亜）、甕（亜～47）、土師器には甕（躯）
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Fig／41SCOl出土遺物2（1／3）
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Fig．42　SCOl出土遺物3、SCO4出土遺物1（1／3〉
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がある。須恵器坏蓋は小田編年」b式に相当し、6世紀後半に位置づけられる。

SCO8：調査区東側で検出した小型の隅丸方形の竪穴式住居である。西側を削平によって失う。SC06の

南側に隣接し主軸を共通している。主卓由はN－67。－Wをとり、長さ3．3m以上、幅3．5m、深さ

0・1mを測る。支柱は不明である。竃は認められない。遺物は須恵器、土師器の小片があるのみである。

SCO9：調査区東側で検出した小型の隅丸方形の竪穴式住居である。SC06の北西側約1mに隣接し、

竪穴式住居SClOに切られている。主軸はN－230　－Wをとり、長さ3．2m以上、幅3．2m、深さ0．1

mを測る。支柱は不明である。竃は認められない。遺物は土師器の小片があるのみである。

SC10：調査区東側で検出した隅丸方形の竪穴式住居である。大半が北側調査区外に展開する。SC09

を切り、SC06の北西側約2．5mに隣接している。主軸はN－590　－Wをとり、長さ2・9m以上、幅

2．4m以上、深さ0．3mを測る。壁に沿って幅cm、深さcmの壁溝が巡る。竃、支柱は不明である。遺

物は須恵器、土師器の小片があるのみである。

（2）大壁建物

SBO3：調査区西側で検出した「大壁」もしくは「壁立」建物と呼ばれる長方形の建物跡である。南側

は柱穴が浅くなり、失われている。自然の傾斜に沿って柱穴掘方が設けられたとみられた。総柱建物

SB02との重複関係があるが、切り合いはない。主軸はN－820　－Eをとり、長さ8．4m、幅4．1m以上

を測るO柱穴は径20cm前後と小さく、柱間は0．3～1．0mのばらつきがある。深さは60cm以下であ

り、これも規則性に乏しい。柱穴内に遺物の出土は少なく、時期は不明である。

（3）掘立柱建物

SBO2：調査区西側で検出した二間二間の総柱建物である。大壁建物SB03との重複があるが、柱穴の

切り合いによる前後関係は判明していない。主軸はN－030　－Wをとり、長さ3．5m、幅3．1mを測る。

SBO5：調査区中央で検出した二間二間の総柱建物である。竪穴式住居SC04の東約6mに位置する。

この場所は調査区内最高所であり、本来の扇状地尾根線上となり北へ下がる傾斜地であるが、建物の

範囲のみは平坦地となり柱穴の深さも共通する事から建物建築にあたって平坦面の造成があったと予

測される。主軸はN－660　－Wをとり、長さ3．5m、幅3・1mを測る。柱穴内から須恵器、土師器の

小片が出土し、小型の土師器甕（49）は口縁部が直線的で6世紀中葉頃と推定される。

SB12：調査区東側で検出した二間二間の総柱建物である。一部は北側調査区外に展開する。竪穴式

SC06との切り合い関係があるが、重複部分は近世溝に切られ明らかでない。また建物SB17、SB19

とも重複があり、このうち柱穴の切り合いでSB17を切ることが判明した。主軸はN－310　－Eを

とり、長さ4．7m、幅4．2mを測る。柱穴内から須恵器、土師器の小片が出土した。

SB17：調査区東側で検出した二間二間の総柱建物である。一部は北側調査区外に展開する。建物SB12、

SB19との重複があり、SB12に切られる。主軸はN－32。一Eをとり、長さ4．6m、幅3．7mを測る。

柱穴内から須恵器、土師器の小片が出土した。

SB18：調査区東側斜面で検出した二間二間の総柱建物である。7世紀代の溝SD16を覆う埋土上に

設けられる。主軸はN－330　－Eをとり、長さ4．8m、幅3．8mを測る。柱穴内から須恵器、土師器

の小片が出土した。須恵器には高坏（50）と甕（51）がある。8～9世紀代とみられる。

SB19：調査区東側で検出した二間二間の総柱建物である。一部は北西側調査区外に展開する。竪穴式

住居SCO6、SCO7、建物SB12、SB17との重複があるが、切り合いは明らかでない。主軸はN－

53。－Eをとり、長さ4．6m、幅3．7mを測る。
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Fig．47　掘立柱建物SBO2．05・12（1／60）
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Fig・49　掘立柱建物SB19（1／60）

（4）土坑

SK11：調査区西側で検出した平面楕円形の土坑である。

大壁建物SB03の西側11mに位置する。掘方は不明瞭

であるが長さ0・5m、幅0．4m、深さ0．1mを測る。床面

に密着して須恵器坏類4個体が出土した。須恵器は坏蓋

（52、53）、坏身（54、55）があり、検出時に破砕した

が本来完形状態で埋置されたものと推定された。このう

ち3個体には同様のへラ記号がある。須恵器は小田編年

のⅣa期でも新相の様相があり、7世紀前半代の時期が

推定される。

SK13：調査区東側で検出した平面不整形の土坑である。

長さ2．2m、幅0．9m、深さ0．1mを測り、床面は平坦で

ある。覆土内から土師器坏（56）、黒色土器A類（57）、

越州窯系青磁（58）、土錘（59）などが出土した。9～

10世紀代の時期が推定される。

SK14：調査区中央で検出した平面不整形の土坑であり、

長さ3．1m、幅1．1m。深さ0．2mを測る。床面は凹凸が

著しく、樹根の影響も考慮される。遺物は出土してい

ない。
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Fig・51建物・土坑出土遺物（1／2・1／3）

（5）溝

SD15：調査区中央で検出した溝状遺構である。竪穴式住居SCOlに切られる。幅約1．0m、長さ約2．6m

であり、深さ約0．1mと浅い。隣接する竪穴式住居SC04と約2・7m離れて並行しており、あるいは

SC04の壁帯外周溝の可能性がある。遺物は出土していない。

SD16：調査区東側にあり、古代包含層下部の地山上で検出した。上部での幅は2・5m前後、深さ0．8m
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Fig．52　溝SD16出土遺物（1／2・1／3）
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を測る。断面は逆台形であり、覆土は上部が暗褐色砂質土、下部は暗灰褐色粗砂層である。埋没以前

に水流があったと見られ、構築位置から見て潅漑用水路の可能性が高い。港内覆土中から須恵器（60

～66）、土師器（67）、石・土製品（68・69）が出土した。須恵器（61～65）には下部で出土した須恵

器（60～66）から7世紀前半代の時期が推定される。

（6）風倒木跡

SX20：調査区西側の戯4．25グリット付近で径約3mの範囲で基盤のシル上質土中に黒色～暗褐色土層

の分布があり、縄文時代とみられる土器片、石器類の散布が認められた。縄文時代の遺構の可能性が

あるため、土色変化のある範囲をSX20と仮称し、周辺を含めグリット調査を実施した。その結果、土

色の変化はおよそNー140　－Eを軸線に北西方向にベクトルの働いた地層の部分的横転によるものと判

明した。遺物はその中でシル下層（Ⅲa層）上部に堆積する暗褐色土全体に含まれる。すなわち出土

遺物は本来横転前の旧地表（Ia～Ⅱ層）下の褐色シルト質土（Ⅱb層）の包含層に含まれたものが地

層ごと横転し、その後水田造成による削平を受け周辺に存在した縄文時代包含層と横転部上半部は失

われ、僅かに横転部の下半部が残されたものと見られた。地層横転現象は軟弱地盤において風倒木な

どの自然的要因で形成されると推定されており、このSX20は人為的遺構でなく、縄文時代早期以降で

古墳時代以前に形成されたものである。金武地域の扇状地上面は水田化を含め過去に大きな削平が幾

度も行われ、縄文時代に遡る資料は僅かしか認める事が出来ない。その中で僅かな資料とは言え、近

接して出土した当該期の遺物は貴重なものといえる。

出土した遺物には土器片13点と石器36点がある。土器類には押型文土器と貝殻条痕文土器がある。

70は押型文土器の口縁部破片である。口唇部は強く外反し、外面は口唇部に幅1cmの無紋帯を挟み縦

位に楕円押型文を施す。内面は縦位の条痕が施される。71～82は貝殻条痕文土器である。これは胎土、

焼成、色調、器面調整等から以下の3個体に区分される。
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Fig．53　風倒木跡SX20（1／20・1／40）
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AーA．断面遺物検出レベル模式図

（斜線が本来の水平面レベル）

○は土器片

■は黒曜石製石器

田はサヌカイト製石器

個体1（71～73、76～79）は7点の破片があり、円筒形に近い器形である。器壁の厚さ0．5～0．7cm

と比較的薄く、良好な焼成を見せる。内外面共に貝殻腹縁による横位の条痕調整を行い、口縁部外面

にアナダラガイ科の貝殻腹縁を利用した工具で押圧文を施す。この貝殻押圧文は幅1cm前後の腹縁部

を横方向に断続的に不規則に5段以上施すものである。71は口縁部破片であり、直線的に立ち上がる

口唇部は僅かに端面を外傾させる。条痕上に三段の押圧文が見られる。

個体2（74、80、81）は3点の破片があり全て胴部破片である。器壁の厚さ0．7cm前後の器壁であ

り、焼成が不良で器壁が荒れている。内外面共に貝殻腹縁による横位の条痕調整を行うが、胴部

下半では条痕が斜位を伴う。74は口縁部に近い胴部上半と見られ、二段の貝殻腹縁の押圧文が見られ

る。

個体3（75、82）は2点の破片があり、胴部破片である。器壁は厚く0．8cm以上であり、焼成

がやや不良で器壁が荒れている。内外面共に貝殻腹縁による横位の条痕調整を行う。75はロ縁部に

近い胴部上半と見られ、二段の貝殻腹縁の押圧文が見られる。

石器類36点の石材は黒曜石21点とサヌカイト15点がある。この内訳は黒曜石が石鏃2、使用痕

有剥片2、剥片3、砕片14であり、サヌカイトが尖頭器1、石核1、スクレイパー1、剥片7、砕片5で

ある。石鏃は2点共に黒曜石を素材とし側縁が膨らむ曲線を描く。83が僅かに挟りをもち、片肺を

欠損する。長さ1．9cm、幅1．5cm、厚さ0．4cmを測る。84は丸基部となり、不定形剥片の片側縁辺
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Fig．54　SX20出土遺物（2／3・1／2）
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部を整形している。長さ1・7cm、幅1．7cm、厚さ0．3cmを測る。86はサヌカイト製の尖頭器であり、

下半部を欠損する。横長板状の不定形剥片を素材とし、両面に入念な調整剥離を施すが、剥離は中央

部まで及ばず、素材面を残している。現状で長さ4cm、厚さ0．8cmあるが、本来は長さ6．5cm、幅

3．3cm程度に復元される。85はサヌカイト製のスクレイパーである。背面に大きく自然画を残す横長

剥片を素材とし、縁辺に僅かな二次調整があり、また使用痕の可能性がある微剥離が認められる。幅

と≡亡二3，2 二ll－／l－l－

弓吉

／

一一二二二二

Fig．55　柱穴内出土遺物（1／3）
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6．6cm、長さ4．2cm、厚さ1．0cmを測る。87はサヌカイト製の石核である。背面に自然画を残す分厚

い板状素材を用い、平面方形に整え、四周から剥片剥離を行っている。最終段階では幅4～5cm、長

さ3cm前後の横長剥片が剥離されている。これは石鏃素材として利用可能な大きさである。最終残核

は幅7．1cm、長さ6．5cm、厚さ3．2cmを測る。

（7）その他の遺構

以上報告した遺構の他に多数の柱穴、土坑がある。柱穴は比較的大きく平面形が楕円形～隅丸方形

をなすものも多く、柱痕跡を残す例もあった。しかし多くの柱穴は限られた調査区でもあり、建物を

構成することはできなかった。柱穴内からは遺物の出土は少ないが、出土遺物の多くは須恵器、土師

器片であり、柱穴は古墳時代後期以降で古代のものが主体を占めるようである。遺構内への混入や東

側包含層には弥生時代の遺物が認められたが、建物などの確実な遺構は確認する事が出来なかった。

柱穴内出土遺物には古墳時代後期の須恵器（88～91）、土師器（92～94）、古代の須恵器（95、96、

102、104、105）、土師器（97～99、101、103）、黒色土器A類（100）、緑釉陶器（106～109）など

がある。

（8）その他の遺物

10次調査区では少量の鉄器が出土した（Fig．56）。110は袋状鉄斧、111、112は鉄鏃基部である。

113は薄い板状品、114は鉄釘の頂部と見られる。115は不明鉄製品である。113は溝SD16出土で

あり、その他は柱穴からの出土品である。

116～118は東側包含層から出土した須恵器壷である。7世紀代と見られる。119～122は弥生時代

の土器類である。各種の遺構に混入して出土したが、ここにまとめた。119は弥生後期後葉の甕、120

～123は弥生中期中葉～後葉の土器類である。120は壷の鹿部、121～123は甕鹿部である。時期は限定しづ

らいが鹿部の厚い120～122は須玖Ⅰ～須玖Ⅱ式古段階の範噂に含まれ、123は須玖Ⅲ式と見られる。

124、125は縄文時代晩期前葉の粗製深鉢片である。126は土錘であり、古墳時代～古代のものであろう。

127は石鏃であり、黒曜石製の縦長剥片を素材とし、縁辺に調整を施している。128は縦型の石匙

であり、サヌカイト製の縦長剥片を素材とし縁辺に調整を施している。つまみ部を欠損するが、調査

～墜11。感

Cプ113

一顧‾1‡

◎　114 115

わ

◎

Fig．5610区出土鉄器（1／2）
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時の傷から見ると三重パティナとなっており、遺物が出土した柱穴に混入する際（古墳～古代）に大

きく破損した事が分かる資料となっている。

6．小結

（1）縄文時代早期資料について

本調査区では風倒木痕SX20から少量の縄文時代早期資料が出土した。これについては僅かな資料

であるが、興味深い内容があることから、ここに若干触れておきたい。

出土した土器群は微細な小片であり量も少ない。土器型式では二群に分かれ、1点の押型文土器と

12点3個体の固体貝殻条痕文土器がある。前者は口縁部破片であり、その特徴から下菅生B式に相当

する。後者は比較的薄手の円筒形に近い土器形態であり、外面に横～斜位の貝殻条痕文調整のあと、口

縁に近い外面に断続的な貝殻腹縁による押圧文を5段程度施すものである。四箇形の器形に貝殻条痕

調整を施す土器形式としては、中～西北部九州を中心とした一野式、中原式などがある。また貝殻腹

縁の押圧文としては福岡市柏原E遺跡SC44、SK26出土の「貝殻腹縁押圧文土器」や、佐賀県白蛇

山、盗人岩洞穴などの貝殻圧痕文土器などが知られている。しかし基本的な器形と施文具は共通する

が、口縁部の特徴や施文方法が異なる。薄い器壁や施文の特徴はむしろ南九州の吉田式などに通ずる

ものである。ここで先の押型文土器との関連について改めて出土層位をみたい。横転したⅢa層上の

層理面に沿って展開した出土垂直分布図（Fig・53右）をみると、押型文土器はⅡ層の上部、貝殻条痕

文土器群はⅡ層下位を中心に出土し、両者の検出面は約30cmのレベル差が復元される。また下部か

ら出土した石器類を見ると小型の三角鏃や中型の石槍がある。これらの石器類は本地域では押型文土

器段階にはなく、より古い縄文時代草創期～早期前半に伴う資料である。こうした点からSX20の縄

文時代早期資料は単一時期のものではなく、2群に分かれると考えられる。つまりⅡ層上部は縄文早

期後葉の下菅生B式、Ⅱ層下部の貝殻押圧文土器は早期前葉以前に位置つけられる。ただし注目され

る後者の土器群の型式設定や厳密な時期比定については、今後の類例を待ち、慎重に検討しなければ

ならない。

（2）古墳時代集落について

本調査区は城田扇状地の中央であり、開田のために相当の削平があったが、比較的多くの遺構が残

されていた。遺構は台地中央部と東側斜面に分かれ、台地中央部は古墳時代後期、東側斜面は古代の

時期が主なものとなった。また、それぞれに遺構の切り合いがあり数段階に区分されるようである。

台地中央部は北側の6区、7区と南側の18区に連続した古墳時代集落であり、この調査区は集落

全体としては南縁に位置している。竪穴式住居7棟は、長辺約10mの大型2棟と一辺約5mの中型3

棟、一辺約3mの小型2棟に区分される。建物主軸は大まかに3群に分かれ、掘立柱建物も共通する。

切り合いを加味し、共伴遺物で時期比定すれば次の変遷が予測される。

1期（6世紀前葉～中葉）：竪穴式住居跡SCO4、SCO9、大壁建物SBO3→掘立柱建物SBO2

2期（6世紀中葉）：竪穴式住居跡SC01、掘立柱建物SBO5

3期（6世紀後菓）：竪穴式住居跡SCO7、SCO8、掘立柱建物SBO5

4期（6世紀後菓～末）：竪穴式住居跡SCO6、SClO

こうして見ると3つの点が注目される。まず、6，7区の様相と比較すると城田扇状地上の古墳時

代集落としては比較的早く遺構が出現し、かつ早く失われていることであり、集落形成はこの扇状地

ー73－



上の平坦面ではまず南部に始まり、次第に北側に展開していると考えられる事である。

次に、大型住居の存在である。SCOl、SC04は床面積が60m2を超え、大型竃を備えている。同様

の規模は6区SC22のみであり、何れも周辺の住居に対して突出した規模である。また、集落の中央

付近に位置している。こうした大型住居は同時期に集落内に1棟のみが存在し、初期に大壁建物、そ

の後は総柱建物（倉庫）を伴っている。その性格は集落を代表する存在として考えるべきであろう。

最後に、本調査区で発見された大壁建物SB03は大型竪穴式住居SC04と主軸が一致しており、そ

の配置から同時期と考えた。10区の周辺では6区で2棟（SB53、SB54）、16区で1棟（SB22）発見

されている。早良平野では古墳時代の大壁建物が多く検出され、野芥遺跡や梅林遺跡なども遺跡内

で複数の大壁建物が確認されている。こうしたなかで、10区のSB03は6世紀前葉に遡る可能性があ

り、本地域で最も古い例となる。また集落変遷との関係でその性格や推移が追跡可能な例として重要

である。

（3）古代集落について

本調査区東側には8世紀を中心に7世紀後半から9世紀代の遺構が多く発見された。その立地は扇

状地上の平坦面ではなく、扇状地面と竜谷川に沿う低位段丘面との間の傾斜地、4～5mの段差部分

であり、調査前は棚田が設けられていた。低位面は8区、南東側の斜面部は9区の調査範囲と接続し、

一部は連続した調査区となる。棚田に伴う削平は少なく、棚田の段差は7世紀代の水路開削、その後

8世紀代に造成が行われた結果を反映しているようである。発見された遺構は掘立柱建物4棟である

が、地形に沿うのではなく、8区で確認された官衙遺構の主軸方位に沿って配列されている。建物に

は一部に切り合いがあり、重複と形態などから併せて考えると、この範囲ではSB19→SB17・SB18

→SB12の変遷が予測される。なお、検出された建物のうち3棟（SB12、SB17、SB18）は二間二間

の総柱建物であるが、古墳時代の同形態の建物（SBO2、SBO5）に比べて規模が大きく、床面積は約

二倍となる。こうした総柱建物は8区の大型の側柱建物を主とする建物群の周辺に配置されており、

相互に関連を持ち官衙遺構群を構成していたと見られる。
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3・13区の調査

1．位置と環境

13区は圃場整備対象地の南端に位置し、既報告の10、12区の南側、8、9区の南西側に位置してい

る。13区のすぐ東側を竜谷川が北流しており、左岸のすぐ崖上に位置している。この地点は流谷川が

妙見崎丘陵の先端を横切り、北に向かって平地が開ける位置にあり、まさにこの地点から城田丘陵の

基底をなす小扇状地が展開している。調査地点はこの城田扇状地の最高所つまり扇頂部にあたり、標

高約48m～45mを測る。調査前に一帯は水田であり竜谷川に向かって東に下がる二段の狭い水田が

造営されていた。田面の幅は10m前後で各段差は1m以上有り、まさに棚田の様相を呈していた。

この地点は試掘以前の予測では古く水田造成のために旧地形は大きく改変され、また推定される旧地

形面が相当の急斜面であり、一般の集落遺跡等は存在しないだろうと推定していた。しかし、確認調

査の結果、斜面から低位面にかけて多数の遺構と包含層の存在が確かめられた。

2．調査の経過

対象地付近は前年度に確認調査が実施された。その結果、旧道に近い扇頂部の水田部では水田耕作

土と床土の直下がすぐ基盤礫層となり遺構や遺物は認められず、水田造成時に相当の削平があったも

Fig．5813区の位置（1／2000）
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Fig．5913区全体図と周辺調査区（1／400）

－76－



のと考えられた。次に東側の棚田部分の確認調査では、水田耕作土以下に造成土を挟み厚い包含層が

認められた。この包含層は斜面に沿って形成されており鉄澤や古代遺物が多く含まれ、柱穴などの存

在も明らかとなった。以上の確認調査の結果を踏まえて設計協議を行ったが、この棚田部分について

は工事計画で道路用地と水田造成による削平範囲から避けられず、保存困難な部分については発．掘調

査を行うことになった。城田2次調査では最南端に位置し、13区として設定した。

調査にあたってはまず、重機で表土と確認調査で検出された鉄澤を含む包含層上面までを除去し、

その後は手作業で調査を進めた。調査グリッ吊ま2次調査全体に設けた遺跡内座標値に則り、10m方

形区画で設定した。Y～a－33～37グリットにあたる。なお西側は水田用水・路と畦畔の崩壊を避ける

ため1mほど、また南側の民家との間は安全のため約2mの未掘部分を設けた。竜谷川に画する東側

は、段丘崖まで剥ぎ取り、河川との間に排出土で盛土を行い調査時の安全を確保した。

耕作土と床土、水田造成に伴う盛り土を除去するとその直下で溝、柱穴、集石遺構などが検出され

た（第1両）。第1面の調査過程で斜面にあたるZ34グリットの1層上面に須恵器、土師器、鉄澤が

集中出土しはじめた。この遺物集中部分をSX04として、これを掘り下げながら下位の遺構面を探索

した。第2両は2，3層中で把握し、掘立柱建物、鍛冶炉などを確認した。第3両はSX04を完掘し

た4層上位にあり、溝、水田面などが確認された。第4面は基鹿部となる5層上面で検出した弥生時

代の溝、畦畔などの水田関連遺構である。以上のように13区は狭い調査区ながら4面の遺構面と多

量の出土遺物があった。

金武城田2次調査13区遺構ⅰ覧

遺構番号 検出面 時期 遺構 形態
規模 （m ）

関連遺構 遺物 その他
長さ 幅 深さ

S D O l 1両 中世 溝 断面逆台形 24 10 0 ．6 ～0 ．8 0 ．3 Fig・37 S D 1 1を切る

S D O2 1面 中世 溝 断面逆台形 10．0 0 ・5～0 ．7 0 ．4 支線水路あり

S RO 3 2 面 古代 鍛冶炉 0 ．6 5 0 ・5 5 0 ．1

SX O4 1～2 面 7C後半～古代 包含層（廃棄土器群） － － － Fig．40 ～50

S D O5 1面 溝 4 ．0 1．1 0 ．2 Fig．3 7 S D 1 7を切る

S D O6 2面 古代 溝 15 ．0 1．0～1 ・5 0 ・3 Fig ．3 7 S D lOの下部

S D O 7 1両 溝 断面浅 レンズ形 2 ・2 0 －3 0 －1

S D O 8 1面 溝 断面浅レンズ形 5 ・5 0 ．7～1 ．0 0 ・1

S D O 9 1面 中世 ？ 溝 断面逆台形 15 ・0 0 ．7 ～1 ．5 0 ．3

S D lO 1面 古代 溝 断面浅レンズ形 15 ．0 1・0 ～1 －5 0 ・3 Fig ・3 7 SD 0 6の上部

SD 11 3面 7 世紀前半 溝 断面∨字形 10 ．4 4 －0 1 －3 Fig ．3 8 －39

SD 12 3面 溝 断面浅レンズ形 3 ・1 1－0 0 ．1

SD 13 3面 溝 断面浅レンズ形 6 ・5 0 ・5 ～110 0 ．2

SD 14 3 面 溝 断面浅レンズ形 7 －3 0 ・3 ～0 ・7 〇一1 Fig．3 7 SD 12 を切る

SB 1 5 2 面 掘立柱建初 二間二間 2 －7 2 ．6 － SD 17 を切る

SR 16 2 面 焼土坑（炭焼窯） 隅丸長方形 1．0 0 ・8 0 ．15 Fig・52 S D 17 を切る

SD 17 4 面 弥生中期 溝 断面逆台形
30 ・b

1・0 ～2 ．0 0 ．6

SB 18 2 面 古代 掘立柱建物 二間二間 2 ・7 2 ・5 － S D 17 を切る

SB 19 2 面 古代 掘立柱建物 三間一問以上 3 ・2 1．5 ＋ －

SB 2 0 1面 古代 福重柱建物 二間一問以上 2 ．6 1．4 ＋ －

SX 2 1 1面 集石遺構 2 ー0 2 ．0 －
SX O4 上部

SR 2 2 2 面 古代 鍛冶炉 0 ．5 0 ．5 0 ．1 調査時はSR 13 としていた

S R2 3 2画 古代 鍛冶炉 0 －4 0 ・3 0 ．1

S R2 4 2面 古代 鍛冶炉 0 ・75 0 ．3 5 0 ．1

S R2 5 2面 古代 鍛冶炉 1．05 0 ・6 0 ．0 5

S D 26 2面 溝 4 ．7 0 ．7 ～0 ．8 0 ．3

SX 2 7 4 面 弥生中期 石組遺構 7 ．0 － 0 ．3 S D 17壁面

SX 2 8 4面 弥生中期 石組遺構 9 ．5 0 ．7 0．1 支線石組あり 畦畔基礎

S K2 9 4面 弥生中期 土坑 1－8 1・5 0．5 SD 17底面から掘削

Pl．2　13区遺構一覧
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3．層序

13区の基本土層は他調査区と基本的に共通する。本来の基本堆積状況は扇状地形成に伴う礫層（Ⅳ

層）を基盤とし、上位に向けて砂～シル下層（Ⅲb層）、土壌化したシルト（Ⅲa層）、腐植土混暗色粘

質土（Ⅱ層）、腐植土を含む地表土（Ⅱd層）となるが、永年の水田開発や造成行為のために削平が進

み、各所で堆積状況が変異している。造成による削平は最も進んでいる扇状地上部でⅣ層に達し、そ

の周辺でもⅢ層上面に及んでいる。こうした削平は水田造成により常に水平面となるために、同一削

平（水田）面にⅣ～Ⅱ層の複数の基底層が現れている場合が多い。また削平面上には再堆積物として

の造成盛土（IC層）、水田床土（累）層（Ib層）、水田耕作土（Ia層）などが被覆している。

13区は扇状地の東側斜面と竜谷川沿いの低位段丘面からなる。斜面部は地表の水田関連土Ia～b層の

直下にⅡ層による厚い包含層が形成されていた。低位面は削平され、一部Ⅳ層が現れている。

4・遺構面と発掘調査

（1）第1面の遺構と遺物

第1面は全域で最上部に確認された遺構面である。耕作土と床土を除去するとその直下で溝、掘立

柱建物、約70基の柱穴、集石遺構などが検出された。ただし現代の棚田様の水田耕作面は削平深度

が異なり、検出された遺構群は必ずしも同一時期ではない。特に上段水田面下から下段水田面の間の

斜面上半部は基盤となる黄褐色シル下層（Ⅲ層）が遺構検出面となっているが、斜面下半部から下段

水田面は厚い包含層（SX04）があり、その上面が検出面となる。また下段水田面では包含層が失われ

Ⅳ層上面が検出面となる。

第1面での検出遺構の上限時期は古代中葉（9世紀）から中世であるが、Ⅲ、Ⅳ層面での検出遺構

にはそれ以前の時期も含まれている。また、第1面の調査過程で斜面にあたるZ34グリットの1層上

面に須恵器、土師器、鉄澤が集中出土しはじめた。この遺物集中部分をSX04として調査を進めたが、

このSX04は第2面を挟み、第3面上部から第1層基鹿部まで形成されていた。SXO4内には僅かに

柱穴などの遺構らしき痕跡があったが、精査にも関わらず確認に至らず下部遺構面での再探索を行う

ことにした。

1）溝

SDOl：調査区南側斜面にある溝で、SDllを切る。現代水田の区画と共通したN－55。－Wの軸

線をとる。斜面に沿って設けられた用水路であり、長さ約24mを検出した。溝の幅0．6～0．8m、深

さ0．3mである。南東側はSDll上を横切り、竜谷）旧こ画する崖に切られる。北西側は調査区外へ延びる。

埋土は上半部分が黒褐色土、下半部が褐色粗砂層でよくよく締まっていた。溝底レベルは46・6mであ

り、中央が窪むものの全体として僅かに西方向へ下がる。埋土中から陶器、土師器が出土した。1は

越州窯系椀、2は土師器小型甕、3は甑か大型甕である。古代でも9～10世紀か。

SDO2：Z36、37グリットでSDOlに並行し、より斜面上方で検出した溝である。西側は調査区内

で浅くなり失われる。長さ約10mを検出した。標高47mより上位にあり、幅0．5～0・7m、深さ0．4m

を測る。埋土は暗褐色の砂礫層であり、洪水で一気に埋没したと見られる。東端で南に支線水路が付

設し南側の調査区外へ延びる。支線水路は上段水田側から接続し、溝底も南に高くなっており、排水

路としての機能が考えられる。支線水路との接続部分には溝底に窪みがある。検出範囲の最上部には

溝内に据えられた円礫があり、上部水田からの排水調整施設とみられた。

SDO5：Z33グリットに検出した溝状遺構である。20～40cm大の礫と粗砂が密集して検出されたこと

から判別した。N－01。－Wの軸線をとるが、斜面に向かって緩い弧を描く。長さ4m、幅1．1m、深
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Fig．6013区第1面遺構配置図（1／150）
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さ0．2mを測る。なお・第3両で同一平面上でより大きな遺構としてSD05を確認し、追加調査を行

った0第1両で遺構プランを誤って小規模に調査したものか、同一平面で異なる時期の遺構があった

のかその判断は困難であった。埋土中から古代（8世紀）の須恵器坏身（4）が出土した。

SDO6（SDlO）：Z34・35グリットに緩く蛇行しながら略南北方向に検出した溝状遺構である。表土

除去時に古い水田面の段差があり・そのラインに沿って検出した遺構である。北側は調査区外に延び、

検出長さは約15m・幅1．5～1．0m・深さ0．3mを測る。後出するSD08，09と並行しており、一連の用

水路の可能性がある。当初・埋土をなす粗砂、シルト質土の状態から切り合いをなす2つの溝と解

釈してSD06とSD10としたが・溝底の状況から埋没過程の変異に過ぎないと判断し、後で一括した。

埋土中から須恵器、土師器、土製品などが出土した。5は溝上部（SD06）出土の須恵器壷片、6～8

は須恵器坏類・9は土師器坏・10は土師器椀、11、12は土師器甕である。土製品には羽口（232）が

ある。最新相の9、10などから古代（9世紀）の時期が想定される。

SDO7：Z35グリット東端で検出した短い溝状遺構である。標高45．8m付近にあり、Nー050　－W

の軸線をとる。長さ2，2m、幅0．3m、深さ0．1mを測る。粗砂を含むシル上質土である。

SD08：YZ35グリットにあり、SD07に近い位置に検出した溝状遺構である。標高35．6～35．7mに

ある。N－15。－Eの軸線をとる。長さ5．5m、幅0．7～1．0m、深さ0．1mと広く浅い。

SD09：a33・34グリットにあり、N－050－Eの軸線をとる。標高46・7～46・5mの位置にあり、

南端は削平で失われている0溝底レベルでみると、その延長上にあるSD02と関連していた可能性が

高いO長さ約15mを検出し北端は調査区外に延びる。幅1．5～0．7m、深さ0・3mと広く緩い逆台形の

断面をなす。溝底には凹凸があり・下部に粗砂が堆積していた。遺物の出土はないが、近世以前の農

業用水路と考えられる。

2）集石遺構

SX21：溝SD06に隣接したZ34・35グリットで検出した。一辺40cm大から20cm大の亜円礫、

亜角礫を径約2mの範囲に約30個程度集積している○礫同士は接するか、一部が重複するものの、

積み上げられずに広がっている。規則性は認め難いが、集石の周囲に大きな礫が多く、中心部に小ぶ

りの礫が多い傾向があるようだ。掘立柱建物SB15、18の柱穴埋没以降に集積されたものであるが、

その機能などは不明である。

3）掘立柱建物

SB20：調査区北西側で検出した二間一間以上の掘立柱建物である。一部は調査区外に展開する。主

軸はN－15。ーEをとり・長さ2．6m、幅1．4m以上を測る。柱穴内から須恵器、土師器の小片が出
土した。

（2）第2面の遺構と遺物

第2面は1層直下・2層上面である〇第1両のSX04を掘り下げながら下位の遺構面を探索した。

2層は砂質土であり掘り込まれる遺構が比較的判別し易く、第1面で検出困難であった遺構を含めて

検出することができた。溝・掘立柱建物、柱穴、鍛冶炉などが確認できた。第2両では掘立柱建物を

含めて約80基の柱穴が検出された○全体に8世紀代を中心とする古代の遺構面と考えられた。
1）溝

SD26：Z～a35グリットにあり、南側自然地形の斜面に並行に掘られた溝状遺構である。長さ4．7m、

18に近く・斜面から平坦面に変わる地形変換点に掘られていることから、排水を意図した区画溝との
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Fig．6213区第3面遺構配置図（1／150）
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Fig・6313区第4面遺構配置図（1／150）
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SB15

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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Fig．65　掘立柱建物SB15・18（1／60）
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性格が考えられる。

2）掘立柱建物

SB15：調査区中央で検出した二間二間の総柱建物である。建物SB18や集石遺構SX21との重複が

あり、SB18を切り、SX21に切られる。建物は全体に歪み、平面が菱形に近いものとなっている。主

軸はN－370　－Eをとり、長さ2・7m、幅2．6mを測る。SB18の建て替えとも考えられるが、主軸や

規模が異なるため、別の建物として取り上げた。柱穴内から須恵器、土師器の小片が出土した。

SB18：調査区中央で検出した二間二間の総柱建物である。建物SB15や集石遺構SX21との重複が

あり、両者に切られる。柱穴のうち東端の柱穴内から柱材が検出された。柱材は腐植が進むが、径約

10cmの木材3本が主軸との直交軸に配置されていた。3本共に主材なのか、いずれかが副柱なのか

は判断できなかった。主軸はN－24。－Eをとり、長さ2・7m、幅2．5mを測る。柱穴内から須恵器、

土師器の小片が出土した。

SB19：調査区中央付近にある三間一間以上の側柱建物である。SB15、18の北側に位置する。建物

は南側のみの検出である。建物北側は土壌が全体に砂質化し遺構の判断が困難であった。主軸はNー

08。－Eをとり、長さ1．5m以上、幅3．2mを測る。

3）製鉄関連遺構

SRO3：Z33グリットで検出した鍛冶炉の基鹿部と見られる遺構である。平面楕円形で長さ0．65m、

幅0・55m、深さ01mを測る。中央部に炭化物集中部があり、掘り方内は褐色土である。周辺に鉄澤、

炭片が分布する。

SR16：a34グリットで検出した炭焼釜と見られる遺構である。平面は隅丸長方形で長さ1．0m、幅

0．8m、深さ0．15mを測る。中央部に炭片の集中部がある。

SR22：Z34グリットで検出した鍛治炉の基鹿部と見られる遺構である。平面は円形で径約0・5m、

深さ01mを測る。中央部に炭化物集中部があり、掘り方内は鉄滓混じりの焼土である。

SR23：Z34グリットで検出した鍛冶炉の基鹿部と見られる遺構である。調査時の土層用の確認トレ

ンチで南側を失ってしまった。平面楕円形で長さ0．4m、幅0．3m、深さ0．1mを測る。中央部に炭化

物集中部はなく、掘り方内は焼土と炭化物が混じる。上部に鉄淳、炭片が少量分布する。

SR24：Z34グリットで検出した鍛冶炉の基鹿部と見られる遺構である。SR25を切る。平面瓢箪型

で長さ0．75m、幅0．35m、深さ0．1mを測る。中央部に炭化物集中部はなく、掘り方内は焼土と鉄澤が

多く分布する。

SR25：Z34グリットで検出した鍛冶炉の基鹿部と見られる遺構である。SR24に切られる。平面は

不整楕円形で長さ1・05m、幅0．6m、深さ0・05mを測る。中央部に炭化物集中部があり、掘り方内には

鉄澤、炭化物が少量分布する。

4）その他の遺構と遺物

SXO4：斜面部に形成された包含層SX04は、第2面を挟み、第3両上部から第1面基鹿部まで及ぶ。

その範囲は南北約12m、東西約6mに拡がり、全体の厚さは最大約0・7mに達する。このうち第2面

が検出された中位面を境界に、その下位を3層、上位は二分し、中位を2層、上位を1層として遺物

取り上げを行った。基本土層で見るとlb層の上部がSX04の1層、lb層の下部がSX04の2層、

基本土層の3C、3d層がSX04の3層となる。地形からみるとこの範囲は扇状地上の平坦面に入り込

んだ窪地の最奥部であり、排澤、生活資材を含む廃棄場として利用されたと考えられる。ここでは第

2面上に堆積するSX04のうち2層と1層、さらに検出時に一括把握した遺物について報告する。
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Fig－66　掘立柱建物SB19・20（1／60）
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SR25
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1m

SR22
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薄アミ部は炭化物集中範園

Fig・67　製鉄関連遺構SRO3・22～25．16（1／20）
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1層からは須恵器、土師器が出土した（Fig．72・73）。須恵器には坏類（45～67）、高坏（68）、壷

（69～71）、鉢（72．73）、甕（78）がある。土師器には坏類（76・77）、鉢（74）、椀（75）、壷（79）、

甕（80～84）、取手（85．86）がある。

2層からは須恵器、土師器が出土した（Fig．74～76）。須恵器には坏類（87～95）、皿（96）、鉢

（97）、壷（98～99・101～103）、施（100）、横瓶（104）、甕（105～108）がある。土師器には坏類

（109・110）、鉢（114）、甕（111・113）、甑（112）、甕もしくは甑（115）、取手（117～124）があ

る。また、不明製品（116）は円面硯か。

また、検出時などにSX04として一括して取り上げた遺物には須恵器、土師器、新羅土器、鉄器な

どがある。須恵器には坏類（164～171・180）、皿（177～179）、高坏（181．182）、壷（184）、甕

（185）がある。土師器には椀（186～189．191）、黒色土器B類（190）、皿（192）、椀（193）、高坏

（194～198）、壷（199・209）、甕（200～208．210～217）、取手（218～224）がある。新羅土器には

壷（183）がある。これは口縁部と鹿部を欠損した破損品であるが、スタンプによる半円文と水滴形

文で装飾された長頸壷である。鉄器には刀子（234．235）と鉄釘（236）がある。

以上の遺物の圧倒的に主体を占めるのは小田編年による須恵器Ⅶ期に並行するものである。8世紀中

葉を中心としたものであり、1，2層間に大きな時期差はない。なお、少数であるが、それ以外の出

土品との時期差が認められる資料がある。それは1層の坏類（45、67）、2層の坏類（90、94、95）

施（100）、一括遺物のうち坏類（170）、高坏（181、182）、新羅土器（183）などであるO坏類はⅣ

b～V期に相当し、両者は土器型式で2型式以上の開きがある。その内容はむしろ下部の3層出土遺

物に近いものである。これについてはまとめで再度ふれることにしたい。

（3）第3面の遺構と遺物

第3面はSX04を完掘した4層中位にあり、溝、水田面（人足跡）などが確認された。また調査区南

東端で第1両遺構群の下位で検出した溝SDllも同じ時期であり、この第3両として調査した。古墳

時代後期から飛鳥時代の水田関連遺構群と考えられる。

1）溝

SDll：Z36・37グリットで検出した大藩遺構である。竜谷川に侵食された崖に接して検出された。

南側は調査区外に延びる。また北側は川沿いの侵食崖で失われている。溝は長さ10．4mを検出し、最

47．500m

47．000m／

46．500m

la：灰色砂礫（SD01支線水路内埋土）

2m
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lb：黒灰色砂礫（SD01支線水路内埋土）
2：黒褐色土、礫．炭水化物含む。古代～中世堆積物か。
3a：茶褐色礫混じりシル上質土、炭化物少量含む。
3b：茶褐色礫混じり土、炭化物少量含む。砂質に富み、下部に須恵器、土師器を多く含む。
4a：暗褐色砂礫、堅く締まる。上部に土器類含む。
4b：褐色砂礫、堅く締まる。遺物を含まない。下面に鉄分沈着見られる。
5a：褐色砂質土（基盤層であり、Ⅲb層に対応する）
5b：黄褐色砂礫、堅く締まる。（基盤層であり、Ⅳ層に対応する）

Fig・68　溝SDll土層断面図（1／40）
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Fig・71溝SDll出土遺物2（1／3）
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南部で幅4m、深さ1．3mを測る。埋土は上部が黒～黒褐色腐植土、中部が礫混じり茶褐色土、下部

が砂礫層である。出土遺物は下部に少なく、中部の下半に多くの須恵器、土師器、鉄澤を出土した。

また上部の腐植土中に古代の陶器片が少量出土している。

陶器には越州窯系椀（18）、須恵器には坏類（19～23、25～29）、高坏（30）、壷蓋（24）、甕（39）

がある。土師器には椀（23．24）、壷（34～36）、甕（38・40・43．44）、甕もしくは甑（41．42）があ

る。上部出土の陶器以外は小田編年でⅣb期に相当する。

SD12：Z34．35グリットで検出した。北側でSD14に切られる。平面形は歪で断続しており、本

来の溝底面のみが残されたものと考えられる。検出した長さ3．1m、最大幅1．0m、深さ0・1mである。

埋土は礫混じりの柵砂であり、遺物の出土はない。

SD13：Z34グリットで検出した。北側で「く」の字に折れて調査区外に延びる。検出された長さ

6．5m、幅0．5～1．0m、深さ0．2mを測る。埋土は砂礫であり、遺物の出土はない。

SD14：Z34．35グリットで検出した。両端共に浅くなり途切れる。平面形は等高線に沿って緩い

カーブを描き、北端に枝溝が東へ1mほど延びる。検出した長さ7．3m、幅0．3～0．7m、深さ0．1mで

ある。埋土は細砂であり、少量の遺物が出土した。遺物には須恵質の甕（13～17）がある。全て同一

個体と見られるが接合はしない。焼成が良好な薄い器壁で、外面は細かな方形の格子蔽き、内面は丁

寧なナデ仕上げである。外面に直線的な沈線が見られるもの（17）があり、口縁部などがなく器形の

復元は困難であるが陶質土器の可能性がある。

2）その他の遺構と遺物

足跡状遺構：Z33．34グリットの4b層上面で多数の凹凸を確認した。凹凸はシル土質土上面に細

砂～粗砂が流入したものであり、一部に明確に人足跡が認められた。ただし多くは切り合い形状が不

明瞭となっていた。水田面の可能性が高いと考えられるが、部分的な検出であり田面形態などは不明

である。

SX04：斜面部に形成された包含層SX04の下部、ここでは第3面上に堆積するSX04の3層につい

て報告する。3層からは須恵器、土師器、鉄器、土製品が出土した（Fig．77・78）。須恵器には坏類

（125～141）、壷（142）、鉢（143．144）、台坏直言壷（145）、提瓶（146）、甕（151．152）がある。土

師器には椀（147．149・150）、鉢（148）、甕（153～159）、取手（160～163）がある。鉄器には銑鉄

（233）と不明鉄器（237）がある。土製品には土錘（230．231）がある。坏類は130と136がⅢb期、

また141がⅦ期であるが、他はⅣb～Ⅴ期である。Ⅲb期とⅦ期の遺物は何らかの混入と考えられ、

3層の土器類はほとんどがⅣb～V期に伴うものと考えられる。

（4）第4面の遺構と遺物

第4両は低位段丘面において、基鹿部となるⅢ～Ⅵ層の上面で検出した。弥生時代の溝、畦畔など

があり、何れも水田関連遺構である。

1）溝

SD17：調査区の中央に検出した。扇状地東端と流谷川沿いの低位段丘面の接する地形変換線に

沿って大きく「く」字形に曲がりながら南から北へ流走する。この溝の延長は北側に隣接する調査区

である8，9区でも検出されており、現在延長約150mは確認できる。溝は基鹿部のⅣ層（5d層）を

掘り込んでいる。溝は断面逆台形であり、幅約1・0～2．0m、深さ約0・6mを測る。溝底はZ35グリッ

トとa35グリットの境界付近までは水平に近く、そこから北へは約5mで10cm程度下がっているO

調査区内では溝底に約50cmの落差がある。壁面の侵食や堆積礫の状態から一一…・定期間は流水があった
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Fig．72　包含層SXO4、1層出土遺物l（1／3）
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Fig／73　包含層SXO4、1層出土遺物2（1／3）
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ことがわかる。この水路は規模が大きく、水路に沿った低位面は水田化されていることから水田潅漑

用の幹線水路と考えられる。構内埋土は上～中部が暗褐～黄褐色粘質土（4f、g層）、下部が砂礫層

（4i層）であり、何れも掘削困難なほど堅く締まっていた。溝内には土坑SK29を、また溝の東側

壁上部に石組遺構SX27を検出した。なお、溝に沿った低位両側には幅約2mの範囲で畦畔状の高ま

りがある。遺物の出土は少なく、弥生中期須玖式の壷片（225）が少量出土したのみである。

2）土坑

SK29：溝SD17内にあり、西側壁面にくい込んで掘削されている。平面は溝に沿った楕円形であ

り長さ1．8m、幅1・5m、溝底からの深さ0．5mを測る。埋土は粗砂と砂礫であり、堅く締まっていた。

土坑内からの遺物の出土はない。

3）石組遺構

SX27：SD17の東側壁にあり、長さ7m程度にわたって構築された一部石垣状をなす遺構である。

多くは崩落しながら構内にずれ落ちていたが、一部は溝の上部0．3mの範囲に三段の石組みを行う部

分もあった。使用する石材には一辺50cm以上と20～30cm台の亜円礫があった。

SX28：Y・Z34グリットの4b層下面、基盤礫層直上で検出した石組遺構である。調査区内での

基盤の5b層上面は平坦であり、削平を受けているようであり、その面に密着してこの石組を設置して

いる。石組は主に一辺20cm以下の亜円礫を敷き詰めるように帯状に並べている。周囲への礫の拡散

はほとんどなかった。主軸はN－630　－Wをとり、延長上の溝SD17とはほぼ直行し、溝との間は約2

m開いている。また中央部で直角方向に北側に枝が伸びている。残存する長さは9・5m、幅0．7mであり、

ほとんどが一段のみである。東側と北側に延びる枝部は何れも調査区外に展開する。石組み間などで

の遺物の出土はない。この遺構は平面的位置関係から水田畦畔の基鹿部をなすものと考えられる。

（5）その他の遺構と遺物

本調査区では以上以外に遺構に伴わない遺物も多く出土した。このうちより古い時期の遺物につ

いて報告する。

弥生時代の遺物には土器。石器がある。土器には板付Ⅱb式甕（226）がある。石器には立岩産石包

丁（227）や今山産玄武岩製太形蛤刃石斧（228）などがある。

2m

土一＿．　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　－

Fig，83　溝SD17内石組遺構SX27（1／40）
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縄文時代の遺物には石器があり、細粒砂岩製の磨製石斧（229）や剥片石器として石鏃（238～240）、

異形石器（241）、石匙（242）、スクレイパー（243～246）などがある。これらの所属時期は土器類が

なく明確でないが、形態から見て縄文時代早期と晩期に位置つけられる。

5．小結

13区では四面の遺構面を検出したが、地形上扇状地端部から低位段丘面への変換点を含み、幾度か

の水成堆積物の被覆もあるために、検出面や基盤層が場所ごとに変異し、調査上の判断は困難を極め

た。第1両の溝群は古代から中世に及ぶ遺構を同一面で把握している可能性が強い。また第1面と第

2面の柱穴群等は本来同時期のものを異なる検出面で確認、調査していると見られる。さらに、第3

面の溝も多数の切り合いがあり、保存状態は悪いものの水田面、床面にも複数面が存在しており、弥

生時代以降、古墳時代から飛鳥時代までの時期幅を考える必要がある。このように、十分とは言えな

い調査精度であるが、幾つかの重要な事実が確認できたので、ここに記しまとめとしたい。

（1）弥生時代水田と濯漑水路

第4面では弥生時代の水路SD17と水田関連遺構を検出した。この付近は金武地域でも山あいに近

く、竜谷川も冷たく小さな滝をみる渓流に近い状態である。こうした場所での谷水田の開発は古墳時

代以降に始まるものと予測していたが、今回の調査ですでに弥生時代中期から水田開発が開始されて

いたことが判明した。水路は竜谷川に沿った小規模な低位段丘面の上段斜面と接する地形変換線に沿

って設けられた幹線水路であり、水路断面形からみても揚水量は比較的大きい。流路は地形に沿って

南から北へ流走する。SD17の延長は北側に隣接する調査区の8，9区でも検出されており、現在そ

の総延長は約150mを確認できる。その埋没時期は各区で出土した土器類が須玖Ⅰ～Ⅱ式で共通し、

弥生時代中期中葉～後葉と判断できる。

なお、このSD17の上流部については不明である。調査区内の上端はY35グリット南端で竜谷川の

浸食崖で失われている。本来は13区南側で竜谷川と並行するように段丘崖の斜面に沿って掘削され、

河川の上流部に堰を構築してこの水路に分岐していたと考えられる。竜谷川に設けられた堰の位置は

不明であるが、現在の川床レベ）レやその斜度が大きく変化していないと仮定し、かつ水路も同じ溝

底斜度をとるとすれば以下のように想定される。水路底と河川底の比高差は13区付近で約5・0mあ

0
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Fig．8513区出土鉄器（1／2）
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る。そして水路は調査区内30mで0・5mの落差があり、竜谷川はこの地点から上流域300mの範囲に

ついては30m平均で11mの落差がある。これから算定するとこの水路は13区から約250m上流で

竜谷川と合流が可能となる。堰の設けられた想定位置は現在の集落内で妙見橋付近となるだろう。

また、水路に沿っては幅約2mの大畦畔があり、溝側縁は石垣SX27で補強されている。畦畔の東

側には水田面が設けられていたようであるが、古墳時代以降の水田などの形成により、弥生時代の地

表や土壌は失われており、水田面は未検出である。水田造成面である基盤上の石組遺構SX28は水田

の畦の骨材をなすと考えた。このような石材を用いた例は現在確認できていないが、木材などを畦の

骨材に用いた例は福岡市博多区東比恵3丁目遺跡などで確認されている。こうした畦畔と石親睦で区

画された本調査区内の水田面は調査区内でおよそ4両が復元される。1両はおおよそ5m×7mほどの

小規模な水田であるが、これは水田の造成された低位面が北に下がる傾斜をもつためと、この地点で

の竜谷川との間の低位段丘面が狭小なために大規模な区画をとることが困難であったためと考えられ

る。

（2）古墳時代から古代の遺構の推移と背景

本調査区の古墳時代遺構は、第3面の当初水田経営からはじまり、幹線水路SDll埋没と斜面の包

含層SX04の3層形成のはじまった須恵器Ⅳb期～V期にかけての時期に居住域に変化している。こ

の段階の遺構は少ないが、西側の扇状地台地上からこの斜面に土器類、鉄澤などを主としたさまざま

な廃棄物が投棄されていることから、本来は台地上に集落形成があったと予測される。ただし台地上は

事前の確認調査で現在水田床土下はすぐ基盤礫層で遺構は未検出であった。かつて存在した集落遺構は

後世の水田造成により削平され失われたと考えられる。なお13区の包含層SX04の1，2層は須恵器Ⅶ

期が主体となり、Ⅵ期段階の遺物は認められない。3層と2層の間に不整合はなく、この段階は少な

くとも13区付近の活動は停止していたと考えられる。集落形成は須恵器Ⅶ期に再開し遺物の質・量

共にピークを迎えている。扇状地上面から斜面や低位面にも施設が拡大し、本調査区でも掘立柱建物

や鍛冶炉などが設けられる（第2面）。しかし、その後短期間に集落は途絶え、少なくとも9世紀以降

は再び水田化している（第1両）。水田経営はその後も中世、近世を経て現代まで継続している。この

ように、本調査区は弥生時代からの一貫した水田地帯の中に7，8世紀の短期間だけ非農耕の特異な

集落経営が存在している。その背景は、本遺跡内での製鉄関連遺構．遺物の多さや新羅土器の出土、

複数の大壁建物の存在、また金武地区を中心とした6～7世紀代の墳墓への鉄滓供献例の多さなどか

ら、製鉄関係集団の存在、朝鮮半島からの集団や技術の導入などが考えられる。この集落遺跡の特異

な成立と推移は複雑と予測されるが、周辺調査区の成果も踏まえて慎重に検討を進めるべきであろう。

ところでSX04からは本遺跡では5区、9区に次いで3個体目の新羅土器が出土した。本地域では

墳墓遺跡からの出土例が多く、集落遺跡での複数個体の出土は稀である。183はスタンプによる半円

文と水滴形文で装飾された長頸壷である。その時期は包含層の形成期にあたる須恵器Ⅶ期に並行する

ものではなく、本来は混在している下層の須恵器Ⅳb～Ⅴ期の遺物と共伴したものと考えられる。新

羅土器の暦年代は近年の研究でより詳細に検討されており、本資料は供漕植（2007）氏による3段

階に相当し668年以降に位置づけられるという。須恵器実年代観についても現在見直しが進んでいる

が、Ⅴ期は7世紀第四半期に下がる可能性があるという。なお、本調査区ではⅥ期の遺物が極めて少

なく、7世紀末には集落展開がいったん途絶えた可能怪が強く、本資料はそれ以前の7世紀第Ⅲ四半

期に位置づけらよう。

供滓植2007「日本出土の新羅土器と暦年代」『日韓古墳・三国時代の年代観（Ⅲ）』
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4．城田2次調査のまとめ

1■　縄文時代の遺構と遺物

城田遺跡2次調査では各区から縄文期の遺物．遺構が検出された。以下でその概要と検討を行う。

3区で晩期の石鏃、二次調整剥片などがある。5区では古代包含層中に含まれ、晩期前葉の土器、

石器類が出土した。土器には粗製深鉢、石器には玄武岩製の扁平打製石斧3点の他に、石鏃、石匙、

石錐、二次調整剥片、石核、剥片などがある。石核、剥片には縦長剥片の指向があるものの、鈴桶技

法とは異なる様相を示す。6区SC21周辺で早期包含層があり、多くの黒曜石、サヌカイト剥片類、

条痕土器類が出土したため、グリット調査を行った。また7区のSC50埋土中に楕円押型文土器片（や

や粗大）、SC28から晩期前葉の組成深鉢片がある。8区は竜谷川沿いの低位面上にあり、SB05柱穴

から黒曜石縦長剥片を素材とした削器で、鈴桶技法によるものか。またSD107埋土中にサヌカイト

製の横型石匙がある。9区は扇状地端部と竜谷川沿いの低位面の接続する斜面部に遺構、遺物が検出

された。SKO19は晩期の土坑である。長さ2．3m、幅1．75m、深さ1．2mの上部が平面楕円形隅の土

坑で、下部では長さ1．7m、幅1．2mの平面が隅丸方形となっていて基底の礫層に達している。埋土は

砂混じりシル上質土であり、粗製深鉢片が出土した。その他に斜面の包含層から早期の塞ノ神式土器

片、晩期の粗製深鉢類、蛇紋岩製磨製石斧などがある。10区では風倒木痕内から早期包含層を検出し

た。横転した堆積土内であるが、本来のⅡb層上部から押型文土器、Ⅱ層下部から条痕文土器が出土

し、層位的検出事例と判断した。押型文土器は下菅生B式であり、早期後葉に位置付けられる。下部

の条痕文土器は円筒形に近い器形をなし口縁部に貝殻押圧文を施す特異なもので、類例はなお未確認

であるが、石鏃、尖頭器などの共伴から早期前葉に位置付けられる。13区は扇状地端部と竜谷川沿い

の低位面の接続する斜面部に形成された古代の包含層中から、晩期の土器、石器類、早期の石器が出

土した。晩期の土器には粗製深鉢、石器には細粒砂岩製の磨製石斧や石鏃、石匙、剥片などがある。

早期の石器には姫島産黒曜石製の異形石器がある。これは南九州の早期後半段階に類例の多い石器器

種であり、北部九州では初例となる。16区は塔尾川沿いの低位段丘面に立地し、河川との比高差は3

～4mしかない。晩期の遺構、遺物が多く出土した。遺物は3箇所にやや集中し、このうち2箇所には

長さ1m強の浅い遺構が伴った。土器類には精製浅鉢、深鉢、粗製深鉢などがあり、晩期前葉の古開

式並行期である。石器には石斧類と剥片石器類がある。石斧は玄武岩製の磨製石斧、扁平打製石斧と

細粒砂岩製の磨製石斧がある。剥片石器は黒曜石が多く、石鏃、スクレイパーなどが含まれる。18区

では早期の塞ノ神式土器片が出土した。

以上のように城田2次調査では、9箇所の調査区から縄文時代遺構や遺物が検出された。検出地点

の地形は3、5、6、7、10、18区が扇状地上、8、16区が扇状地の東西に形成された低位段丘面上

に、9、13区は扇状地から低位面に連なる斜面である。扇状地上や斜面には縄文早期と晩期、低位面

には晩期の遺構、遺物がある。これは低位面の形成が縄文早期以降に下がり、晩期には安定したこと

を示している。縄文早期は6区と10区に包含層が確認されたが、何れも水田造成から免れた残丘や

風倒木痕内からの限られた検出であり、本来どの程度の遺跡の拡がりがあったのかは不明である。た

だし、各区に何らかの早期遺物が発見されることや10区の重層例などから、かつて扇状地上の各所

に早期遺跡が存在していたことは間違いないだろう。こうした状況は隣接する浦江遺跡や乙石遺跡、

都地泉水遺跡でも同様である。早期の土器には前葉の貝殻押圧文土器、後葉の押型文土器、塞ノ神式

などがある。13区で発見された異形石器は早期後葉に位置付けられよう。これに対し晩期は前葉段階

に限られ、後葉の突帯文土器類はない。僅かではあるものの遺構が存在し、16区では各種土器類のほ
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か、石器類に扁平打製石斧だけでなく、磨製石斧があることから、小規模ではあるが集落形成が予測

される。

2．弥生時代の墳墓と濯漑施設

城田遺跡2次調査では弥生時代資料では以下の内容が判明した。

4区では削平された波田式の甕棺墓1基の基底面を確認した。この周辺は早く水田化のために造成

が進み、甕棺群のほとんどが失われたものと考えられる。まだ今山産の太形蛤刃石斧もある。4区に

隣接する5区では扁平片刃石斧、太形蛤刃石斧、石包丁などが少量あり、混入遺物に須玖式の甕棺片

などがある。これは隣接する4区甕棺墓群からの混入とみられる。6区では甕棺墓群があり、墳丘や

方形区画溝を伴う。甕棺は波田～須玖式の範噂で34基検出された。7区では古墳時代住居SC16に

混入した中期後半の器台や、周辺で少量の土器類が出土している。8区では弥生時代遺構として溝

SD183と竪穴式住居SC170がある。SD183は13区SD17の延長であり、溝埋土から須玖Ⅰ新～須玖

Ⅱ式の土器類が出土している。またSC170はSD183と切り合いがある一辺3mの小型方形住居であ

り、床面からは須玖Ⅱ式～高三瀦式の土器が出土している。9区では溝SD16とそれに伴う土坑

SK21～31があり、何れからも弥生須玖Ⅰ新～須玖Ⅲ式の土器類、石器類が出土している。10区では

須玖Ⅱ式と西新町式の土器類がある。11区の溝SDlOOからは祭祀土器を含む須玖Ⅱ式中の土器類が

一括出土した。13区では溝SD17や水田関連遺構があり、須玖Ⅱ式の土器や太形蛤刃石斧、石包丁な

どの石器が少量出土した。また1点ではあるが、板付Ⅱ式の甕片が出土しており、本遺跡の弥生資料

としては最古段階を示す。16区では須玖Ⅰ新～須玖Ⅲ式土器群と少数の柱穴群が検出された。

このように本調査で出土した遺構、遺物は多くなく、おもに水路や関連する土坑からの出土である。

その埋没時期は土器型式では須玖Ⅰ新～須玖Ⅱ式、つまり弥生時代中期中葉～後葉に集中している。

遺物の性格は出土位置や土器組成からみて何らかの農耕儀礼に関わる祭祀行為に伴うものを主とする

Fig87　城田遺跡2次調査縄文時代遺構．遺物検出地点（1／3000）
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と考えられる。調査区内では集落の形跡はないが、8区と16区で小型住居跡の検出がある。16区の

柱穴については竪穴住居か平地住居の可能性があるが明確でない。この二区の住居にしてもやや時期

差が有り、規模が小さく1棟に限られること、周辺をみても関連遺物が乏しいこと、周囲の平坦地が

狭小であることなどから、一般集落の存在は考え難く、住居としても農地経営に関わる出小屋などの

特殊な性格が予測されよう。

以上をまとめると、本遺跡では前期段階の資料は乏しく、中期中葉～後葉になると急に増加する。

また、後期段階になると再び資料は少なくなる。中期中葉～後某には潅漑用水路が竜谷川の谷部に沿

って設けられ、水田開発が開始されたと考えられる。13区SD17、9区SD16、8区SD183は一連

の水路であり、扇状地に沿った低位段丘面を潅漑する目的で設けられた基幹水路と考えられる。水路

の総延長は竜谷川の分水堰から400m以上続くことは確実である。ただし確認調査が不十分な現状で

明確でないものの、竜谷川左岸の低位段丘の拡がりと収束状況からみてこの水路が最も長く延びると

しても、下流の建野集落にある「大日如来様」付近までであり、おそらく建野橋付近で再び竜谷川に

合流すると考えられる。その場合、予測される水路の総延長はおよそ900mである。なお予測される

水田開発面積は竜谷川に沿った幅20～60m、長さ約600mの範囲であり、最大でも2．4ha程度であ

る。また扇状地の西側斜面に近い11区溝SDl00は規模の小さい潅漑水路の可能性がある。その場合、

扇状地西側の塔ノ尾川に沿った低位段丘面を潅漑したと考えられる。調査範囲が狭いために詳細は不

明であるが、塔ノ尾川流域の低位段丘面の発達は不十分であり、その可耕地面積は竜谷川流域に対し

さらに狭いことが予測される。

さて、この城田地区での弥生時代の水田開発は扇状地両側の低位段丘面に限られ、扇状地中央部で

の水田化は行われていない。隣接する浦江地区では同時期に扇状地上の水田開発が進んでいる事から、

城田地区では何らかの障害のために、水田耕地化が扇状地両縁の低位段丘面に留まっていたと考えら

れる。扇状地の中央部には、甕棺墓群が5区と6区の2カ所に設けられている。甕棺墓は二区ともに

汲田から須玖式段階であり、その造墓開始期は水田開発とほぼ同時期と考えられる。5区甕棺墓群は

Fig．88　城田遺跡2次調査弥生時代遺構配置図（1／3000）
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周囲より一段高い残丘に設けられていた。6区甕棺墓群は扇状地尾根線に沿った位置にあり、区画溝

と一部に盛り土痕跡が認められたことから構築された墳丘墓であったことがわかる。この時期の墳丘

墓としては室見川左岸では吉武樋渡遺跡や浦江遺跡についで3基目の発見であり、その規模や形態か

ら今・後は地域内外の格差や集団関係も検討課題となる。また集落から離れた新たな開発地とその中心

地への有視覚的な墳墓構築が無関係とは考え難く、関連集団の独占的な耕地占有権の主張を裏付ける

機能や効果を有することも考えられる。

何れにせよ城田地域では弥生時代中期の水田開発は水利のおよぶ低位段丘面に限られ、扇状地の頂

部は墳墓が設けられていた。この時期における山麓部の水田開発については、先に南約500mに位置

する浦江遺跡5次調査で扇状地上の潅漑技術についてみたが、両者は何れも総延長数百mを越える規

模な潅漑用水路の造営を伴うものである。このように室見川流域では、弥生時代中期段階に沖積地内

の水田開発から一歩進んで、周辺山麓部や谷部にも開発が及んでいたことが明らかとなった。その開

発はけっして小規模なものではなく、それぞれ地形に沿った大規模な土木事業が判明した。こうした

事業はそれに伴い河川の水量変動等への地域内でのさまざまな問題発生やその対応が予測されるので

ある。こうした点からも地域集団の協業や河川の水利権調整などの社会機構の整備や変革を予測せざ

るを得ない。ただし近年の調査成果からみると、こうした様ヰ目は早良・福岡平野においてはけっして

特異なものでなく、むしろ一般的様相を示していると考えられるのである。

3．古墳時代の集落（7世紀第2四半期まで）

古墳時代前半期は調査区内での遺構、遺物の検出は少なく、3区1号境がある。扇状地中央に設け

られた二段築成の小型円墳であるが、小竪穴式石室に獣帯鏡、鉄器、玉類などの副葬品があり、地域

首長の墳墓と考えられる。この時期の集落の進出はなく、土地利用については墳墓以外不明である。

古墳時代後半期になると扇状地上の広範囲に集落形成がはじまる。当初の集落は須恵器型式Ⅱ～Ⅲa

段階（6世紀前～中葉）に7～10区付近を中心とするが、同Ⅲb～Ⅳa段階（6世紀後菓～7世紀

Fig・89　城田遺跡2次調査古墳時代遺構配置図（1／3000）
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前葉）には5～10、12、13、17、18区、さらに北側の1次調査区と扇状地上の全域から東西の低位

段丘面まで拡がる。なお、13区溝SDllは大規模な用水路であり、5区溝SD16と8区溝SD182は

その延長と見られる。また10区SD16はその上段の用水路とみられる。これらの溝はⅣb段階には埋没

を開始することから、潅漑の機能はこの時期には失われることが分かる。すなわちそれ以前、この水

路から水利可能な低位段丘面は、一部にせよ弥生時代以来、断続的に水田耕作地としての利用があっ

たと考えられる。

竪穴式住居は全体で67棟が発見された。発掘調査は扇状地上の一部であることから、未調査区を

含めると本来は二百棟に達する竪穴式住居が残されている事が予測できる。住居覆土内から出土した

遺物は須恵器Ⅱ～Ⅲa期を初現とし、多くはⅣa期まで、一部でⅣb期まで存続するようである。Ⅳ

b～V期は6、7、10区で住居と切り合う2間3間前後の掘立柱建物が散見される。住居形態が竪穴

式住居から掘立柱建物に移り変わっている状況と考えられる。

竪穴式住居は単独検出例も多いが、切り合い関係が発生している例をみると3～4棟の切り合いが

ある。出土した遺物とこうした切り合いから判断すると通年で約100年、10区での検討を踏まえると

少なくとも4～5回の建て替えが存在したと考えるべきであろう。同時期に40～50棟の堅穴式住居か

らなる集落が予測できる。検出された竪穴式住居は方形か長方形が基本とし、規模で以下の4群に区

分される。

A群．・．床面積60m2以上

B群・・．床面積30～50m2

C群‥．床面積20～30m2

D群．．．床面積20m2以下

規模とその分布をみるとD群住居はさらに約13m2を境に二分することも可能である。A、B群住

居はそれぞれ3棟づつあり、両者を併せても全体の約1割である。C群住居は約3割、D群住居が約

6割と最も多い。最大規模のA群住居は何れも扇状地中央でもやや高所に位置し、10区SC01が床面

積81m2、SC04が71m2、7区SC22が60m2である。その時期はSCOlとSC04が約1mに隣接し、

II～IIIa期段階とⅢb期段階、SC22がⅣa期でありそれぞれ異なる段階に1棟のみが存在していた事

が分かる。その性格については判断しかねるが、SCOlとSC04は大型竃を北、東二方の壁にもつ特

異な形態である。構築位置や床面積が一般的住居であるB～D群住居の数倍あり、隣接して倉庫を有

していることから、集落首長宅か集落内の共同施設と考えるべきであろう。何れにせよ住居規模で見

る限り、本集落の住居群は一貫して4～5階梯の較差を有しており、A群住居は突出してその頂／削こ

あったと見るべきであろう。

大壁建物は本遺跡では3地点で4棟を確認した。6区SB53、SB54、10区SBO3、16区SB22で

あり、6区のSB53、SB54は切り合いがあり、SB53が先行する。時期が推定できるのは10区SB03

がSC04と同時期、16区SB22が須恵器Ⅳa期である。建物のうち3棟は床面積が40～50m2であり、

竪穴式住居B群の規模に匹敵する。SB53に後出するSB54は床面積が狭く24m2であり、竪穴式住居

のC群の規模に対応する。この遺構の構造は土壁や特殊な側柱建物との理解があるが、今回の発掘

調査でそれを確かめる資料を得ることは出来なかった。大壁建物の位置は、16区が西側低位段丘面、

6区は集落北縁、10区では大型住居に隣接しながらも西側にあり、住居A群に比べると中心的位置

とは言い難い位置にある。その性格については住居や倉庫などの機能が想定されるが、今後の課題と

したい。なお、大壁建物は福岡地域では早良平野に集中し、本遺跡以外に吉武遺跡、野芥遺跡、梅林

遺跡、飯倉遺跡などで発見されている。同様に大壁建物が分布する近畿地域の様相との比較検討が望

まれる。
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4円　飛鳥～古代前期の官衙施設の展開（7世蘭第3四半期～9世紀第3四半期）

本遺跡では飛鳥～古代前期の大型建物や「コ」字形や「L」字形の配列をみせる建物群が検出され

ている。その位置は前段階までに集落中心であった扇状地中央部ではなく、水田域であった竜谷川に

沿った低位段丘面である。これらの施設が前段階の集落と連続性に展開するものかは再度検討する必

要がある。ただし土器型式上は連続しており、両者の間に断絶を見出すのは難しい。配列をみせる建

物群は5区、6区、8区で確認されたが、そのなかで時期的な変遷が認められる。以下ではこの段階

を三期に区分する。調査区ごとに報告時の時期区分は異なるが、ここでは統一する。

Ⅰ期（7世紀第3四半期～8世紀第1四半期）：5区2期、6・7区Ⅲ期にあたる。前段階には集落

縁辺であった5区に「コ」字形配列の建物群が成立する。その出現期は基壇西側包含層下層出土遺物

にあたり、須恵器V～Ⅵ期で7世紀第三四半期に相当する。特異な3間6間の大型建物SB66を東西

棟としてその両側に約40m離れて規模の小さい南北棟を併設している。なお、この建物の基本的配

置は東西棟がやや北側に移りつつ、Ⅱ期までに継続している。

Ⅱ期（8世紀第2四半期～8世紀第4四半期）：5区3期、8区第2期に相当する。5区は「コ」

字形配列建物群の中央部の東西棟SB66のあった位置に造成後、基壇を設け、柵列、溝、敷石遺構に

囲まれた棟持柱付建物SB30が建てられる。特殊な祭祀空間と考えられ、筆者は神社遺構と考えてい

る。またⅡ期には、8区に2間8間以上の東西棟SB05とⅡ間7間以上の南北棟を中心とする「L」

字形配列をみせる建物群が出現する。この建物群の周囲には2間2間総柱建物が集中している。なお

この建物群はその後増改築を行うが、Ⅲ期までは継続しない。

Ⅲ期（9世紀第1四半期～9世紀第3四半期）：5区3，4期、6区Ⅳ期の一部が相当する。5区

の「コ」字形の配列をみせる建物群は構成する一部建物を除いて前半段階にほぼ失われるが、5区南

端に新たな東西棟SB23と隣接する6区に2間以上17間の長大な南北棟SB01が設けられ、両者で

大規模な「L」字形配列建物群を構成する。その位置は5区と8区の中間である。両建物の内側は未

調査であり、これが「L」字形でとどまるか「コ」字形の配列をなすかは判断できず、またこれ以外の

建物構成も不明である。

Fig・90　城田遺跡2次調査古代遺構配置図（1／3000）
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このように本遺跡ではⅠ～Ⅲ期を通じて、「コ」字形や「L」字形の配列をみせる建物群が造営される。

各時期共に規模は一辺50m程度の小規模なものである。中心的建物群は5区→8区→5区南端と移

動しているが、7世紀第3四半期から9世紀第3四半期まで継続している。なおⅡ期には「コ」字形

配列建物群の中央に祭祀建物が設けられている。これらの建物群を中心とした出土遺物としては刻苦

須恵器、墨書土器、硯、権、銅椀や多様な越州窯系青磁、白磁Ⅰ類、緑釉陶器などがあり、こうした

点からも官衙的性格が強いものといえる。

さて、本遺跡が立地する金武地域は古代において早良郡平群郷（評）にあたり、郡の中心となる群

衙施設は有田遺跡で確認されている。早良郡衙は正殿や正倉の一部が確認され、全体として330m四

方の郡衙城が推定されている。これに対し、城田遺跡の官衙的施設は規模が小さく、その下部組織や

官衙的性格を有する居館としての性格が考えられる。本遺跡では水田城を造成してこうした施設が設

けられたことや、7世紀後半以降に製鉄関連遺構や遺物が多いことから、その生産活動や製品管理な

どを司る役割があったことが想定される。

5．古代未～中世の水田化と濯漑施設

本遺跡では9世紀末以降に集落や官衙的施設の継続はない。施設が造営された5区や8区の低位段

丘面には潅漑用の水路が掘られ、再び水田化している。5区SDOlと8区SD97は連続した溝であり、

幹線水路と考えられる。5区では貯水遺構や支線水路があり、水田への給水形態が分かる。13区の溝

SDOl、02は扇状地東側地形変換点を巡る用水路であり、扇状地上からの排水用の支線水路が確認さ

れた。出土遺物には9～10世紀の遺物があり同時期とみられる。この段階には一部にせよ扇状地上の

平坦面も水田耕地化したと考えられる。中世以降、近世まで継続する水田景観の原型はこの時点で完

成したと考えられる。

Fig・91城田遺跡2次調査中世道構配置図（1／3000）
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城田遺跡2次10区　出土遺物ⅲ覧表
図版 番号 出土遺構 出土位置 器種 器形 登録番号（5桁） 備考

40 1 S C0 1 須恵器 坏蓋 00 02 1

40 2 S C0 1 須恵器 坏蓋 00 02 4

40 3 S C0 1 須恵器 土不蓋 00 0 22

40 4 S C 0 1 須恵器 坏蓋 00 0 23

40 5 S C O l 須恵器 坏身 00 0 20

40 6 S C O l 須恵器 坏身 00 0 26

40 7 SC O l 須恵器 ＝土ニーヨ王 00 0 19

40 寧 SC O l 須恵器 ＝±こ・里里 00 00 9

40 9 SC O l 須悪器 ±里里 00 0 25

40 10 SC O l 須恵器 ・＝－ここ竺王 00 0 27

40 1 1 SC O l 土師器 須悪器模倣坏 00 0 16

40 12 SC O l 土師器 椀 00 0 13

40 13 SC O l 土師器 椀 00 0 03

40 14 SC O l 土師器 椀 00 0 07

40 15 SC O l 土師器 士里互 00 0 12

40 16 SC O l 土師器 土質芝 00 0 14

40 17 SC O l 土白市器 ＝土ニ・互里 00 0 08

40 18 SC O l 土師器 鉢 00 0 15

40 19 SC O l 土師器 鉢 00 0 10 ′

40 20 SC O l 土師器 取手 00 0 04

4 1 2 1 SC O l 土師器 甑 0 00 17 ・00 0 18

4 1 2 2 SC O l 土師器 甑 0 00 02

4 2 23 SC O l 土師器 甕 0 00 0 1

4 2 24 SC O l 北側竃上部 石製品 紡錘車 0 0 1 15

4 2 25 SC O4 須恵器 坏蓋 0 00 38

4 2 26 S CO4 須恵器 坏身 0 00 36

4 2 2 7 S CO 4 須恵器 ＝士＝竺E 0 00 35

42 28 S CO 4 須恵器 高坏 0 00 37

4 2 29 S CO 4 土師器 鉢 0 00 52 丹塗 リ

4 2 30 S CO 4 土師器 高坏 0 00 34

4 2 3 1 S CO 4 弥生土器 鹿部 0 00 3 2

4 2 3 2 S CO 4 土師器 甕 0 00 3 1

4 2 33 S CO 4 土師器 甕 0 00 29

4 2 34 S CO 4 土師器 甕 0 00 33

4 2 3 5 S C0 4 土師器 甕 0 00 3 0

4 3 3 6 S CO 4 「 須恵器 甕 0 00 0 5 S C0 1

4 3 3 7 S CO 4 須恵器 甕 0 00 0 6

4 3 3 8 S C O4 土師器 甕 0 00 2 8

4 5 3 9 S C O6 須恵器 士不蓋 0 00 3 9

4 5 4 0 S C O6 須恵器 ．＝土こご竺芝 0 00 4 2

4 5 4 1 SC O6 土師器 鉢 0 0 04 0

4 5 4 2 SC 06 土師器 甕 0 0 04 1

4 5 4 3 SC O7 須恵器 坏蓋 0 0 04 6

4 5 4 4 SC O7 須恵器 甕 0 0 07 5

4 5 4 5 SC O7 須恵器 甕 0 0 09 3

4 5 4 6 SC O7 須恵器 甕 0 0 04 5

4 5 4 7 SC O 7 須恵器 甕 0 0 04 4

4 5 4 8 SC O 7 土師器 甕 0 0 04 3

5 1 4 9 SB O5 土師器 甕 0 0 07 3

5 1 5 0 SB 18 須恵器 高坏 0 0 08 4

5 1 5 1 SB 18 須恵器 甕 0 0 08 8

5 1 5 2 SK 1 1 須恵器 坏蓋 0 0 05 9

5 1 5 3 SK 1 1 須恵器 1不蓋 0 0 06 0

5 1 5 4 SK 1 1 須恵器 坏身 0 0 06 2

5 1 5 5 SK 1 1 須恵器 坏身 0 0 06 1

5 1 5 6 SK 13 土師器 坏 0 0 04 7

5 1 5 7 SK 13 黒色土器A 類 椀 0 0 04 8

5 1 5 8 SK 13 越州窯系青磁 椀 0 0 09 4

5 1 5 9 SK 13 土製品 土錘 0 0 112

5 2 6 0 SD 16 須恵器 坏蓋 0 0 0 54

5 2 6 1 SD 16 須恵器 坏身 0 0 0 55

5 2 6 2 S D 16 土師器 コ 0 0 0 50

5 2 6 3 S D 16 土師器 高坏 00 04 9

5 2 6 4 S D 16 須萬器 l／骨ⅰ 00 0 57

5 2 6 5 S D 16 頂再器 －．1一口1／：？1 00 0 58
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図版 番号 出土遺構 出土位置 器種 器形 登録番号（5桁） 備考

52 6 6 S D 16 須恵器 ＝±＝竺苫 00 0 56

52 6 7 S D 16 土師器 甕 00 0 5 1

52 6 8 S D 16 石製品 紡錘車 00 116

52 6 9 S D 16 土製品 土錘 00 113

54 7 0 SX 20 縄文土器 口綾部片 00 0 99 押型文

54 7 1 SX 20 縄文土器 口綾部片 00 110 貝殻条痕文

54 7 2 SX 20 縄文土器 － 00 10 1 貝殻条痕文

54 7 3 SX 20 縄文土器 － 00 100 貝殻条痕文

54 7 4 SX 20 縄文土器 胴部片 00 104 貝殻条痕文

54 7 5 SX 20 縄文土器 胴部片 00 11 1 貝殻条痕文

54 7 6 SX 20 縄文土器 － 00 10 7 貝殻条痕文

54 7 7 SX 20 縄文土器 － 00 109 貝殻条痕文

54 7 8 SX 20 縄文土器 － 00 10 2 貝殻条痕文

54 7 9 SX 20 縄文土器 －
00 108 貝殻条痕文

54 8 0 SX 20 縄文土器 胴部片 00 103 貝殻条痕文

54 8 1 SX 20 縄文土器 胴部片 00 106 貝殻条痕文

54 8 2 SX 20 縄文土器 胴部片 00 10 5 貝殻条痕文

54 8 3 SX 20 」－6 8 石器 石鏃 00 143

54 8 4 SX 20 」一1 石器 石嘉族 00 126

54 8 5 SX 20 」－2 石器 スクレイパー 00 12 7

54 8 6 SX 20 」－4 石器 尖頭器 00 148

54 8 7 SX 20 」－7 2 石器 石核 00 14 5

55 8 8 PO 17 須恵器 士不身 00 0 64

5 5 8 9 PO 8 6 須恵器 坏身 00 0 69

5 5 9 0 P 29 9 土師器 高坏 00 0 89 丹塗り

5 5 9 1 P 12 9 須恵器 壷？ 00 0 7 2

5 5 9 2 P 15 7 土師器 ？鹿部 00 0 74

5 5 9 3 P 23 9 土師器 甕 00 0 8 5

5 5 94 P 10 7 土師器 甕 00 0 70

5 5 9 5 P 1 12 須恵器 高台付土不 00 0 7 1 古代

5 5 9 6 P 16 7 須恵器 ま不 00 0 7 7 古代

5 5 9 7 PO 7 7 土師器 士不 00 0 6 7

5 5 98 P2 7 3 土師器 士不 00 0 8 7

5 5 99 P2 5 9 土師器 高台付土不 00 0 8 6

5 5 100 PO 4 8 黒色土器A 類 椀 ・鹿部 0 00 6 6

5 5 10 1 P 16 7 土師器 ま不 0 00 7 6

5 5 102 P 18 8 須恵器 壷？鹿部 0 00 7 8

5 5 103 P2 0 9 土師器 坏 0 00 7 9

5 5 104 P2 11 須恵器 壷？口縁 0 00 8 0

5 5 105 P2 12 須恵器 壷？口．縁 0 00 8 1

5 5 106 P 19 8 緑釉陶器 椀 0 00 9 6

5 5 107 P2 3 5 緑釉陶器 椀 0 00 9 5

5 5 108 PO 6 5 緑釉陶器 椀 0 00 9 8

5 5 109 P2 0 5 緑釉陶器 壷？胴部 0 00 9 7

5 6 110 P 10 7 鉄器 袋状鉄斧

5 6 11 1 P2 2 6 鉄器 鉄鏃基部

5 6 112 P6 5 鉄器 鉄鏃基部

5 6 113 SD 16 鉄器 板状昆

5 6 114 P ．169 鉄器 鉄毒丁頂部

5 6 115 P2 39 鉄器 －

5 7 116 遺構不日月 須恵器 ・＝土こご望苫 0 00 9 2

5 7 1 17 遺構不日月 須恵器 ・＝ことこここ一里苫 0 00 9 0

5 7 1 18 S C O l 須恵器 ・＝土こご望互 0 00 9 1

5 7 1 19 P2 33 弥生土器 壷．鹿部 0 00 8 3

5 7 1 20 PO 18 弥生土器 甕．鹿部 0 00 6 5

5 7 1 2 1 S D 16 弥生土器 甕・鹿部 0 00 5 3

5 7 1 22 S C．0 1 弥生土器 甕．鹿部 0 0 0 11

5 7 1 23 P O l l 弥生土器 甕．鹿部 0 0 06 3

5 7 12 4 P 2 20 縄文土器 深鉢土器片 0 0 08 2

5 7 12 5 P O 8 1 縄文土器 深鉢土器片 0 0 06 8

5 7 12 6 P 2 04 土製品 土錘 0 0 1 14

5 7 12 7 P O O5 石器 石鏃 0 0 1 18 SB 05 内柱穴

5 7 12 8 P O O4 石器 石匙 0 0 12 4 SB 05 内住穴
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城田遺跡2次13区　出土遺物ⅲ覧表
図版 番号 出土遺構 出土位置 器種 器形 登録番号 備考・

69 1 S D0 1 越州窯系 椀 00 117

69 2 S DO l 土師器 小型甕 00 0 02

69 3 S D0 1 土師器 甑 or大型甕 00 0 0．1

69 4 S D 05 下部，SXO 4 3区2層下～3 層上 須恵器 坏身 00 123

69 5 S D 06 S XO 4 1区2 層 砂層 須恵器 壷片 00 2 00

69 6 S D lO S X0 4 3 区3 層，2 ・3 区間アゼ3層 須悪器 坏蓋 00 122 SX O4 3区内

69 7 S D lO 須恵器 坏身 00 14 8 SX O4 3区内

69 8 S D lO SXO 4 3 区1層上 茶褐色土 須悪器 坏身 00 158 SX 04 3区内

69 9 S D lO 土師器 坏 00 0 04 丹塗り・SX O4 2 区内

69 10 S D lO 土師器 椀 00 0 03 丹塗り・SX 04 2 区内

69 1 1 S D lO 土師器 甕 0 00 05 SX O4 3区内

69 12 S D lO 土師器 甕 0 00 06 SX O4 3 区内

69 13 S D 14 2－3区 陶質土器 甕 0 02 2 1

69 14 S D 14 2・3区 陶質土器 甕 0 02 18

69 15 S D 14 2・3区 陶質土器 甕 0 02 19

69 16 SD 14 2－3区 陶質土器 甕 0 02 20

69 17 SD 14 2・3 区 陶質土器 甕 0 02 17

70 18 SD 11 上部 黒色士 越州窯系 椀 0 0 1 18

70 19 SD 11 須恵器 坏蓋 ． 0 00 28

70 20 SD 1 1 須悪器 士不蓋 0 00 2 7

70 2 1 SD 1 1 須恵器 坏蓋 0 00 26

70 22 SD 1 1 須恵器 士不蓋 0 00 2 5

70 23 SD 1 1 須恵器 士不蓋 0 00 20

70 24 SD 1 1 須恵器 壷蓋 0 00 2 1

70 25 SD 1 1 須恵器 坏身 0 00 23

70 26 SD 1 1 須恵器 坏身 0 00 24

70 27 SD l l 須恵器 坏身 0 0 02 2

70 28 SD 1 1 須恵器 坏身 0 0 02 9

70 29 SD 1 1 須恵器 ま不身 0 0 03 0

70 3 0 SD 1 1 須恵器 高坏 0 0 0 19

70 3 1 SD 1 1 土師器 高坏 0 0 0 12

7 0 32 S D 1 1 土師器 椀 0 0 0 15 丹塗り

7 0 3 3 S D l l 土師器 椀 0 0 0 13 丹塗り

70 3 4 S D 1 1 須恵器 士旦呈 0 0 03 1A

7 0 3 5 S D 1 1 須恵器 ・＝土＝竺互 0 0 03 1B

7 1 36 S D 1 1 土師器 士竺互 0 0 0 17

7 1 37 S D 1 1 中～下部 土師器 ・こ土＝宜宣 0 0 00 9 丹塗り

7 1 38 S D 1 1 土師器 甕 0 0 0 10 丹塗り

7 1 39 S D 1 1 須恵器 甕 0 0 0 18

7 1 4 0 S D 1 1 中～下部 土師器 甕 0 0 0 1 1 丹塗り・SD O 9

7 1 4 1 S D 1 1 土師器 甑 0 0 00 8

7 1 4 2 S D 1 1 土師器 甑 0 0 00 7

7 2 4 3 S D 1 1 土師器 甕 0 0 0 16

7 2 4 4 S D 1 1 土師器 甕 0 0 0 14

7 2 4 5 SX O4 1区1層下部 灰褐色土 須恵器 坏蓋 0 0 18 6

7 2 4 6 SX O4 3区1層上 茶褐色 須恵器 坏蓋 0 0 14 9

7 2 47 S XO4 3区1層上－下 茶褐色土 須恵器 坏蓋 00 14 0

7 2 48 S XO 4 2区1層下部 須恵器 坏蓋 00 112

7 2 49 S XO 4 3区1層上 茶褐色土 須恵器 坏身 00 155

7 2 50 ／S XO 4 2 区2層 砂層，3 区1層上 茶褐色土 須恵器 坏身 00 174

7 2 5 1 S XO 4 3 区1層上 茶褐色士 須恵器 坏身 00 128

7 2 52 S XO 4 2 区1層上 茶褐色土，2 ．3区間アゼ2層 須恵器 坏身 00 173

7 2 53 SXO 4 3 区1層上・下 茶褐色土 須恵器 坏身 00 138

7 2 54 SXO 4 3 区1層上．下 茶褐色士 須恵器 坏身 00 154

7 2 55 SXO 4 2 区1層上 茶褐色士，2 －3 区アゼ2層 須恵器 坏身 00 17 2

7 2 56 SX0 4 3 区1層下 茶褐色土 須恵器 坏身 00 14 7

7 2 5 7 SXO 4 3 区1層下 茶褐色士 須恵器 坏身 0 02 12

7 2 58 SXO 4 3 区1層上 茶褐色土 須恵器 坏身 0 0 139

7 2 59 SXO 4 2 区1層下部 須恵器 坏身 0 02 13

7 2 60 SX 04 2 ・3 区間アゼ1層，3区1層下部 須恵器 坏身 0 0 14 5

7 2 6 1 SX O4 3 区1層上－下 茶褐色土 須恵器 坏身 0 0 14 6

7 2 6 2 SX 04 1区1層上 茶褐色土 須恵器 坏身 0 0 19 1

7 2 63 SX O4 2 区1層下 茶褐色シル ト3 区2層 砂層 須恵器 坏身 0 0 17 1

7 2 64 SX O4 2 ・3 区間アゼ，3区1層下 茶褐色土 須恵器 坏身 0 0 17 8

7 2 6 5 SX O4 1区1層上 茶褐色土，2 区1層上 茶褐色土 須恵器 坏身 0 0 18 7

7 2 66 SX O4 3 区1層上 茶褐色土 須恵器 坏身 0 0 17 6

7 2 6 7 SX 04 3 区1層上 茶褐色土 須恵器 坏身 0 0 16 4

7 2 68 SX O4 3 区1層上 茶褐色土，3 区3 層 須兢器 高坏 0 0 13 0

7 2 69 SX O4 3 区1層下 茶褐色土 須東器 壷 0 0 13 7

7 2 7 0 SX 04 検出時 須煎茶 ここヒこKE 0 02 0 7

7 3 7 1 SX O4 2 区1暦上 茶褐色土，3 区1層上 茶褐色土 須恵器 ―．t．． 0 0 20 6

7 3 7 2 SX O4 1区，2 区1層下 茶褐色シル ト 須東器 鉢 0 0 2 1 1A

7 3 ′／3 SX O4 1区，2 区2層下 茶褐色シル ト 須山㍊） 餌 0 0 2 1 1E主

′3 ／4 ＿ SX O4 2 ・3 区間アゼ1層，SXO 4 内P 5 土師浩 鉢 0 0 日 0

0 0 ロ ー1

－

73 7 5 SX O4 2 区1層下部 土師器 椀
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図版 番号 出土遺構 出土位置 器種 器形 登録番号 備考

73 7 6 SX O4 2 区 1層下部 土師器 土不 00 10 7

73 7 7 SX O4 3 区 1層上 茶褐色土 土師器 坏 00 10 0 丹塗り

73 7 8 SX 04 上2 区間アゼ1～2 層 須恵器 甕 00 170

73 7 9 SX 04 2 ・3 区間アゼ1層 土師器 ＝±＝宜芝 00 10 4

73 8 0 SX 04 1層包含層 土師器 甕 00 119

73 8 1 SX 04 1層包含層 土師器 甕 00 115

73 8 2 SX 04 拡張 1層 土師器 甕 00 108

73 8 3 SX 04 3 区 1層 茶褐色土 土師器 甕 00 09 1

73 8 4 SX O4 1層包含層 土師器 甕 00 120

74 8 5 SX 04 2 区 1層下 茶褐色シルト 土師器 取手 00 0 5 1

74 8 6 SX 04 2 区 1層 土師器 取手 00 0 50

74 8 7 SX 04 3 区2 ～3 層 須恵器 坏蓋 00 153

74 8 8 SX 04 1区，1・2 区間アゼ2層 須恵器 坏蓋 00 152

74 8 9 SX 04 3 区 1層下 茶褐色土，2 層 砂層，3 区2 層下～3 層上 須恵器 坏蓋 00 125

74 9 0 SX O4 2 区3 層 トレンチ内2層上，2 区3層上～2 層下 須恵器 坏蓋 00 18 1

74 9 1 SX O4 3 区 1層上 茶褐色土，3 区2 層 砂層，3 区2 層下～3層上 須恵器 坏身 00 175

74 9 2 SX O4 1区2 層 砂層，1区4 層下部 須恵器 坏身 00 192

74 9 3 SX 04 2 層下～3層上 須恵器 土不身 00 126

74 9 4 SX 04 1区2 ～3 層 須恵器 坏身 00 185

74 9 5 SX 04 1区2 ～3 層 須恵器 坏身 00 188

74 9 6 SX O4 1区2 層 灰色砂層 －須恵器 皿 00 16 1

74 9 7 SX O4 2 区2層 砂層 須恵器 鉢 00 179

74 9 8 SX O4 1区2層下～3層上，2区3 層上～2 層下 須恵器 ・＝土＝宣互 00 196

74 9 9 SXO 4 2 区3層 須恵器 ＝±＝竺互 00 183

7 4 10 0 SXO 4 1区2層 灰色砂層 須恵器 ハソウ 00 199

7 4 10 1 SXO 4 1区2層下～3 層上，3区3 層 須恵器 ＝±＝宜E 00 2 03

7 4 10 2 SXO 4 1区2層下～3層上，3区2層 須恵器 ・＝ヒ互芝 00 2 04

7 4 103 SXO 4 2 区2層 砂層 須恵器 ／＝ヒ宜呈 00 177

7 4 104 SXO 4 1区1層上 茶褐色土，2 区3 層上～2層下，3区4 層 須恵器 横瓶 00 198

7 5 105 SXO 4 1区2層下～3 層上，3 区2層 須恵器 甕 00 2 05

7 5 106 SXO 4 2 区1層上 茶褐色土～茶褐色シル ト，3 区1層上 茶褐色土，3区2層下～3 層上 須恵器 甕 00 2 10

7 5 107 SXO 4 1区1層 12区 2層下～3 層上 須恵器 甕 00 2 0 1

7 5 108 SXO 4 1区 3層 水田耕作土下，2 区1層下 茶褐色シル ト，拡張1層 須恵器 甕 00 2 09 S DO 5

7 6 109 SXO 4 1区上部灰色砂質土（2 層下） 土師器 坏身 00 114

7 6 110 SXO 4 1区 2～ 3層 土師器 坏身 00 116

7 6 11 1 SXO 4 1区 2～ 3層 土師器 甕 00 105

7 6 112 SXO 4 2区 2層下～3 層上，3 区3 層 土師器 甑 00 0 88

7 6 113 SXO 4 3区 1層下 茶褐色土，SD 1 1 土師器 甕 00 0 97

7 6 114 SXO 4 1区 3層，2一3 区間アゼ，3区2層下～3 層 土師器 鉢 0 00 98

7 6 115 SXO 4 3区 2～ 3層，3 区1層下 茶褐色土 土師器 甕 o 「甑 0 0 106 丹塗 り

7 6 116 S XO 4 3区 2層 土製品 円面硯？ 0 02 47

7 6 117 S XO 4 2区 2層下～3 層上 土師器 取手 0 00 5 2

7 6 118 SXO 4 1区 2層 砂層 土師器 取手 0 00 40

7 6 119 S XO 4 1区 2～ 3層 土師器 取手 0 00 4 1

7 6 120 S XO 4 2区 2層下～3 層上 土師器 取手 0 00 46

7 6 12 1 S XO 4 1区 2～ 3層 土師器 取手 0 00 44

7 6 122 S XO 4 1区 2層 砂層 土師器 取手 0 00 39

7 6 123 S XO 4 2区 2層下～3 層下 土師器 取手 0 00 5 3

7 6 124 S XO 4 1層下 土師器 取手 0 00 5 5

7 7 125 S XO 4 3 区 3層 須恵器 坏蓋 0 0 14 2

7 7 126 S XO 4 2区 3層，3 区1層 須恵器 坏蓋 0 0 144

7 7 127 S XO 4 3 区3 層 須恵器 坏蓋 0 0 13 5

7 7 12 8 S XO 4 3 区3 層 須恵器 土不蓋 0 0 14 3

7 7 12 9 S XO 4 3 区3 層 須恵器 土不蓋 0 02 14

7 7 13 0 S XO 4 2区3 層 須恵器 坏蓋 0 0 16 8

7 7 13 1 S XO 4 1区 2 ～3 層，3 区3 層 須恵器 土不蓋 0 0 184

7 7 13 2 S XO 4 1区3 層上面（水田？） 須恵器 土不身 0 0 18 9

7 7 13 3 SX O4 拡張4 層 須恵器 土不身 0 02 16

7 7 13 4 SX O4 3 区3 層 13 区3 層 砂層 須恵器 坏身 0 0 124

7 7 13 5 SX O4 3 区3 層 須恵器 坏身 0 0 13 1

7 7 13 6 SX O4 1区4 層下部3 層，2 区3層 須恵器 坏身 0 0 19 7

7 7 13 7 SX O4 2 区3 層 須恵器 土不身 0 0 18 2

77 13 8 SX O4 3 区3 層 須恵器 土不身 0 0 13 3

77 13 9 SX O4 3 区3 層 須恵器 土不身 0 0 13 4

77 14 0 SX 04 3 区3 層 須恵器 坏身 0 0 14 1

77 14 1 SX O4 3 区3 層 須恵器 坏身 0 0 12 7

77 14 2 SX O4 1区3 層，SC ？上面 須恵器 ＝±＝雪空 0 0 20 2

77 14 3 SX O4 2 区3 層 褐色土，2 ・3 区間アゼ1層，3区3 層 須悪器 鉢 0 0 12 9

77 144 SX O4 2 区3 層 須恵器 鉢 0 0 18 0

78 14 5 SX O4 2 区 1層，2 区2 層下～3層上，3 区2 ～3層，3層 トレンチ 須恵器 台坏直口壷 0 0 20 8

78 14 6 SX O4 3 区3 層 須恵器 提瓶 0 0 13 2

78 14 7 SX O4 3 区3 層 土師器 椀 0 00 9 4 丹塗り

78 148 ．／ SX O4 3 区3 層 土師器 鉢 0 00 9 2

78 149 SX O4 3 区3 層 土師器 椀 0 00 9 0

78 15 0 SX O4 3 区3 層 土師器 椀 0 00 9 3 丹塗り
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78 15 1 SX O4 3区 3層 褐色土 須恵器 甕 00 136

78 15 2 SX O4 3区 3層 須恵器 甕 00 10 1

78 15 3 S XO4 3区 3層 土師器 甕 00 0 89 B

78 15 4 S XO 4 3区 3層 土師器 甕 00 0 89A

78 15 5 S XO 4 1区 3層 水田耕作土下 土師器 甕 00 0 87

78 15 6 S X0 4 1 区3層 土師器 甕 00 103 丹塗り

78 15 7 S X0 4 1 区2 ～3層，3 区3 層 土師器 甕 00 102

78 15 8 S XO 4 3 区3層 土師器 甕 00 0 95

78 15 9 S X0 4 1 区2 ～3層，3 区3 層 土師器 甕 00 0 99

78 16 0 S X0 4 2 区3層 土師器 取手 00 0 54

78 16 1 S X0 4 1 区3層 土師器 取手 00 04 7

78 16 2 S XO 4 1 区3層 土師器 取手 00 04 8

78 16 3 S X0 4 検出時 土師器 取手 00 0 36

79 16 4 S X0 4 須恵器 坏蓋 00 150

79 16 5 S X0 4 須恵器 坏蓋 00 162

79 16 6 S X0 4 1区 須恵器 坏蓋 00 194

79 16 7 S XO 4 須恵器 坏蓋 00 15 1

79 16 8 S XO 4 須恵器 坏蓋 00 165

79 16 9 SXO 4 須恵器 坏蓋 00 169

79 17 0 SXO 4 排土中表採 須恵器 坏身 00 2 15

79 17 1 SX0 4 1区 須恵器 坏身 00 195

79 17 2 SXO 4 須恵器 坏身 00 156

79 17 3 SXO 4 須恵器 坏身 00 159

79 17 4 SXO 4 1区包含層 須恵器 坏身 00 2 45

79 17 5 SXO 4 須恵器 坏身 00 157

79 17 6 SXO 4 須恵器 坏身 00 160

79 17 7 SXO 4 須恵器 皿 00 166

79 17 8 SXO 4 須恵器 皿 00 16 7

79 17 9 SXO 4 1区 須恵器 皿 00 193

79 18 0 SXO 4 1区包含層 須恵器 土不蓋 00 2 44

79 18 1 SX O4 土師器 高坏 00 0 7 1 丹塗り

79 18 2 SX O4 土師器 高坏 00 0 83

79 18 3 SX O4 新羅土器 ±翌 00 0 33

79 18 4 SX O4 1区包含層 須恵器 ＝土こ・望里 00 2 46

79 18 5 SX O4 須恵器 甕 00 163

80 18 6 SX O4 土師器 椀 00 0 80

80 18 7 SX O4 土師器 椀 00 0 74

80 18 8 SX O4 土師器 椀 0 00 64 ．

80 18 9 SX O4 土師器 椀 0 00 70 A

80 19 0 SX O4 黒色土器B 類 椀 0 0 109

80 19 1 SX O4 土師器 椀 0 00 70 B 丹塗り

80 19 2 SX O4 1区 土師器 皿 0 0 1 13

80 19 3 SX O4 土師器 椀 0 00 7 7

80 19 4 SX O4 土師器 高坏 0 00 6 7 丹塗り

80 19 5 SX O4 土師器 高坏 0 00 6 1

80 19 6 SX O4 土師器 高坏 0 00 7 2

80 19 7 SX O4 土師器 高坏 0 00 6 2

80 19 8 SX O4 1層下 土師器 高坏 0 00 7 9

80 19 9 SX O4 土師器 ＝±＝里里 0 00 6 3

80 20 0 SX O4 土師器 甕 0 00 6 8

80 20 1 SX O4 土師器 甕 0 00 7 6

80 20 2 SX O4 土師器 甕 0 00 5 8

80 20 3 SX O4 土師器 甕 0 00 6 9

80 20 4 SX O4 1層包含層 土師器 甕 0 0 12 1

8 1 20 5 SX O4 土師器 甕 0 00 8 4

8 1 20 6 SX O4 土師器 甕 0 00 7 5

8 1 20 7 SX O4 土師器 甕 0 00 6 0

8 1 20 8 SX 04 土師器 甕 0 00 5 7

8 1 20 9 SX 04 土師器 ＝土ニ・竺ヱ 0 00 8 5

8 1 2 1 0 SX 04 土師器 甕 0 00 8 2

8 1 2 1 1 S X04 土師器 甕 0 00 7 8

8 1 2 1 2 SX 04 土師器 甕 0 00 5 9

8 1 2 1 3 S X04 土師器 甕 0 00 8 1 丹塗り

82 2 1 4 S X04 土師器 甕 0 00 4 2

82 2 1 5 S XO4 土師器 甕 0 00 6 6

82 2 1 6 S X04 1区 2～ 3層下，2区1層下 茶褐色土，2．3 区間アゼ 1 層 土師器 甕 0 00 8 6

82 2 1 7 SX0 4 土師器 甕 0 0 06 5

82 2 1 8 SX0 4 土師器 取手 0 0 03 4

82 2 1 9 SX0 4 1区 土師器 取手 0 0 04 5

82 22 0 SX0 4 3層 土師詰 取手 0 0 05 6

82 22 1 SX0 4 1区 土師器 取手 00 03 7

82 22 2 SXO 4 土師弘 取手 00 04 3

82 22 3 SX0 4 土師器 取手 00 03 8

82 22 4 SXO 4 土師器 取亨 00 03 5

84 22 5 SD 17 上～中部 弥un…L 器 前石 00 03 2 1日久式
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84 2 26 SX O4 弥生土器 甕 00 0 73 板付 Ⅱb式

84 2 27 S D O9 石器 石包丁 00 2 4 0

84 2 28 SX O4 1区3 層 石器 磨製石斧 00 2 4 2

84 2 29 SX 04 1区2 ～3 層 石器 磨製石斧 0 02 3 6

84 23 0 SX O4 1区3 層 土製品 土錘 0 02 3 0

84 23 1 SX 04 2区3 層 土製品 土錘 0 02 2 9

84 23 2 S D O6 土製品 羽口 0 02 4 3

8 5 23 3 SX O4 1区3 層 鉄器 鉄鏃

8 5 23 4 SX 04 鉄器 刀子

8 5 23 5 SX 04 鉄器 刀子

8 5 23 6 SX O4 鉄器 鉄釘

8 5 23 7 SX O4 1区3 層 鉄器 －

8 6 23 8 S D 14 2 ．3区 石器 石鏃 0 02 3 2 黒曜石

8 6 23 9 SX O4 1区2 ～3 層 石器 石弘 0 02 3 5 黒曜石

8 6 24 0 SX O4 1区4 層上～中 石器 石鏃 0 02 3 3 サヌカイト

8 6 24 1 S D 17 最下層 石器 異形石器 0 02 3 1 姫島産黒曜石製

8 6 24 2 SX O l 5 層上部 石器 石匙 0 02 3 7 サヌカイト

8 6 24 3
－

表採 石器 スクレイパー 0 02 3 4 黒曜石

8 6 24 4 SX O4 3 区3 層 石器 スクレイパー 0 0 23 8 サヌカイ ト

8 6 24 5 SX O4 1区4 層下部 石器 スクレイパー 0 0 23 9 サヌカイ ト

8 6 24 6 SX O4 3 区3 層 褐色土 石器 スクレイパー 0 0 24 1 サヌカイ ト

口で囲んでいるのは、P108　博閥の他の遇構＆適物でとりあげている遺物N。と遺構です°
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PL．7

（1）8、9、10、12、13区全景（東から）
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（2）10区全景（西から）



PL．8

（l）10区竪穴式住居SCOl、SCO4周辺（上から）

（2）10区竪穴式住居SCO6～SClO周辺（上から）
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PL．9

（1）10区竪穴式住居SCOl全景（南から）

（2）10区竪穴式住居SCOl東側竃検出状況（西から）
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PL．10

（1）10区竪穴式住居SCOl北側竃（南から）

（2）10区竪穴式住居SCOl北側竃（南から）
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PL．11

（1）10区竪穴式住居SCO4全景（西から）

（2）10区竪穴式住居SCO4北側竃（南から）
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PL．12

（1）10区竪穴式住居SCO4東側竃検出状況（西から）

（2）10区竪穴式住居SCO4東側竃（西から）
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PL．13

（1）10区竪穴式住居SCO6全景（東から）
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（2）10区竪穴式住居SCO7全景（東から）



PL．14

（1）10区竪穴式住居SCO8全景（東から）

（2）10区掘立柱建物SBO2全景（東から）
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PL．15

（1）10区大壁建物SBO3全景（東から）

（2）10区掘立柱建物SBO5全景（西から）
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PL・16

（1）10区掘立柱建物SB12全景（東から）

（2）10区土坑SXll検出状況（南から）
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PL．17

（1）10区溝SD16（北東から）

（2）10区風倒木跡SX20調査状況（西から）

－133－



PL・18

（1）13区第2面掘り下げ状況（北から）

（2）13区第2面掘り下げ状況（南から）
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PL．19

l135－

（1）13区第3面検出状況（北から）

（2）13区第3面検出状況（北から）



PL．20

（1）13区第3面全景（東から）

（2）13区第3面全景（南から）
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PL．21

（1）13区第1面配石遺構SX21（東から）

（2）13区第2面鍛冶炉SRO3他検出状況（北から）
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PL．22

（1）13区第2面鍛冶炉SRO3他完掘状況（北から）

（2）13区第2面鍛冶炉SR24・25完掘状況（東から）
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PL．23

（1）13区第2面鍛冶炉SRO3断面状況（北から）

（2）13区第2面鍛冶炉SR22断面状況（東から）
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PL．24

（1）13区第3面溝SDll全景（北から）

（2）13区第3面溝SDll断面土層（北から）
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PL．25

（1）13区第2面焼土坑SR16（西から）

（2）13区第2面掘立柱建物SB15・SB18検出状況（北から）
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PL．26

（1）13区第4面調査状況（北から）

（2）13区東西土層断面（南から）

－142l



PL・27

（1）13区東西土層断面一部（南から）

（2）13区第4面全景（北から）
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PL128

（1）13区第4面全景（東から）

（2）13区第4面配石遺構SX27・SX28（西から）
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PL．29

（1）13区第4面配石遺構SX28（北から）

（2）13区第4面配石遺構SX28（東から）
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PL．30

（1）13区第4面溝SD17全景（北西から）

（2）13区第4面溝SD17全景（南から）
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第3章都地遺跡6次調査

1．調査の概要

都地遺跡は、昨年度報告した都地泉水遺跡の東側に位置する。比較的規模の大きい遺跡で、

南西側は細い谷を隔てて乙石遺跡に、北側は吉武遺跡群に接する。今回でも調査区は大きく2

地点に分かれており、北側の圃場整備対象地区をA区、区画整理対象地区（田園居住区）をB

区とし、全体を都地遺跡6次調査（調査番号0547）とした。A区とB区は南北に約150m離れ

ている。またA区は工事により破壊が及ばず、調査対象からはずした部分により3区に画され

るため、それぞれAl区～A3区とした。B区の区画整理対象地区については、遺跡の確認さ

れた範囲全面について発掘調査を行うこととした。またB区は里道によって南北に画されるた

め、仮に北側をBl区、南側をB2区とした。ただし、舗装された里道部分については、その

時点でも利用者がおり、またBl区、B2区双方の調査成果から見ても遺構は削平されている

ものと考えられたため、調査は行っていない。そのため、Bl区、B2区の区分はそのまま用

いることとした。

2■　調査の記録

記録の方法

都地遺跡6次調査においては、下記の要領で遺構の記録を行った。

検出遺構については、調査時には遺構を示す記号Mを附し、区割りに関係なくMl、M2のよ

うに検出順に通し番号を附した。本章の報告ではこの番号からMを除き、遺構の性格を表す用語

を附して土坑1、溝2のように記述する。またピッ吊こついては区名およびピットのイニシャル

Pを附して区ごとにAPl，BPlのように通し番号を附した。これについては報告においても

このまま記述する。また掘立柱建物については、確認されたものを調査後整理し、ほぼ調査時の

確認順に掘立柱建物1、掘立柱建物2のように通し番号を附した。

（1）A区の調査

A区は都地泉水遺跡H区の東側に位置する。都地泉水遺跡とは、H区の東端で検出した谷部に

よって画される。調査区の東側を走る野方金武線関係の調査では弥生時代甕棺墓が多数検出され

ており、今回もその広がりが予想されたが、検出されなかった。今回調査では古墳時代から古代

にかけての遺構が主となる。むしろ都地泉水遺跡に類似した様相といえよう。

今回調査で検出した主な遺構は、掘立柱建物群と土坑である。掘立柱建物は後述する比較的大

形のもののほかにも、建物としてまとめきれていない小ピットを極めて多く検出しており、検討

すればまだ増加する可能性は高い。土坑は遺物を比較的多く包含する。後述したもののほかには、

焼土坑、土坑、溝などがある。焼土坑は3基検出している（焼土坑1、2、12）。いずれも楕円形

を呈する。金武周辺で通常見られる形態と特徴を持つものである。土坑6、7は長方形を呈する

大形の土坑で、上層には炭や焼土の堆積が見られた。製鉄遺跡の可能性を考えて調査したが、深

さ30cmを測る断面箱形の土坑になることが判明した。性格不明である。A　3区では自然流路と考

えられる溝が重複して検出されている。遺跡の縁辺部に当たると考えられる。
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Fig・92　調査Z位置図（1／2500）
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Fig．93　Al区遺構配置図1（1／400）
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Fig．94　Al区遺構配置図2（1／400）
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Fig．95　A2、3区遺構配置図（1／400）
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土坑13（Fig．96）

A2区西半部で検出した。長軸をほぼ東西方向を向ける長楕円形を呈する。東西2．6m、南北

1．6mを測る。底面には凹凸が多く、東へ向かって段状に落ち込む。検出面からの深さは、西側で

25cm程度、東側で40cm程度である。底面及びやや浮いた状態で、須恵器魅や坏蓋、土師器甕な

どの遺物が比較的まとまって出土した。

出土遺物（Fig．97）

1は土師器甕である。胴部が強く張り、偏球形を呈するものか。口縁部が強く外反しながら開く。

都地遺跡全体を通じて遺物が少ない上、遺存状況がよくなく、調整の詳細が不明な遺物がほとん

どであり、これも例外ではない。外面には目の粗い条線がかすかに見られ、タタキと考えられる。

内面はケズリを施す。口径22cmを測る。2は須恵器坏蓋である。言縁部は強く屈曲して下方へ垂

下する。端部は斜めに尖らせ、坦面は強くヨコナデされて凹む。口縁部と体部の境は沈線状の段

を持つ。口径15cmを測る。3は須恵器塩である。ほぼ完形で出土した。頚部は直線的に開き、胴

部最大径とほぼ同径になる。端部は薄く仕上げ、わずかに外反する。端部直下に櫛描き8条の波

状文をめぐらす。胴部は偏球形で中央に穿孔する。穿孔部の上下に幅広の沈線をめぐらせ、その

間に板小口を押し付けた文様をめぐらせる。鹿部は丸底である。口径10cm、器高12．8cmを測る。

土坑14（Fig．96）

A2区西半部土坑13の南側で検出した。土坑13と同様ほぼ長軸を東西方向に向ける楕円形を呈

する。土坑13より若干大きいが、ほぼ規模、形態が類似する土坑といえよう。底面は両端がやや

くぼむ。検出面からの深さは、もっとも深い箇所でも20cm程度と浅い。底面近くから礫群ととも

に、土師器甕が破砕されたような状態で出土している。

出土遺物（Fig．97）

4は土師器甕である。下半部を一部欠くが、ほぼ完形に復元される。胴部は強く張る。口

縁部は短く強く外反する。端部は丸みを帯びる。同部は最大径がほぼ中位にある偏球形を呈

する。外面は縦方向の粗いパケメ、内面はケズリを施す。口径20．2cm、器高37・5cmを測る。

掘立柱建物（Fig・98）

掘立社建物については、現時点で確認している6棟について報告する。これらの建物はAl区

の西半部、座標で言えばⅩ＝58820～58850、Y＝－63460～－63490の南北谷30mの範囲内に分布

する。

掘立柱建物1（Fig．99）

建物群の西端で検出した。2間×3間の側柱建物である。主軸をほぼ東西に向ける。柱穴の規

模は計60～70cm程である。建物規模は東西5・8m、南北4mを測り、これにより床面積は23m2程

である。断面で確認した柱痕跡から見て、柱の規模は計15～20cm程に復元できる。柱穴からは須

恵器、土師器細片が出土している。

掘立柱建物2（Fig．99）

掘立柱建物1の東側で検出した。掘立柱建物1の柱穴と直接の切りあい関係はないが、位置的

には重複する位置にある。2間×2間の総柱建物である。主軸は真北から300東に振る。柱穴の
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40・6m

Fig．96　土坑13、14実測図（1／40）
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土坑13

10cm

言－1，1－　」＿一品．1

Fig．97　A区出土遺物実測図1（1／3）
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Fig・98　A区掘立柱建物配置図（1／200）
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Fig・99　A区掘立柱建物実測図1（1／80）
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Fig一100　A区掘立柱建物実測図2（1／80〉
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Fig・101A区掘立柱建物実測図3（1／80）

掘立柱建物6

規模は径60～80cm程である。建物規模は南北5・6m、東西4mを測る。これにより床面積は

22．4m2ほどに復元される。断面で確認した柱痕跡から見て、柱の規模は20cm程度である／。掘方の

鹿部は礫層に達しているものがあり、地山中の礫を根締めや礎版に利用した可能性がある。柱穴

からは遺物はまったく出土していない。

掘立柱建物3（Fig・100）

建物群の南端で検出した。3間×4間以上の側柱建物である。南辺の柱穴は柱痕跡が認められたの

で掘立柱建物3の一部として図示したが、その配置から見て、異なる柱穴の可能性が高い。したがっ

て、建物はさらに南側へ伸びるものと考えられる。主軸は真北から13。東へ振る。柱穴の規模は径

50cm～70cm程である。建物規模は東西5．2m、南北7．0m以上を測るO　これにより床面積は36．4m2以上に

なる。断面確認による柱痕跡から、柱の規模は径20cm程である。根締めの礫が見られる柱穴もある。

出土遺物（Fig．102）

5は須恵器口縁部の破片である。壷形土器であろうか。直線的に開き、端部は薄く仕上げる。強い

回転ナデにより、凹凸が多い。AP30出土。6は土師器壷の頚部から肩部の破片である。胴部
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は強く肩が張る。頚部は外反しながら開く。外面は横方向のパケメ、内面は頚部と胴部の境より

若干下位からケズリを施す。

掘立柱建物4（Fig．101）

建物群の西端で検出した。2間×2間の側柱建物である。主軸は真北より120　東へ振る。

柱穴の規模は40～60cmである。建物規模は東西2．8m、南北3．9mを測る。これにより床面積

は11m2ほどに復元できる。柱穴から遺物はまったく出土していない。

掘立柱建物5（Fig．100）

掘立柱建物3の北側で検出した。2間×3間の側柱建物である。主軸は真北より120　東へ振る。

柱穴は長方形を呈するものが多く、60cm×80cm程度のものが主体をなす。両辺の東隅の柱穴が

若干内側へよっているため、ややいびつな平面形を呈する。柱の規模は径20cmほどに復元される。

建物規模は東西3．4m、南北5・8mを測る。これにより床面積は19．7m2ほどに復元できる。柱穴から

遺物はまったく出土していない。

掘立柱建物6（Fig・101）

掘立柱建物5の北側、建物群の北端で検出した。2間×2間の総柱建物である。主軸は真北より

50　東へ振る。柱穴は径40～60センチの円形を呈するものが主体である。建物規模は東西4・2m、

南北4．6mを測る。これにより床面積は19．3m2ほどに復元できる。柱穴から遺物はまったく出土し

ていない。

これら掘立柱建物についての総括はB区検出の建物群とあわせ後述する。

このほか、掘立柱建物を構成する柱穴ではないが、ピットから比較的遺布のよい遺物が出土してい

る例があり、これについて報告しておく（F短．102）。7、8は碗である。7は端部が薄くなる高台を持

ち、体部は直線的に開く。8はやや厚い高台を持ち、体部は直線的に開く。いずれも9世紀ころの所

産であろう。

建物3　AP30

⊂・ン二ゝ・～一メ＝ン－

、－‾、ヾ／

‐l一一l‾三

∴5 私、、6
10cm

！「．－．口　■　　‐－∃
建物3　AP81

Fig．102　A区出土遺物実測図2（1／3）
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（2）B区の調査

B区はA区の南側約150mの個所に位置する。北側は県道二丈大野城線に面しており、南側は狭い谷

部をはさんで乙石遺跡と画されている。B区については里道部分を除いて全域を調査した。この里道部

分を境に北側をBl区、南側をB2区としている。遺構は全般的に希薄で、かつ戦後葡萄畑として開発

された際の造成、また廃材などを処分した大形の撹乱坑などで、遺跡はかなり荒らされていた。二丈大

野城線敷設の際にも一部調査が行われているが（8001、都地遺跡2次調査）、このような遺存状況では、道

路幅のみに限定された開発計画に伴う試掘では、十分に遺跡の状況を把握し得なかったと考えられる。

今回検出した大形建物は道路のほうへ延びていくが、部分的には道路部分の調査で検出されていない。

今回の調査で検出された遺構は、大きく3時期に分けられよう。

1期は弥生時代以前である。弥生時代中期土坑と、それ以前の所産の可能性が高い落とし穴状遺構

が検出されている。

2期は古代前期である。都地遺跡第6次調査区の主体をなす時期で、8世紀を中心とする時期と考

えられる。官衙的配置を呈する大形建物群と、その周辺の小形の建物群を中心としているものと考え

られる。この時期の遺物は少ないので遺構の時期の確定は困難であるが、都地泉水や乙石遺跡などの

成果から見て、焼土坑もこの時期に属する可能性が高い。

3期は古代後期で、9世紀以降の遺構である。2基の土壙墓や浅い土坑などを主とする。個別遺構

の項では触れられなかった中で、注目される遺構として溝41、43があり、略述しておく。溝43は幅20

センチほどの狭い溝であるが、調査区西半部をほぼ縦断しており、延長は40mに達する。深さは20セ

ンチほどで、断面は箱形を里し、壁が比較的直に立つ。掘立柱建物群より後出すると考えられ、方向

も異なる。むしろ等高線に沿うような方向を呈する。溝41は43の延長の可能性があり、同様の深さ、

幅、断面形を呈している。比較的多くの遺物が出土している。F豆．112の21は溝41出土の土師器の高台

附碗である。体部は直線的に広がり、口縁端は坦面をなす。断面三角形の比較的高い高台が附く。

土坑30（Fig．107）

Bl区中央付近で検出した。土坑31と隣接する。全体図Fig．104の中央左端に位置する。隅丸長方形～

楕円形を呈する。長軸1．3m、短軸0．9mを測る。検出面からの深さは30cm程である。底面中央に菱形を

呈する小穴があり、長軸50cm、短軸30cm程を測る。底面からの深さは10cm程である。

土坑31（Fig・107）

Bl区中央、土坑30の南側で検出した。隅丸長方形を呈する。長1．15m、幅0．9mを測る。検出面か

らの深さは40cm程である。底面に小穴を持たない。土層図を図示したが、Fig．107に掲げた土坑は基本

的に同様な堆積情況を呈する。すなわち、黄褐色～灰褐色粘質土が比較的均質に堆積し、明確な層理

を見出しがたい。

土坑32（Fig．107）

Bl区中央部の北端付近で検出した。Fig．104の左上隅に位置する。長方形を呈する。長1・2m、幅

80cmを測る。検出面からの深さは15cm程である。中央に方形の小穴を持つ。1辺20cm程を測り、底面

からの深さは25cm程である。

土坑34（Fig・107）

Bl区東半部中央で検出した。Fig104の中央右端に位置する。隅丸長方形を呈する。長1．4m、幅1．0
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Fig．103　Bl区遺構配置図1（1／400）

－161－



Fig．104　Bl区遺構配置図2（1／400）
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Fig．105　Bl区遺構配置図3（1／400）
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㎡を測る。検出面からの深さは20cm程である。東側に深さ10cm程の浅いテラス状の張り出しがある。

中央に円形の小穴を持つ。径20cm程を測り、底面からの深さは40cm程で、比較的深い。

土坑39（Fig．107）

Bl区東半部やや北側で検出した。長楕円形を呈する。長1．2m、幅90cmを測る。検出面からの深さ

は25cm程である。中央に円形の小穴をもつ径20cm程を測り、底面からの深さは20cm程である。

これらの土坑群は隅丸方形から長楕円形を呈し、大きさもほぼ共通している。また土坑31を除いて

底面中央に小穴を持つことも共通している。覆土はいずれも黄褐色から灰褐色の粘質土がしまりなく

堆積している。これらの特徴から、土坑は縄文時代の落とし穴状遺構の可能性が考えられる。都地泉

水出土の石器の分析においては、縄文時代には都地泉水、都地遺跡周辺は、狩猟対象地となっていた

と考えられており、この成果とも合致する。ただし、杭などを設置した痕跡と考えられている底面の

小穴が、深さ40cmを測る土坑34を除くと概ね20cm程度と浅く、疑問も残る。

土坑28（Fig．108）

Bl区中央付近、建物12の西側で検出した。長楕円形を呈する土坑である。長1．5m、幅95cmを測る。

壁があまり立たず、すり鉢状を呈する。検出面からの深さ20cm程である。北端付近に弥生土器の甕が

比較的まとまって出土した。

出土遺物（F短．112）

14は甕の鹿部である。鹿部はやや上げ底気味になる。鹿部付け根はわずかに外反する。

土坑29（Fig・108）

建物12の西側、土坑28のすぐ南側で検出した。建物12の柱穴に切られる。北側に広がる卵形を呈す

る。長、幅とも1．5m程を測る。検出面からの深さは40cm程である。壁が立たず、すり鉢状を呈する。
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Fig・109　B区焼土坑実測図（1／40）

土坑中央部、底面からやや浮いたところに人頭大の礫とともに弥生土器がまとまって出土した。

出土遺物（Fig．112）

15は高坏坏部である。口径31cm、坏部高10センチほどに復元できる。口縁部は鋤先状で、口縁下部

に断面M字の突帯を一条めぐらせる。突帯の付根にわずかに丹塗りの痕跡が認められ、本来丹塗磨研

土器であった可能性が高い。16は中形の甕である。口縁部は鋤先状で、上部は水平である。胴部はほ

とんど張らない。器面の荒れが著しいが、内外面ナデ調整のようである。口径31cm程に復元される。

17は小形の甕である。口縁部は水平に短く突出する。胴部はほとんど張らない。内外面ナデである。

18は甕の鹿部である。底面はほぼ平坦で、鹿部付根は内湾しながら広がる。内外面ともナデ調整。

土坑48（Fig．108）

B1区中央北側で検出した。建物12の北東側の柱穴に切られ、北側約半分ほどを欠く。平面形は楕

円形か。調査時点で南北45cm、東西75cmを測る。他の弥生時代土坑と比べ、壁が比較的直に立つ。検
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土坑37

Figr110　土坑27、37実測図（1／80、1／40）

－168－



羽
椒

刃凄
餌固
辞坪
野舶
抽出如亡Ⅰユ．．EE1

▼－」ぐ7

土墳墓45

Fig．111B区土墳墓実測図（1／20）

l169ー



出面からの深さは40cm程である。南側の壁際から底面にかけて弥生土器がまとまって出土した。

出土遺物（Fig．112、113）

34は広口長頸壷の口縁部である。口径は30cmほどに復元される。頚部の開きはそれほど大きくない。

丹塗りの痕跡は認められなかった。31は壷の胴部である。34と同一固体の可能性が高い。ただし接点

はない。胴部中位とその上部に断面M字の突帯を各1条めぐらせる。胴部最大径は32cmに復元され、

34と同一個体とすれば、口径が胴部径を上回らない器形となる。Fig．113の32は無頸壷である。ロ縁部

は短く外方に突出し、厚い。口縁上部の平坦面に2孔が見られる。おそらく対称する位置にも穿孔す

るものであろう。器面の荒れが著しく、丹塗りの痕跡は認められなかった。33は甕である。鋤先状の

口縁はほぼ水平で、わずかに内傾する。胴部が若干張る。外面には条線がわずかに認められ、パケメ

を施すものと考えられる。

これら弥生時代の土坑群は、他の時期の遺構に比べて遺物量が多く、当該期にかなりの遺構があっ

たことを窺わせる。土坑の形態や規模、また弥生時代中期という所属時期から考えると貯蔵穴の可能

性は低いと考えられる。むしろ、甕棺墓に伴う祭祀遺構とされるものに類似している。調査区内では

甕棺墓は検出されていないが、野方金武線建設に伴う調査（8344、都地遺跡第3次調査）では6次調査区

南東側で甕棺墓群が確認されている。また、今回調査のB2区では撹乱の中に甕棺片がコンテナケー

ス1箱ほど混入していた。これらの状況より、本来調査区内に甕棺墓が存在したと考えられるが、土

坑群の遺存状況から見て削平によって消滅した可能性は低く、むしろ葡萄畑造成時の大規模廃棄坑掘

削によって破壊、消滅したものと考えられよう。

焼土坑33（Fig・109）

Bl区で検出した。Fig．103の左上に位置する。南側がやや広くなる隅丸長方形を呈する。長1．35m、

幅1．05m程を測る。検出面からの深さは20cm程度である。壁が四周にわたってよく被熱している。底

面直上に5cmに及ぶ炭の堆積が見られる。

焼土坑35（Fig．109）

Bl区南西端で検出した。等高線に沿って焼土坑36と並んだように築かれている。平面形は北側が

やや広くなる卵形を呈する。長軸1．5m、短軸1．3mを測る。北側にテラス状の張り出しが見られる。こ

れを含めると長2．1m程になる。北側の深いところで検出面から40cm程を測る。斜面に築かれているが、

底面は平坦である。壁はあまり焼けていない。覆土には炭を含み、最下層には特に多く含んでいる。

出土遺物（Fig．113）

19は土師器甕である。胴部がほとんど張らず、口縁部が外方へ開く。外面はパケメ調整で、ススが

付着している。内面はケズリを施す。

焼土坑36（Fig．109）

Bl区南西端、焼土坑35の西側4m程のところで検出した。等高線に沿って焼土坑36と並んだように

築かれている。平面形は西側に段状の張り出しを持つ隅丸長方形を呈する。長1．9m、幅1．6mを測る。北

側の深いところで検出面から50cm程を測る。底面は南側に向かって緩やかに下がっている。壁はあまり

焼けていない。覆土中には全体に炭を多く含むが、最下層（4層）は10cmに近い炭の堆積層である。
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焼土坑46（Fig．109）

B2区で検出した。北側に広がる卵形を呈する。長1…4m、幅1mを測る。検出面からの深さはもっ

とも深い北端部でも20cm程である。壁は上端付近が部分的に焼けて赤変している。底面は南側に緩や

かに下がる。覆土には炭、焼土を多く含み、底面直上には炭が堆積する。

大形掘立柱建物群とほぼ同時期と思われる焼土坑群は、その性格の違いを示すように建物に囲まれ

た範囲には分布しないが、きわめて至近距離の地点にも営まれていることがかえって興味深い。また

焼土坑のほとんどは都地遺跡6次調査地点と乙石遺跡3次調査地点を画する谷に画している。この谷

を挟んで乙石遺跡側でも製鉄遺構などが確認されており、谷の両側に製鉄関連施設がいとなまれてい

たことが知られる。

土坑27、37

調査区中央付近の北端部で検出した。浅い包含層状のくぼみの中央に楕円形の浅い土坑があり、土

坑内には礫の集積が見られた。外側の浅いくぼみを土坑27、底面検出の土坑を土坑37とした。土坑27

は北、東、南の三方を造成による撹乱で欠く。調査時点では東西5・6m、南北3m程の範囲で確認され

た。暗褐色土が堆積し、その中に比較的多くの遺物を含むが、細片が多い。この層の厚さは10cm前後

である。土坑37は土坑27の底面で検出した長楕円形の土坑である。長3m、幅1．6mを測る。覆土は土

坑27と同一で、一連の遺構と考えられる。東半部に礫の集積が見られる。これらの両遺構は掘立柱建

物14の柱穴を切っており、大形建物群の時期を推定するのに重要な資料を提供している。

出土遺物（Fig．113）

図示した遺物は土坑27出土遺物である。10は須恵器坏である。底面端に低い高台がつく。鹿部はヘ

ラ切りのまま、体部は内外面回転ナデを施す。9は土師器坏である。口径17．6cm、底径9・6cm、器高

3．8cmを測る。体部が大きく開く。鹿部はヘラ切り。11，13は土師器の高台附の坏である。高い高台が

附き、鹿部は平底である。外面は回転ナデ、内鹿部はナデを施す。12は土師器甕のロ縁部片である。

以上の出土遺物より、土坑27、37は9世紀ころの所産と考えられる。

土墳墓45（Fig．111）

B2区南端で検出した。主軸をほぼ東西に向ける。長1．8m、幅60cmほどの長楕円形を呈する。検出

面からの深さ35cm程である。斜面の傾斜に直交して築かれており、底面はほぼ平坦である。副葬品は、

土師器皿3点が西側に、黒色土器碗1点が北側壁中央付近に置かれている。土師皿がおかれた西側が

頭位であろう。副葬品はかなり浮いており、棺蓋を持つ木棺墓であった可能性もある。もともと礫の

多い地山に掘り込まれているが、頭位側の土師器皿の上位に積まれた礫は人為的なものと考えられる。

出土遺物（Fig．113）

22は黒色土器B類の椀である。半球形の体部に厚く低い高台を持つ。口縁部はわずかに外反し、口

縁端部は丸くおさめる。券面がかなり荒れるが、内外面とも磨きに近い丁寧なナデを施すものと見ら

れる。23～25は土師器皿である。口径は23、24が10・6cm、25が10．2cmを測る。鹿部はヘラ切りで、板

目が見られる。

土墳墓45（Fig．111）

B2区西端で検出した。主卓由をほぼ東西に向ける。長1．8m、幅70cmほどの長楕円形を呈する。西半
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Fig・114　B区掘立柱建物配置図（1／1000）

部を撹乱されている。東半部で検出面からの深さ25cm程である。斜面の傾斜に直交して築かれており、

底面はほぼ平坦である。副葬品は、土師器皿・碗、黒色土器碗が南側壁東端付近に置かれている。東

側が頭位であろうか。副葬品はほぼ墓壙底面に置かれている。土墳墓であろう。

出土遺物（Fig・113）

30は黒色土器B類の碗である。半球形の体部に薄く高い高台を持つ。口縁部は外反し、口縁端部は

丸くおさめる。口縁部と高台は回転ナデ、それ以外は磨きに近い丁寧なナデを施すものと見られる。

26、27、29は土師器皿である。口径は26が10．6cm、27、29が11cmを測る。鹿部はヘラ切りで、板目が

見られる。28は土師器碗である。丸底で体部中位に段を持つ。体部外面と口縁部は回転ナデ、体部内

面と鹿部内外面はナデを施す。

掘立柱建物11（Fig．115）

掘立社建物は、企画的に配置された大形建物5棟、それ以外の小形建物5棟について報告する。ま

ず個別に建物について述べる。掘立柱建物11は、2棟並んだ南北棟の南側である。南端部を廃材廃棄

坑で欠くが、2間×10間に復元される。主軸は真北より80　東へ振る。柱穴の規模は長80～100cm、

幅80～100cm程度の長方形を呈するものが主体である。柱痕跡から見て柱の規模は径20m程である。柱

間は桁行1．8m、梁行2m程である。建物規模は南北18m、東西4mを測り、床面積は72m2に達する。

柱穴の埋土は、赤褐色粘質土と灰色粘質土を交互に埋めており、柱穴によっては地山掘削土を埋め戻

しているものも見られる。これはすべての大形建物に共通している。柱穴の出土遺物はすべて掘方か

らで、須恵器、土師器の細片がわずかに出土している。

掘立柱建物12（Fig．116）

掘立柱建物12は、2棟並んだ南北棟の北側である。中央部を廃材廃棄坑で欠くが、11と同様2間×
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掘立柱建物20

10間に復元される。主軸は真北より80東へ振る。柱穴の規模は長100～120cm、幅60～80cm程度の長

方形を呈するものが主体である。柱痕跡から見て柱の規模は径20～25m程である。掘方、柱ともわず

かに建物11より大規模か。柱間は桁行1．8～2m、梁行2m程である。建物規模は南北18・5m、東西4

mを測り、建物11より桁行が若干大きい。柱間が1．8mを超えるところがあることによる。床面積は

74m2に達する。柱穴の出土遺物はすべて掘方からで、須恵器、土師器の細片がわずかに出土している。

掘立柱建物13（Fig．117）

掘立柱建物13は、2棟並んだ南北棟11、12の北側に位置する東西棟である。2間×2間分のみ検出

しており、西側が調査区外に出る。柱穴の規模から見て、11、12と遜色ない規模の建物と考えられる。

主軸は真北より70東へ振る。柱穴の規模は長100cm程度、幅70～100cm程度の長方形を呈するものが

主体である。柱痕跡から見て柱の規模は径20cm程である。柱間は桁行1．8m、梁行2m程である。柱穴

の出土遺物はすべて掘方からで、須恵器、土師器の細片がわずかに出土している。

掘立柱建物14（Fig．117）

掘立柱建物14は、南北棟11、12の西側に平行して位置する南北棟である。建物の中心間の距離は約36

mを測る。2間×3間分のみ検出しており、北側が調査区外に出る。また南西隅の柱を撹乱で欠く。主

軸は真北より20東へ振る。柱穴の規模は長90～110cm程度、幅70～100cm程度の長方形を呈するものが

主体である。柱痕跡から見て柱の規模は径20cm程である。柱間は建物11～13と比べて一定していない。

出土遺物（Fig．113）

35はBP90出土の須恵器坏口縁部である。36も須恵器口縁部片である。BP32出土。かなり湾曲す

る器形である。古墳時代後期～古代のものであろう。
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掘立柱建物15（Fig．117）

掘立柱建物15は、掘立柱建物14の西側約12mの位置にある。2間×3間分のみ検出しており、北側が

調査区外に出る。南側は梁行の中央の柱穴の痕跡が廃棄土坑の壁にわずかに見られ、ここが南限であろ

う。主軸は真北より30東へ振る。柱穴の規模は長100～120cm程度、幅80～90cm程度の長方形を呈する

ものが主体である。柱痕跡から見て柱の規模は径20cm程である。柱間は桁行1・8mであろう。桁行の長は

4mを測り、他の建物と同様柱間は2m程であろう。柱穴の出土遺物は須恵器細片が1点のみである。

掘立柱建物16（Fig・118）

掘立柱建物16は、掘立柱建物11と12の境界付近に位置する。2間×3間の側柱建物である。建物12

を切る。主軸は真北より2。西へ振る。柱穴の規模は径40～50cm程度の円形を呈するものが主体であ

る。柱痕跡から見て柱の規模は径20cm程である。建物規模は南北6・2m、東西3．6mを測る。これから

床面積は22．3m2になる。出土遺物はわずかな須恵器、土師器の細片のみである。

掘立柱建物17（Fig．118）

掘立柱建物17は、掘立柱建物12の東側に位置する。側柱建物で、2間×3間分検出された。主軸は

真北より20東へ振る。柱穴の規模は径50cm程度の円形を皇し、比較的企画性が高い。柱痕跡から見

て柱の規模は径20cm程である。柱穴に根締めの石を持つものがある。建物規模は検出時点で南北7m、

東西3．8mを測る。これから床面積は26．m2以上になる。遺物は出土していない。

掘立柱建物18（Fig．118）

掘立社建物18は、Bl区とB2区の境界付近に位置する。2間×2間の総柱建物である。主軸は真

北より40　西へ振る。柱穴の規模は径50cm程度の円形を呈するが、中心柱のみやや大きい長方形を呈

する。准痕跡から見て柱の規模は径15～20cm程である。建物規模は南北3m、東西3・4mを測る。これ

から床面積は10・2・㎡2ほどになる。遺物は須恵器、土師器の細片のみである。

掘立柱建物19（Fig．119）

掘立社建物18は、Bl区とB2区の境界、調査区の東端付近に位置する。2間×2間の総柱建物で

ある。主軸は真北より80東へ振る。柱穴の規模は径40～70cm程度の円形ないし楕円形を呈する。建

物規模は南北2・8m、東西3．1mを測る。これから床面積は8．7m2ほどになる。遺物は須恵器、土師器の

細片のみである。

掘立柱建物20（Fig．119）

掘立柱建物18は、B2区の南東端付近に位置する。2間×2間の側柱建物である。主軸は真北より

80東へ振る。南東隅の柱穴を削平で欠く。柱穴の規模は径30～60cm程度の円形を呈する。建物規模

は南北、東西とも3．5m程を測る。これから床面積は12．3m2ほどになる。遺物は須恵器、土師器の細片

のみである。
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3．小　結

以上、都地遺跡6次調査で検出された遺構、出土遺物について報告を行ってきた。古代掘立柱建物

を主とする遺跡であるが、調査区がかなり離れて分割されており、全体像のつかみにくい報告となっ

ているものと思われる。最後に全体を概観して、特に大形掘立柱をはじめとする古代の状況について、

周辺遺跡も見ながら総括を行ってみたい。

都地遺跡6次調査で確認された遺構は大きく4時期に分けられよう。

1期：弥生時代中期以前

2期：古墳時代後期

3期：古代（8世紀代）

4期：古代（9世紀以降）

1期に属する確実な遺構はB区の土坑28、29、48である。いずれも弥生中期土器を包含する土坑で

ある。出土土器には高坏や壷、無頸壷など祭祀性の強い器種が多く、貯蔵穴とは考えがたい。祭祀土

坑であろう。特に飯氏遺跡3次調査Ⅲ区（註1）で見られたような甕棺墓に附随する祭祀土坑に類似

性が強い。周辺では、A区とB区の中間に位置する都地2次調査区では甕棺墓群が検出されており、

地形に沿った列状を呈すると考えられている。6次調査ではA，B区とも確認されていないが、B2

区の撹乱中に甕棺片が相当量混入していた。これによりBl区に大形の撹乱により失われた甕棺墓群

があったと推定される。このほか、B区で確認された落とし穴状土坑も縄文時代に類例が多い遺構で

あり、1期に属する可能性が高い。

2期の遺構としては、A区土坑13、14がある。ほかに確実なものがないので状況は不明であるが、

都地泉水遺跡や乙石遺跡で見られる小規模な集落の縁辺に当たるものであろうか。

3期の遺構が、今回調査の主体をなしている。まず注目されるのはコの字配置の大形建物群である。

これについては、早良郡衙に推定されている有田遺跡189次調査の建物群と比較しながら検討してみた

い（註2）。まず規格であるが、都地が概ね柱間180cm（6尺）を基準とするのに対し、有田遺跡では

柱間7尺で設計されている。建物規模については、都地遺跡の長舎（掘立柱建物11、12）が桁行10間

であるのに対し、有田では12間以上に及ぶ長合が検出されている。建物で囲まれる範囲については、

有田では東西40mと推定されている。都地では西限を掘立柱建物14と15のどちらで取るかで差が大き

いが、建物14であれば36m、建物15であれば48mである。これにより、有田に比べ若干小形ではあるが、

ほぼ遜色ない建物群といえよう。ただし大きな違いが1点ある。それは有田遺跡では長合に囲まれた

内部に、四面庇を持つ正殿が確認されているのに対し、都地遺跡では正殿に当たる建物が検出されて

いないことである。推定される位置は削平や撹乱でかなり破壊されてはいるが、他の柱穴を始めとし

た遺構の残存度から見て、まったく痕跡を失うとは考えにくい。やはり、長合に固まれた範囲には建

物はなかった可能性が高い。

また時期については、有田では7世紀後半から8世紀前半とされている。都地は時期を知りうる資

料がほとんどなく、遺構27と建物14の切りあいにより、9世紀以前であることがわかるのみである。

ただし、8世紀全般にわたって建物11～15が存続していたとは、掘立柱建物の耐用年数から考えても

考えにくいであろう。また、比較的建物に近いところまで焼土坑が分布していることも、この両者に

時期差を考える根拠になるだろう。官衙的建物の至近に工房を置くのは、火災の危険を考えても不適

当である。
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掘立柱建物11～13が8世紀のある限定的な時期にあったと考える材料には、更に都地遺跡2次調査

の成果がある（註3）。ここでは建物14の延長と考えられる柱列と、これと重複する別の大形建物が確

認されている。これは建物群に時期差があったことを示唆している。すなわち掘立柱建物11～13の同

時性は間違いないとしても、建物14、15が同時期かどうかは確定しておらず、建て替えなどが行われ

た可能性が残っている。

更にその性格であるが、出土遺物からこれを推定するのは困難である。周辺まで広げて見ると、報

告でも再三触れているように、城田遺跡では銅鋏や新羅土器、越州窯系青磁や緑釉陶器など、希少品

が多く出土している。また都地泉水遺跡では、太宰府から配布されたと見られる刻苦須恵器が出土し

ている。さらに都地遺跡5次調査では「大殿」と記された墨書土器や瓦、銅製の巡方が出土している

（註4）。これら広範囲に点在する資料を総合してみると、やはりこの地域に官衙的建物が存在したこ

とはほぼ確実であろう。問題はその具体像であるが、これについてはこれ以上の推論を重ねる材料に

乏しい。たとえば8世紀後半代に遺構が希薄になるという有田遺跡の早良郡衙が、一時的に移動した

可能性なども含めて、今後の課題としたい。

4期の遺構としては土壙墓が2基確認された。該期の土墳墓は乙石遺跡3次調査でも確認されてい

る。また建物郡の中には該期に下るものもあるものと考えられる。Fig．102の7、8、Fig．113の27はピ

ットから出土した土師器碗である。このように遺春のよい遺物がピットから出土する状況は調査区の

他の時期では見られないものである。ただし前代のような官衙的な遺構、遺物は姿を消す。城田遺跡

では9世紀代まで官衙的遺構が継続するようであるが、都地、乙石では廃絶し、むしろ中世的な様相

が強まってくる感がある。

註1『飯氏遺跡群2』国道202号線今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報V　福岡市埋蔵文化財報告書第390集1994

註2　『有田．小田部33』ー有田遺跡第189次の調査－　福岡市埋蔵文化財調査報告第649集　20002

註3　『都地蘭遺跡』～大野・二丈線改良工事に伴う調査2～　福岡市埋蔵文化財調査報告第74集1981

註4　『都地遺跡4』福岡市埋蔵文化財調査報告書第434集1995
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第4章　乙石遺跡3次調査

1．調査の概要

乙石遺跡は、都地遺跡、都地泉水遺跡の南側に位置する。両遺跡とは狭い谷部によって画される。

南側は急峻な崖面によって画され、崖下には城田遺跡がある。東西に長い遺跡で、約900mに及ぶ。西

半部は2004年にやはり圃場整備に伴う調査として2次調査が行われているの411）。今回は田園居住区と

して開発される区画整理事業に伴うもので、遺構が確認された範囲は全域が調査対象となるが、当初

予想以上に要調査範囲が広がり、事業費の中で準備されていた調査費では全域の調査が不可能となっ

た。したがって、調査事務所周辺の範囲を除いた部分を対象地城として設定し、残余の部分について

は他日を期することとなった。また、18年度が令達事業としては最終年度であるため、この部分は将

来組合施行事業として本調査が予定されている。

遺構面は赤褐色～黄褐色の粘質土もしくはその下層である礫層である。都地6次B区と同じく、葡

萄畑の造成と、その際の廃材の廃棄坑によって遺跡はかなり荒らされている。特に丘陵尾根線の削平

は著しく、遺構はほとんど残っていない。南北両側の谷に画した部分にかろうじて遺構が残っている

状況である。また東端部には北側の谷に而してテラス状の平坦面があるが（Fig．122）、この部分も南の丘

陵斜面側は著しく削平されているものの、平坦面の大部分は比較的旧地形を残しているものと考えら

れる。この部分は調査区全体の中でも比較的遺構の分布密度が濃い。

今回調査では、遺物の出土が極めて少なく、21，000m2発掘してコンテナケース17箱に過ぎない。し

たがって帰属時期不明の遺構が大半であるが、検出した遺構は古代前期（8世紀）を中心とし、その前後

の時期の遺構がわずかにあるといった状況と考えられる。古代以前の遺構としては、古墳時代の須恵

器を副葬した土墳墓が1基見られる。また古代後期（9世紀以降）の遺構としても、土墳墓が1基見られ

る。

個別に報告した遺構以外に主な遺構について略述しておく。人為的な掘削がはっきりわかる遺構以

外に、明黄褐色系統の覆土を持つ不定形土坑が多く検出されている。Fig．123の土坑4などがその代表で

あるが、土坑4が焼土坑6に切られるように概ねほかの遺構に切られる場合が多い。遺物も出土しな

い例がほとんどで、おそらく風倒木か根穴など人為的でない成因で形成されたものと考えられる。

2．調査の記録

記録の方法

乙石遺跡3次調査においては、都地遺跡と同じく下記の要領で遺構の記録を行った。

検出遺構については、調査時には遺構を示す記号Mを附し、Ml，M2のように検出順に通し番号を

附した。本章の報告ではこの番号からMを除き、遺構の性格を表す用語を附して土坑1，溝2のよう

に記述する。またピットについては区割りをしていないため、ピットのイニシャルPのみを附してP

l、P2のように通し番号を附した。これについては報告において必要がある場合にはこのまま記述

する。また掘立柱建物については、確認されたものを調査後整理し、ほぼ調査時の確認順に掘立柱建

物1，掘立柱建物2のように通し番号を附した。

住居跡3（Fig．127）

調査区の北東端近く、全体図Fig．121の左上で検出した。ほぼ方形を呈する住居跡と考えられるが、完

掘の結果、壁がやや不定形になる。主軸はほぼ南北方向で、南北5m、東西4．7m程に復元できよう。

南西隅に焼土の集積が見られる部分があり、原位置がどうかは不明であるが、カマドがあったことが

知られる。床面に大小多くのピットが見られるが、主柱穴は特定Lがたい。掘り下げ後北側に焼土坑

を確認したが、住居との先後関係は不明である。後述するように出土遺物からは住居跡の時期も古代

以前と考えられるので、焼土坑との時期差は大きくないと思われる。その場合やはり住居廃絶後焼土
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Fig120　調査区位置図（1／2500）
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坑が築かれたと考えるのが自然であろう。

出土遺物（Fig．132）

1は甑の口縁部であろう。口縁部は肥厚してわずかに外反する。端部は丸くおさめる。口径18cm程

に復元される。胴部内面にケズリを施す。2は須恵器の高台附坏である。高台は低く踏張る。体部は

外反しながら開く。口径13cm、器高3．8cm程に復元できる。

製鉄遺構14（Fig．127）

調査区北端近くで検出した。全体図Fig122の右端に位置する．。主軸をほぼ東西に向け、ほぼ谷に平

行して構築される。検出時には削平により排澤坑と炉が分断されて確認されたが、本来は鉄亜鈴型を

呈する。全長2．8mを測る。炉の部分は長60cm、幅50cm程である。断面観察により砂質土の堆積が見ら

れ、下部構造の一部と考えられる。北西側の排澤坑は長1．5m、幅70cmの楕円形を呈し、検出面からの

深さは15cm程度である。南東側の排滓坑は85cm×75cm程の規模である。底面には段や凹凸が多い。検

出面からの深さは15cm程度である。周辺には整地層の可能性がある褐色土層が薄く堆積している（遺

構25）。

出土遺物（Fig．132）

8は製鉄遺構14を構築するための整地層と考えられる層から出土した（遺構25）。須恵器の高坏坏部

か。口縁部と鹿部の境に段を持つが、稜線は曖昧である。口縁部は回転ナデ、鹿部はカキメを施す。

製鉄遺構15（Fig．127）

調査区北端近くの、製鉄遺構14の東側15m付近で検出した。主軸を北西－南東に向け、ほぼ谷に直

交して構築される。中央に炉を持ち、その両側に排澤坑を持つ鉄亜鈴型を呈する。全長2．35mを測る。

炉の部分は40cm×20cm程のみが遺存している。地山埋め戻しの上位に焼土と炭の薄い堆積が確認され、

下部構造の一部かもしれない。西側の排澤坑は径1．1m程の略円形を呈し、検出面からの深さは15cm程

度である。

焼土坑5（Fig．128）

調査区東半、Fig．123の上端で検出した。長軸を北西一南東方向に向ける長方形を呈する。長1m、

幅60cmを測る。底面は地形の傾斜に沿って北西から南東に向かって下がる。検出面からの深さ10cm程

である。壁はあまり焼けていない。

焼土坑6（Fig．128）

焼土坑5の北側で検出した。ほぼ円形を呈する。径90cmを測る。底面は南端にくぼみがある以外は

ほぼ平坦である。検出面からの深さ30cm程である。壁はあまり焼けていない。

焼土坑7（Fig128）

焼土坑5の南側で検出した。北側がやや広がる隅丸長方形を呈する。長80cm、幅70cmを測る。底面

には小穴や段が多い。検出面からの深さは10cm程で浅い。壁はあまり焼けていない。
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Fig．121乙石3次遺構配置図1（1／400）
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Fig～122　乙石3次遺構配置図2（1／400）
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Fig・123　乙石3次遺構配置図3（1／400）
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Fig124　乙石3次遺構配置図4（1／400）
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Fig．125　乙石3次遺構配置図5（1／400）
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Fig．126　乙石3次遺構配置図6（1／400）
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焼土坑8（Fig128）

焼土坑7の東側10m程の箇所で検出した。隅丸長方形を呈する。長1m、幅70cmを測る。底面は平

坦である。検出面からの深さは20cm程である。壁は両長壁中央が比較的よく被熱している。下層（3
層）には炭が多量に含まれている。

焼土坑9（Fig・128）

調査区東半、Fig．121の左下で検出した。長楕円形を呈する。長1．15m、幅65cmを測る。底面は小さ

な窪みが多い。検出面からの深さは30cm程である。覆土には炭のほか焼土塊が多量に含まれている。

焼土坑10（Fig・128）

調査区東端、Fig．121の右端で検出した。ほぼ主軸を東西に向けるが、東側を撹乱で破壊されている。

平面形は長方形を呈するものと考えられる。長1．2m以上、幅1．25mを測る。底面は東側に向かって緩

やかに下がっている。検出面からの深さは25cm程である。覆土には炭、焼土塊が多量に含まれ、底面

直上には5cm程の厚さで炭が堆積している。

焼土坑11（Fig・128）

焼土坑10の北側で検出した。ほぼ主軸を南北に向けるが、北側を撹乱で破壊されている。平面形は

北側がやや広くなる隅丸長方形を呈するものと考えられる。長1．2m、幅70cmほどに復元できる。底面

はほぼ平坦である。壁があまりたたず、浅い皿状を呈する。検出面からの深さは15cm程である。

焼土坑28（Fig・128）

調査区西半、Fig．124の中央左端で検出した。ほぼ主軸を東西に向ける。平面形は隅丸長方形を呈する。

長1m、幅70mを測る。底面は北側に向かって緩やかに下がっている。検出面からの深さは15cm程であ

る。覆土には炭、焼土塊が多量に含まれ、底面直上には5cm程の厚さで炭が堆積している。

焼土坑29（Fig．128）

掘立柱建物7の南側で検出した。ほぼ主軸を南北に向ける。平面形は長楕円形を呈する。長1・4m、

幅90mを測る。底面の西側に段や窪みが多く見られる。検出面からの深さは15cm程である。壁があま

り立たず、浅い皿状を呈する。

焼土坑30（Fig．128）

焼土坑29の南西、Fig．124の下端で検出した。ほぼ主軸を東西に向ける。平面形は長楕円形を呈する。

長1．25m、幅80mを測る。底面はほぼ平坦である。検出面からの深さは20cm程である。西側壁を中心

に壁がよく被熱している。覆土中に炭を多量に含んでいる。

これらの焼土坑は丘陵の南北両側斜面に分布しており・特にFig・123の上端南側斜面付近やFig・124の

北側斜面、掘立柱建物7の南側当たりに集中して見られる。斜面に多く見られるのは、丘陵頂部が削

平されたことに起因する可能性もある。しかし、製鉄遺構が分布する北側のテラス状の平坦部には分

布していないことは興味深い。製鉄遺構と、燃料としての炭を焼いたと考えられている焼土坑がこの

調査区では立地を異にしている可能性がある。他の調査区では、たとえば都地泉水遺跡では完全に混
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在しているし、乙石2次調査区でも製鉄遺構の近くに焼土坑が築かれている。

遺構12（Fig．129）

調査区の東半部中央付近、Fig．123の中央上部で検出した。性格不明の遺構である。乙石3次調査区内

では珍しく、広範囲に遺物散布が見られる包含層状を呈していた。北側を崖面で削平され、東西に長

い半楕円形状を呈する。中央部を廃材の廃棄土坑で大きく撹乱される。東西約16m、南北最大8．8m程

を測る。西側は壁が比較的立ち、浅い土坑状を呈する。東側は緩やかにくぼむ皿状になる。検出面か

らの深さは最大30cm程である。覆土は大きく2層～3層に分かれる。覆土を取り除くと下面からは比

較的遺春のよい柱穴が多数検出された。西半部では特に覆土中に焼土を多量に含み、上位に支柱とも

思われる礫が据えられた遺構24を検出した。何らかの作業場に伴う炉跡の可能怪も考えられる。遺構

24の周囲には柱穴も集中して見られ、遺構24を中心とした簡易な建物があった可能性が高い。

出土遺物（Fig．132）

遺構12出土の遺物は総量でコンテナケース2箱ほどになり、乙石遺跡3時調査出土遺物の大半を占

める。ただし細片が多く、また表面も摩滅したものが多い。9は須恵器の蓋である。ほぼ直角に屈曲

して垂下する口縁部を持つ。端部には坦面を持つ。天井部に擬宝珠形のつまみを持つ。11は須恵器の

坏蓋である。天井部を欠く。口縁端部はつくりが甘い。天井部は回転ヘラケズリを施す。15も坏蓋で

あるが、11より薄手で、焼きもよい。端部は屈曲してくちばし状を呈する。10は大形の高台附坏で、

口径18．4cm程に復元できる。高台は低く、鹿部端に附く。12、14、16は口径13～14cmの通常の高台附

坏である。12、16は口径13cmに復元される。12は口縁端部がわずかに外反して開く。高台は断面方形

のしっかりしたつくりである。16は直線的に開き、口縁端部を薄く仕上げる。14は口径14cmに復元さ

れる。やはり口縁は端部でわずかに外反する。13は土師器の甕の口縁部である。小片で傾きに疑問も

あるが、あまり胴が張らない器形になるようである。これらの遺物は調査時には上層と下層に分けて

取り上げたが、9や11が上層と下層で接合するなど、層位的に大きな時期差はないものと考えられる。

ほぼ8世紀代に位置づけられるであろう。

炉17（Fig．130）

北側のテラス状平坦部で検出した。Fig122の中央やや下側に位置する。平面形はほぼ円形で、径

50cmを測る。検出面からの深さ15cm程を測る。覆土上層中に鉄澤、焼土ブロックなどを多く含む。後

述する炉18と規模、形態、覆土の特徴が似ており、鍛冶炉の可能性も考えられる。

炉18（Fig・130）

調査区中央南端近くで検出した。Fig．123の右下に位置する。炉鹿部のよく残った鍛冶炉である。径

40cmほどの円形を呈する。球形に地山を掘り、底面をよく焼き締める。炉は粘土を焼き締めて作られ

ている。炉内には炭が多量に含まれていた。周囲には比較的ピットが密に分布し、覆い屋があった可

能性はあるが、排澤坑など他の関連施設は認められなかった。

土坑39（Fig．130）

調査区西半部で検出した。Fig．124の中央左端に位置する。径2m程の円形を呈する。検出面からの深

さは20cm程である。覆土中に焼土や炭を含んでいる。炉の可能性を考えて調査したが、底面などが被
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熱した形跡はなく、廃棄土坑の一種か。

遺構32（Fig．130）

調査区の西端付近で検出した。Fig．125の右下隅に位置する。甑の埋納遺構である。径2m程の浅い円

形土坑の南東隅で検出したが、円形土坑との関係は不明である。埋置角は450程度であろう。掘方は

検出時点では径40cm程の円形を呈するが、本来50cm×40cm程の楕円形に復元できよう。鹿部の下位を

一段深く掘りくぼめる。土器の形状に合わせた比較的丁寧な掘方をもつ。このような状況から、甑を

転用した土器柁墓の可能性も考えられる。

出土遺物（Fig・132）

17は甑である。口径28cm、底径12cmほどに復元できる。鹿部は1孔で円筒形を呈する。口縁部は直

立し、端部は薄く仕上げる。胴部はほとんど張らない。外面は縦方向の平行タタキ、内面はケズリを

施した後、上半部をナデ消している。

土墳墓21（Fig．131）

調査区中央北端部で検出した。Fig・124の左上隅に位置する。ほぼ主軸を南北に向ける。長2．65m、

幅80cmほどの長楕円形を呈する。検出面からの深さ60cm程であるが、斜面の傾斜に平行して作られて

いるため、底面は北に向かって下がっている。須恵器坏が副葬されているが、完存品ではなかった。

中央の礫は地山の礫で、据えられたものではない。

出土遺物（Fig．133）

7は須恵器坏身である。口径11．8cmを測る。口縁部はわずかに外反しながら伸びる。端部は丸く収

める。鹿部と体部の境は比較的明瞭で、鹿部はヘラ切りのまま未調整である。この副葬品から土壙墓

21は古墳時代後期に位置づけられよう。

土墳墓19（Fig．131）

調査区中央南端部で検出した。Fig．123の右下隅に位置する。主軸を南西～北東に向ける。長2．1m、

幅60cmほどの長方形を呈する。検出面からの深さ60cm程である。斜面の傾斜に直交して築かれており、

底面はほぼ平坦である。副葬品の土師器類は北東側の両壁に沿っており、こちらが頭位であろう。副

葬品はかなり浮いている。この状況と、底面の輪郭が比較的端正な長方形を呈すること、頭位側の小

口に溝状のくぼみが見られることなどから、木棺墓の可能性も考えられる。

出土遺物（Fig．133）

副葬された遺物は土師器坏2点、高台附の碗2点である。3、4は坏である。いずれも口径は11cm、

器高2．5cmを測る。口縁部は回転ナデ、鹿部はヘラ切り、内鹿部は不定方向のナデを施す。5、6は碗

である。体部は湾曲しながら伸びる。口縁端部は丸く治める。断面三角形の比較的高い高台が取り付

く。遺春が悪く、調整の詳細は不詳であるが、体部は回転ナデ、鹿部は内外ナデのようである。

掘立柱建物1（Fig．135）

掘立柱建物は現在9棟確認している。掘立柱建物1は北側のテラス状平坦部で検出した。平坦部の

中央やや西よりに位置し、この周辺は調査区内でも最も遺構が密に分布する部分である。掘立柱建物

1は2間×2間の総柱建物である。若干いびつな方形を呈する。主軸は真北から50　程西へ振る。柱

穴は径80cm程の円形を呈する。柱痕跡が確認できたものは多くないが、これから見て柱の規模は径
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Fig．133　出土遺物実測図2（1／3）
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20cm程である。建物規模は南北3．8m、東西3m程を測り、これにより床面積は11・5m2程度に復元でき

る。柱穴からは、須恵器、土師器の細片が出土している。

掘立柱建物2（Fig．135）

掘立柱建物2も北側のテラス状平坦部で検出した。平坦部の南西端に位置する。掘立柱建物は2

間×2間の総柱建物と想定して精査したが、南東隅の柱穴は検出できなかった。同様な柱配置は都地

泉水遺跡1次調査C5区掘立柱建物8にも見られ、金武周辺だけでもこれで2例日となるため、何ら

かの共通した上部構造を持つ建物であろう。主軸はほぼ真北である。柱穴は径40～80cm程の円形を呈

する。建物規模は南北2．2m、東西3m程を測り、これにより床面積は6．6m2程度に復元できる。柱穴か

らは、土師器の細片が1点出土しているのみである。

掘立柱建物3（Fig．136）

掘立柱建物3は調査区の東端近くの北側斜面、丘陵部と平坦部の境界付近に位置する。2間×4間

の側柱建物である。主軸は真北から80程西へ振る。柱穴は径60～80cm程の円形～楕円形を呈する。

断面で柱痕跡が確認できたものから見て、柱の規模は径15～20cm程である。建物規模は南北4．6m、東

西7m程を測り、これにより床面積は30m2程度に復元できる。柱穴からは、須恵器、土師器の細片が出

土している。

掘立柱建物4（Fig．135）

掘立柱建物4は調査区の中央付近の南側斜面に位置する。2間×2間以上の側柱建物である。主軸

は真北から150程西へ振る。柱穴は小形で、径30～40cm程の円形を呈する。建物規模は南北4．0m、東

西4m以上を測り、これにより床面積は16m2以上に復元できる。柱穴から遺物はまったく出土してい

ない。

掘立柱建物5（Fig．136）

掘立柱建物5は調査区中央付近の北側斜面、遺構12の西側に位置する。2間×2間の小形の側柱建

物である。主軸は真北から4。程東へ振る。柱穴は径50cm程の円形～楕円形を呈する。建物規模は南

北3m、東西2．6m程を測り、これにより床面積は7．8m2程度に復元できる。柱穴からは、須恵器、土師

器の細片が出土している。
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Fig・134　掘立柱建物配置図（1／1000）
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掘立柱建物6（Fig．136）

掘立社建物6は調査区中央付近の北側斜面、掘立柱建物5の東側、遺構12の南側に位置する。2

間×3間の側柱建物である。主軸は真北から2。程東へ振る。柱穴は径50～70cm程の円形～楕円形を

呈する。建物規模は南北3．6m、東西5m程を測り、これにより床面積は18m2程度に復元できる。柱穴

からは、須恵器、土師器の細片が出土している。わずかに器形が推定できる個体もあり、古代に属す

るものと考えられる。

掘立柱建物7（Fig．137）

掘立社建物7は調査区西半部の北側斜面に位置する。2間×間5の大形の側柱建物である。主軸は真

北から40程西へ振る。北側を削平されており、崖面直下の柱穴は消滅している。本来の形状に近い

崖上の柱穴は長、幅とも1m程の方形を呈するものが多い。柱痕跡の観察から見て、柱の規模は径

20cm程である。柱を立てた後の掘方の埋め立てには、掘りあげた地山をそのまま埋め戻す例が多い。

建物規模は南北10m、東西5m程を測り、これにより床面積は50m2程度に復元できる。柱穴からは、

須恵器、土師器の細片がわずかに出土しているに過ぎないが、須恵器口縁部破片があり、古代と考え

られる。掘立柱建物7は他の建物に比べて規模が隔絶しており、むしろ都地6次の大形建物と共通性

が高い。

掘立柱建物8（Fig・135）

掘立社建物8は調査区西半部の南側斜面に位置する。3間×4間に復元される側柱建物である。主

軸は真北から150程西へ振る。柱穴は径50～60cm程の円形～楕円形を呈する。建物規模は南北4．5m、

東西5．8m程を測り、これにより床面積は26m2程度に復元できる。柱穴からは、須恵器、土師器の細片

が出土している。わずかに器形が推定できる個体もあり、古代以前に属するものと考えられる。

掘立柱建物9（Fig．137）

掘立社建物9は調査区西端付近に位置する。南側を撹乱されるが、2間×2間以上に復元される側

柱建物である。主軸は真北から15。程西へ振る。柱穴は径40～70cm程の円形を呈するが、東列には1

辺80cm程の方形を呈する柱穴も見られる。柱痕跡は北東隅の1基で確認でき、柱規模は径20cm程であ

る。建物規模は南北5．2m、東西4m程を測り、これにより床面積は20・8m2程度に復元できる。柱穴か

らの出土遺物はない。

乙石3次調査区の掘立柱建物はFig．134にみられるように、都地6次A区、B区のような集中は見られな

い。削平部分が大きいことを考慮しても、状況に大きな変化はなかろう。規模も小形のものが多い。

この点では都地泉水遺跡1次調査区に類似していよう。時期的にも古墳時代後期～古代の幅に収まる

と考えられる。古墳時代にさかのぼる可能性があるのは掘立柱建物2で、同形態の建物の類例が都地

泉水1次調査区にあり、これが古墳時代後期の竪穴住居跡と主軸を同じくすることから、該期に属す

ると考えられている。

これら建物群の中で建物7だけは別格である。規模や形態は都地遺跡6次B区建物と共通しており、

乙石遺跡にも都地遺跡官衙に付随する施設があった可能性が高い。
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3．小　結

以上、乙石遺跡3次調査で検出された遺構、出土遺物について報告を行ってきた。調査面積が広大な

割には、遺構の分布密度が薄く、また撹乱や削平によって失われた部分が大きいため、散漫な感が強く、

全体像をつかみにくい報告となったと思われる。ここで、再度乙石遺跡3次調査区について総括を行い、

あわせて周辺調査区、特に乙石2次調査区及び都地6次調査区を含めた範囲の状況を概観してみること

としたい。

昨年都地泉水遺跡の報告において総括を行った際、その特徴として、生活感の希薄さを上げたが、乙

石遺跡にもそれは当てはまる。むしろ遺跡の広がりに対する遺物の出土量は都地泉水より低率で、

21，000㎡の調査に対して遺物はわずか17箱に過ぎない。遺構は丘陵頂部が削平されたため南北斜面のみに

分布するといってよい。その中でも特に集中する箇所は見られず、散漫な状況である。ただし、北側のテ

ラス状の平坦部は遺構集中箇所と見てよい。これらわずかな遺構と遺物を手がかりに往時の人々の暮ら

しや営みの痕跡を探ってみると、おおよそ以下のように概観できようか。

乙石遺跡3次調査で確認された遺構は大きく3時期に分けられよう。

1期：古墳時代後期（7世紀代以前）

2期：古代前期（8世紀を中心とする）

3期：古代後期（9世紀代以降）

1期に属する確実な遺構は土壙墓21である。須恵器坏身を副葬する。また、住居跡3も該期の可能

性がある。出土遺物は古代に属するものが多いが、周辺遺跡の例から見て1期に属する可能性が高い。

例えば都地泉水遺跡では竪穴住居跡が4基確認されているが、いずれも古墳時代後期に属する。また、

製鉄関連遺構が相当数確認された乙石遺跡2次調査区では竪穴住居跡は確認されていない。城田遺跡で

は、古墳時代の相当大規模な集落が確認されているが、下限は7世紀代とのことで、時期的に製鉄遺構

に重複する可能性は低いと考えられる。これら周辺遺跡の事例より、都地泉水遺跡報告の際に報告した

とおり、製鉄に従事した工人の住居は、竪穴式住居ではなかった可能性が高い。このほか掘立柱建物の

いくつかも該期までさかのぼる可能性がある。掘立柱建物2は都地泉水遺跡の建物8と柱穴の配置が類

似しており、建物　8は住居跡62と併行すると考えられるので、非常に間接的ではあるが、建物2も1期の

建物の候補である。

2期の遺構としては製鉄遺構、焼土坑、土坑12、39、遺構32など、ほとんどの遺構が属する。製鉄

遺構は北側テラスに集中が見られる。これに対し焼土坑は、Fig．123の北端部に若干集中する傾向はあ

るが、ほぼ散漫といってよい分布である。これも都地泉水や乙石2次などと類似した状況である。また

掘立柱建物の多くも該期に属するものであろう。報告した9棟の建物の規模は、大形側柱建物2棟、小

形側柱建物4棟、小形総柱建物2棟である。前述したとおり、製鉄工房が盛んに営まれた時期にこれに

従事した工人の住居は竪穴住居とは考えにくく、床面積25m2に満たない小形側柱掘立柱建物がそれに

あたる可能性が高い。これに対し掘立柱建物7は床面積50m2に達し、都地6次調査区と比べても遜色な

く、これに付随し、群小小形建物群を統括する公的施設と考えられる。他の遺構、遺物が乙石2次調査

区や都地泉水遺跡の該期の状況と大差ないことから、この建物7が突出して見えるが、このような建物

が存在するのは都地遺跡6次調査区との位置の近さによるものであろう。やはり、この製鉄工房群の管

理を担う施設は都地遺跡、及び城田遺跡にあったものと考えられる。ただ、この2遺跡の間の関係は今

後の課題である。
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また、1期集落と2期工房群、官衙建物群との関係も、今・後の課題である。古墳時代後期の飯盛山麓

の古墳群には、鉄澤供献が多く見られる。これを生産した該期の製鉄遺構はいまだ不明であるが、城田、

都地泉水、乙石周辺に展開する該期の集落が、その担い手である可能性は否定できまい。とすれば、古

墳時代後期に萌芽を見た製鉄技術を保持する集団を、律令期にいたって律令政権により掌握、再編成さ

れ、またこの地域を重要視した律令政権により一時的に郡衙（ないしはこれに准ずる施設）がおかれた

と考えることは飛躍しすぎであろうか。ただ、これらの問題については、これ以上の推論の積み上げは

控えることとし、今回完結した金武地区農村進行総合整備統合補助事業地内の埋蔵文化財調査報告書の

刊行を叩き台とし、該期の早良平野、ひいては玄界灘沿岸域全体についての議論が深まることを期待し

たい。

3期の遺構としては土壙墓が1基見られる。土師器碗、皿を副葬しており、9世紀ころと考えられる。

2基の工房を担った工人集団との関係は、遺構の時期的連続性も含めて、不明であるといわざるを得な

い。2期には墓に相当する遺構が、周辺も含めて確認されていない。該期の遺構は乙石や都地、都地泉

水では少ないが、都地6次A区でピット中から該期の遺物が出土するなど、掘立柱建物からなる小規

模な集落があった可能性もある。また、城田遺跡では土器埋縮遺構や基壇を持つ建物など、比較的豊富な

遺構、遺物が見られる。城田遺跡は前代に引き続き、この地域の拠点としての機能を維持するのであ

ろう。ただし、前代の工房群と官衙はいったん整理され、むしろ中世集落的な様相を強めていく過程と見

るのがよいかもしれない。
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PL．31

（1）都地遺跡6次調査A2区全景

（2）都地遺跡6次調査A3区全景
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PL．32

（1）都地6次調査A区堀立柱建物1，2

（2）都地6次調査A区堀立柱建物3
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PL・33

（1）都地6次調査A区堀立柱建物5
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（2）都地6次調査A区土坑13，14



PL・34

（1）都地6次調査A区土坑13（北から）

10（2）都地6次調査A区土坑14（東から）
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PL．35

（1）都地6次調査B区土坑30，31（東から）

（2）都地6次調査B区土坑28（西から）
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PL．36

（1）都地6次調査B区土坑29（西から）

（2）都地6次調査B区土坑48（東から）
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PL・37

（1）都地6次調査B区土坑37（西から）

（2）都地6次調査B区土墳墓45（東から）
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PL．38

（1）都地6次調査B区土墳墓47（北から）

（2）都地6次調査B区堀立柱建物11～15
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PL．39

（1）都地6次調査B区堀立柱建物11～13

（2）都地6次調査B区堀立柱建物14，15
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PL・40

（1）乙石3次調査区遠景

（2）乙石3次調査住居跡3（上が西）
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PL．41

（1）乙石3次調査鍛冶炉18（西から）

（2）乙石3次調査製鉄遺構15（東から）
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PL・42

（1）乙石3次調査焼土坑11（北から）

（2）乙石3次調査遺構12（南から）
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PL．43

（1）乙石3次調査士墳墓21（南から）

（2）乙石3次調査士墳墓19（南から）
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PL．44

（1）乙石3次調査堀立柱建物1

―222－

（2）乙石3次調査堀立柱建物17



第5章　乙石遺跡2次調査2

1．製鉄関連遺物報告

乙石遺跡2次調査は、平成16年度（2004）に発掘調査を実施し、同17年度（2005）に報告（「金武3」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第874集）したが、製鉄遺構を中心に出土した鉄澤等が未報告であった。

今回は現地調査後に行った金属学的調査結果と遺構ごとの鉄滓出土量等の知見を報告する。

報告にあたっては、調査区ごとに出土遺構を概観し、特徴的な遺物の図と観察所見を表に示した。

また出土遺物の金属学的調査を（株）九州テクノリサーチに依頼し、その結果を掲載した。分析、実測

遺物の抽出にあたっては、大沢正己氏、長家伸氏のご協力を得た。記して感謝したい。

（1）鉄淳出土遺構

調査では箱形炉と考えられる製鉄遺構9基、鍛冶炉と考えられる遺構4基を検出した。Fig．138の

遺構分布に見られるように、遺構は谷部とその周辺に築かれ、その近くの溝、ピット等からも鉄澤が

出土している。このうち、製鉄炉、鍛冶炉と考えられる遺構の平面図をFig．139に再録した。これらの

遺構には、削平により炉部分を失っているものもあるが、廃澤土坑のあり方から製鉄炉と認定したも

のがある。また、表1には出土鉄澤の量を出土遺構毎に示した。分類は厳密なものではなく、誤認も

多いと思われる。炉底塊、砂鉄焼結澤は炉内澤に含むべきものであろうし、炉内澤の中には椀形澤等

が混じっている可能性がある。鉄滓出土ピッ

トは省略したが、ほとんどが少量である。

表の質量は、前回の報告との相違もあるが

今回のものを正としたい。以下調査区毎に

表1に沿って概要について触れたい。

4区　明確な製鉄関連遺構はSXO03で被

熱部と浅い土坑から成る鍛冶炉と考えてい

る。土坑より出土した丸みを帯びた澤1は

金属学調査（以下、分析）の結果は製錬

澤である。また土壌の水洗で鍛造剥片を

検出し分析を行った。

SKO04、012等はSXOO3周辺の浅いくぼみ

である。SD002からはガラス質の強い炉内

澤が多い。上流には製鉄遺構があるものと考

えられる。ピットからは6基から98gが出

土している。

5区　SXOO7、012が製錬炉と考えられる。

SXO07は1m大の円形で浅い廃滓土坑2

基とそれをつなぐ浅いくぼみからなる製

鉄炉と考えている。中央の炉になる部分に

は淡黄色粘土が敷かれるが焼土面は見られ

ない。炉内澤で12cm大のもの1点がある他

は7cm大までの小片で、特に流動澤は1cm

大以下のものがほとんどである。鉄塊系遺 Fig－138　乙石遺跡2次調査製鉄関連遺物　出士遺構分布図（1／3000）
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Fig．139　製鉄関連遺構実測図（1／60）
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物3の分析の結果、製錬生成鉄の可能性が高く、鉄部は高炭素鋼とされている。

SXO12は中央の炉部分に焼土面が残り、その南北両側に廃滓坑と考えられる経140cmほどの円形土

坑を配す。炉の東西には土坑が2基ずつ配置されている。出土した遺物はごく少数を除いて8cm以下

の小片で、炉壁は砕けた様な状態である。炉底は2点のみ。

SDO03はSXO07の北側を流れ、炉内澤を多く含み、炉壁共々小片である。炉壁は孔状のものが1

点見られるが不明確。厚さは1～4cmを測る。炉底には20cm大のものがある。

SDO02はSX012に近接するが鉄滓類の出土が少なく、共時しない可能性がある。炉壁に孔が見ら

れるものがある。SDO04も流動澤1点のみである。ピットからは14基から2328gが出土している。

7区　SXOlOは製鉄炉と考えられる。削平により炉部分は失われ2基の廃滓坑のみが残存する。

鉄滓類は小片がほとんどで明確に炉底塊と言えるものがみられない。炉壁は3cm大までを主とする。

流動澤が比較的多く20cm大のものがある。

SKO01は円形で深めの土抗で礫および鉄澤類が多く出土した。比較的炉壁が多く、ガラス質がよく

発達している。孔を穿つものが見られる。炉底塊は厚いもので8cmを測る。周辺の製鉄炉の廃滓場で

あろうか。

SDOO2、008は5区SDO03の続きで少量の鉄滓類が出土している。SDO03は5区SDO04の続きで

いずれも鉄滓類の出土はほとんどない。

ピットからはSK001に近接するSPlOlから炉壁のみ1200gが詰まった状態で出土した。他に1基か

ら269gが出土している。

11区　4基のピットから鉄澤245gが出土している。12、13区からの出土はない。

14区　丘陵上に建物群が広がる。製鉄関連遺構は見あたらない。焼土坑、溝から鉄澤類が少量出土

した他は、ピット14基から669gが出土したくらいである。

18区　丘陵上に位置する18一1と、2区北側では遺構出土の鉄滓類はなく、谷部1812、3、4区に

集中する。

18－2区　SDO51の周辺で製鉄炉SXO40、鍛冶炉SXO41、042を検出した。

SXO40は現状では浅い溝状の土坑に鉄滓類が出土した。両端に略円形の窪みがあり製鉄炉としたが

炉の痕跡は見られない。炉内澤を中心とした小片が出土している。計量時までに失ったものがあると

思われる。

SX041、042は赤変部と浅い土坑から成る。分析資料の鍛造剥片と粒状澤は浅い土坑の土壌の

水洗により採集した。

SD051、055は下流のSDO60に続く溝と考えられる。SDO51で炉底塊が多く出土し、近接する上

流に製鉄炉の存在が予想される。炉底塊では直線的な一辺が20cmを測るもの、丸みをおびたコーナー

部分になるものがある。底は流動状を呈すものが多い。炉壁、炉内澤、流動澤は15cm大までの破片

である。炉底塊8の分析の結果、低チタン酸性砂鉄を原料とした製錬澤の可能性が高いとされて

いる。また、椀形鍛冶澤6は分析の結果、精錬鍛治澤に分類されている。鍛冶澤については確認できて

いないものも多いと思われる。

この他ピット3基から356gが出土した。

18－3区　SDO55に近接して製鉄炉SXO37を検出した。廃滓坑のみで炉は削平されたものと考え

ている。流動澤で10cm大以上の比較的大きめのものが多い。調査後失ったものもあると思われる。ま

た、ピット5基から2050gが出土した。

SDO55はSDO51の続きと考えたら削平のため残りが悪いが、SDO55と比べて遺物の出土は少なく小
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型のものばかりである。メタルチェッカーに反応したものが1点あった。

18－4区　SX039、土坑066を検出した。

SXO39は廃滓坑間の炉は遺構面の赤変のみである。廃滓坑の埋土は粗砂混じり粘土、焼土を多く含

み鉄澤類は少ない。066は浅いくぼみ状の土坑で流動滓状の炉内澤が多い。

18．5区　SDO55の続きと考えられるSDO60の周辺で、製鉄炉SXO62、070、土坑SXO66、068等を検

出した。ピット4基からは85gが出土している。

SDO60は調査区を縦断し、SXO62部分ではこれを囲む様に迂回する。遺物はSXO62に近い部分が

量的に多い。炉壁が多く、大きなものは20cm～25cm大である。流動状の底の上面に炉壁の痕跡が残

るものが見られる。これに比べて炉壁は少なく、最大で12cm大ほどである。下流は、遺構の削平度

合いにもよるが遺物は少なくなり、小さなものが主体となる。分析した炉底塊11、炉内滓10はいず

れも低チタン砂鉄を原料とした製錬澤に分類されている。炉底塊では炉壁の痕跡が残り、17、22の

ように強い弧を描く平面形を示唆するものと、18のように直線的な平面形を示すものがある。

周辺の溝SD063、064は浅く遺物の量は少ない。

SX062は今回検出した製錬炉の中では最も規模が大きく、堀込み内外で多量の澤等の遺物が出土し

た。中央部の壁の一部が焼成により赤変し、両端が深い。平面的4分割と4層に分けて遺物を取り上

げた。層は土層とは一致していない。特に有意な数値ではないが表に示した。SD060が囲むように迂

回する。遺物はSD060と比べて炉壁が多いが、破片は大きいもので12cm大ほどで炉形を良好に表す

ものに乏しい。炉底は3層以下に大型のものが多く、最大で40cm大のものがある。流動澤の上に炉

内澤、炉壁痕が見られるものがある。砂鉄焼結滓30、合銑鉄滓31、炉底塊32の分析の結果、低チタン酸化

砂鉄を原料とし、31、32は製錬澤に分類されてる。また炉壁29は耐火性1500℃で古代の製鉄炉として

は、非常に耐火性の高い性状とされている。炉壁36、37、38では斜方向、垂直方向に孔が設けられ

ている。

SX070は製鉄炉で中央部の壁の一部が焼成により赤変し、縦断面はSXO62と類似する。深さもあ

り遺構の容積は大きいが、埋土に含まれる澤等の遺物はSX062に比べて少なく土壌が多い。遺物も

10cm大までで、4cmから6cm大ほどの小片がほとんどである。

SXO72は廃滓坑と考えられる土坑が調査区外に広がる。製鉄炉と考えた。鉄澤等の量は少なく、ガ

ラス質で空隙が多い炉内澤が主体を占める。

SX083はSXO70に近接する焼土面で鍛冶炉の痕跡の可能性を考えているが、赤変部の存在以外そ

う認識する根拠はない。土坑SXO73は今回、出土の少ない羽口が最大で6個体出土している。鉄澤

は少なくガラス質の炉内澤が主である。

SXO77は緩斜面に鉄澤等が集中して留まる。南側からの流れ込みと考えられ遺構の存在が予想され

る。炉内澤のうち2／3は表面の酸化が進んだ扁平球状を呈す。炉底塊、炉壁は大きなもので10cm

前後と小片が多い。再結合澤46の分析の結果、鍛造剥片などの微細遺物が見られないことから精錬炉近

くの派生物とされている。

18－6区　SDO60は次第に広がり断面は浅く緩やかになり次第に谷の堆積の底という様相を呈す。

SXO78は浅い土坑状を呈し、炉壁の出土が多めだが大きいもので14cm大である。炉内澤はガラ

ス質で軽いものが多く、流動澤は細片である。炉内滓47の分析の結果は低チタン酸性砂鉄を原料と

した製錬澤であった。

ピット3基からは200gが出土している。

19区　丘陵状に位置し、遺構出土の鉄澤はない。
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表1．鉄浮出土遺構と遺物量（g）（）内は％
区 遺 構番 号 種 類 鍛 冶滓 炉 壁 炉 内津 炉 底塊 流 動滓 砂 鉄 焼結 津 総 量

4 区 SD O O 2 溝 2 15 0 （10 0 －0） 2 15 0 （10 0 ．0 ）

SX O O 3 鍛冶 炉 73 9 （100 －0） 7 39 （10 0 ．0 ） 他 に鍛造 薄片

SK OO 4 くぼみ 37 9 （100 ・0） 3 79 （10 0 ・0 ） SX O 0 3 が切 る

S DO 1 2 溝 状 69 0 （10 〇・〇） 6 90 （10 0 ．0 ）

5 区 S DO O 3 溝 5 50 0 （7・5） 4 58 6 0（6 2 ・8 ） 16 6 1 0 （22 －7） 5 0 5 0 （6 －9 ） 90 （0 ・1） 7 3 1 10 （10 0 ．0 ）

S D O O 2 溝 27 1 0（10 〇・〇） 13 2 9 0 1 6 0 0 0 （10 〇・〇）

SX O O 7 北 側 1 10 0 （10．5 ） 84 8 6 （8 1・4 ） 8 50 （8 ・1） 104 3 6 （10 0 ．0 ）

SX O O 7 中央 8 05 （100 －0） 8 0 5 （10 0 ．0 ）

SX O O 7 南 側 23 6 （2 ．9 ） 69 5 0 （8 6 ．7 ） 8 3 6（10 ．4 ） 80 2 2 （10 0 ．0 ）

SX O O 7 合計 133 6 （6 －9 ） 154 3 6 （8 0 ・1） 16 8 6 （8 ．8） 8 0 5（4 ．2） 19 2 6 3 （10 〇・〇）

S KO 1 1 送風関 連±坑 16 5 0（100 ．0） 16 5 0 （10 0 ．0 ） 製 錬炉 SX 0 1 2

S K 0 1 2 廃∋宰土 坑 135 0 （8 ．2 ） 14 3 5 0 （8 6 ．9 ） 8 10 （4 －9） 16 5 1 0 （10 0 ．0 ） 製 錬炉 SXO 1 2

S K O 1 4 送風関 連土坑 22 00 （3 4 ．6 ） 3 0 1 0 （4 7 ．4 ） 1 14 0 （18 ．0） 63 5 0 （10 0 ．0 ） 製 錬炉 SXO 1 2

S K O 1 5 送風関 連土坑 5 6 （7 ．0 ） 62 4 （78 ・5） 1 15 （14 ・5） 79 5 （10 0 ．0 ） 製 錬炉 SXO 1 2

S K O 1 9 送風関 連士坑 3 08 （10 〇・〇） 3 0 8 （10 0 ・○） 製 錬炉 SXO 1 2

S K O 18 廃う宰土 坑 4 3 93 （2 9 ．0 ） 104 0 0 （6 8 －6） 3 5 7 （2 －4） 15 1 5 0 （100 ．0） 製 錬炉 SXO 1 2

S X O 1 2 合 計 79 9 9 （19 ．6 ） 18 2 9 2 （4 4 ．9） 165 0 （4 ．0） 124 6 5 （3 0 ．6 ） 3 5 7 （0 ．9） 4 0 7 6 3 （100 ．0）

7 区 SKO O l 土坑 2 82 7 0（2 7 ．5 ） 50 2 8 0 （4 8 ．9） 14 5 5 0 （14 ．1） 9 75 0 （9 ・5 ） 10 2 8 5 0 （100 ．0）

SD O O 2 満 8 79 （100 －0） 87 9 （100 ．0）

SD O 0 3 満 45 （100 ・0） 4 5 （100 ．0）

SD O O 8 溝 105 （100 ・○） 10 5 （100 ．0） SD O 0 2 の続 き

SXO l O 西側士 坑 19 8 0 （5 ・3 ） 25 2 0 0 （67 ．8） 99 5 0 （2 6 ・8 ） 4 9 （0 ．1） 3 7 1 7 9 （100 ．0）

SXO l O 東側 士坑 7 60 （5 －8 ） 10 5 5 0 （80 ・1） 18 8 0（1 1．1） 13 1 7 0 （100 ・0）

SX O l O 合計 27 4 0 （5 ・4 ） 35 7 5 0 （7 1－0） 118 1 0（2 3 ．5 ） 4 9 （0－1） 50 3 4 9 （100 ．0）

SD O 1 2 溝 2 1（100 ．0） 2 1 （100 ．0）

14 区 SK O O 3 焼土 坑 34 （100 ．0） 3 4 （100 10）

SD O 2 0 溝 7（100 －0） 7 （10〇・〇）

SD O 2 2 満 7 8 5（100 ．0） 78 5 （10 0－0）

SD O 3 7 溝 3 5 5（100 ．0） 3 55 （10 0．0）

18 区　　 －2 SX O 4 0 製 鉄炉 8 2（3 ー6 ） 22 0 0 （96 ．4） 2 28 2 （10 〇・〇） 鉄う宰は一部紛 失 か

SX O4 1 鍛 冶炉 鍛造薄 片

SX O4 2 鍛 冶炉 鍛造 薄片

S DO 5 1 溝 79 （0 ．1） 96 5 0 （6 ．3） 5 15 7 0 （3 3 ．8） 8 2 8 9 0 （54 －4 ） 8 15 0（5 ・3 ） 9 7 （0 ．1） 152 4 3 6 （10 0 ．0 ）

－3 SX O 3 7 西 側 84 （0 ．7） 107 4 0 （9 3 ・7） 6 4 0（5 ．6 ） 1 14 6 4 （10 0 ．0 ）

SX O 3 7 中央 11 （0 ・1） 8 85 0 （99 ．9 ） 8 8 6 1 （10 0 ．0 ） 小片 あ り

SX 03 7 東 側 6 10 0 （10 0 ．0 ） 6 10 0 （10 0 ・0 ） 小片 のみ

SX O3 7 不 日月 3 0 （2 ．5） 11 5 0 （97 ．5） 1 18 0 （10 0 ・0 ）

SXO 3 7 合計 12 5 （〇一5） 168 4 0 （6 1．0 ） 10 6 4 0 （38 一5） 2 76 0 5 （10 0 ．0 ） 鉄澤 は一部 紛失 か

－4 S D O 5 5 溝 64 0 （5 ・2） 78 10 （6 3 ．6 ） 2 2 5 0 （18 ・3） 15 2 9 （1 2．5） 5 1（0 ．4 ） 122 8 0 （10 0 ・0 ）

S XO 3 9 製鉄炉 1 1（2．0） 5 4 2（9 8 ・0 ） 5 53 （10 0 －0 ）

－5 S D O 6 0 1区 10 4 4 0 （11．1） 4 36 4 0（4 6 ．7 ） 3 0 7 5 0 （3 2・8） 84 3 0 （9 ・0） 3 82 （0 ．4 ） 9 36 4 2 （10 〇・〇）

S D O 6 0 2区 5 7 7 0 （11・3） 173 0 0 （3 3 ．8 ） 2 3 7 5 0 （4 6．3） 44 5 0 （8 ．6） 5 12 7 0 （10 0 ・0 ）

SD O 6 0 3区 4 10 0 （10 0 ・0 ） 4 10 0 （10 0 ．0 ）

SD O 6 0 4区 4 3 0 0 （13 ．1） 12 1 5 0 （3 6 ．9 ） 6 8 5 0 （2 0 ．8） 9 6 0 0 （2 9．2） ノ 3 29 0 0 （10 0 ．0 ）

SD O 6 0 5 区

SD O 6 0 6 区 60 0 （6 ．5） 7 65 0 （8 3 ．2 ） 9 50 （10 ー3） 92 0 0 （10 〇・〇）

SD O 6 0 7 区

SD O 6 0 8 区 6 8 5 0 （10 0 ．0 ） 68 5 0 （10 0 ．0

－ 6 SD O 6 0 9 区 170 0 （9 ・2） 13 1 0 0 （70 ・8 ） 3 7 0 0 （2 〇・〇） 185 0 0 （10 0 ．0）

SD O 6 0 合 言十 2 28 10 （10 ．5 ） 10 4 7 9 0 （4 8 ．4 ） 6 6 0 0 0（3 0 ・5） 2 24 8 0（10 ．4） 38 2 （0 ．2） 2 16 4 6 2 （10〇・〇

－ 5 SX O 6 2 1層 185 0 0（13 －9 ） 6 0 0 7 3 （4 5 ．1） 23 1 5 0（17 ．4） 30 8 5 0（2 3 ・2） 59 0 （0 ．4 ） 13 3 1 6 3 （10〇・〇

SXO 6 2 2 層 85 8 0（2 1．3 ） 15 1 0 0 （37 ．6） 8 9 0 0（2 2 ・1） 76 5 0（19 ・0 ） 4 0 2 3 0 （10〇・〇

SXO 6 2 3 層 7 97 5 0（18 ．5 ） 18 3 3 5 0 （4 2・6） 133 5 4 0（3 1 ・1） 32 5 0 5 （7 ．6 ） 82 4 （0 ー2） 4 2 9 9 6 9 （100 －0）

SXO 6 2 4 層 93 7 0（16 ．0 ） 3 0 8 3 0 （5 2・9） 10 5 0 0（18 －0 ） 75 0 0（12 ．8 ） 20 0 （0 ．3） 5 84 0 0 （100 ．0

SX O 6 2 層不 日月 139 0 0 （2 2 ．8 ） 24 0 5 0 （39 ・6） 18 7 0 0（3 0 ・8 ） 4 0 0 0 （6 ．6 ） 13 5 （0 ．2） 6 0 7 8 5 （100 ．0）

S XO 6 2 合言十 13 0 1 0 0 （18 ／0 ） 3 13 4 0 3 （43 ．4） 194 7 9 0（2 7 ．0 ） 8 25 0 5（1 1・4 ） 174 9 （0 ．2） 72 2 5 4 7 （100 ．0

SD O 6 3 溝 4 5 0 （10 －8 ） 3 7 2 0 （89 ・2） 4 17 0 （100 ・0）

SD O 6 4 溝 13 1 6 （74 －4） 4 5 4（2 5 ・6 ） 177 0 （100 ．0

SX O 6 6 くぼみ 4 50 （5 ・7 ） 7 4 5 0 （94 ．3） 7 90 0 （100 ．0

SX O 6 8 くぼみ 50 8 （24 ．1） 16 0 0 （7 5・9） 2 10 8 （100 ．0）

SX O 7 0 東 2 64 0 （15 ．8 ） 1 14 3 0 （6 8．5） 20 0 0 （12 ・0 ） 6 10 （3 －7） 16 6 8 0 （100 ．0

SX O 7 0 中 央 3 00 （2 ．6 ） 10 6 0 0 （9 1 ・4） 7 00 （6 ．0 ） 1 16 0 0 （100 ・0

SX 0 7 0 西 3 10（3 ．2） 6 15 0 （6 3 －4） 30 9 0 （3 1・8 ） 160 （1・6） 9 7 1 0 （100 ．0

SX O 7 0 合計 32 5 0（8 ．6） 28 1 8 0 （74 ．1） 5 09 0 （13 ．4 ） 14 7 0 （3 ．9 ） 37 9 9 0 （100 ．0

SX O 7 2 製 鉄炉 5 14 （5 ・8 ） 8 2 0 0 （9 2 ．9） 1 12（1．3） 8 82 6 （100 ．0 廃滓土 坑片側 のみ

SX O 7 3 土 坑 1 11（3 ・5） 3 10 0 （9 6 ・5） 3 2 1 1 （100 ・0 羽口集 中

SX O 7 7 鉄 滓だ まり 5 45 0 （10 －9） 33 9 2 0 （6 8 －1） 104 5 0 （2 1．0） 4 4 8 2 0 （100 ．0 ）

SX O 8 3 鍛 冶炉 ？ 地山 の赤変の み

－6 SX O 7 8 製 鉄炉 5 82 0 （33 ．5） 10 6 0 0 （6 0 ．9 ） 8 50 （4 ．9） 12 1（0 ・7 ） 17 3 9 1 （100 ．0 ）

総 量 1 19 7 （0 ．1） 2 28 5 2 6 （14 ・5） 7 65 2 4 0 （4 8 ．6 ）4 0 7 5 7 0 （25 ・9） 16 8 9 5 （10 ・7） 3 7 0 1（0 －2 ） 5 75 18 5 （10 0・0 ）

一227－



「

ガ

ラ

ス

質

1（OTA2－9）

し＼ガラス質

（⊃

ー」

9（OTA2－15）

⊂⊃

⊂） 3（OTA2－6）

二二
6（OTA2－19）

く二二＞12

1
7（OTA2－20）

11（OTA2－17）

Fig．140　製鉄関連遺物実測図1（1／3）
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Fig．141製鉄関連遺物実測2（1／3）
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Fig．142　製鉄関連遺物実測3（1／3）
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表2　遺物観察表
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Fig．144　製鉄関連遺物実測図5（1／3）
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番号

分析

番号
調査区

遺構

番号

出土

位置

遺物

種類

大きさ

（mm）

重量

（g）

磁
着
度

メ
タ
農

特記事項

1 9 4SXOO3 炉内澤
80×56

3782△
丸みをおびた器面はおおよそ平坦だが1から5mm大の気泡が

×57 ある。全体を薄く黄色粘土が覆い、少量の粗砂が付着する。

2 5 5SXOO7 北
流出99×93

587一〇3△
上面は小さな流動状の凹凸はあるが比較的平坦で、3mm大の砂粒が見られるO底面は

溝滓 ×47 中央が幅3cm断面半円形の帯状を呈し、器面には1から5mm大の気泡が多く見られる。

3 6 5SXOO7 南
鉄塊系34×31

23－07△
略円柱状で丸みを帯びる。

遺物 ×23 全体に表面は鎬化した黄色の粘土が覆うO

4 7 5SXO07 中
砂鉄75×109

805一〇2△
全面が破面と考えられ、生きた面はない。表面は全体に錆化し黄色を呈す、

焼結塊×78 木炭痕が非常に多く見られ、気泡も多い。少量の砂粒も取り込んでいる。

5 18－2SD051 羽口99×57
2153

内径2－3cmを測る。
×22 先端は被熟し、胎土が薄く消失し暗灰色を呈す。

6 19 18－2SD051 椀形滓
64×41

797 L
不整形の小塊で全体が鎬により黄色を呈す。

×29 砂粒もほとんど見られない。質感がある。

720 18一2SD051
羽口先端91×91

4773△
羽口の先脚を澤が覆い、内側に同様の澤が詰まる。澤は灰色で細かな気泡が多い0羽口の先端部分は生

ずまリ×60 きている0羽口は径7から8cm、内径2－5cmほどを測る。胎土は細かく精良で1から2mm大の砂粒を含む0

8 18 18－2SD051 炉底塊246×145 37903△
則面の一部が3箇所生きている可能性があり、園の左右端は炉底の短軸の幅を表すと考えられる0表面は流動状

×82 で黄色を呈す。底は流酬犬の澤の丸みを帯びた凹凸憎しい0個価の炉壁の立ち上伊）には砂粒が多く付着する。

9 1518－4SDO60 1区炉壁47×33
341△

表面は炎黄茶色を呈し、裏面は厚さ2mmほどが赤みをおびた茶

×28 色を呈す。粘土には2mm大を主とした砂粒と多くのスサが入る。

10 16 18－4SD060 2区炉底塊
29×68

5431△
上面は中央が盛り上がり、一部を欠く。全体に錆により黄色を呈す。底面は淡

×52 灰色を呈し、2mm大の砂粒が見られる。滓部の断面には大小の空隙が見られる。

1117 18－4SDO60 4区炉内滓66×55
1253△

全体を黄色から茶色の泥、砂粒が覆う。

×23 上面はやや平坦をなし、底面は断面弧状を呈す。
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1 2 18－4 S D 0 6 0 1区 炉壁
230×134

9 4 2 4
内面はほぼ全面に厚さ1から2cmの炉内澤は付着し黄褐色を呈すOその下はガラ

×45 ス化した表面が見える。裏面は粘土と粗砂で径2cmほどの小舞孔の痕跡がある。

13 18－4 S D 0 6 0 1区 炉内滓 40×123 7 10 1
表面は気泡が非常に多く、角張った凹凸が多い。一部木質が残る。

×59 背面には炉壁の痕跡が見られる。

14 18－4 S D 0 6 0 1区 炉底塊
226×140

3 16 0 1
炉壁の顕著な立ち上がりが弧状に残り、外側には粗砂と粘土が付着する0縁辺は

×122 丸みを帯びた流動状である。内面は空隙が多く、底面には若干の粗砂が付着する。

15 18－4 S D O 6 0 1区 炉底塊 260×152 5 6 5 0 1
厚手の炉底塊で一部の縁辺が残り直線的な辺を成すと考えられる。

×122 断面には大きな空隙が多く見られ、底は平らで粗砂が付着する°

16 18一4 S D O 6 0 1区 炉底塊 48×143
2 9 0 0 2

縁辺はごく一部残存する。

×85 細かな空隙がみられる。

17 18－4 S D O 6 0 1区 炉底塊
233×167

4 4 0 0 1
炉壁の立ち上がりは弧を描き外側には粗砂が付着する。

×120 縁辺および下部は流動状。内側は破面。

18 18－4 SD O 6 0 1区 炉底塊 208× 19 6 0 2
厚手で縁片は直線的である。表面は壁の痕跡が残る。

10589× 底面は凹凸が少ないO断面は空隙は少なく密である。

19 18－4 S D O 6 0 1区 炉底塊 224×165
3 4 0 0 2

やや厚手の炉底塊。直線的な縁辺が一部残る以外は破画である。表、底面とも細か

×70 な凹凸があり、砂をロ交む。底面には木質が残る0器画は鎬化土で覆われた部分が多い。

20 18－4 S D 0 6 0 1区 炉底塊 90×163 2 9 9 0 1
一辺が残り、緩やかな弧涙を呈す。断面は細かな空隙が多 く、表

×84 面は凹凸があ り、底面縁側は平坦で粗砂、粘土が付着する。

2 1 18一4 S D 0 6 0 1区 炉底塊 98×121
2 3 8 0 1

やや厚手で、縁辺は弧を描く。断面には大きな空隙が目立ち、木

×80 質も見られる。底面には粗砂が付着する。

2 2 18－4 S D O 6 0 1区 炉底塊 262×160 3 12 0 2
やや扁平な炉底塊。中央が窪み細かな凹凸以外は平坦で断面には細かな問

×83 隙が多い。縁辺は流動状で、炉壁接合部と共に弧を描くO底は若干の砂をロ交む。

2 3 18－4 S D O 60 1区 流動滓
95×98 3 3 3 2

1cm 幅ほどの単位が2方向に重層する。

×28 下面は細かな凹凸、気泡が見られる。

2 5 18－4 SD 0 6 0 2区 炉壁
33×111

1 10 0 1
炉壁の内面に炉内澤が付着する。炉壁内面はガラス化し粗砂が付着し、裏

×64 面は粘土に粗砂を含みスサ痕が見える。澤は空隙が多くガラス質である。

2 6 18－4 SD 0 6 0 2区 炉壁 58×38 3 7 2
表面に厚さ1cm ほどの砂鉄焼結がある。

×15 裏面に木質と若干の粘土が付着する0表裏面以外は破面である。

2 7 18－4 SX 0 6 2 2区1層 炉内滓 34×24
22 2

小型の丸みを帯びた澤で表面は鎬化粘土に覆われる。

×19 紐かな空隙が見られる。

2 8 18－4 SX 0 6 2 2区1層 炉内ラ宰 34×21 1 1 2
小型で丸みを帯びた澤で表面は錆化粘土で覆われる。

×14 亀裂が入っており含鉄か。

2 9 1 18－4 SX 0 6 2 炉壁 262×152
13 5 －0 1 △

横断面は弧状を呈す。側面は破面である。内面は全面が薄く滓化し、器面は細かな

×58 凹凸があり粗砂が密に見られる。外面は3cm大の礫、粗砂、スサの痕跡も見られる。

3 0 2 18－4 SX O 6 2 3 区2層
砂鉄焼 60×10 5 9 4 ．0 4 L

横断面はわずかに弧状を呈す。側面は破画である。内面は全面が焼結した砂鉄で、平潤

結塊 ×50 な面に大小の膨らみ状部が付着する0裏面は一部滓化したスサ入りの炉壁が付着する。

3 1 4 18－4 S X 0 6 2 2区1層
合鉄 28×25 1 7．0 4 △

丸みをおびた小片である。破面は認められない0上面はやや平坦でクラックが入る。

鉄滓 ×16 下面の断面形は丸みをおびた円錐形を呈す。錆びた粘土に覆われ暗い茶褐色を呈す。

3 2 3 18－4 S X 0 6 2 1区1層 炉底塊 236×163
3 2 8 0．0 2 △

側面の一部が生き直線状をなす。上面の側辺寄りに炉壁から垂れたガラス質で砂粒を

×92 密に含む澤が厚さ2から4cmほど付着する。炉底は厚さ9cmほどで、細かな空隙は多い。

3 3 18－4 SX 0 6 2 炉壁 85×82 13 5 4
表面は厚さ4品m 程に砂鉄焼結層で、裏面は粘土でスサ痕が見ら

×16 れる。

3 4 18－4 SX 0 6 2 4区3層 炉壁 90×68

×25
1 15 2

図のうち壁はごく一部で、他は内面に垂れたガラス澤である。

3 5 18－4 SX O 6 2 4区3層 炉壁 58×51 7 7 2
径5 m m 程の孔が見られるO

×26 表面はガラス化 し、粘土にはスサ痕が見られる。

3 6 18－5 S D O 6 3 4区4層 炉壁 58×51 7 8 3
径6 m m 程の孔が見られる°

×27 表面はガラス化 し、粘土にはスサ痕が見られる。

3 7 18－4 S XO 6 2 1区1層 炉壁 17×97
2 2 2 2

表面はガラス化し粗砂が多く露出する。粘土には全面に一方向の

×25 スサ痕がある。径1．5cm程の孔があるが意図的なものではなかろう。

3 8 18－4 SX O 6 2 2区4層 炉壁 223×135 16 9 0 2
内面はやや急に曲がり、器面はガラス質で粗砂が見られる。裏の粘土にはスサ

×84 痕が見られる。斜め方向の孔があり内面で径1．2cm、粘土部分では2．5cmを測る。

39 18－4 SX 0 6 2 3区3層 炉底塊 213×180
3 5 7 0 2

厚手で一辺欄 面で他は縁辺が残り一辺15cm程の方形か。大半相 勤状で中央に空隙があるが断

×80 面は密0上面には砂を馳 ガラス化澤、炉内澤が付着する。底面は細かな凹凸があり砂が付着する0

4 0 18－4 SX 0 6 2 2区4層 炉底塊 262×22 6 24 0 1
厚手で大形の炉底塊で縁辺は破面である。

×99 全体に流動状で表面は一部を除き細かな凹凸が多い。

4 1 18－4 SX 0 6 2 3区3層 炉底塊 227×173
3 8 0 0 2

流動状の縁辺部と炉壁への高まりが弧状を描く0

×61 内側は流動状の底に黄色の炉内津がのる。

4 2 18－4 SX 0 6 2 流動ラ宰
260×18

3 2 10 2
表面は褐色の流動状に黄茶色の澤、若干の粗砂が見られ、破面

×85 は極一部である。底は弧を描き粗砂が付着する。

4 3 18－4 S D O 6 4 流動滓 176×123 19 50 3
側辺が遺存する流動澤に鎬化 した澤がのる。

×60 底は弧を描き、半分は粗砂が付着する面をなす。

4 4

2 1

8

18－4 S X 0 73

西

炉内ラ宰、 95×54
2 3 8 1

2

3

2

△

△

羽口に炉内澤が付着する。

羽口 ×37 津は丸みを帯び黄色粘土に覆われる。

4 5 18－4 S X 0 70 炉底塊 127×89 4 4 6
上下面以外は全て破面。主に粗砂、錆化粘土からなり、木質、流動

×47 状の澤を含む。器面は黄色を帯びる。

4 6 18－4 SX 0 7 7
再結合 73×66

15 5
全体を錆化した黄色粘土で覆われる。上面には若干の凹凸があり

滓 ×32 粗砂が多く見られる。底面は平坦でやはり1m m 大の砂粒が見られる。

4 7 18－6 SX O 7 8 炉内滓 150×79
7 0 1・0

側面は破面である。全体に流動状で底面は細かく垂れた凹凸が

×44 多い。上面は錆により黄色を呈すO
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（2・）小結

遺構　今回の調査では廃滓坑、焼土の分布を確認し、製錬炉9基、鍛冶炉4基を想定した。

精錬炉で炉本体の痕跡を残すものは5区のSXO12のみである。その他については、排滓坑の位置等

から長軸の両端に廃滓坑を置くいわゆる「鉄アレイ型」の平面形を想定し、炉本体は削平されたと推定

した。周辺の調査例から箱形炉と考えられる。鍛治炉は、焼土面と鍛造剥片の存在からそう認識した。

精錬炉はFig．138に見られるように、浅い谷部に分布する。特に谷1周辺の未調査区には、さらな

る炉の存在が予想される。鍛冶炉は製錬炉と同様の分布を示すが、併存したかは不明である。遺構面

は削平を受け、失われた遺構もあると考えられるが分布傾向は変わらないと思われる。

製錬炉の構造は、5区SXO12のように排滓坑間の床面に炉床状の焼土面が見られるものと、18－5

区SX062のように深さ30cmほどの堀方を持ち側壁に焼土面を持つものがある。前者には18－4区

SXO39があり、その他は後者に分類される。削平を考えると掘方の有無での違いは不確かだが、炉床

の在り方には複数の種類があると思われる。また、5区SX012で送風関連の施設が確認できた。

廃滓場としては、遺構の近くに流れる溝があげられる。特にSDO51からSDO60につながる溝から

多くの鉄滓類が出土している。この他に鉄滓溜まり等は検出していない。

今回の調査では炭焼き遺構と考えられる焼土坑を調査区全域で検出した。ここで生産された木炭が

製鉄にイ吏用されたか、また同時期かは検証していない。

遺物　炉および廃滓遺構から出土した鉄滓類は全て取り上げ、埋土も洗浄して遺物の採集を行った。

整理、運搬時に失ったものもあるが、総量1575kgの鉄澤、炉壁類が出土した。

金属学的分析では、周辺地域に分布する花崗岩起源の砂鉄を原料とする事が確認された。本地城で

通有に見られる在り方である。そして鉄澤の大半は製錬澤に分類され、遺構として想定した製錬炉と

しての妥当性を支持するものであった。また、SXOO7出土の鉄塊系遺物は高炭素鋼という分析結果が

得られている。製錬生成鉄については、鉄塊系遺物の異常な少なさから分析に制約をきたし、その性

状は明らかになっていない。しかし、原料砂鉄のチタン含有率のばらつきから生成鉄の炭素含有量が

ばらつきを持っていた可能性があることが指摘されている。鍛冶澤に付いては、製錬澤という分析結

果で、鍛造剥片等の確認と合わせて、鍛錬鍛冶までの各段階の操業が成されていたことが想定できる。

炉壁は18区以外では依存状況が悪く小片が多い。18区ではカーブした部分や、木舞孔が確認でき

る個体をわずかだが観察できた。また、炉底では平面形が直線的なもの、弧を描くものがあり、短辺

に丸みを持つ長方形箱形炉の存在が予想できる。

時期ほか　今回の調査では放射性炭素、残留磁気等の自然科学的年代測定は行っていない。製

鉄関連遺構の時期は、遺構自体と鉄滓類を多く出土する溝出土の須恵器を中心とした土器類から8

世紀後半と考えている。調査で出土したほとんどの遺物がこの時期のもので、遺跡の消長も狭い幅と

考えられ、大きくずれることはないと考える。

8世紀になると全国的に箱形炉が増加し、乙石遺跡が位置する早良平野でも同様のことが指摘され

ている。周辺では都地遺跡、都地泉水遺跡、城田遺跡等で箱形炉、鍛治炉等が調査報告され、一つの

集中地帯を形成する。今後、その歴史的背景についての調査研究が進められる事が望まれる。

今回の報告では以下の報告書、文献他を参考にして行ったが、遺物自体、問題の所在についての担

当者の認識が未熟、または定まり難く不十分なものとなった。指針となる調査研究の提示が望まれる。

長家伸　2001「九州の鉄生産について」『我が国初の一環製鉄操業開始100年記念公開シンポジウム』日本鉄鋼協会

大原D遺跡群1福岡市教育委員会1996

宝満山遺跡群　浦ノ田遺跡Ⅲ　福岡県教育委員会　2002
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乙石遺跡出土製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査．

九州テクノリサーチ．TACセンター

大澤正己・鈴木瑞穂

1■　いきさつ

乙石遺跡は福岡市西区金武乙石に所在する。調査地区からは、炉の両端に廃滓土坑を持つ製鉄炉（箱

形炉）をはじめとした、8世紀後半の製鉄関連遺構群が検出されている。また多数の製鉄～鍛冶関連

遺物も出土している。遺跡内での生産の実態（発掘検出遺構の分析からの確認も含む）を検討する目

的から、金属学的調査を行う運びとなった。

2．調査方法

2－1．供試材

Tablelに示す。製鉄．鍛冶関連遺物計21点の調査を行った。

2－2．調査項目

（1）肉目艮観察

遺物の外観上の特徴を簡単に記載した。観察結果をもとに各分析試料採取位置を決定している。

（2）マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を、投

影機の10倍から20倍で撮影したものを指す。当調査は、顕微鏡検査によるものよりも広い範囲にわ

たって、組織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

（3）顕微鏡組織

鉱滓の鉱物組成、金属部の組織観察や非金属介在物の調査などを目的とする。

試料観察面を設定・切り出し後、試験片は樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の＃150、＃240、＃320、＃600、

＃1000、及びダイヤモンド粒子の3μと1μで鏡面研磨した。

また観察には金属反射顕微鏡を用い、特徴的…代表的な視野を選択して、写真撮影を行った（25～

400倍）。なお金属鉄の調査では5％ナイタル（硝酸ア）レコール湊）を腐食（Etching）に用いた。

（4）ピッカース断面硬度

ピッカース断面硬度計（VickersHardnessTester）を用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研

磨した試料に136°　の頂角をもったダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、

その荷重を除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡用を併用した。

（5）化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分（TotalFe）、金属鉄（MetallicFe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。

炭素（C）、硫黄（S）、：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化珪素（SiO2）、酸化アルミニウム（Al203）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）・

酸化が）ウム（K20）、酸化ナトリウム（Na，0）、酸化マンガン（MnO）・二酸化チタン（TiO2）・酸化クロム

（Cr203）、五酸化燐（P205）、バナジウム（V）、銅（Cu）、二酸化ジルコニウム（ZrO2）：lCP（Ⅰnductively

CoupledPlasmaEmissionSpectrOmeter）法：誘導結合プラズマ発光分光分析。
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（6）耐火度

主に炉材の性状調査を目的とする。耐火度は、溶融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状態度の

温度で表示される。胎土をゼーゲルコーンという三角錐の試験片に作り、1分間当り10℃の速度で温

度上昇させ、変化が起ると4℃に昇温速度をおとし、試験片が荷重なしに自重だけで軟化し崩れる温

度を示している。

3・調査結果

3ーL SXO62出土遺物

OTA2－1：炉壁

（1）肉眼観察：熱影響を受けて内面表層が黒色ガラス質化した、135gの炉壁破片で厚みは58mm

と大きい。表層にはごく微細な茶褐色の鉄錬化物が点々と固着するが、特殊金属探知機での反応はな

く磁力も弱い。胎土部分は灰褐色で、花こう岩の風化砂（真砂）や岩石片、ごく短く切ったスサや木

炭片が混和されている。

（2）顕微鏡組織：Photo．1①に示す。内面表層の黒色ガラス質滓部分である。写真左側には、

炉壁胎土に混和された石英粒が確認される。またごく微細な褐色多角形結晶が晶出する。これはやや

暗い色調と・後述する硬度測定の結果等から、マグネタイト（Magnetite：．Fe304）とヘーシナイト

（Hercynite：FeO．A120。）を主な端成分とする固溶体（注1）の可能性が高い。

（3）ピッカース断面硬度：Photo．1①の褐色多角形結晶の硬度を測定した。硬度値は845Hvと硬

質であった（注2）。製鉄原料の砂鉄中の鉄分と、炉材のアルミナ（Al20。）が反応して生じたと推測され

る。

（4）化学組成分析：Table2に示す。強熱減量（IglOSS）は6．61％であった。熱影響を受けて、

結晶構造水がやや飛散した状態での分析である。鉄分（Fe20。）は3．35％と高くはなく軟化性に有利で、

酸化アルミニウム（Al20。）が20．27％と高値で、耐火性に優れた成分系といえる。

（5）耐火度：1580℃であった。古代の製鉄炉としては、非常に耐火性の高い性状である。

OTA2－2：砂鉄焼結喝（炉壁付着）

（1）肉眼観察：大型でやや偏平な砂鉄焼結塊である。表面は茶褐色の錬色に覆われており、全体

に砂鉄束子の溶着・滓化が進んでいる。また特殊金属探知機のL（・）で反応があり、内部にはごく

微細な金属鉄が多数晶出しているものと推定される。さらに裏面には、炉壁及びその溶融物の黒色ガ

ラス質澤が一部付着している。

（2）顕微鏡組織：Photo・1②～④に示す。②は炉壁胎土部分である。強い熱影響を受けて、素地

の粘土鉱物はガラス質化が進んでいる。

③は内面表層に付着した被熱砂鉄である。素地の灰褐色部は磁鉄鉱（Magnetite：FeO．Fe203）、外周

の白色部は赤鉄鉱（hematite：Fe20。）。④はさらに被熱砂鉄の還元．滓化が進んだ粒子を示した。不

定形灰褐色部は磁鉄鉱である。また周囲の明白色部は金属鉄（MatallicFe）、周囲の微細な灰褐色不

定形結晶はウスタイトないしマグネタイト（Magnetite：FeO．Fe20。）と推定される。

（3）化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（TOtal Fe）51．17％に対して、金属鉄（MetallicFe）

0．24％・酸化第1鉄（FeO）30．68％・酸化第2鉄（Fe203）38．72％の割合であった。造滓成分（SiO2＋A120。＋

CaO＋MgO＋K20＋Na20）は18．12％と高めであった。これは溶着した炉壁（ガラス質滓）部分の影響も

受けた値と推測される。また塩基性成分（CaO＋MgO）は2．59％を含む。砂鉄に含まれる二酸化チタン
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（TiO2）は2・16％、バナジウム（Ⅴ）が0・23％と当地製錬滓レベルで高めであった。さらに酸化マンガ

ン（MnO）は0．22％、銅（Cu）も＜0．01％と低値である。これに対して、二酸化ジルコニウム（ZrO2）

は1．71％と高値傾向が顕著であった。

当資料は周辺地域に分布する、花こう岩起源の低チタン砂鉄の特徴を有する（注3）。またジルコニウ

ム（ZrO2）の高値傾向が著しいが、砂鉄中にジルコン（Zircon：ZrSiO4）の濃集に起因する。これも

花こう岩など酸性岩起源の砂鉄の特徴である（注4）。

OTA2－3：炉底塊

（1）肉眼観察：3．28gと大型の炉底塊の端部破片である。上面端部には一部、炉壁内面が溶融し

た黒色ガラス質澤が固着する。滓部は黒灰色で、長さ2cm程の大型の木炭痕を複数噛みこんでいる。

破面には細かい気孔が多数散在するが、赦密で重量感のある澤である。

（2）顕微鏡組織：Photo．1⑤～⑦に示す。⑤は滓中の微細な木炭破片である。木口面が観察される。

広葉樹の散孔材であった。

⑥⑦は滓部である。白色粒状結晶はウスタイトないしマグネタイト、淡褐色多角形結晶はマグネタ

イトとヘーシナイトを主な端成分とする固洛体と推測される。さらに発達した淡灰色盤状結晶ファイ

ヤライトも晶出する。

（3）ピッカース断面硬度：Photo．1⑥の白色粒状結晶の硬度値は514Hvであった。マグネタイトの

可能性が高い。またPhoto．1⑦の淡褐色多角形結晶の硬度値は734Hvと高質であった。後述の化学組

成を考慮すると、マグネタイトとヘーシナイトを主な端成分とする固溶体と推測される。

（4）化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（TotalFe）44・80％に対して、金属鉄（MetallicFe）

0．07％、酸化第1鉄（FeO）35．57％、酸化第2鉄（Fe20。）24．42％の割合であった。造澤成分（SiO2＋420。＋

CaO＋MgO＋K20＋Na20）28．02％で、このうち塩基性成分（CaO＋MgO）は3．32％であった。また砂鉄起

源の二酸化チタン（TiO2）は1．72％、バナジウム（Ⅴ）が0．33％と製錬澤レベルである。酸化マンガン

（MnO）も0．25％、銅（Cu）＜0．01％と低値であった。これに対して、二酸化ジルコニウム（ZrO2）は

2・48％と高値傾向が顕著であった。

以上の化学組成から、当試料は地域の低チタン酸化砂鉄を原料とした製錬澤に分類される。砂鉄焼

結塊（OTA2－2）と同様、チタン（TiO2）の低値傾向が顕著で、ジルコニウム（ZrO2）の高値傾向が

著しい。

OTA2－4：含銑鉄澤

（1）肉眼観察：17gと非常に小型で椀形の鉄塊系遺物である。表面は茶褐色の酸化土砂に覆われ

ており、錬化に伴う放射割れが生じている。また表層は黒灰色の澤で覆われる。ただし錬化が進んで

おり、特殊金属探知機での反応はない。

（2）顕微鏡組織：Photo．2①～⑤に示す。①の写真左側は資料表層に付着する砂鉄である。いず

れも灰褐色の磁鉄鉱であった。また右側は滓部である。白色粒状のウスタイトないしマグネタイトが

凝集気味に晶出する。

②（釘の明白色部は、澤中のごく微細な金属鉄である。5％ナイタルで腐食したところ、ほとんど吸炭

していないフェライト（Ferrite：α鉄）単相の組織が確認された。

（3）ピッカース断面硬度：Photo・2④の白色粒状結晶の硬度借は526Hvであった。マグネタイト

の可能性が高い。またPhoto．2⑤の微小金属鉄（フェライト単相）の硬度値は95Hvであった。組織
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に見合った債である。

以上の鉱物組成から、当試料は低チタン酸化砂鉄を製鉄原料とする含銑鉄澤（製錬滓）に分類され

る。なお金属鉄はごく微細なもので鍛桧原料となり得る品位ではなく、廃棄されたものと判断される。

3－2．SXOO7出土遺物

OTA2－5：流出溝滓

（1）肉眼観察：2～3cm幅の流動澤が複数溶着した、炉外流出澤の側面端部破片である。上面表

層は平滑で、やや風化が進んでいる。また下面は細かい木炭痕による凹凸が著しく、粉炭の上を流れ

たものと推測される。破面には中小の気孔が若干散在するが、緻密で重量感のある澤である。

（2）顕微鏡組織：Photo．2⑥～⑧に示す。⑥は滓中のごく微細な木炭破片で、木口面が観察される。

広葉樹の放射孔材で、常緑カシ類の黒炭と推測される。

⑦⑧は滓部である。後述の硬度特定結果および化学組成の特徴を見ると、淡茶褐色多角形結晶は、

ウルボスピネル（Ulv－Spinel：2FeO・TiO2）とヘーシナイトを主な端成分とする固溶体の可能性が高

い。さらに淡灰色柱状結晶ファイヤライトが晶出する。砂鉄製錬澤の晶癖といえる。

（3）ピッカース断面硬度：Photo．2②の淡茶褐色多角形結晶の硬度を測定した。硬度値は668Hv

であった。ウルボスピネルとヘーシナイトを主な端成分とする固溶体である。

（4）化学組成分析：Tab1e2に示す。全鉄分（TOtal Fe）35．83％に対して、金属鉄（MetallicFe）

0．11％・酸化第1鉄（FeO）39・45％・酸化第2鉄（Fe20。）7・23％の割合であった。造澤成分（SiO2＋A120。＋

CaO＋MgO＋K20＋Na20）37・53％と高値で、塩基性成分（CaO＋MgO）も5．52％と高値傾向を示す。また

砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は9．03％、酸化マンガン（MnO）も0．61％と高値だが、バナジウム（V）

は0．16％と低値であった。銅（Cu）も＜0．01％と低い。さらに二酸化ジルコニウム（ZrO2）は1．84％と

高値であった。

当資料はSXO62から出土した製錬滓（OTA2ー3）と比較すると、チタン（TiO2）、マンガン（MnO）

が高値傾向を呈する。よりチタン含有率の高い砂鉄が製鉄原料であったと推定される。ただし当試料

もジルコニウムの高値傾向は顕著であり、砂鉄の母岩は珪長質の花こう岩類の可能性は同様である。

OTA2－6：鉄塊系遺物

（1）肉眼観察：表面全体が黄褐色の酸化土砂に厚く覆われた、不定形塊状の鉄塊系遺物である。

錬化が進んでおり、特殊金属探知機での反応はみられない。

（2）顕微鏡組織：Photo．3①～③に示す。①は滓部である。淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネ

ルとヘ～シナイトの固溶体。さらに白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトが晶出

する。

②③は錬化鉄部である。針状．網目状の黒色部はセメンタイト（Cementite：Fe3C）で、過共析組織

（C＞0．77％）が残存する。

当資料の滓部の鉱物組成は、低チタン砂鉄を原料とする製錬澤と精錬鍛冶滓双方にみられるもので

ある。ただし分析調査を実施した、他のSXOO7出土遺物（OTA2－5、7）が共に製鉄関連遺物であるこ

とから、当試料も製錬生成鉄の可能性が高いと考えられる。また鉄部は、比較的浸炭の進んだ高炭素

鋼であった。

OTA2－7：砂鉄焼結塊（ガラス質澤．木炭付着）
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（1）肉眼観察：試料表面は黄褐色の酸化土砂が固着し厚く覆われる。また土砂中には1cm前後の

木炭が多数含まれている。僅かに覗く澤の色調は黒灰色で磁着が強い。さらに一部炉材溶融物と推測

される黒色ガラス質滓部分も観察される。

（2）顕微鏡組織：Photo．3④～⑧に示す。④は澤中の微細な木炭破片である。木口面が観察され

る。広葉樹の放射孔材で、常緑カシ類の黒炭と推測される。

⑤⑥は被熱砂鉄粒子である。砂鉄粒子の形状を保っているが、内部は還元…浄化が進んでいる。明

灰色部は錬化鉄で、晶出した微細な金属鉄が錬化している。

⑦⑧は更に澤化が進んだ個所である。淡茶褐色不定形結晶はウルボスピネル、ないしはチタノマグ

ネタイト〔マグネタイト（Magnetite：FeO．Fe20。）とウルボスピネル（Ulv－SPinel：2FeO．TiO2）の中

間の組成の固溶体〕と推測される。

（3）化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（Total Fe）40・47％に対して、金属鉄（MetallicFe）

0．18％、酸化第1鉄（FeO）7．11％、酸化第2鉄（Fe203）49．70％の割合であった。造滓成分（SiO2＋A1203＋

CaO＋MgO＋K20＋Na20）は24・73％とやや高めであるが・酸化土砂の影響を受けた可能性が考えられる。

また塩基性成分（CaO＋MgO）は1．90％であった。砂鉄に含まれる二酸化チタン（TiO2）は5．66％、酸化

マンガン（MnO）は0．38％とやや高めで、バナジウム（V）は0．11％、銅（Cu）＜が0．01％と低値であっ

た。これに対して、二酸化ジルコニウム（ZrO2）1．03％と高値傾向を示した。

当資料はSXO62出土砂鉄焼結塊（OTA2－2）と比較すると、ややチタン（TiO2）含有率の高い砂鉄焼

結塊であった。しかしジルコニウム（ZrO2）高値傾向は共通しており・やはり花こう岩起源の砂鉄と

推定される。また同じ遺構から出土した製錬滓（OTA2－5）とは、脈石成分（TiO2、V、M弧202）の

傾向が近似する。

3－3・SXO78出土遺物

OTA2－8：炉内澤

（1）肉眼観察：不定形でやや偏平な炉内澤端部破片と推定される。上面および側面は細かい凹凸

があり、弱い流動状を呈する。下面には灰白色の炉床粘土が点々と固着する。破面の気孔はごく僅か

で、赦密で重量感のある澤である。

（2）顕微鏡組織：Photo．4①～③に示す。①中央の灰色部は砂鉄形状を留めた微細な錬化鉄である。

また②③は滓部である。淡茶褐色多角形結晶は、ウルボスピネルとヘーシナイトを主な端成分とする

固溶体と推測される。一方、淡灰色柱状結晶ファイヤライトも晶出する。砂鉄製錬澤の晶癖といえる。

（3）ピッカース断面硬度：Photo．4③の淡茶褐色多角形結晶の硬度を測定した。硬度値は704Hvで、

ウルボスピネルとヘーシナイトを主な端成分とする固溶体と推測される。

（4）化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（TotalFe）38．91％に対して、金属鉄（MetallicFe）

0・08％、酸化第1鉄（FeO）42．68％、酸化第2鉄（Fe203）8・08％の割合であった。造澤成分（SiO2＋

A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）36．27％と高値で・塩基性成分（CaO＋MgO）も4．33％と高めである。

砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は3・98％、酸化マンガン（MnO）0．53％と若干高めであった0バナジ

ウム（V）は0・12％、銅（Cu）＜0・01％と低値である。また二酸化ジ）レコニウム（ZrO2）は4．72％と高値

傾向が顕著であった。

当資料も花こう岩起源の低チタン酸性砂鉄を原料とした、製錬澤である。ただし当遺跡の出土製錬

澤の中では、チタン含有率はやや高めであった。
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3－4．SXOO3出土遺物

OTA2－9：炉内滓

（1）肉眼観察：378gを測る厚手の炉内澤の破片である。側面端部に若干炉壁溶融物（ガラス質滓）

が固着する。澤の地の色調は灰褐色で、表層はやや風化気味である。上下面表層に気孔が多数点在す

るが、破面の気孔はごく僅かである。非常に赦密で重量感のある澤である。

（2）顕微鏡組織：Photo．4④に示す。④中央は被熱半還元砂鉄である。熱影響を受けて滓化・分解

しかけており、外周部にはウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体が晶出する。

さらに滓中にも、淡茶褐色多角形状のウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体と、淡灰色盤状結晶

ファイヤライトが晶出する。

（3）ピッカース断面硬度：紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、淡茶褐色多角

形結晶の硬度を測定した。硬度値は730Hvで、ウルボスピネルとヘーシナイトを主な端成分とする

固溶体と推測される。

（4）化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（TotalFe）38．60％に対して、金属鉄（MetallicFe）

0・10％・酸化第1鉄（FeO）39．37％・酸化第2鉄（Fe20。）11．29％の割合であった。造滓成分（SiO2＋A120。＋

CaO＋MgO＋K20＋Na20）37．95％と高値で、塩基性成分（CaO＋MgO）も4・21％と高めであった。また砂

鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は3・94％、酸化マンガン（MnO）0．41％とやや多めである。バナジウム

（V）は0．19％・銅（Cu）が＜0．01％と低値で二酸化ジルコニウム（ZrO2）は1・96％と高値であった○

当資料も花こう岩起源の低チタン酸性砂鉄を原料とした、製錬澤に分類される。

OTA2－10：鍛造剥片（注5）

OTA2－10－1　5．2×4．9×0．35mm

（1）肉眼観察：厚手で平坦な剥片である。色調は表裏面とも光沢のない灰黒色で、一部黄褐色の

土砂が付着する。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。やや厚手で、平坦気味の剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo・4⑤に示す。王水で腐食したところ、外層に微厚明白色のヘマタイト

（Hematite：Fe203）・明灰色のマグネタイト（Magnetite：Fe。04）・内層は凝集暗灰色のウスタイト

（Wustite：FeO）が確認された。

OTA2－10－2　7．2×2．9×0．3mm

（1）肉眼観察：表裏面とも緩やか凹凸があるが、比較的平坦な剥片である。色調は表面が光沢の

ある銀灰色、裏面は光沢のない黒灰色を呈する。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。やや厚手で、細かい波状の凹凸がある剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo・4⑥に示す。王水で腐食した組織である。外層明白色のヘマタイト、中

間層明灰色のマグネタイト、内層暗灰色のウスタイト非晶出の3層構造が明瞭に観察される。

OTA2－10－3　4．2×3．8×0・25mm

（1）肉眼観察：表裏面とも緩やかな凹凸があるが、比較的平坦な剥片である。色調は表裏面とも

光沢のない灰黒色を呈する。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。微かに内攣するが、平坦でほぼ一定の厚みの剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo．5①に示す。王水で腐食した組織である。やはり鉄酸化物の3層構造（ヘ

マタイト、マグネタイト、ウスタイト）が確認される。

OTA2－10－4　3・0×2．7×0．15mm
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（1）肉眼観察：薄手で平坦な剥片である。色調は表裏面とも光沢のない灰黒色である。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。全体にやや薄手の剥片であるが，特に両端に向かって先細り

の形状である。

（3）顕微鏡組織：Photo・5②に示す。王水で腐食した組織である。10－1～3と比較するとウスタ

イト層の腐食の度合が弱いが、鉄酸化物の3層構造は明瞭にみられる。

OTA2ー10－5　2．4×2．0×0．15mm

（1）肉眼観察：薄手で平坦な剥片である。色調は表面が光沢のある青灰色、裏面は光沢のない灰

黒色を呈する。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。微かに内攣するが、薄手で平坦な剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo．5③に示す。王水で腐食した組織である。外層に明白色のヘマタイト・

その内側に明灰色のマグネタイト、内層に暗灰色のウスタイトが確認される。なお当資料では裏面側

にも若干へマタイトや、マグネタイト層が確認される。飛散後再加熱を受けたものであろう。

分析調査をした5点（OTA2－10－1～5）全てに鉄酸化物の3層構造が確認された。いずれも鉄材を

加熱鍛打した際に飛散した、鉄酸化膜と認定される。

3－5．SXO41出土遺物

OTA2一11：粒状滓（注6）

OTA2ー11一1　6．3mm長径

（1）肉眼観察：やや歪な雫状を呈する、大型の粒状澤である。地の色調は光沢のない黒灰色で褐

色の土砂が付着する。また表面はやや風化気味で、細かい気孔が多数点在する。

（2）マクロ組織：Photo13に示す。球体は白色鉱物相で形成されて中央には不定形の大きな空洞

が存在する。また周囲にも最大5mm程の気孔が多数散在する。また外周から風化が進んでいるため、

表層は暗黒色を呈する。

（3）顕微鏡組織：Photo．5④に示す。外面表層の灰褐色部はマグネタイトと推定される。また内

側には微細な白色樹枝状結晶ウスタイトが晶出する。

OTA2－11－2　3・6mm径

（1）肉眼観察：歪な球状を呈する。地の色調は光沢のない黒灰色で、褐色の土砂が付着する。ま

た表面にはごく微細な突起や気孔が点在する。

（2）マクロ組織：Photo．13に示す。写真右側に不定形でやや大型の気孔が存在する。さらに周囲

にも最大径5mm程の気孔が点在する。またこの資料も全体に風化気味である。

（3）顕微鏡組織：Photo．5⑤に示す。表層（写真左側）の灰褐色部はマグネタイトと推定される。

また内側では、比較的発達した白色樹枝状結晶ウスタイトが、ガラス質滓中に晶出する。

OTA2－11－3　3・1mm径

（1）肉眼観察：歪な球状を呈する。地の色調は光沢のない黒灰色で、褐色の土砂が付着する。表

面には1個所大きな窪みがみられる。

（2）マクロ組織：Photo．13に示す。最大5mm程の気孔が多数散在する。当試料も中心（明灰色）

部を除き、風化が進んでいる。

（3）顕微鏡組織：Photo6①に示す。表層の灰褐色樹枝状結晶はマグネタイト、内側の白色樹枝状

結晶はウスタイトと推定される。

OTA2－11－4　2．4mm径
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（1）肉眼観察：やや歪な球状を呈する。地の色調は光沢のない黒灰色で、表面には細かい気孔が

多数点在する。

（2）マクロ組織：Photo．13に示す。粒内にはやや大型のいびつな気孔が多数散在する。また全体

に風化が進んでいる。

（3）顕微鏡組織：Photo・6②に示す。表層の灰褐色部はマグネタイトと推定される。内側には白

色粒状結晶ウスタイトが晶出する。

OTA2－11－5　2．1mm径

（1）肉眼観察：やや歪な球状を呈する。地の色調は光沢のない黒灰色で、表面には2個所ほど小

さな突起が見られる。

（2）マクロ組織：Photo．13に示す。写真上側には、最大径4mm程の気孔が多数密に分布する。こ

れに対して、下側は気孔が少なく風化もあまり進んでいない。

（3）顕微鏡組織：Photo・6③に示す。表層の灰褐色樹枝状結晶はマグネタイト、内側の白色樹枝

状結晶はウスタイトと推定される。

分析調査を実施した、5点（OTA2－1土1～5）全てが鉄酸化物主体の微細遺物であった。鉄材の熱

闘加工時に、突起物が溶け表面張力の関係から粒状化した派生物である。

OTA2－12：鍛造剥片

OTA2－12－1　5．5×4．1×0・5mm

（1）肉眼観察：厚手で平坦な剥片である。表裏面とも光沢のない灰黒色を呈する。また表面は平

滑であるが、裏面には微細な気孔が点在する。

（2）マクロ組織：Photo12に示す。非常に厚手で平坦気味の剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo6④に示す。王水で腐食した組織である。外層にごく薄く、明白色のヘ

マタイトと中間層に明灰色のマグネタイト層が観察される。その内側は肥厚したウスタイトである。

OTA2－12－2　5・2×4．1×0．4mm

（1）肉眼観察：厚手で平坦な剥片である。表裏面とも光沢のない灰黒色で、比較的平滑である。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。厚手で平坦気味の剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo6⑤に示す。王水で腐食した組織である。外層明白色のヘマタイト、中

間層明灰色のマグネタイト、内層暗灰色のウスタイトの3層構造が明瞭に観察される。

OTA2－12－3　4・5×3．5×0．3mm

（1）肉眼観察：表面は光沢の強い銀灰色、裏面は光沢のない黒灰色を呈する。また表裏面とも平

滑で、平坦な剥片である。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。平坦で、ほぼ一定の厚みの剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo7①に示す。王水で腐食した組織である。外層明白色のヘマタイト、中

間層明灰色のマグネタイト、内層暗灰色のウスタイトの3層が確認される。

OTA2－12－4　4．0×3．3×0．25mm

（1）肉眼観察：やや薄手で、緩やかな波状に攣曲している剥片である。表面は光沢のある明灰色、

裏面は光沢のない黒灰色を呈する。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。若干外反するが比較的平坦で、薄手の剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo．7②に示す。王水で腐食した組織である。当資料も前述12－3剥片に準

じた鉄酸化物の3層構造が観察された。
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OTA2ー12－5　4．0×2・9×0．2mm

（1）肉眼観察：やや薄手の剥片である。表面はやや光沢のある明灰色、裏面は光沢のない黒灰色

を呈する。また表裏面ともごく微細な波状の凹凸がみられる。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。やや薄手で、波状の凹凸が著しい。

（3）顕微鏡組織：Photo．7③に示す。王水で腐食した組織である。他の剥片と同様に、明白色の

ヘマタイト、明灰色のマグネタイト、暗灰色のウスタイトの3層で構成される。

分析調査を実施した、5点（OTA2－12－1～5）全てに鉄酸化物の3層構造が確認された。いず

れも鉄材を加熱鍛打した際に飛散した、鉄酸化膜と特定される。

3－6t SXO42出土遺物

OTA2－13：粒状滓

OTA2－13－1　4．3mm径

（1）肉眼観察：やや歪な球状を呈する。色調は光沢のない黒灰色で、表面は比較的平滑で、ごく

微細な気孔が少量点在する。

（2）マクロ組織：Photo．14に示す。球体は白色鉱物相で形成されて内部には空洞と不定形大型の

気孔が複数確認される。その周囲には、微細な気孔も多数点在する。

（3）顕微鏡組織：Photo・7④に示す。ウスタイトが凝集して晶出する。

OTA2－13－2　3．3mm径

（1）肉眼観察：やや歪な球状を呈する。色調は光沢のない黒灰色である。表面は比較的平滑で、

数ヶ所ごく微細な突起がみられる。

（2）マクロ組織：Photo．14に示す。内部大型の空洞が存在する。その周囲にもごく微細な気孔が

多数点在する。

（3）顕微鏡組織：Photo．7⑤に示す。表層のリング状灰褐色部はマグネタイト、その内側の粒状

結晶はウスタイトである。

OTA2－13－3　2．6mm径

（1）肉眼観察：やや歪な球状を呈する。色調は光沢のない黒灰色で、表面にはごく微細な気孔が

点在する。

（2）マクロ組織：Photo．14に示す。外観写真撮影時に数片に割れたので、大型の破片を2片選択

して断面観察を実施した。破片内部には大型不定形の気孔が確認されるため、資料中心には大型で不

定形の気孔が存在したと推測される。また全体に風化が進んでいて黒色を呈する。

（3）顕微鏡組織：Photo．8①に示す。表層の灰褐色部はマグネタイトである。また内側の粒状

結晶はウスタイトで自然腐食で侵されている。

OTA2－13－4　1．9mm径

（1）肉眼観察：やや歪な球状を呈する。色調は光沢のない黒灰色で、表面にはごく微細な気孔が

点在する。

（2）マクロ組織：Photo．14に示す。最大0・3mm程の気孔が多数点在する。また外周から風化が進

行しており、芯部を除いて黒色化している。

（3）顕微鏡組織：Photo．8②に示す。表層の灰褐色部はマグネタイト、また内側の微細な樹枝状

結晶はウスタイトで、ここでも大部分が侵食されている。

OTA2－13－5　1．5mm径
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（1）肉眼観察：やや歪な球状を呈する。色調は光沢のない黒灰色である。表面には1個所微細な

突起があり、ごく小気孔が若干点在する。

（2）マクロ組織：Photo．14に示す。写真上側に不定形大型の気孔が発生する。他にもごく微細な

ものが多数点在する。

（3）顕微鏡組織：Photo．8③に示す。表層の灰褐色部はマグネタイトで、内側の粒状結晶はウス

タイトである。

分析調査を実施した5点（OTA2－13－1～5）は、鉄酸化物主体の微細遺物であった。鉄材の熱闘加

工時に、突起個所が溶融し、表面張力の関係から粒状化している。なおウスタイトは風化浸食を受けや

すく、腐食黒色化傾向にある。

OTA2－14：鍛造剥片

OTA2－14－1　5．2×5．1×0．4mm

（1）肉眼観察：やや厚手で、緩やかな波状の凹凸のある剥片である。表面は光沢のない明灰色、

裏面は光沢のない黒灰色を呈する。

（2）マクロ組織：Photo12に示す。逆「へ」の字状に攣曲した、やや厚手の剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo．8④に示す。断面を王水で腐食した組織である。外層に明白色のヘマタ

イト、その内側に肥大化した明灰色のマグネタイト、さらに内層は暗灰色のウスタイト層で構成され

る。

OTA2－14－2　5．4×4・1×0・35mm

（1）肉眼観察：やや厚手で平坦な剥片である。表裏面とも水平状で、光沢のない黒灰色を呈する。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。平坦で、平均的な厚みの剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo．8⑤に示す。王水で腐食した組織を示す。外層へマタイ下層は不明瞭で

あるが、中間層の明灰色のマグネタイト、内層暗灰色のウスタイトが確認された。

OTA2－14－3　3．6×2．8×0・3mm

（1）肉眼観察：比較的平坦な剥片である。表面はやや光沢のある灰色、裏面は光沢のない黒灰色

を呈する。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。平坦でほぼ一定厚みの剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo．9①に示す。王水で腐食した組織を示す。鉄酸化物の3層構造（ヘマタ

イト、マグネタイト、ウスタイト）が確認された。

OTA2－14－4　3．8×3・8×0．25mm

（1）肉眼観察：やや薄手で、比較的平坦な剥片である。表面は光沢のある明灰色、裏面は光沢の

ない黒灰色を呈する。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。やや薄手で、裏面の微かな凹凸に伴う厚みの変動がみられる。

（3）顕微鏡組織：Photo9②に示す。王水で腐食した組織を示す。前述剥片に準じて鉄酸化物の3

層構造が確認される。

OTA2－14－5　3．6×2・9×0．25mm

（1）肉眼観察：やや薄手で、微かに波状の凹凸のある剥片である。表面は光沢のある明灰色、裏

面は光沢のない黒灰色を呈する。

（2）マクロ組織：Photo．12に示す。やや薄手で平坦な剥片である。

（3）顕微鏡組織：Photo．9③に示す。王水で腐食した組織である。写真上側表層に明白色のヘマ
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タイトが観察される。その内側には、肥厚した明灰色のマグネタイトが見られる。一方、裏面表層（写

真下側）にも薄いマグネタイト層が生じている。中央下側の暗灰色部は侵されたウスタイトである。

分析調査を実施した5点（OTA2－14－1～5）は、全て鉄酸化物であり、鉄材の加熱鍛打時に飛散し

た酸化膜と認定できた。

3－7・SDO60出土遺物

OTA2－15：炉壁

（1）肉眼観察：湊～赤褐色の塊状の炉壁片である。熱影響はごく弱く、製鉄炉上部の小破片と推

定される。胎土中には真砂や短く切ったスサを多量に混和している。

（2）化学組成分析：Table2に示す。強熱減量（Igloss）は12．71％と高値であった。あまり熱影

響を受けず・結晶構造水を保持した状態での分析といえる。鉄分（Fe20。）は4．30％酸化アルミニウム

（A120。）は18．38％であった。炉壁（OTA2－1）と比較すると、やや耐火性に不利な成分系と推測され

る。

（3）耐火度：1520℃であった。SXO62出土炉壁（OTA2－1）より、若干耐火性の低い性状である。

しかし古代の製鉄炉材としては、どちらも非常に耐火性の高いものであった。

OTA2－16：炉底塊

（1）肉眼観察：543gと大型で厚手（52mm）の炉底塊の破片である。側面端部に1個所黒色ガラス

質滓部分が確認される。澤の地の色調は黒灰色で、破面では、上下面表層付近に気孔が集中するが、

緻密で重量感のある澤である。また下面全体には薄く灰褐色の炉床土が付着する。

（2）顕微鏡組織：Photo．9④～⑥に示す。④は資料下面側に固着する、炉床土部分である。素地の

粘土鉱物セリサイトは非晶出化しかなり熱影響を受けている。

⑤⑥は滓部である。淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体、さらに白色粒

状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶ファイヤライトも晶出する。

（3）ピッカース断面硬度：Photo．9⑥の淡茶褐色多角形結晶の硬度を測定した。硬度値は745Hv

と硬質で、ウルボスピネルとヘーシナイトの固洛体に同定される。

（4）化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（TotalFe）39．87射こ対して、金属鉄（MetallicFe）

0・15％・酸化第1鉄（FeO）42．54％・酸化第2鉄（Fe20。）9．51％の割合であった。造澤成分（SiO2＋Aⅰ20。＋

CaO＋MgO＋K20＋Na20）37．61％と高値で、塩基性成分（CaO＋MgO）は3．71％である。製鉄原料の砂鉄

起源の二酸化チタン（TiO2）は312％、バナジウム（Ⅴ）が0・24％酸化マンガン（MnO）0・41％であった。

また銅（Cu）は＜0．01％と低値である。二酸化ジルコニウム（ZrO2）3．14％と高値傾向が顕著であった。

以上の化学組成から、当資料は地域の低チタン砂鉄を原料とした製錬澤に分類される。

OTA2－17：炉内澤

（1）肉眼観察：表面全体が黄褐色の酸化土砂で厚く覆われた、125gと小型でやや偏平な炉内澤の

破片である。僅かに覗く澤表面は黒灰色で、重量感がある。また端部には1個所1・5cm程の木炭痕が

残存する。

（2）顕微鏡組織：Photo．10①～③に示す。①の灰褐色粒は半還元被熱砂鉄（磁鉄鉱）である。比

較的砂鉄粒子の形状をとどめるものと、分解・滓化の進行した粒子とが混在する。また周囲の微細な

淡茶褐色不定形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトである。さらに淡灰色盤状結晶ファイヤライト
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も晶出する。

②③は滓部である。比較的発達した白色粒状結晶ウスタイトが晶出する。

（3）ピッカース断面硬度：Photo．10③の白色粒状結晶の硬度を測定した。硬度値は447Hvであっ

た。ウスタイトの文献硬度値の下限を若干下回るが、誤差の範囲内といえよう。

（4）化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（Total Fe）33．20％に対して、金属鉄（MetallicFe）

0・16％、酸化第1鉄（FeO）15．9％、酸化第2鉄（托20。）29．75％の割合であった。造澤成分（SiO2＋A120。＋

CaO＋MgO＋K20＋Na20）は39．16％と高値であるが、塩基性成分（CaO＋MgO）は2・93％と低値である。

製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は2．79％、バナジウム（Ⅴ）が0．16％、酸化マンガンl（MnO）

は0．36％であった。また銅（Cu）は＜0．01％と低値であるが、二酸化ジルコニウム（ZrO2）は2．23％と

高値傾向が顕著であった。

当資料も在地の低チタン酸性砂鉄を原料とした製錬澤に分類される。

3－8．SD051出土遺物

OTA2－18：炉底塊

（1）肉眼観察：3・79kgと大型の炉底塊破片である。上面表層は弱い流動状を呈しており、一部は

酸化雰囲気に曝されて、やや赤みを帯びる。澤の地の色調は灰褐色で、短軸横断面は緩やかな弧状を

呈する。破面の気孔はごく少なく、赦密で重量感のある澤である。

（2）顕微鏡組織：Photo．10④に示す。微細な淡茶褐色不定形形結晶はウ）レボスピネルとヘーシナ

イトの固溶体と推測される。さらに白色樹枝状状結晶ウスタイト、淡灰色柱状結晶ファイヤライトが

晶出する。

（3）ピッカース断面硬度：Photo．10④の白色樹枝状状結晶の硬度を測定した。硬度値は512Hvで

あった。マグネタイトの文献硬度値の範囲内であり、マグネタイトの可能性は高い。ただし白色結晶

内の微細な淡茶褐色晶出物の影響を受けて、硬質の値となった可能性もあるため、ウスタイト・マグ

ネタイト双方の可能性を提示しておきたい。

（4）化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（TotalFe）4813％に対して、金属鉄（MetallicFe）

0．19％、酸化第1鉄（FeO）54．39％、酸化第2鉄（Fe20。）8．10％の割合であった。造滓成分（SiO2＋A120。＋

CaO＋MgO＋K20＋Na20）31．36％で、塩基性成分（CaO＋MgO）は5．05％と高めであった。製鉄原料の砂

鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は1．78％、酸化マンガン（MnO）が0・24％と低値であるが・バナジウム

（Ⅴ）は0．27％と、当遺跡出土製錬滓中ではやや高めである。銅（Cu）は＜0．01％と低値であった。ま

た二酸化ジルコニウム（ZrO2）は1・67％と高め傾向を示す。

当資料は鉄酸化物の割合が高く、製鉄原料の砂鉄起源の脈石成分（TiO2、V、MnO、ZrO2）は全体に

低めであった。しかし当遺跡の出土砂鉄焼結塊（OTA2－2、7）と、ほぼ同等の脈石成分を含むことか

ら、当資料も低チタン酸性砂鉄を原料とした製錬淳の可能性が高いと考えられる。やや還元雰囲気の

弱い状態で形成されたのだろう。

OTA2－19：椀形鍛冶滓

（1）肉眼観察：表面全体が黄褐色の酸化土砂で厚く覆われた、79gの小型偏平な椀形鍛冶淳である。

僅かに覗く黒灰色の滓部は、気孔がほとんどなく緻密である。また全体に磁力が強い。

（2）顕微鏡組織：Photo．10⑤～⑦に示す。⑤中央には、資料表層に付着する微細な鍛造剥片を示

した。
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また⑥⑦は滓部である。発達した白色樹枝状のウスタイトないしマグネタイトが、素地の黒色ガラ

ス質澤中に晶出する。

（3）ピッカース断面硬度：Photo・10⑦の白色樹枝状結晶の硬度を測定した。硬度値は540Hvであ

った。マグネタイトの文献硬度値の範囲内であり、マグネタイトに同定される。

（4）化学組成分析：Table2に示す。全鉄分（TotlFe）52．40％と高値であった。金属鉄（Metallic

Fe）は0・16％・酸化第1鉄（FeO）21．84％、酸化第2鉄（Fe203）50・42％の割合であった。造滓成分（SiO2＋

A120。＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は16．00％と低く、塩基性成分も（CaO＋MgO）0．93％と低値であった。

また製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン（TiO2）は1．57％、酸化マンガン（MnO）が013％と鍛冶澤と

しては高め傾向を示す。バナジウム（Ⅴ）は0・17％、銅（Cu）＜0・01％と低値であった。さらに二酸化

ジルコニウム（ZrO2）も0．48％と低減傾向を示した。

当資料は鉄酸化物主体で、製鉄原料の砂鉄起源の脈石成分（TiO2、Ⅴ、MnO、ZrO2）は全体に低値で

あった。特に在地の花こう岩起源の砂鉄中に濃集する、二酸化ジルコニウム（ZrO2）の含有率が、砂

鉄焼結塊と比べると約1／2の含有率である。

このため当資料は、製錬生成鉄の不純物除去作業で生じた製錬鍛冶澤に分類される。

OTA2－20：羽口（先端鍛冶滓付着）

（1）肉眼観察：鍛冶羽口の先端部破片である。外面には黒灰色の鍛冶澤が厚く固着しており、穿

孔部も澤で塞がれている。また鉄澤表面には中小の気孔がかなり密に残存する。羽口胎土は硬質で、

淡褐色を呈する。さらに真砂が少量混和されている。

（2）顕微鏡組織：Photo．11①～③に示す。①は試料外面の付着澤である。白色多角形結晶マグネ

タイトが晶出する。これに対して②の写真左側明色部および‡は、穿孔部につまった滓部である。白

色粒状結晶ウスタイトないしマグネタイト、淡灰色柱状結晶ファイヤライトが晶出する。どちらも鍛

桧原料鉄の吹減り（加熱酸化に伴う損失）により、生じた澤である。

また”の写真右側の暗色部は、羽口胎土が溶融した黒色ガラス質澤である。

（3）ピッカース断面硬度：Photo11①の多角形結晶の硬度値は584Hv、③の粒状結晶の硬度値は

542Hvであった。ともにマグネタイトに同定される。

（4）化学組成分析：Table2に示す。胎土部分の分析値である。鉄分（Fe203）は2．39％と低めで、

酸化アルミニウム（A1203）が21．62％と高値であった。当遺跡から出土した製鉄炉の炉壁片（OTA2－1、

15）と同様、耐火性に優れた成分系といえよう。

3ー9．SXO77出土遺物

OTA2一21：再結合澤

（1）肉眼観察：茶褐色の酸化土砂主体の再結合滓片である。土砂中には、微細な木炭片が多数含

まれている。また特殊金属探知機の反応はないが磁力は強く、茶褐色の錬化鉄郎が観察される。更に

灰褐色の鉄澤片も確認される。

（2）顕微鏡組織：Photo．11④～⑧に示す。④はごく微細な木炭の破片である。

⑤⑨はごく微細な錬化鉄粒である。ともに片状黒鉛の痕跡が残存しており、ねずみ鋳鉄である。

⑦（参は微細な鉄澤破片である。⑦の淡茶褐色多角形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体。

さらにごく微細な白色樹枝状結晶ウスタイト、淡灰色柱状結晶ファイヤライトが晶出する。低チタン

酸化砂鉄を原料とする製錬澤の可能性が高い。また（砂には、白色樹枝状結晶ウスタイトが晶出する。
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粒内にはごく微細な淡茶褐色の晶出物が点在する。低チタン砂鉄製錬澤か精錬鍛冶澤の可能性が考え

られるが、断面観察のみでいずれか判断するのは困難である。双方の可能性を提示しておきたい。

以上のように、当資料内部には木炭、錬化鉄粧、鉄澤片など製鉄～鍛治工程で生じた、一連の微細

遺物が確認された。鉄澤の鉱物組成は、始発原料が低チタン酸化砂鉄であったことを示唆するもので、

他の遺構の出土鉄澤と共通する特徴を持つ。ただし粒状澤．鍛造剥片など鍛打作業に伴う微細遺物が

見られないことから、鍛冶工房近辺で形成された再結合滓ではなく、製錬炉近くの派生物であろう。

41まとめ

乙石遺跡から出土した製鉄・鍛冶関連遺物を調査した結果、次の点が明らかとなった。

〈1〉砂鉄焼結塊（OTA2－2、7）の化学分析結果から、当遺跡では周辺地域に分布する、花こう岩

（主部花こう岩類）（注7）起源の砂鉄が製鉄原料であった。チタンの低値（TiO2：2．16～5・66％）、ジル

コニウムの高値（ZrO2：1．03～1．71％）傾向が著しく、花こう岩起源の砂鉄の特徴が顕著である。

〈2〉分析調査を実施した鉄澤の大半（OTA2－3、4、5、7～9、16～18）は、低チタン酸化砂鉄を

原料とする製錬澤に分類される。分析資料の採り上げ時、遺構に狙いをつけた結果からの帰属である。

ただしチタン含有率はややばらつきがみられる（TiO2：1．72～9．03％）。遺構単位や操業回などの違い

により、若干成分の異なる砂鉄が用いられていたと推測される。川岸や海浜に堆積する砂鉄は、水流

の変化に伴い選鉱の状態も変わるため、このばらつきも即採取地の違い等に結びつくものとはいえな

い。

〈3〉含鉄鉄滓（OTA2－4）は、製錬滓中に微細な金属鉄（ほとんど浸炭していないフェライト）

が散在するのみで、鍛桧原料となり得る品位ではなく廃棄されたと考えられる。また鉄塊系遺物

（OTA2－6）は、比較的錬化の進んだ高炭素鋼であった（錬化鉄部：過共析組織痕跡残存）。

分析資料選出に当り鉄塊系遺物の数が異常に少なく含鉄試料の調査数に制約をきたし、当遺跡の製

錬生成鉄の性状について類推するにはきわめて困難であった。ただし上述の分析調査結果から、製錬

生成鉄（鉄塊）の炭素含有量はばらつきを持っていた可能性は指摘できる。

〈4〉また当遺跡内では、鉄製錬に続いて精錬鍛冶～鍛錬鍛冶作業が連続して行われたものと判断

される。ただし、鍛錬鍛冶澤は未検出に終った。

椀形鍛冶滓（OTA2－19）は、製錬生成鉄の不純物除去作業で生じた精錬鍛冶澤と推定される。砂鉄

製錬澤と比較すると、砂鉄起源の脈石成分の特徴は共通するが、その含有率は低減している（TiO2：

1．57％、ZrO2：0・48％）。

さらに粒状滓（OTA2－11、13）、鍛造剥片（OTA2－10、12、14）も確認された。これらは熱間での

鍛打作業を傍証する微細遺物である。鍛造剥片は内層ウスタイトが非晶出の剥片が多く、鍛錬鍛冶澤

の後工程が想定された。澤との結び付きは十分とはいい難い。

〈5〉鉄滓中（OTA2－3、5、7、17）には、ごく微細な木炭片も確認された。これらから詳細な樹

種まで同定することは困難だったが、発達した道管が分布するものが多い。燃料には、主に広葉樹材

の黒炭が用いられたと推測される。

（注）

（1）黒田吉益．諏訪兼位『偏光顕微鏡と造岩鉱物［第2版］』共立出版株式会社1983

第5章　鉱物各論　D．尖晶石類．スピネル類（SpinelGroup）の記載に加筆

尖晶石類の化学組成の一般式はXY204と表記できる。Xは2価の金属イオン、Yは3価の金属イオン
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である。その組み合わせでいろいろの種類のものがある。（略）またこれらを端成分とした固溶体をつ

くる。

（2）日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968

磁鉄鉱（鉱石）は530～600Hv、ウスタイ吊ま450～500Hv、マグネタイトは500～600Hv、ファイヤ

ライトは600～700Hvの範囲が提示されている。またウルボスピネルの硬度値範囲の明記はないが、マ

グネタイトにチタン（Ti）を固溶するので、600Hv以上であればウルボスピネルと同定している。そ

れにアルミナ（A1）が加わり、ウルボスピネルとヘーシナイトを端成分とする固洛体となると更に硬

度値は上昇する。

（3）鈴木瑞穂．大澤正己「九州各地域の砂鉄の性質と出土製錬澤の特徴」『日本鉄鋼協会　社会

鉄鋼部会「鉄の歴史－その技術と文化－」フォーラム第7回公開研究発表会講演論文集』（社）日本鉄

鋼協会　社会鉄鋼部会「鉄の歴史－その技術と文化一」フォーラム　2005

（4）前掲注（1）　第5章　鉱物各論　D・ジルコン（zircOn）

産状：ジルコンは副成分鉱物として、すべての火成岩に含まれる。火成岩のなかでも深成岩に多く、

とくにNaに富む深成岩（閃長岩，花こう岩など）に多い。

（5）鍛造剥片とは鉄素材を大気中で加熱、鍛打したとき、表面酸化膜が剥離、飛散したものを指

す。俗に鉄肌（金肌）やスケールとも呼ばれる。鍛冶工程の進行により、色調は黒褐色から青味を帯

びた銀色（光沢を発する）へと変化する。粒状澤の後続派生物で、鍛打作業の実証と、鍛冶の段階を

押える上で重要な遺物となる。（注8）

鍛造剥片の酸化膜相は、外層は微厚のヘマタイト（Hematite：Fe20。）、中間層マグネタイト

（Magnetite：Fe。04）、大部分は内層ウスタイト（Wustite：FeO）の3層から構成される。このうちの

ヘマタイト相は1450℃を越えると存在しなく、ヴスタイト相は570℃以上で生成されるのはFe－0系

平衡状態図から説明される。（注9）

鍛造剥片を王水（塩酸3：硝酸1）で腐食すると、外層へマタイト（Hematite：Fe203）は腐食し

ても侵されず、中間層マグネタイト（Magnetite：Fe。04）は黄変する。内層のウスタイト（Wustite：

FeO）は黒変する。鍛打作業前半段階では内層ウスタイト（Wustite：FeO）が粒状化を呈し、鍛打仕上

げ時になると非晶質化する。鍛打作業工程のどの段階が行われていたか推定する手がかりともなる。（注10）

（6）粒状澤は鍛冶作業において凹凸を持つ鉄素材が鍛冶炉の中で赤熱状態に加熱されて、突起部が溶

け落ちて酸化され、表面張力の関係から球状化したり、赤熱鉄塊に酸化防止を目的に塗布された

粘土汁が酸化膜と反応して、これが鍛打の折に飛散して球状化した微細な遺物である。

（7）日本の地質『九州地方』編集委員会編『日本の地質9　九州地方』共立出版（株）1992

（8）①大澤正己「奈良尾遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」『奈良尾遺跡』（今宿バイパス関

連埋蔵文化財調査報告第13集）福岡県教育委員会1991

②大澤正己「重留遺跡鍛冶工房跡出土鉄関連遺物の金属学的調査」『重留遺跡第4地点』～若図

線住宅移転用地整備事業関係埋蔵文化財調査報告4～（北九州市埋蔵文化財報告書第303集）（財）北

九州市芸術文化振興財団埋蔵文化財調査室2003・3

（9）森岡進ら「鉄鋼腐食科学」『鉄鋼工学講座』11朝倉書店1975

（10）大澤正己「房総風土記の丘実験試料と発掘試料」『千葉県立房総風土記の丘　年報15』（平成

3年度）千葉県房総風土記の丘19922
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（10）大澤正己「房総風土記の丘実験試料と発掘試料」『千葉県立房総風土記の丘

年報15』（平成3年度）千葉県総風土記の丘1992

Fe O．4 20　　　22　　24　　　26　　28　　30　　32

0［wt％］

Fe一〇系平衡状態図

Tab一el　供試材の履歴と調査項目

ヘマタイト

マグネタイト

票晶芸5悪霊）＞ヴスタイト

外層Fe203

中間層Fe304

内層FeO

鍛造剥片3層分離型模式図

符号
出土
位置

挿図
番号

遺物名称
推定
年代

計測値
磁着度 メタル度

調査項 目
備考

大きさ（m m ） 重量 （g） マクロ
組織

顕微鏡
組織

ピソカーズ
断面硬度

X線
国柄 EPMA 化学

分析 耐火度カロリー

O TA 2 －1 SXO 62 29 炉壁

8C後半

262 ×152 ×5 8 13 5－0 1 △ ○ ○ ○ ○

O TA 2 －2 30
砂鉄焼結塊

（炉壁付着）
160 ×10 1 ×5 0 594 ．0 4 L （・） ○ ○

O TA 2 －3 32 炉底塊 236 ×163 ×9 2 3 280 ・0 2 △ ○ ○ ○

O m 2 －4 3 1 含鉄鉄滓 28×25 ×16 17－0 4 △ ○ ○

O TA 2－5 SXO 07 2 流出清澤 9 9×93 ×4 7 5 8 7・○ 3 △ ○ ○ ○

O TA 2－6 3 鉄塊系遺物 34 ×3 1×2 3 23 －0 7 △ ○

O TA 2－7 4
砂鉄焼結塊（ガラス

室津、木炭付着）
175 ×109 ×7 8 8 05 ．0 2 △ ○ ○

O TA 2－・8 SXO 78 47 炉内滓 150 ×7 9 ×4 4 70 1．0 2 △ ○ ○ ○

O TA 2－9 SXO0 3 1 炉内滓 8 0×56 ×5 7 3 78 ．0 2 △ ○ ○ ○

〇一「A 2－10 鍛造剥片 － 1．0 3 △ ○ ○

O TA 2－1 1 S XO4 1 粒状滓 － 1．0 3 △ ○ ○

O TA 2－12 鍛造剥片
－ 1．0 3 △ ○ ○

O TA 2－13 SX O4 2 粒状滓 － 1・0 3 △ ○ ○

0 1‐A 2－14 鍛造剥片 － 7．0 4 △ ○ ○

〇一「A 2－15 S D 06 0 9 炉壁 4 7×33×2 8 34 ・0 1 △ ○ ○

O TA 2 －16 10 炉底塊 129 ×6 8 ×52 5 43 ・0 1 △ ○ ○ ○

〇一「A 2－17 1 1 炉内滓 6 6×55×2 3 125 ・0 3 △ ○ ○ ○

0 1璃2－18 S D 05 1 8 炉底塊 24 6 ×14 5 ×8 2 37 9〇・〇 3 △ ○ ○ ○

O TA 2 －19 6 椀形鍛冶滓 64 ×4 1×29 79 ．0 7 L （．） ○ ○ ○

O TA 2 －2 0 7
羽口

（先端鍛冶滓仲）
9 1×9 1×6 0 4 77 ・○ 3 △ ○ ○ ○

O m 2 －2 1 SX O77 4 6 再結合滓 73 ×6 6×3 2 155 －0 3 △ ○

ー250－



T
a
b
l
e
2
　
供
武
村
の
化
学
組
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∑
＊

符
号

挿
図

番
号

遺
跡

名
出

土

位
置

遺
跡

名
称

推
定

年
代

全 鉄 分

（T
0
ta
－

F
e
）

金 属 鉄

（M
et
a…
c

Fe
）

第
酸

1
化

鉄 （F
e
O
）

第
酸

2
化

鉄 （F
e
20
3）

葉
書

（S
iO
2）

摺　、 2 （A
l2
0
3）

孝
琵

ウ ム （C
a
O
）

鐸 シ ウ ム （M
g
O
）

要
覧

（K
20

）

喜
琵

ム （N
a2
0
）

芸
琵

／ヽ （M
n
O
）

貫
壷

／
化

（T
iO
2）

鐸 （C
r2
0
3）

硫 黄 （S
）

五 酸 化 燐

（P
20

5）

炭 素 （C
）

バ ナ ン ウ ム （V
）

銅 （d
u
）

ヽヾ
－　
・．・．・．・．・．－

ン
－

甥 ウ ム （Z
r2
0
）

耐
火

度
造
洋

成
分

T
iO
2

注

（℃
）

造
津

成
分

T
o
ta
I

F
e

T
o
ta
一

F
e

O
T
A
2
－
1

2
9

乙
石
2
次

S
X
O
6
2

炉
壁

8
C
後

半

3
－2
6

0
－1
3

1
－0
1

3
．3
5

6
2
．7
9

2
0
・2
7

0
．1
5

0
－4
0

2
．6
9

0
－2
3

0
－1
4

0
．4
9

く
0
－0
1

0
－0
3

0
．0
6

一g
ーo
ss

6
ー6
1

0
－0
2

く
0
．0
1

0
－0
6

1
5
8
0

8
6
．5
3

・2
6
・5
4
3

0
－1
5
0

O
m

2
－
2

3
0

砂
鉄
焼
結
塊

5
1
・1
7

0
．2
4
3
0
．6
8

3
8
．7
2

12
・0
7

3
．2
1

1
ー3
1

．1
．2
8

0
－2
0

〇
・〇
5

0
ⅰ2
2

2
・1
6

〇
一1
3

0
．0
3

0
．3
6

〇
一0
6

0
－2
3

く
0
．0
1

1
－7
1

18
11
2

0
／．3
5
4

0
．0
4
2

〇
m

2
－
3

3
2

炉
底
塊

4
4
・8
0

0
－0
7
3
5
．5
7

2
4
ー4
2

1
8
．8
8

5
ー3
7

1
．8
2

1
．5
0

0
．3
1

0
．1
4

0
・2
5

1．
7
2

0
、－1
6

0
・0
1

0
．3
4

〇
一5
1

0
・3
3

く
0
－0
1

2
－4
8

2
8
．0
2

0
－6
2
5

0
．0
3
8

O
m

2
－
5

2
S
X
O
O
7

流
出
清
澤

3
5
．8
3

0
－1
1
3
9
－4
5

7
－2
3

2
5
．0
7

5
・2
6

3
・7
8

1
．7
4

1ー
3
1

0
－3
7

0
・6
1

9
ー0
3

0
－2
2

0
－0
2

0
．3
4

0
．0
4

0
・1
6

く
0
・0
1

1
・8
4

3
7
．5
3

1
．0
4
7

0
－2
5
2

O
m

2
l
7

5
砂
鉄

焼
結
塊

4
0
－4
7

0
ー1
8

7
・1
1
4
9
－7
0

1
7
．7
5

4
．4
2

1
．0
5

0
－8
5

0
15
3

0
．1
3

0
－3
8

5
－6
6

0
・1
7

0
．0
4

0
11
7

0
．3
2

〇
一1
1
く
〇
・〇
1

1
－0
3

2
4
．7
3

0
－6
1
1

0
－1
4
0

0
1A

2
－
8

4
7

SX
O
7
8

炉
内
う宰

3
8
・9
1

0
．0
8
4
2
－6
8

8
・0
8
2
4
－4
6

6
・2
2

3
－2
7

1
－0
6

1
．0
7

0
．1
9

0
－5
3

3
－9
8

0
．0
5

0
－0
2

0
－4
3

0
－0
3

0
・1
2

く
0
．0
1

4
－7
2

3
6
－2
7

0
．9
3
2
0
・1
0
2

O
T
A
2
－
9

1
S
X
O
O
3

炉
内
滓

3
8
．6
0

0
．1
0
3
9
．3
7

1
1
．2
9
2
5
．2
7

7
－4
4

2
．9
1

1
－3
0

0
．7
7

0
・2
6

0
．4
1

3
・9
4

0
－1
1

0
－0
2

0
．3
4

0
．0
2

0
．1
9

く
0
．0
1

1
ー9
6

3
7
．9
5

0
．9
8
3

0
・1
0
2

0
T
A
2
－
1
5

9
S
D
O
6
0

炉
壁

4
．5
7

0
・1
2

1
．8
6

4
．3
0

5
4
．3
6

18
．3
8

0
－1
3

0
．3
0

1
－7
8

0
・1
9

0
．1
4

0
．6
1

0
・0
1

0
・0
9

0
．0
7

一g
lo
ss

1
2
－7
1

0
．0
2

く
0
．0
1

0
．1
0

15
2
0

7
5
・1
4

1
6
－4
4
2

0
－1
3
3

O
m

2
－
1
6

1
0

炉
底
塊

3
9
．8
7

0
－1
5

4
2
．5
4

9
－5
1
2
6
－1
3

6
．7
5

2
一4
4

1
．2
7

0
・8
2

0
－2
0

〇
一4
1

3
．1
2

0
－1
0

0
．0
2

0
－4
1

0
．0
4

0
．2
4

く
0
－0
1

3
・1
4

3
7
ー6
1

0
－9
4
3

0
．0
7
8

0
T
A
2
－
1
7

1
1

炉
内
滓

3
3
・2
0

0
．1
6

15
．7
4

2
9
．7
5

2
9
．3
7

5
．8
8

2
．1
1

0
－8
2

0
．7
0

0
・2
8

0
・3
6

2
・7
9

0
．1
0

0
．0
2

0
－6
6

0
．2
0

0
－1
6

く
〇
・〇
1

2
．2
3

3
9
－1
6

1
．1
8
0

0
．0
8
4

O
m

2
－
18

8
S
D
O
5
1

炉
底
塊

4
8
11
3

0
．1
9

5
4
．3
9

8
－1
0

2
0
．0
4

5
．2
4

3
．1
5

1
．9
0

0
．8
0

0
．2
3

0
・2
4

1
一7
8

0
一1
4

0
．0
2

0
一4
0

0
・0
2

0
．2
7
く
0
－0
1

1
・6
7

3
1
．3
6

0
．6
5
2

0
・0
3
7

0
ⅠA

2
－
19

0
m

2
－
2
0

6 7

椀
形
ラ宰

羽
□

（先
端
津
付
着
）

5
2
一4
0

2
．7
7

0
－1
6

0
－1
5

2
1
．8
4

1
．2
2

5
0
・4
2

2
・3
9

1
1
．7
1

6
3
．7
0

3
－0
5

2
1
．6
2

〇
一3
7

0
・8
2

0
－5
6

0
－5
0

0
・2
3

2
－9
0

0
．0
8

1ー
5
8

〇
一1
3

〇
・日

1
・5
7

0
・7
4

0
・1
2

0
．0
1

〇
・〇
2

〇
・〇
3

0
．2
3

0
－1
0

〇
・〇
8

0
．0
2

0
11
7

0
．0
2

く
0
．0
1

く
0
－0
1

0
－4
8

0
．0
7

1
6
ー0
0

9
1
．1
2

ヽ

0
．3
0
5

3
2
．8
9
5

0
－0
3
0

0
－2
6
7



Ta
bl
e3
　
出
土
遺
物
の
調
査
結
果
の
ま
と
め

符
号

挿
図

番
号

遺
跡

名
出

土

位
置

遺
物

名
称

推
定

年
代

顕
微

鏡
組

織

化
学

組
成

（％
）

所
見

T
。
ta

－

F
e

F
e
20

3
塩

基
性

成
分

T
i0

2
V

M
n
O

造
淳

成
分

Z
rO

2

O
T
A
2
－

1
2
9

乙
石

2
次

S
X
O
6
2

炉
壁

8
C
後

半

内
面

表
層

：ガ
ラ

ス
質

津
、

M
と

H
の

同
湾

体
晶

出
3
．2

6
3

・3
5

0
．5

5
0
・4

9
0
．0

2
〇

一1
4

8
6
－5

3
〇

・〇
6

耐
火

度
：1

5
8
0
℃

、

非
常

に
耐

火
性

の
高

い
性

状

O
T
A
2
－

2
3
0

砂
鉄

焼
結

塊

（炉
壁

付
着

）

被
熱

砂
鉄

（磁
鉄

鉱
）、

滓
部

：W
＋

M
、

微
小

金
属

鉄
、被

熱
炉

壁
胎

土
5

1
．1

7
3
8

．7
2

2
．5

9
2
ー1

6
0

．2
3

0
－2

2
1
8
．1

2
1
．7

1
花

こ
う

岩
起

源
の

底
チ

タ
ン

用
0
2
）賛

成
砂

鉄
、

Z
r0

2高
値

傾
向

顕
著

O
T
A
2
－

3　
－

3
2

炉
底

塊
木

炭
破

片
：広

葉
樹

散
乱

材
、

滓
部

：∪
な

い
し

M
と

H
の

同
湾

体
＋

W
＋

F
4
4

．8
0

2
4

－4
2

3
．3

2
1
．7

2
0

．3
3

〇
一2

5
2
8
．0

2
2
．4

8
製

錬
ラ宰

（原
料

：花
こ

う
岩

起
源

の
低

チ
タ

ン
酸

性
砂

鉄
）

O
T
A
2
－

4
3

1
含

鉄
鉄

ラ宰
表

層
部

：砂
鉄

付
着

（磁
鉄

鉱
）
、ラ
宇
部

W
o
rM

、

微
小

不
定

形
金

属
鉄

：フ
ェ

ラ
イ

ト
単

相
－

－
－

－
－

－
－

－

製
錬

滓
（原

料
：花

こ
う

岩
起

源
の

低
チ

タ
ン

酸
性

砂
鉄

）、
鉄

部
は

末
凝

集
の

フ
ェ

ラ
イ

ト
で

鍛
冶

原
料

に
な

り
得

る
品

位
で

な
い

O
T
A
2
－

5
2

S
X
O
O
7

流
出

清
澤

木
炭

破
片

：広
葉

樹
放

射
孔

材
、

滓
部

：∪
＋

F
3
5
．8

3
7

－2
3

5
．5

2
9
－0

3
0

．1
6

0
．6

1
3
7

．5
3

上
8
4

製
錬

ラ宰
（原

料
：花

こ
う

岩
起

源
の

低
チ

タ
ン

酸
性

砂
鉄

）
、

た
だ

し
他

の
分

析
試

料
よ

り
チ

タ
ン

含
有

率
は

や
や

高
め

〇
一T
A

2
－

6
3

鉄
塊

系
遺

物
澤

部
：U

と
H
の

国
溶

体
＋

W
＋

F
、

鋳
化

鉄
部

：過
共

析
組

織
－

－
ー

－
－

－
－

－

製
錬

生
成

鉄
（鉄

塊
系

遺
初

）
の

可
能

性
が

高
い

、
高

炭
素

鋼
、

（原
料

：花
こ

う
岩

起
源

の
低

チ
タ

ン
酸

性
砂

鉄
）

O
T
A
2
ー

7
4

砂
鉄

焼
結

塊

（ガ
ラ

ス
質

津
、木

炭
付

着
）

木
炭

破
片

：広
葉

樹
散

孔
材

、

被
熱

砂
鉄

、
∪
晶

出
4
0
14

7
4
9

．7
0

上
9
0

5
－6

6
0

－1
1

0
－3

8
2
4

・7
3

1
・0

3
花

こ
う

岩
起

源
の

低
チ

タ
ン

酸
性

砂
鉄

、

（Z
r0

2高
値

傾
向

顕
著

）

O
T
A
2
－

8
4

7
S
X
O
7
8

炉
内

滓
滓

部
：U

と
H

の
国

溶
体

＋
F
、

誘
化

鉄
粒

3
8
・9

1
8

ⅰ0
8

4
．3

3
3

．9
8

0
．1

2
0
－5

3
3
6

ー2
7

4
．7

2
製

錬
滓

（原
料

：花
こ

う
岩

起
源

の
低

チ
タ

ン
酸

性
砂

鉄
）

O
T
A
2
－

9
1

S
X
O
O
3

炉
内

滓
被

熱
砂

鉄
、

滓
部

：∪
と

H
の

回
溶

体
＋

F
3
8
ー6

0
1
1
・2

9
4
ー2

1
3

．9
4

0
．1

9
0
．4

1
3
7

．9
5

1
・9

6
製

錬
滓

（原
料

：花
こ

う
岩

起
源

の
低

チ
タ

ン
酸

性
砂

鉄
）

O
T
A
2

－
1
0

鍛
造

剥
片

H
e
＋

M
＋

W
（3

層
分

離
剥

片
）

－
－

－
－

－
－

－
－

熱
間

で
の

鍛
打

加
工

に
伴

う
鍛

冶
微

細
遺

物

O
T
A
2

－
1
1

S
X
0
4

1
炉

内
澤

M
＋

W
－

ー
－

－
－

－
－

－
熱

問
で

の
鍛

手丁
加

工
に

伴
う

鍛
冶

微
細

遺
物

O
T
A
2

－
1
2

鍛
造

剥
片

H
e
＋

M
＋

W
（3

層
分

離
剥

片
）

－
－

－
－

－
－

－
－

熱
間

で
の

鍛
打

加
工

に
伴

う
鍛

冶
微

細
遺

物

O
T
A
2

－
1
3

S
X
O
4
2

粒
状

滓
M

＋
W

－
－

－
－

－
－

－
－

熱
間

で
の

鍛
訂

加
工

に
伴

う
鍛

冶
微

細
遺

初

O
T
A

2
－

1
4

鍛
造

剥
片

H
e
＋

M
＋

W
（3

層
分

離
剥

片
）

－
－

－
－

－
－

－
－

熱
間

で
の

鍛
打

加
工

に
伴

う
鍛

冶
微

細
遺

初

O
T
A

2
－－

1
5

9
S
D
O
6
0

炉
壁

4
．5

7
4
．3

0
0

．4
3

0
．6

1
0
10

2
○

・1
4

7
5
11

4
0

．1
0

耐
火

度
：1

5
2
0
℃

、

非
常

に
耐

火
性

の
高

い
性

状

O
T
A
2
ー

1
6

1
0

炉
底

塊
滓

部
：∪

と
H

の
国

溶
体

＋
F

3
9
・8

7
9

．5
1

3
－7

1
3
11

2
0
．2

4
0
．4

1
3
7
ー6

1
3

11
4

製
錬

澤

（原
料

：花
こ

う
岩

起
源

の
低

チ
タ

ン
酸

性
砂

鉄
）

O
T
A
2
－

1
7

1
1

炉
内

滓
滓

部
：∪

と
H

の
国

溶
体

＋
W

＋
F
、

炉
床

部
：被

熱
粘

土
3
3
・2

0
2
9

ⅰ7
5

2
－9

3
2
－7

9
0

．1
6

0
．3

6
3
9
．1

6
2
－2

3
製

錬
滓

（原
料

：花
こ

う
岩

起
源

の
低

チ
タ

ン
酸

性
砂

鉄
）

O
T
A
2
－

1
8

8
S
D

O
5

1
炉

底
塊

被
熱

砂
鉄

、

滓
部

：U
と

H
の

国
酒

体
＋

M
＋

F
4
8
－1

3
8

・1
0

5
－0

5
1
．7

8
0

－2
7

0
．2

4
3

1
．3

6
1
・6

7
製

錬
滓

（原
料

：花
こ

う
岩

起
源

の
低

チ
タ

ン
酸

性
砂

鉄
）

O
T
A
2
－

1
9

6
椀

形
鍛

冶
滓

表
層

部
：鍛

造
剥

片
付

着
、

滓
部

：M
＋

U
と

H
の

同
湾

体
＋

F
5
2
・4

0
5
0

・4
2

0
・9

3
1
．5

7
0

．1
7

0
－1

3
1
6
－0

0
0
．4

8
製

錬
鍛

冶
滓

（始
発

原
料

：花
こ

う
岩

起
源

の
低

チ
タ

ン
酸

性
砂

鉄
）

O
T
A
2
ー

2
0

7
羽

口

（先
端

鍛
冶

津
付

着
）

付
着

ラ宰
：M

＋
F
、
ガ

ラ
ス

質
滓

2
．7

7
2
．3

9
1
．3

2
0

．7
4

0
．0

2
0
．1

1
9

1
・1

2
0
－0

7
鍛

冶
羽

口
、粘

土
成

分
低

Fe
20

3、
高

A
l2
0
3、

耐
火

性
の

高
い

性
状

と

推
定

さ
れ

る
。O

m
2
－

1
、
1
5
炉

壁
と

同
質

粘
土

充
当

の
可

能
性

O
T
A
2

－
2

1
4
6

S
D
O
7
7

再
結

合
滓

木
炭

片
、誘

化
鉄

粒
（ね

ず
み

鋳
鉄

組
織

痕
跡

）

鉄
滓

片
－

－
－

－
－

－
－

－

微
細

な
製

鉄
～

鍛
冶

関
連

遺
物

を
含

む
、

始
発

原
料

：低
チ

タ
ン

砂
鉄

M
：

M
a
g
n
e
t
i
t
e
（

F
e
3
0
4
）

、
H
‥

H
e
r
c
v
n
i
t
e
（

F
e
O
／

A
l
2
0
3
）

、
W
＝

W
u
s
t
i
t
e
（
F
e
O
）

、
U
t
U
I
v
o
s
p
i
n
e
l
（

2
F
e
O
・

T
i
0
2
）

、
F
：

F
a
v
a
l
i
t
e
（

2
F
e
O
・

S
i
0
2
）

、
H
e
：

H
e
m
a
t
i
t
e
（

F
e
2
0
3
）



O T A 2 － 1

炉 壁

① ×100 内面 表層 ：ガラス質滓

硬 度圧 痕 ：845 H v、マグネタイトと

ヘ ーシナイトを主 な端 成分 とする

固溶 体 か、（50g f）

工

／

－．

／　7

棚 柵賢一
粛

／，…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江壽／毎・．
／ 果珊綴

一／￥／莞／
／枚

方
Z鍬珊　　　　　　　　　　　　 欝

莞　　　　　　　　 粋 機 屋 鉱 漑 韮 許

，
／．／．デ．

築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
漉　　　　　　　　 駈璃

帯 群 詳 仁 王 呈

1

O T A 2 － 2

》

r

Z

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出／　　　　　　　 藁
／斌 招 舐 拝 借 弛 都 鵠 撤 偶

砂 鉄 焼 結 塊 （炉 壁 付 着 ）

② ×100　炉 壁 部 分、粘土 鉱物 ：

磁揺髄譲投拷据m
Z

み
鶴．鮒 曲 芸構三城驚彬湖 棚 肝 撮 三．至武智珊 婿離間 ．繍 肌

〃　　 据　　　　　　 拝　　　　　　　　　　　　　　　 認
y1

，　　　　 半　寸　　 …　　　　　　　　　 3　　　 －，，　　　　　 江

ガラス質滓化進行 糟鰭鰐粗品音群n n 撮詣薄紅
③×100被熱砂鉄、磁鉄鉱
④×100大型不定形灰褐色粒：
被熱砂鉄（還元．滓化進行）

たナ
窓十

輔 Ⅱ 圭 寵 骨 五

明白色部：金属鉄、周囲：ウスタイトマグネタイト晶出 ．・：‥…・壱策‡，…真／荒　　　　　　　　　　淫完7／諾

宰葬掘 搾

競1．．ごご／宗5…・．1－兢

結提幕藩

／
．・．淀．・蹴

コ 独 習

／ 顎 ・髪

が撒Ⅲ鴇誠

／捷

凱舶湘
〃　轍 鮒

7
．

鵠／桝雑

醤書壽．．．・：書・潤

謹　 白 ・書．．・・．蕗

F

J出・．ミ
／′

魚拓
．．．．35がナ三瓶18・27／淀

も／
僻灘
．離　　　　 ／

・・1柳 混血 地 紋 課題
／

蔓／′・・／・）．／　　 臚
死皿　　　　　 激

戦照 準　　　　 車
鍛′／演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 芸　詔
貢護　　　　　　　　　　　　 琵
批／

／

．　／謀・．．・

E

カ

箔　　　　　　　　　　 湛
式

／

OTA2一3
・出井擁 輔 孤 戯揮 辺 規 蔚 張 ／　　　 子田方
・′釉

泊

y

熱　　　　　　 雲毎 ，雄 蔑 ／1　　　　　　　　　　　　　　　　 嵜

炉 底 塊

⑤ ×25 木 炭破 片

木 口面 ・広 葉樹 散孔 材　　　　 鮎 温

・・

，，，，Z 存儀

押鞘／誹 揖 肝 鵠 溝 温 故 渥 鯛 拙 討

前 払 浦 掘 削 糟 研 楷 堀 楯

が⑥ ⑦ ×200　ウスタイトない しマグ

ネタイト・マ グネタイトとヘーシナイ

〃
7／／／7

楷 搬 甜 雅 雄 網 棚 憾 肥 盟 肥 甜 裾 鞘 鰐

，土　　　　　　　 壌　 ，　　　　 ，／　　　　 －．　　　　　 一一トの固溶 体 、ファイヤライト
・一1・

触　 柳　　　　　　 搬　　　 猫　　　　　 柳

⑥514Hv、マグネタイト（50gf）
⑦734Hv、マグネタイトとヘーシナ
イトを主な端成分とする固溶体か、
（100gf）

兜

拐剋・・
／／／－．糊抑紳／／擁擁粘摘鍬搬耕

班雛
脚絆棚

温 脾 楷 酢 槻 聯 撮
与′

1
・琶悪茸 鵠 柵

．亜 譲 歳 ・・・瑞，

★
描 耕 描 粧 鑑 遜 鏃 淵 謝 磁

戯腰靴嗣臨此
y／榔 1．／澄

江 …Ⅹ
・・・骨 鵜

静保温

― 脚／　　　 船 舶擁 硯　　　　　　 滞
／

／　　　／／椎葉楳擢購塘雄鉦擁 盤 ／／

／品 正 也 1一／

／ 戯

藻 J ・／．1露肪 鴻 ‘・・／・／・詔．無 用 ．村 里 坑 ㎡ －1．三産

土，＋，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …

な／

貿

壽 ・‘・軽 硯 ／　　　　　　　 ・／／ ／定芳書

y

『 黒

完

珊

鳶

ム ／

泊
折 禰 粁　　　　　　　　 ／ ／誹 ／〃Z

〃／

鏃
． ／

狐

……－　 ……

描 出 為 班 江 湖 蝕 轄 磁 減 謹

g

・

よだ　　　　　・1

－．．5琵…享．． ′1／／／戌

…　土．，

蕪

1誹

・Ⅰ．議臚

1　　　　　　　　　　　　　　　　 Z　　 よ／　 瀬 端 轟 拙 勘

ま　　　　 臚現題Ⅲ 餅野楷餓
土

ⅲ ′・，・／．．…．／7一′1 ．1－1・

／獲軌Z／　　　 量
．，，
／　　　　夏・　．

J偵拗

れ

／

…
．，掘ギぷ

脇献植え

檻拈

一．／－′・・・－／・ごiま・澄 墾

・・喪

㌍㌍

／瓦
∵…， ・

－
1l． Z

姜
輩鱗

桔 樟 筐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 μ5せ

藤 井 灘 粁 苛 隔 絶 親 田 山 鞋 竃 諦

h　、撞　　　　　　　　　　　　　　　　 む　ゎ

Photo．1炉壁・砂鉄焼結塊・炉底塊の顕微鏡写真

－253－



O T A 2 － 4

含 銑 鉄 滓

① × 5 0　 表 層 部 （写 真 左 側 ）砂

鉄 粒 子 付 着 、

滓 部 ：ウ ス タイ トな い しマ グ ネ タイト

② ③ × 1 0 0　 明 白 色 部 ：金 属 鉄 、

ナ イ タル e t c h フ ェ ライ ト単 相

滓 部 ：ウ ス タイ トな い しマ グ ネ タイト

④ ⑤ × 2 0 0 硬 度 圧 痕 ：

5 2 6 H v 、マ グ ネ タイ ト（2 0 0 g f ）

9 5 H v 、フ ェ ライ ト単 相 （5 0 g f ）

ヲ1・け．こ．．

／

f甥を　　　 宗

．．．．／・喪好奇軽震霊．
／鸞鏃猫 ／縮

鮎 藻 事 祥 瑞 鰯 棟 ．拗 柚 ぢ・搬

ま
空 撮 品 薄 詳 野 鸞 顎

が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 群椎　　　　　　　 か檜
Ⅰ／－　　　　　　．3／

航，

監 ／．ご．．

7／y

－
．・・姻

拙／
．．3．1

魂 1声．．．・

／．・一i3．．

1
．－ご・5 －

－

4

蘇

舶

密

璃

／辱3

113現　　　　　　 業

ナナ、　　　　　　 ．
／1蘭　　 が
．ギ

脾　　　　　　　　　　　　　　鮮・

1

・

群

蟹 …．・55－，

鮪・．・．・
賢．．

胤

・5．志

1．．・

萬 ぼ 識 苗

崇－．ヱ茸 ．一／獅

渥 揺

・／／

勝

／腐j

／，
曇

礎 閻 転 麗 澤 潤 館 圭 ．／
．嘉・．一．／ニ／．1．群 清 土

．．ご義．．ニ書／．

土／ 踊 瑞 蔚 研 鰐 鏃

け　 鮒羞転　 義一山 音 毘 彿5／．・…‥・

．．・…総／／・弓・
1

1言．．36．／．1書．．5．・買．．1

搬・・・．．

・．．．．‡．鞘．崇／ ・
舐 搬

…硯 濃罰

柑
柵　　　　　　　 済 F

l　 繁華
も

／1

護 憲

謹

欝
潤

雄

1　・
減 巌鋸

土枚

．芸．．憲．

差・／駐1書書・書′1．・．

毘 光

輝 盤

，櫻 亀

鑑 欄

東 灘 ・／．・．／ 5・．・押 監 ・声．／ ．州・・′言 遜．．プ．．． ．／…・．・蒜．． 薄

1 ．ニ／／・．　 ノ誹．軌貰．11瑠置 ．．／．書書．適 ．．書．
1ご覧Ⅰ．・・群雄 ・／・ 輝琳　 ・．．．濯．35 ご・　　　．ご／こ．′

潤 迄 ．開 桝 ・．・／33宰・．．法 ご／・／．・．・ ．Jr・・・だニ
／．・鼠 ・／・摘 蝶 ・ニ′7．迫

3．．17墓／・ご書．葺．・．．鰻 ご．／・．．・．．書・／呑ご ヽ解凍嵩
一事・．ミキ藍 ．独 ・．．／簀．．・

・・・／／
．簀．灘 ．書む書・．鴇 艇

．．一．杜 滋 養 蔓濾 鑑 璃 触 脚 江 描掃描萩

・．・▼鄭

賢．・・．．．…土／－Ⅰ，

㌔ 謡 瀬 誌 憲

一　　．
語り登竃J　　　　　　　　　　　 u忘も
土1　　　　　　　　　　　　　　　　　 嵜

事空P運

頼音当駆翳打泊
鰭 ．

l　　…寺完…ナ玩　 ・／ご瀞

／／‐酢 冒三ろ・1・・． 一黙 欄

1
ヽ

持

・

瀾 道雄 鮮黒

土．　　　　 ・，1
・　　　　　　　－　＿…堰粁凄ぷ

針招 ・．空

－て… ．．，

サ
崇宗甕琉 〃

1
． 土

苦

，

貰　　　　　　　　　　　 え 。ご1 ．　す
・．　㍉－

…　　　　　　　，
毒・許 甕韮 l　一

澤 鵠

・

駕長　 一　　 1 1

ヽ
わ

．　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．ヽ
l

キ

十11

・　 ・ナ．

撃　 競　 ・整忘話

畳紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 轟

。壷 曇葛 啓

・．5．

3 ．．・
…／r

，　土 、r鵠空 江 江　駕詰 激　　　　　　　　　　　 憤
洲爪高批 1 ．生　　　え　　　　　 1

・1．気嵩 義潤

諦 掟 q　 現

高 端 江

。．ご迂：買．7．．・・ 調
．江　　　ヽ

薫 頸 ・

，野．／．…．．表
帯整

捌　　　　　　 J強 ／

ヽ
フ －μ　　　　　　 楚協－，

・東㎡

，土

．．十

羅嵜現緻

言一．．．．．．措轟

．－

招／

討碇

．十
潜熱 鰯 ． ．1．．．．． ．

もμ
，十，　　　　　　　　　　　 土土

l存藁
た壽．／．．開

，，
・拈I／

わ：．・i
＼　　 ．，…

・

．／．叛藍嬬
1　　　　　　　　　　　　　　 鋤謹選 L読

硯 ・蔚 埼 詳 管 濱 ． 書．謡 掠 怒 髄 畢 15‥ござ．．． ．讃 野 ．・．

1

湊

・与

苓 茸 早 芋

窪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ご予…㌣…掛

農

鮨

キ

江　　　　　　　　　　　，

驚

ー

定 立 ‡　 愚 黒

琵豊

，
む

斉 散 骨 粁 骨 盤 籠 評 響 瀾 Z
ふ宮嵜華

縦 駐

一骨 尋 帯 鞋 端 江 つ
減 匿 ．溺 撼

．．．．ニ・1ご ．・淳． 嵩 Ⅴ 隼 雄 撼 滞 鮎 釉

i・透

持 場 井

171 －

㌦ 灘 輔 井 高 縮

・芸． ． ．．遥 説 骨 櫂 桔 瑞 誹 楷 霊 屋 轟 撮 罠 難題　　　　　 欝 江
篇 ．～ ‥・て 帯　 梯 雑　　　 報 gb等をぉ　 塩竃 為 ．．．・塞繁盛粟嵩 。・／1，．

一
一

一

．lナ

．集
㌔．

釉

・豊　襲
・
環

弓 骨 壷 阜 皐 洩 成

鳥 正 鵠 説 塵 章 骨 弥 群 数

誓 漠　　　　　 妬む
等

一一
・

江 ・

漠十輔矩田螺冤巌 遮

た盤

帝

現

盛　　　　 墨

・・

ダ　癒釈

・一昔喜駕・．★
キ

わ十荒
矩 溝 莞　　 馳悪　 式 や蟄　 蜜 言言…遥髪唇

．．／5濾寂憲一・

欄 澤 裾 拓 瑞 軒

一 ・・．・．こ．．．責．．長 吉弄 粟 井 謹 肇 競 遷 撼 鏃

・礁
…　　　　　　　　　　　　　　 拙 一三

諜 烹 蔑 Ⅱ 王 墓 旛

・態′．・
，

羅 章毎　　 だ

，気・　　 ．．一㌔幣 甜 拉 握 誹 ・／ニ．．・．ご書．一一・・
鞋 犠 塩遥 謹 露 蛙 駐

O T A 2 － 5

流 出 清 澤

雲 詣 温 射 孔 材　　　 庶 腐 蒲 葦 泡 聾／

潤 一・／．・／．毒手…茎．ヱ．T．拭．誓言6．1．．書5書／書簀竃・珊 環 掠 轟
音 濁 ・掠 漁

．一十

／．・．．．・．軸錨壷 樺 ・．．表潤間 伊射

ごご7．．3・　　　－

な

鞘

蔑
，威

5．5．・

江
ヲ

弥結
掬

・－・，・一つ肇

．．　．ご1ご．詰 捕

誓 書玩ご・．ぎ3．．・・一．・

弥

・撼 耀 磁 路 吾

がも

髄．／．．．1と箋

こ．・／－ざこ．′ヱ1．／／．

必出 壽

霊．書・・．／・筆禍 測
．．．1．～鰐′潤
／如（⑥× 1 0 0 ウ ル ボ ス ピネ ル ・フ ァイヤ

ライ ト

⑧ × 2 0 0 硬 度 圧 痕 ：6 6 8 H v

ウ ル ボ ス ピ ネ ル （2 0 0 g f ）

江
琵
／繊既望顎鶴推

脱 藩 琶

1・器機

誹

現
冊溝淵 ／・

笠／鵠
裟謀

／規鵜甜轍

・

－讐蒲生

－－

F
1

8

宙 葦 澤 童 搬 雄
塾

旋

結 触 頂 撒 払 忘 菟 竃 X

J．÷7．．㌫―5．

海 E

・脱
，　　 ぎ

／

，

／

ガ　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 撒醇／12
競　　　　　　　 抑　 制 軌

耶 潤 等 猥 淵 旺 盛

キ　　　　　　　　　　　　牌　淋賊

71／・．1

江

た
／．．こき

ヲ

軽

／

r

．絹／群

／′

骨 髄 郡 鰐 だ 闇 鉦

礪 ／
轍 ．

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十一ぷ・／． 曲　　　・
．／・－・・・．・ ，

．茅．壽・一・
1

・
轟藻据

／慨　　 袖酔　 轄璃　　　 軋む　据 ヤ

殆

鮪／・だ1．．鮒 ・損 擁 瑳 雄

龍 一
繁　　 等瀦 熟 成 蜘顔　 珊 ／莫／／： ／

壁　　 据′　 ソ／区等／
淋現 先諒燕滋

／竜
／ご寧三．．奴 誹 ．．甥・．1／・遮 翼．賀．萱嵩 遠 捌

曇

鰯

査
／餓媒　　　　　 就
胡 裾 潤 蹄

煉鵠鵜鱗撫湊
折 滞 楷

7

詳 楯 療 嶽

揖盈瑠

1
縮端菓逓新

．　 経路Ⅱ

2
―／

親 書‥5′／． ，ま

群売　　　　　　　　　　　 粁「

批 徽 鉦 証 凋 鏃 ／ゥ

／

・

某

′／
謀 ・／班．
崩

繍
捕鞭酷弘

／

ナ

葦

産
規 範

7
．．．．‥．．堀

／膿　　　　　　　　　　〃
．．．

撮 2 整．一 ．顔
・．．

繋5㍍

鮎

－．

．．5／．

′ご
ぢ／

2．gラ

紺／

批 准 灘 祖 鯖 頂 拈

／

，御殿

溝

一・

群′

．．／

y

弘

，

エ

酢だ

…

・‥

据

出前搬

／拓
併皿
′五

男　 ′竃Z　　 斑
岩
や鞭柑凱傭

描 班　 E

搬縮胱

X珊 推 従

脚 躍

鱈 ご．／『‥語．．．書 口．〃〃

〃棚／．革喝 H

専・土；

．ご／／．．
．・

†

航 ／琵責／

苓義　 麹 甥

竃・．ご，・書

Z

／E
顕

篭

拓

博

捜労
協　　ウ
拓．－

堅5．Ⅰ／－蚕

．．　 ．－

．．ガ㌍ニ． －，／
憲．．．・．／．・／

／
、　　　　　　　 ・

与

2・／
題 鮒 ′

‘／　　　　　 閥T
逐嚢／

桁
郊端 ．．．．方

整 響．．曹3．3．． ．．′メ鞴

硯 棚 ．．1露葦葺等書書．／：子買／ニ．．．．

肌／ 瓶 酷 …㎡／

夢．／／戚

ぷ／7班

／偶 滞 閻 ／

7怒
緻欄珊柑裾／　 据離別

5

班／／ 簀覧蒜感 転 麺

労

都 謝

．ヽ ．

．―冒．．．．

繁盛 磁柵

，

冗傭拶 賀／

・弓ここ・こ汚．／・．ニ・ニ雲．
．・／．／．

梧

粘　　現
先 g

X

／－…

／

／．

7
．5竜野

照

雄
娩・簀／影

繍

弘，腫 ／1
鼠

γ

．．

′／′／醤

3磁
た
ウ7謀

終．…／．
7
第

清

覧．．：i／芸

等／
惑弘 ，

ウ

1
舞／
廣葺萄

g

郡．′ご／：．．て与．．／一弘

／／壽．政

描 馳 肛 徽 骨 凋，

鮎 加

納
／

，

瑞

1

賀　ゾ

1／ 万／　　　　 蔓／摸

／

／幸

．
＋＋，

．岳鮒

／

．．．．ニ

葦竜

＃
5／．Ⅰ蓋

就誠鶏

唖

／雑／兢為 義

志・甕，′簀惑

／初

／袷Z
／現／／轍鮒

鎬

1

・／磁空／／
盈腰

亭机完
カ

／／

比

．／
㎡

／
／

リ

／′／鰯紺碧・．．拙

章
一－…
－／

蓑／／／／　 葉菜

／

Z
カ

爛 欄鮒 鼎 澗 裾
〃

ブ

簀

3

2
茎

Photo．2　含鉄鉄淳・流出溝淳の顕微鏡組織

－254－



O T A 2 － 6

鉄 塊 系 遺 物

① × 1 0 0 滓 部 ：ウ ス タイ ト．ウル ボ

ス ピ ネ ル と ヘ ー シ ナ イ トの 固 洛 体 ．

フ ァイヤ ライ ト

② ③ × 1 0 0 錬 化 鉄 部

過 共 析 組 織 痕 跡

／／独

1／／㌶／
翔／／／

／瀞

／

／
甜骨

牌 を

／諦讃／′

／ワ

／
1〃／期／

1ガ
，，，轢 豊

専

鍬撫駕
桝

鋤花
樹溺

撼 初

雄 出 光

照 雄 珊 ・・x／

S撮／結

許光
江十，

就封

榊 裾／
誹 漱 笠

瓶 親

潮 雄1

肌礁独鍋洗硯

／

／
ぢ1　　 ／甕
2／潅雑音新

装社 ！；／

繍朋骨捷榊 搬／

雅 輔照　が空誓
千

才

④

⑥

（⑥

菓

鴻 鵠 ／／／榊 君

〃　　 1軌

環甜 ・1吉囁

櫂執／ 蔚 ／ ／

中 幕 耕

誹 類

義 出 血

等

㎡

淵 瀦

諜　 甥

． 事

，

／冠
，…

1
璧標 識 葦 甕 概

擁 悪 5 ／雷

羅 抽 ／

－　 ．

／／

2

3

讐 艦 ・ 5

7

・ 態

嶺 ，江

す

ぎ

〃

措 鰯 掛 粗 艶 振

－1．・・ 浪

黙

． ・．／－

，

描

．謹腑 湖 鞄．．．／・／．． ．1．．・

鮎

望

・

．Ⅰ．．． ・

士
， ・難戯

江，

姐 ．。・1． ．－

誘 糟 ・書書．．／車．／．笑．／÷

難

．・
・
・

だ／幾

…
十
覧

鳶

職

頸

潔
ざ

，

努

，

土

江ナ

蝶
，

た
滓

土

，

避

‐

・

・
毫

－ 融

璧

鞴

崇

毫

磁

／／賢3．二．．ニ…，・

泄温
／ご書ご書書ぎ1書．71．．7・ご．書壽．書毒

・
キ糀 ・／．．．…．．．．．／．・

壮 脾髪

施

土

偶

・／

土．

鍬

・．
も　ー簀 誌 連 票蓄

〕 ‐．：

窪

鮒

鞴
土

．．・．－…

競

落　 詰

／／

爛

江

キ．
めん 江 璽　 Z

．　　　　 江 ．1．．．． ．． ．．　　 ご．．．．ご 搬 ・．

轍

・
．．．．書．‥．

吊

lナ

・ メ 箔 鮒 一一ぎ．・ヤ推 ・・．・／1・．・／．・・．一・・・・・．一・・・・・1．・・．・・－・／壁

一喝
舶

．

・． ， ぎ値
鮮

・．．繁 華／ごい3・．望 脱 ／ ・
／撼 班 珊 凱 粉　 も

　ヾ　　 ・
l

な
… 1 － 郷 瀞 既 据 澗 相 田 捕 ／胱

．

ガ

×

口

×

ヒ進

軍 誉

不 ）

苦 ．潤 ．・貨 培 ．．．．．言1．3．．．．．．．……

O T A 2 － 7

砂 鉄 焼 結 塊

ス 質 澤 ．木 炭 付 着

木 炭 破 片

、広 葉 樹 ：放 射 孔 材

0 0 ⑥ × 4 0 0　 被 熱 砂 鉄

丁

0 0 ⑧ × 4 0 0 中 央 ：ウ ス ／

、周 囲 ：錬 化 鉄

空掩 1

）

、滓

ボ ス

J 確 ば

江
軸 一 ／

詣

職

Z

／芳苺
等／

凋

7

．．．．．T1．．・

．一芸／．茄 1．7．．．1・．3・

1懲

／男

｛　 ・， 、 ．

‥きン・．1．0．・式．・．．1．31… ．号．．－．．…．．．甕．．・・ご牌

聾

縮 璧

狩／

堀 膵

肝 ㌔ ・〕

蔚

粁 粁 匪

／／

／

1・
／．．．・

十

を

斬 諦 ／胱 1・1Z壷

箔
呈

Z む ・11・1Z灘

．

誹

難

土

が

．．．

・ y
・・

連

．夢・‥・∴・

ヰ

／ 護

．

・／・・1／・楷 常 備 滞 ／

楕

区
濃′・・

ガ

，

臚
／

．

無　 y

手

話

禁層／ 聯 盤

．簀‥1．．・．．．．．．靴 ．・閲

が

・

江
雑　　　　　 脚

，
脹

腕　 r

／　超

苺

砺

／
取　　　　　　　 糟瑞鰭滞

親 許 儲 膨 温

材

／

・

資

悌

／

．
十

琵鵠．こ．／／・
Ⅰ－，．1・・

土

・　．
彿 鞴 膀

2・・鳩 車囁

蓬1・

船

艇．・・無堆

．．

．‥瀾 緊藍

梓 煤

古．其堅．・．．．プミ／．／ごこ．′出1

．．．．

…．一．．・．．． ・書．…．∴窯 璃
鉢

㌣搬
ヽ

辟

…，江

／勧
旭 抽 据糟 弘

・ガ／ご
／藷・Z

E

葦 ．／．

瑞 5ご／登

〃
土

／

絆・・

翳潤

r

呈
克

琵

誹

・／輝 揮

E

1 邦

1

／　　　　　　　　　　　　　　 5

規 微 温 構 溌 艶

〟

㌶
∬

㌔鶴　　 ・．1
．十

．　 上．．
粧

1．か㍑紙幣　 一
隻 義 ．ガ

暴

ヰ譜

．

．シ．ご11・．空．簀

藍 ．惑．．き．．：1．．－．．．3．言．7．．害二．書 y

簀禁

制
蹄・

1泄 鱒

思 1．．．・

買

〃

漁　 船／尋

瑚 ／え1

， ―ナ ナ，／

／領

，

箕
／　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／

Z榊

／

Z

．1な

．

Z

島
．．

髭
詑 弘

煤禍 撮 淵礪 漁 況

．・．
豊や
前
約叫

．

′．．潤

一．．
杭 ．

．上∴

翫 崇1

／

・瀾 棚

繍 遜

2灘 宕

…

1

／：ご55 描

窓 潤 蒸

／さ．

．．

・
．

1

y／拍脚 柑
離 胱

描 ・．／．

櫛

箔

，

雅

55

選 ・

呈

・．績．摂

．．／／禦

撃　　　 方

・程 粉

㎡ 粒

形

鎚

雄

翌

潤

軍

票

滋

肇 ．／東．

胱 肋

が

／

／
／
義

つ 誇 Ⅰ／・‐／），一

葉遮

／／5さ
．

鵜
馨

を
蔦新

7
／轍

／／・
／

／描

東塔

1輯 豊 ．／胤1．昔 潤

Z

部

，

／　 ぢ　　　　　　　 伊
能遠 浅

／

・．さ．／
謹載

5紺 吾 棺

吾 適

…　－

酢

混
／／筍　ギブ

／′甕海賀／

整．幕

張

，
恕

Z

－
壱

弘

勒
撒 脱

，

鮒　　　　　　　 ／

票 差

・
享

諦 程

痛 張

溢 轟 1 ．・．．んご・書聖－．．．．．

餓 ／腸

鰯

碑 ・・冤－

蓮

E

呂／ ／査 呈
聴 ．．壽．買国書・院呂．．1苅

5 ；′／．－

稽 音 義 控

，　 ギ

拗蛸聯姉御催

フ
瓶

温 謎 瀕 鶴 塩 ・

照

ヱ

郡瀞漁礁満筋

撮 振／5／葉

甑 潤

躍 ／′

1

，柵 ．／15・．こ．．．三

方

よ

溺

7
2

翻憺臚

矩

／

芳鼓
す

槽

岩
沸

．・勒 罪

葦 轍 鮒

1十

㎡

／旭 ．・濯 毎．

／
妄1‡・．

紳擢

桜
紙 錆 ・こ．．

－

苓 搬　　　 ′

裾 放流 群 ．． ．雄罰 甜

搬 冊 耀 紺 野 輯

熟 梅 漬 駅 ．－．．，

Ⅹ碓 31．壽．．禦 甕鞴

彿 繍鵬 硯 鮒

浦　　　　　　　　　　 裾 閻胱雅 硯靭職
張 折 拙

拈 栃 ．・胤 ・1 ．照

Z

親 撮 ／繁

男／

．Ⅰ．・．掩 ． ／

揃 ．

駿
．一

一・堰 ．
来演耕

嶺11　　．．

南．3・篇

弥 嘉 壽　 結 滞

．
幸 正 浩

・ 顆　　　　　　　　　　 蟄

誓 辞

書－．航 ．．・・・：羞1ニ．／・51

Photo．3　鉄塊系遺物・砂鉄焼結塊の顕微鏡組織

－255－



O T A 2 l 8

炉 内 滓

① × 1 0 0 中 央 明 灰 色 部 ：錬 化 鉄 、

土　　　　　　　　　　　　　 。 、

／楷 鞄 忽

猫か／堅／
ト仲撤 謹

弘

，江，
鏃
窄

・． 昭 ．．．表 ．…／．．／．・．．．．．ご．覧塑・ご／一／7・5．1 摂　　　　 8 r

k
滋 放

／凄

／輩
議 説

提 ′潮 ／葺／甕 揚
．・・／

／

浣血 ／与書．潤
警 澤 1 推 卓 ／

ヱ　1掛
／／　 謡親

方

磁髄五品 鰐罪悪 縦

，

芦皐

払 ／・陛 鰯

轍　 ，

璽

蔑 駕 染

弱

周 囲 ．ウ ル ボ ス ビ ネ ル と ヘ ー ン ナ

イ ト の 固 落 体 ・フ ァ イ ヤ ラ イ ト

② × 1 0 0 ウ ル ボ ス ピ ネ ル と ヘ ー シ

ナ イ ト の 固 溶 体 ．フ ァ イ ヤ ラ イ ト

③ ×　 硬 度 圧 ・

／

／

棚 萄

莞　 瀦

挽

・　一1

毒滋 預 薪 ．・淫楽

書55撃－一望義正

鳥 潤

棚

据 な

／
／

，

楕 2．．・

－－

梯

菱

警 潤 括 謝

据　 堪

鞍．・ ・
簀 ／詭 妾／1

一．．
1／．一．ご・

臚

護

鳶説

／

禍 媒 髄 ；／‘照 班 ．戯

・．．．・／．雛 ．5 ．書．・5．禦

丑 F

， ，
Z2 0 0　 又 土 痕 ．7 0 4 H v 、

ウ ル ボ ス ピ ネ ル と ヘ ー シ ナ イ ト の

固 溶 体 （ 1 0 0 g f ）

／

・ ・讃
／ふ／

H

・

東喝 葦

江

・楷

鷲
檻

，

疑　 え ／2
批 ／／

・…

梯

1

，
か群

む

y

おお

ろ／
捕

撒

，

鞭 好 評 梓 ／墨 塁 だ 麓猶
出 棋 ギ

・． ．な．壽弓．．一．・轟 ・戯

－

・

．土讃

琵

／琶 操

茸 書 賢

… 一

，．

喜 ／昔 斉

豊潤 鹿取 姐 儲澤

，…喜婆1，

土

・．・槻

詣

地

覇
．呈 ・

鞴　　　 楽

景

・－．．．諭

説

皐

・1
撒掛

．－－

欺

江 ，

・
・駕辣／

紙 ．．．・

葦

．

5揖 茸 欝

／ ．．／ご・．．㎡

7
‐，亮

淀　 を

廾・嵜・．
電 探 輩 土，，

ミ
キ

F1書．・書轟．・．／聡 嫌
． ・章 鴛 ．．こ．監

土良 計 ，

霊・

出・嵜・．

／1

燵色

緑

，…

l…

・浅

瑞軒猥幾

十

離

褒

－‐．

鞍鸞

祝か
磁 罪 闘 軒 先

鯵 ．． ．―…，・1羽
．－ザ彗
ケ ニ・メ・

遥

規

／．十

定 誓 澗 吉・． 強 融 訂監
・一道 照 覧

出場

・．・ご・．・／葦ⅲ 糀 ／・さ・群 澄 慧

胤 ・

…こ……．．一妄ご／

－

那軒完キ調困甥骨相

親
・

鞠完
．
／

…！．
整

江満

…

葦

／撃 ・一0

・．

．

手．．．‥う一・ ・一

…
…－

鮎
，1

三・ン33

1．ご…書海．．／一1聖 書

禦
匪 吾 瑞・

E
一
正

謎

・ ・． ′，：．

憲

…彗こご・1・／－・試．由／．7　 ・，つ

第／昌蔚 ・

蓬

も　簿
廿

祝

硝壙

ヴ／
・

，

怒 導

摸詐鵠
Z　′・

．．．Ⅰ・

玉 土 ．江

．
逆 ．・・．．潤

‐

ぎ

ヰ

揖拾

．

，

義
朗

．

書目 達

一　　　 軍

乍

程 ．．

楷 塩

／

…

蛋
揺 ・壽一澤 ・霹50妻遥′

．・ 嶺一．－， ÷一　　 江
密

義盛

怨 ／

鞴 楷

・駄 潤

釉 戯 撚 構 想

∴ 簑

巨

ナ

若 潮

誓

雅壷 聡
瞞 ・／壽・撃 ぎこ，土　　　　 ・・・・．／

磯

十

蛸

標 讐 瑚 渾

・ ・・
／笥

・志
瀦

魯

／

．

滞
ヽ

1

．r／．

・顔 ．．1

′
談

話

澤

炉

・　こ．

等

／．ご．／．．

．
お ・ コ ・　 一

虹 沿 海 轟 薙 溜 1　　 ・
績

土

語

－ 澱

，

こ・　一‘

／ぶ
，

－，

．

／・二・・

・・．滋

儲 寺
，　，

．…芸．／・5／3．ご・・．・－

．．・．・染 ．壽．．壽

／

／溝適．・脱 ご／／
甜礪鱒鶴

蔓草 露ガ

，

駕 誌 ．．ノ・

1ケ
歯

を．．
鶴駕

も
十

・1．・・13．・．

江
・

キ

土

貫

／。

．．

森高
土十

…，

／／
－，，3

滋選

果

闇 駕

誌
ナ

鰯

1 ．道

賢・／／

／

一品

1蚕・

ナ

．71・

．・

蜜．

．

事

誓類 宰濱鵜

，
．ニ．．
・・．．・．

書一土・・．・・Ⅰ．幸．・ Ⅰ：… ・．・ 1・…．転 恕 ／
．
勒1雛

糧 も i ． ★

結嵩筋潜

，

述

藍 裁

武一ここ ．江
／ ・

O T A 2 － 9

炉 内 滓

④ × 1 0 0 中 央 ：被 熱 砂 鉄 、 外 周 ：

ウ ル ボ ス ピ ネ ル と ヘ ー シ ナ イ ト の

固 溶 体 晶 出

周 園 滓 部 ：ウ ル ボ ス ピ ネ ル と ヘ ー

シ ナ イ ト の 固 溶 体 ・フ ァ イ ヤ ラ イ ト

O T A 2 － 1 0 － 1

鍛 造 剥 片

⑤ × 4 0 0 王 水 e t c h

明 白 色 部 ：ヘ マ タ イ ト

明 灰 色 部 ：マ グ ネ タ イ ト

暗 灰 色 部 ：ウ ス タ イ ト

O T A 2 － 1 0 － 2

鍛 造 剥 片

⑥ × 4 0 0 王 水 e t c h

明 白 色 部 ：ヘ マ タ イ ト

明 灰 色 部 ：マ グ ネ タ イ ト

暗 灰 色 部 ：ウ ス タ イ ト

．／．・3・お

溌

感等拈′

紹

1妃 叛

．

． ・X・一・・・
・・．蜃’1・ミ／／・・一曲

μ／ぷ
翫

欝 琵

鞴

、輔
傭

詮

・

・・一・

・二

．士，

1雅
十

・

．
搬海

1

・書芸・．．伊
強 賢

盈 濾

十

一　　　　　 ， －

．．・′／1 1・．

溝

・・・絆罵
，

，，
搾照　 薬

．

・葦， ．． ．・三．．・一

一′

土土

十　 ，一江
謀 擁

土

，雄薄

緑現輝

土
蟄

謎

，

堂

Z／

／煤

，

虹ご．・一

十 ，，， ，

お

蘇瑠

鮎

鵬 湖
十 ．，

蟹避

，
1・

製と・鎚 童撼 録 雄 一・

認

…
ま　だ

だど義 範 存 竃

．

滞 駐 機 妻

3u

／・

． 江

閻

土．，

・

／・／定Ⅰ．・．

ユ／

1

一．1．Zご

江 激
尊買

．

や
録

ZJ 7　ウⅥ

1．．． ／襲澤 遠 ．．壽 ．．．′．．′．．35．簀．・．．．1．．！．…．慧蛋 3 ・1

詔 ．崇．妊 疎 甕．．書．壽．／．

萄 ぬ 獣

・．
義 憩 刑 肌 脇 昔

・・揖 ・班

・／／．．／1・．．・・・鮎 錨 ・／5こ・．

土

師

／1・
銅鏃
糎鍬

・
・

．…・鰯
雲
が

諺

を

．

雛・，．

警

討
肺媒

・．‡

挽う

・・・・．．‥・

た
培

江

策
／

．

ト

／

・
蕾

む血釉鏑が中東か

，土… ，・

1書1蓮章・・・・51．き．う．′

職

・

闇

が強
駕董

・／．ニー．．

．・

畳

虻 甕碓

菅

Z

，
土

十 …， 、

監 理 選

叫　．こ柑冊　P 柵腑l／珊

／　 1 －

－　．

歳

．，
－

．

清

雅

…

佃／ギ′肘

－

拓芳

江―，

．用！‥．．．．．．6 ．．．壽・

料十十一守

一．．悪 ・・・

晶 ／

土

か〃

、，

．書．．．肺

癌／

1普無頼鯉裏煎宛顔料極秘

放浩諜 生瀬

・

‐‐
車　 夢

．

宮，－，持

，　　‥

離，†

．

／　　　　　　・

・　　　　　　・

江

・

と抱塾衰滋森識

・朋識

L0渾g施

． ．書．．1言／．／J書．議

奈義

Zや

堆

／催

土

楕空轢－　　かさ畔

競 批 鞴 狩 猟 擁
出 走 減

封

一

差

一
書 ．・一にミヱ／．書ニ

脚 碑 鱒 ． ・辟 澤と潤

誹 ．書書／ ／芸望

．／．一．・甜 ・．．．．．表書喝．・頸

t　　　　　　　 l
も

．．ご・．． ／．／．価 ．11．書．・．～．．1． 碑・／瀕 渡

，
望

浣
車

ヤ

蛋　　　　　 葉 書ZZだ

1．一．一弘こ畿 欝崩 霞 整 ．．．・／・一道 ．1勺．

古
慧軒 ／　 相

賀 音　 節 弼 札 弦

避 塊 ・

・．一群 薙

．

・．． ．．．　　　　　　　　　 ．．一　1．　　 ．

・．　　　　 ．　 ．　 ．・・

．．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

土

査
／

．／

．

，

轟社 葬 疇

㌍ ・ ・言

説 麗 定 招 翫 盤

．．ゎ1 ご．5．．・．頸 諏 担 ・．1．．　 ・

媒 0幣 ．．

戒

，

／

輔
・

．

．，1
／

―

碇　　 と
腰 瑚 艇 開 催

，
蛋／／　　　　　 命

溝張迅濯Rm酎
亀

張・／ご推

考

．． ・　　　　　 ．．こ／　・　　 －

・　　　　　　　　　　 ．

芳 挽

5
喝 ．績．一．書F．こ

ち蓋

・ ・．浣 輝
石

尋 ・ 鏃

▼・

／桔肌 な澤

鏃

，

墓

Z篇

・
3

．．5 ．

搬髄瀞骨

…

ナ・

が

．． 軍

学

土

・・
．　　　　　 ・

／

蔓 避 裁

粛轢嶺

・

一一 ・・・　 ・

・－

・・ ・1／．詫 ・j5一／．1嵜・ニ1
－
聯窮0
江　．
・．．幣．・ ．1‥・．．′工一．／

1．・～．／・

・・

・．．．
母

野

．蝦
・

策
謀 票 ．／1．睨

．Ⅰ

け

吉

・

土．　　　　　　 土
方／ガ　　　　　　　　 ／

頼 調解 読溝 溺

／／
荒肝 棚 ，．．・2・3 ・／

書壽／雪 燕 ．．

常 葉／当

欄 馳捌 断 ／

′ 甜

／漉放 ．：．肇 現 淋

7．1・‥・

y

描

・．．／．′

帯

が／

㎡　　 マ／

萱・・押

／

／　 筋　 彿

／空
電芸　 沈／′ 撮

血糖．／／．

潤

き
句・／

／準

地 謡・3．．．．

抑

／／Jズ1／　　 カ顔
施 芸：讃．．／・／／．

1・

旭 監 禁．・．

・．．．

／

凛・

／ガ

／
）

，

Z

，
／
親

ヵ／吉

江

／

E Zた　 賀 1 胤　　　　 崇／

Z
／・／撃 堀

鱈 甜 攫

桝 ／ ／／撒 望拙

擁 瀦 鷲　 郡

．／′．鶴－．／頻57．．1／／5／彿／…：．・

， ……，，
賞

揖斐

楷　 ′舐 芸

賎 朗 壙跳 鮒 ／2

l十．

， ⑧

鼎 ／戒

／．．．．

監／．′ゥた瓢．／
療那 弓／

／′ 耽 海

．手澗 1・．／．三．潤

／…r／．

／

ぎ／鮎／
カ

ー．
伽

r

／鯛 艦 孤

ケ

1
こ．・・宮拓 ．．／．．・／／誓怒 隻腕 ・．．

新 報 斯 ・′．／．

諾／

．．

解 碁／搬 ・・／／

／1

，十

．境
聖 職

鼠 2．．…．．．／

謝

地 勝 ／

・
／書

強 附

Photo．4　炉内津・鍛造剥片の顕微鏡組織

－256－



O T A 2 － 1 0 － 3

鍛 造 剥 片

① × 4 0 0 王 水 e t c h

明 白 色 部 ：ヘ マ タ イ ト

明 灰 色 部 ：マ グ ネ タ イ ト

暗 灰 色 部 ：ウ ス タ イ ト

掘
り

触 党 毎　　　　　　　　　　 接　 結琵 諦 据 槻 粧 楷 ／ 樟 藩 主 無 事 瑞 軒 諜

・・ Z／甑 2　　　　　　　　　　　　　　　　　 3
抑 柳 聯 楷 ／ ・ ／ ・

1

試

醍
／ 盈

盟 瀞茄　　　　　 弧

／ ／

雛　　　　　　　　 査　　　　 授　　　　　　　　　 章

Z

．潤

，
十

…∴

．．1書芸．箋

・た班嫌 臓

y
／砿

．宍 ‡
詣

㌍ 嵜 潤 ／揖 ／捕 砕 鞘

O T A 2 － 1 0 － 4

鍛 造 剥 片

② ×400 王水 etch

明白色 部 ：ヘ マタイト

明灰色 部 ：マグネタイト

暗灰色 部 ：ウスタイト
，

ぢ

1・／

品

玉

鞴

凱

／
諜　　　　　　　　　　託

つキ撮　 甜 雄

，　十　　　　　　　／　 ＋　 ，　　十

号，

O T A 2 － 1 0 － 5

鍛 造 剥 片

③ ×400 王水 etch

明白色 部 ：ヘマ タイト

明灰 色部 ：マグネタイト

暗灰 色部 ：ウスタイト ，

1

．さ）111
鷲l ．l ＋l＋

r 雅

弘
縦
灘棚搬

・・事

㎡

1
第
諏掘
X
妬

肝Z1～・…ご・討

江

8 1

搬撒鮎鵜
襟

5

楷群雅浩楷

／1拓　　　　　　　　真
峯

楷

E
撒

棚

完

㌍ ㌍ ㌍ 澤 裾 甘 苦 Ⅱ 斑 温 擢 ㌍ 苦 龍

，1 箪

X

X枇 楷 礪 榊 肋 楷 擁 情

雅樹拙

yZ

O T A 2 － 1 1 一 1

粒 状 澤

④ ×100 表 層部 ：マグネタイト

内側 ：ウスタイト

・－1

真

1

／r
期赫怒
肌

／

漂

薪

E
や

7
－‥複・－．

E．鶴

．

江

翫

轟

ll
．・．／．一

十

／ ，
猪

も．こ．1書2／5．泊
．

脾1

′土，　さ．
′

Z／
ミ．斗・

無．／．耕一一
幕猫

…ヽ

51

・

）シわ

鞴

滅
・・／～雛

t 　ヽ、 ．・　　　　　　 l
蔽 ：，‥デ．据 棚

塚

．

O T A 2 － 1 1 － 2

粒 状 滓

⑤ ×lOO 表 層部 ：マグネタイト

内側 ：ウスタイト

1／釉 ／．．

〃
顎

y
／
／ 償
磁 批 舐 蹄 挽 諏

撮　 廉 ／謝 れ

鰭 貯 楷 拓

耕 鼎

／装／／樹
／

ノ Z臨 脱 帽た．笈Z，三／．．三0：珊 ・．．：．鞴
親 ㌍ 草

鰯

Cと

壁
泌擬雛灼花髄郡 壁 駕帝捌

1
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

・／

．，

ま　　　　　　　 ま　 逆害

．．． ・． 濾

・　　　　 ．

襟 幾　 が　　　 脱 ／ ／

鵡 離 凱 感 謝 構 群 雛

T

～

7

楓

．．．3 3 ．．1 一・簀5・．・． ．．．／麺

／ ．1 転 戦
―

Photo．5　鍛造剥片・粒状津の顕微鏡組織

－257－



O T A 2 － 1 1 － 3

粒 状 滓

① × 1 0 0 表 層 部 ：マ グ ネ タ イト

内 側 ：ウ ス タイト

－

．脚 ．1．．．こ・／1ご／・蛍裾 2　礪／　缶　　　　　　　　き／　　　　　　　　　　　　　　　　　　 T　か
，土　　　　　 ‡一　　一　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十

／　　　　　 江

滋 ゥ 8． 1怨魂 訂ん ．ヤ／

．・．．
ヤ　／

i

櫓

江・
至．．・・／誓．．確 ・

・放 資蜘

J・，．一言言13書．尋

1・．
．．／…言廾壽タ．

．．． ．

．

／
／

′

増車 出 ／．誹

．摺　　 J j　　　　 潤

浦封 kヂ　 轟 ／ ぷ縦 ．－／掘 …嵩 潤

黒 磯 証　 書諾

OTA2－11－4
粒状滓

②×100表層部：マグネタイト
内側：ウスタイト

療

－

磨　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
l．

．土．．無料 …；；葵呈警草葉…．笠惹黄、‥｛．潤
ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腐Ⅰ汐 東

逝　　　　　　　　　 無l　　　　　　　　　　　　　　 藷

，江壙…－㎡弾江　　　　　，・ギ ．・・
OTA2－11－5

粒状滓

薗

rll③×100表層部：マグネタイト 脳鶴群茫頸琵窯五一も　顛 撼地盤臨地鍵蜜茹竃貴搾
土内側 ：ウスタイト －l

書
道．課
も・

．
J

・み鴇

一．

－／

．・

O T A 2 － 1 2 － 1

鍛 造 剥 片

裾 ・．／77

翳 葺

．…．書．．　～・土カー113．号
④ ×400 王水 etch

明 白色 部 ：ヘマタイト

明灰 色部 ：マグネタイト

暗灰色 部 ：ウスタイト

1瀬野㌍笥L 品越』謹呈悪書苦Ⅱ ／
，

み

JDY
，．－，　　　　　　　 ・裾1

7／　㌍類蜜帯

用 賎 業患撮 潮 音 甜旋稗田当

籾
／表

浣 遜 古

／

…土 等・
1・

／甑箋／／

O T A 2 － 1 2 － 2

鍛 造 剥 片

⑤ ×400 王 水 etch

明 白色 部 ：ヘ マタイト

／・1・．ガ群 町 ・
／強棚撫棚製聞雅

施

．頼嗣
．．／親 遍拙塘　　　　　　　　　鱗現／／．・／．…．／．．野ノ／．1′／．．．J・．／－．．7－．ん二王．謎禁裏／整．敵／

・

／㌍翫 捕伽堀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 幣 ／洗 骨 ／飴濃 ／　　　　　　　　　　　　　　　 粁鵠骨

明灰 色部 ：マグネタイト

暗灰 色部 ：ウスタイト

．5．．：…．1．……．こ‥一．．．．．開 始 前

／

随‥，．還Ⅶ粁 拙膠 ／

／空

／

楷 ／・／葉

芽

〃　 枇 棚 雅即鮎鼎紺制覗郡
．第

1・／ソ
聾　 椎 棚 桝 据 拙 洲 槻 肌 柵 据灘 碑　　　　　　　　 抑 制 榊 勒

Photo．6　粒状淳・鍛造剥片の顕微鏡組織

－258一



O T A 2 － 1 2 － 3

鍛 造 剥 片

① ×40 0 王 水 etch

明 白色 部 ：ヘ マ タイト

明 灰 色 部 ：マ グネタイト

暗 灰 色 部 ：ウス タイト 工
．／J岳

・・

ぷ・

①

1し髄 ・蛍

―，．

壽廾

窪藻 場
・Zヱ湛

蔦．・ ／蔑一
事 鵠

・坊据

1・・党

弘／

拙

十

／謂・蘭 ．・琵

・恕泊駅－／

・完っ1　　　ⅰ・

―／ヰ

肌7
宗

男
蛋複

褒

盈

複．

／玩・

策・

．／鵠・

弦

12
蛭

賀

鷲
掴描軌照枇

彰

徽

焙
， 腰謝淋難批

獲

墓

石鮎5　　　　　　　　 2
楷 鼎 楷 盤 鼎 楷

O T A 2 － 1 2 － 4

鍛 造 剥 片

② ×400 王水 etch

明 白色 部 ：ヘマタイト

明 灰色 部 ：マグネタイト

暗 灰色 部 ：ウスタイト
感 ．‥’．

認・／／

江
蔓

…・脱膵鑑聯撒据
岩推／顎

／・

喜

瀞・楷 雄 藩 搬 畑 相 鼎 碓

搬 出 鼎 楯 雄 視

才

③

瑳 彿槻 傭雅 雄拙 甜皿

よ／
冗

棚傭脇鼎搬

池繋・ヱ棚 簀近抵
鼎

傭睾Z

協

蕪　麗・
董’5

肋 淵 搬

宝石

l，フ 芳 雛

OTA2－12－5
鍛造剥片

③×400王水etch
明白色部：ヘマタイト
明灰色部：マグネタイト
暗灰色部：ウスタイト ， ＿

O T A 2 － 13－ 1

粒状 滓

④×100 ウスタイト凝集

土 ／感服鞴節拡散紛・
～／．

④

／

蛋

崇

2

5

ガか ・

崩

／

㌢／

OTA2－13－2
粒状滓

⑤×100表層部：マグネタイト内側：ウスタイト
，

⑤
1

ご．1．軍 ．13 攫 ．．猫

／

ぢ

／
沸

／

推 操 ・潤

／ ら　 承　　　　　　　 動 労　 想　 ／．／蕪 ．認

1 7・
…．．．・．

・1．
／

さ．∴／．

斬 ・・・ニ ・ ． タ．一 ．．．第 1．．．窪 ．．・．

・　　　　 ．1　　　　　　　　　　 ・． ． ．． ・曲 ．．・・ ・㎡ ．・ 1ぎ漣 ．．…5 歳 ・　　　 ／． ．1．ポ船 端

磋

・1

． 校／・

・一書

Photo．7　鍛造剥片・粒状洋の顕微鏡組織

－259－



O T A 2 － 1 3 － 3

粒 状 滓

① × 1 0 0 表 層 部 ：マ グ ネ タ イ ト

内 側 ：ウ ス タ イ ト

．

．

範

・・・ ．・・酢－・換ごご1／． ．・．一帯 精 擬 革 ．1．三：芋／…：．訂 隼 ， ， ∵ … 櫻 魂 感 函

靖

嵜濯

塩 瀬 轍 獅

増－ 1 瑞 軒　 ⅵ悪 声読

㎡現監 護 準 稲 還 ．．．洩

2．1・一r／書・．’一議
患 班

詩

態
残

ガ

繹

1

畢誹離
職 揖 評 轡 璧 慈 議 題

．
1

磁′牛書・．声甕35 ．

叢 票 運転 三．濁

す か

頚

－．江－

．

／鵠

髄 ．濃…漸 粛 踊

．

1 ．
／

／／．

喜宛

踊 ・．こ

・・

…1．－・

鞍

／

十

．／ご15号琶

O T A 2－13－4

粒状滓

②×100表層部：マグネタイト
内側：ウスタイト

癖

濯透・滋賀訪
壙・～・宗

，

が

鮒；㌢，．・
／／言壽／i．／1海幕

1

撃．・‥，吉

が1釉…．．質

…，．一．．，．．．ぎ2．

．…

，－

・．．
．／霞．．

糟

lウ

一武照

一も

．ナ

－・群 賢

土

望 抽 ・・．．こ．藤．‥・

謝
．．1歳・・・・．／／
毘

ぎ　　　　　　 露掛　　　 ガ十闇 増 錨 断

等 適 塀 翫 酢

江

O T A 2 － 1 3 － 5

粒 状 滓

③ × 1 0 0 表 層 部 ：マ グ ネ タ イト

内 側 ：ウ ス タイ ト

癖

1′．・

・

・／

／

．　　　　一．
瀬．．1．・土．1．…翫

・・

．・

勺蝦

．

タ

・

－

式　　，

ヽ

O T A 2 － 1 4 － 1

鍛 造 剥 片

④ × 4 0 0 王 水 e t c h

明 白 色 部 ：ヘ マ タイ ト

明 灰 色 部 ：マ グ ネ タイ ト

暗 灰 色 部 ：ウ ス タイ ト

．・

崇 概

説 駁 骨 折
．

7■．．こ

濯弥 衰嘉 撼壷

－蜃龍 3・珊・冊 ．・．．／・・・．・2 1抽 ・1翻 群

深耕謀
／馨
宰
振l．…，／屈
葬

・賽

責

，
冊

一
致
諜

高

一

亮 槻

舐党溝祝辞
五五掛黒井

7

竪

芳

墨1．．／・
鰯紡
挽

望揖 撃

準．

骨 研 雅 雄 鮮

麗

湖 尻㌍ ／濯 ／

／

／／碑　 楷 ；毛賀 ／ガが／粗班浅搬轢端／鞴／

／整淋毒／
裾 幕

OTA2－14－2鍛造剥片⑤×400王水etch表層へマタイト不明瞭明灰色部：マグネタイト暗灰色部：ウスタイト
― 誹

／

y

F

．

イ

靖

土
か

三

芳

鵠 端 午 定 ／泊

・賢避

r・．・／接 辞

振　　 ／ 1

搬 敵 ．箋 悪 ÷―．．箱 湖

，．． ・

秘

／

七

姻 凝 摺 削 紺 既

盛 轡 …．／腰

・

・・．．

惹 窓 … ／粟 草葉

／　　　　 ㎡／1 手

／

標 題

／

茹 轟 整 ／衛 構 琴 ／

，禦／．′

聯 繕 ニ：武 ．胡；ご闇

．土
郷 ／．， ．． ．翫／

1軍 事

▼

詞

纂

鞄

′肯

／．

．．／現 だ－．．／ご）

・

／互′一
．．．吉．有功班汀覿

・

芽

，　・

漂 妄与．．．．．／． ．／．・ ．．羞．／．．

Ⅰ／

ニ／

聯 甕 ．壽．．壽一書．薫

リ／W
l　　 J

／．．．r

一壽 ．欄

．

・

／／距
／

我

が

／ふ．

推

1 隷 第　 才 当
．…

篭 ．

・　江
義 ．　　　　 七

・

Z

／

・ 溝

績
謄 悪 4期 10 ，．…捌

．／．．君主濃革 婆 ．一／／． 巌 ∴ ‥ 1．－ ． ご．

．け／．．

一．
／　．

払4毒

／／一．：空．－ ／．． 1

・Jr・1書． こ．・1．

．i．ご岩

惚

け欄

Photo．8　粒状淳・鍛造剥片の顕微鏡組織

－260－



O T A 2 － 14 －3

鍛 造剥 片

①×400 王水 etch
明白色部：ヘマタイト
明灰色部：マグネタイト
暗灰色部：ウスタイト ， ll

珊愕鼎鵠凱捕／掘滞拙貼冊棚減裾溜描甜甜船舶満描・搬泌濯瑞・2　 ・海猫描拡

完 XZ

t
／

崇義光榊冊羅・鼎荘・・1毎一柳鮒悦脚丹蛮／朋／放淋3・7′・桝第脚鮒タ曽／一葉　迂宗・1遥近・／5・・托　琵恐12．妬．・郷廷棚掘／．1先・・

O T A 2 一 14 － 4

鍛造剥片

②×400 王水etch
明白色部：ヘマタイト
明灰色部：マグネタイト
暗灰色部：ウスタイト

誹／／／掘・脚か／　抱　わな　　　　　　　　　　 真・榔娩な　　お　　　　　　姫ま・班竃Ⅲ冤班員
・琵／詣船

や骨 辛 章 圭 一・艶

硯鮒楷・・ 撒卓・　　　 Z　　 が　　　　　 栃村紺彿粧瀞

O T A 2 － 14 －5

鍛造剥片

③×100 王水 etch
明白色部：ヘマタイト
明灰色部：マグネタイト
（中間肥厚層および裏面表層）
暗灰色部：ウスタイト

カ臓 繭 浦 ．．柳 津 ．冊 肋

Z附 薙岩雄 y／．謂　肝湖
振／

／鼎　 ／1 ／冗・／　　　　　　　 ．窮・／．　 ・Z　裾　　　　　 y ／
瀾群鮮照．駕・・／宗一／・珊諸・珊撮．寮禁忌／

O T A 2 － 16

炉底塊

④×100 試料下面：付着炉床土、
素地：粘土鉱物、石英．長石．角

！・

／　／圭
／カ

／誓♯・致慮汚／・撼議論鏑討

蘇裾1 カ・
む 弱・　　　　　　　　　　渦致描鮒

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　，
ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′・　滑・

撼附　　　　 一鯛紺服部研．損鰐弥相場憾鳩抄淋

閃石粧混在
⑤×100ウスタイトマグネタイトと
ヘーシナイトの固落体．ファイヤラ

聯 温 ．耽 鮪 榔 鎖 骨 鞴
…ろ．：：‥4／．．．．那 ・漕1軽／1箭 糧 ・鮒 閣 雅 樹 服 執 ㈲ 舐 妬 巡 葡 概 況 甑 瓢 搬 拙

イ ト

⑥ × 2 0 0 硬 度 圧 痕 ：7 4 5 H v 、マ グ

ネ タ イ トとヘ ー シ ナ イ トの 固 溶 体

（1 0 0 g f ）

彗′／空・黙　　 羊．　　　　　 虎だ

樵
沼

翼
当　　 欝 ／7㌍　 2致簀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 逼

礪　 責／彙 競 群語　 ／免言名．践 折 檻 骨 粉 胤 ．／／ガ　　　　　　　　 壽

僻 碁Z機 襟謙る鮒雌 芸無期｝：F榊
．．ご／／・

シ雀．／／　　　 ら悠一／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9

2
都軌・馨

ヲ

．／腐鏃．軌鮨隷滝糠．期．／瀕 鮮・家操 － 旭 虹 上 欄 曲

窯
済ま．駕．媒捌

専

〝十　 ，
／・・

ガ　を

／．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 制

蛋／飢

l…．江衆
と僻一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 擁／／〃

媚　　　　　 雄／　　　　　 狩

言葉蒐 ・・ ．耕

り．

／・

．／・拙 抜

Z・

・．．…．／

・亭

隻
等・

／

私／

翫 5謝 榊

覧

浩1．2／Z甕

1軍　機

・．ごま÷：漂ニ

媚一．東一 一1 ．．聖 端

塩 湖 葦欝．普昆・．．暮．撒墟喜放論こ．7．．註．．駕．…釉

／護・

5，・．

・拙 帯
磁
．・・葺

－・・温
東嶺

一叢

／・…毎一・骨・軌・・一　書一～

1ガ・／－，莞儀一　葬． 星．淵 ．試　　　　　　　　　　　 ．・昔 喜 好 黙 許 誹 揖 群 数 ．．遮 薫艦

Photo．9　鍛造剥片・炉底塊の顕微鏡組織

－261－



O T A 2 － 1 7

炉 内 滓

① × 被 熱 砂 鉄 粒 子 、分 解 ．滓 化

進 行 、 周 囲 ：ウ ル ボ ス ピ ネ ル と ヘ

ー シ ナ イ ト の 固 溶 体 ．フ ァ イ ヤ ラ イ ト

・．7・・磁

腹 芸／罰 己

塙
十

．
慮―

概

鮪

，亭ぎ

／　 1

．

ソ

冠 税

5… ・・モ亨‥

滞Z

，．
ぷ音

，

，

班

ナ

・／‘・
，

十

≡・．こ1／窯 ．：

，

好

江

鞠

・

た／

古

，
，，，享㍉ …

泥
み

拠怒

土

1f

船

ヽ

ん

．・
燦

も

葉

護

婿

葦

・／．．

十

十
／

潤

滞

ナ

琵

・・．鵠

杵躯
，，

．・

／禁書．蘇表轟．

十

ト／ろ
ⅱ　プ

・　 十

言霊幸・．弘

，江

．

㎡h／
江l

〃・／翳

′．ヂ
・

が瀾辟
・

鮎舎 弟

鏃 ㍑ 感 謝

機 ヤ ／賢 桝 雛

賠 5…芸；墓；／／；．謝

監 蓋555．3書／．ヱ71．粛 軍 葺き覇

② × 1 0 0 ウ ス タ イ ト （粒 内 微 小 晶 盛 敵 組 鑑 ／ 珊 割 ／ ，・

5
甜

沸

崇
．．1／／／・

出 物 ） 磁　 東端　 挽穐 芸 1第 －
－．，
紺
粟

．．
十

．．．－

パ

毒

草 ∴．…．・

繁／・／

・． 1． ．．．．ご・・．1／簀／；芸 壽，遜 1／．17頸…績．3簀…

．

③ × 2 0 0 硬 度 圧 痕 ：4 4 7 H v
瀾 甜 堀 拓 旗 膠

―ミ．．．亨，．．．ご・．

盛

g
怒

．鞴

ウ ス タ イ ト （5 0 g f ）
彗　 踊 鮮 輯　 嵜

喝 薫 ／／楯 講 評

，
，

・

猥 ・書2．．．．．．．思 ・．恕

排

，

，．

／
／

江

呈／
，

，

，

／．ヂ
・

y

駕 馨 拷 誓 顎 甲 奴 定 式

・
撼 駈 程 選 者

． ．　　 ・　 ご．こ．．．1．．
．

．

．．．．．．Z．…．ぎこ孟 還　 こ‡主立．‥吉．：．1．．． ，…．／．．／． ．．1三．．．．．・／．‥三．．．詔 …宰 無 塩
隈 F5踊 ；聾 臚 ‥まⅢ ．潤

）
や江

3・弥

はブ

曙 義嘉5・…／ ・

澄　 ㌔ ゆ 整 骨 顎 嵐 荘 藤 苓 鴻

r／

．

豪．．．．

．姐 ）．溝 ニ，r／．触 感

脱 隅 遠 野 ．∴泡

竪 髄 ．． 監 諺

晴 ・芋脚 …．…‡．－．ニ．．ぎ狼 濫 ‥二‥…．．．．嵜 霊鏃 壷 甑

， ），　 ． 十　　　　　　 ．

．

，

よ
十

諜蔓　 弄
土

／

－

・

1

1と

虐

／Z Z　　　 ／ 鯖尋銀嶺 ♯

一．一
問 滞 監 ㌦ 鰯 甑 持 鵜

．

江願 ，；蕗

㌻ぜ

袈　　　　　　　 掛讃 舞　　　 鶴

ヽ

1

．

／

・．… ‐

雨類熔楳
／

7
7こ．′／／

・．．．7亘洋 髪5．
諜　　　 掛 ぢ

・哉君

1

炭

椴

酔 ．華．．言・駕 ．．．賢

．．潤
／・

嶺

．‐1．．号7・ ．疎

。

，

，，

．． ／′こ

／ ．　　　　　　　　　　　 土

，

筑　 慈 條 瀾 虹 畑 甜 訪

こご／箋1． ．．堀 ．／．架．．
†

／

酔　　 す　 ぎ架　 螢　　 ＃　 竃

ナ ．　　　　　　　　　　　　　 ・ ′ 渾

．　 d r l．

・ 怒 郡 ．壽・．．，．．．．／．言
．嶽　　　　　 裡ヂ

凝 滞 品 濃 湖 畑

，

もむが
，

彙韻撰

／
5

7・．．．・

．

，－
ダ0江

／ご．1 ．．‥三．瀾 評
帯ぶ

，
脚／
調

，

．7．．面

粗 相 嘉．．．三田 迅 好 観 ．．義 鞠 告　　　　　　　　　　　　　　　 密鮒

賓礁

緻 璃 浣

．

・ 轢 鏃 ．：．．．…1一／．．謹 ．j 一

桁虎範鵠鰭が

見諒
／

華寅㍉習蕊
…

I

諜 糾 与　　　　　 等　　　　　 せ補

海

，．，

撮 ま

ま

生　存

ぎ

症鉱詐
／

鎖
1

9 ．3．／産

一．：‥撃．．ご．‥こ．ニ・・・ ／．

・こ・1峯ござご．ニ／．．．．7．3　r．． ．
淳／

転ヨ・

賢

／蒐

雑 ㌍ 提 ／圭 も1

ぢ淋 都 鳥 葦

，． ／．

ヽ
Y ・　．． ，

．十 ．

，　 ，
茂養護沖捗慢

糾 7

，十一
線

．．． ． ／…遺．／1…．／Z

．

卓・

隅 こ宝‡．ニ竃．71／．一／・．覧

・ご書

O T A 2 － 1 8

感悪感 感 避 き書 馳

腰 既出 拇指 附 沌
腰 窯 鮨 節

杭壁土撫樅遥

．．．・隼 張

穏

一
一

済

一江
／

・　．

蔚

土・

／一

丁

打

／

与
ソ
ノ

／
／54

／
／
1
／

〃
／

土 …

頚 ．‥ラご ・魅

，

，

定法塞

溝滝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お

き蔵炉底塊

タ　だ／

う　み

13 翼

頸単

溺驚1忘．主我
封捏磁遊説現蹴

／弊
1，，

，

ぷ／

堤
カ，，
葦猿江

沌
空や譲

ダ
㌔欝

ガトや

粁 溺苫弥駁

－すり1
・コご・菌葵
・

④ ×2 00 ウスタイトない しマ グネタ

イト ウル ボスピネル とヘ ー シナ イト

の 固 溶 体 ・ファイヤライト

硬 度 圧 痕 ：5 1 2H v マ グネ タイトか

（10 0 gf） 1

十 Ⅱ端撮 ろ ，

十

石

，．

／

／

，．
ぢ6

，，－．・む討 ・・・壽

，

群茎

．．．たご．1畠．度鋳

瓶 罪堵 迅

薮537書ご・．・．6．

，江，

，
／7・／5．こ
・

捕

／1．・．．／／1／

潤

寺

／
．．ご5．0／．r．

．1―－

／㍉
1槽／一

一・…慧

粁 筆潤

濯
／

・
鞋　p

垢
．．藍議を

／

／μ

－

／

ヽ

／／／
塙

1幽／

／

／

E

・

追討

l．

／

／／．
ち′
ム

捷桝

与／掲

／
／

′

／
／
′

／／ノ

／ム　　　 朝套／　　 〃
隠 ．．2．…ご5義

7
．，，，－

，／ 蘇湖

E

載 品 ．・・

土

子　　 謹箋芸筆
・
／．

．・．や．．

，
鞄

・・

頗

損　 礪

船頭
／誠
爵童 瑞

離雅

・．・擁．． ．．プ：与三，．．賢等3．．／．．．．／．．こ／．1． ．／出　5；・
…．慧渡．遥

・－

1　 7普茶滞
／

／／ぅ／緋／
／

／ズ綴／　　 ／ん／／
／／′／

ケ

俯μ腕 ／壽／

′

－1ま．．
．．．．．．．／．．

／　／

・

，江拙，…，

／・．・

蟹畢

・　　1
．
・

深け一群

．出一
江

ヾ

，

／

／
／ヴ

／

宍／極

－十

．・盛こ／

／／．－

．詣・

／－．／一

・一　狛

∴・．．

・
．

†

1・

査

1

／
酸懇望説

1
ブ／糟骨

匪 響 弼 詳

紺

戌 暴

2　賃

義認澄　　　　 鉢
崇 域 拝 詣

簡 裁 盛 遥 蛍 辛 苦 出 露 欝 膠

・・・・こ．．・7匹／ご1．㌫・鼓．滋嘉鞘 脚 品・

O T A 2 － 1 9

椀 形 鍛 冶 滓 儀一．．現・．‥12・
甑 だ．．1．．が曜

養
．

．　　　　　　　－．　　土

．1．．／．．．登．．活

⑤ ×1 00 付 着 鍛 造 剥 片

⑥ ×1 00 ウスタイトない しマ グネタ

イト 職 車望・．・・漸 題軌瀾

⑦ ×2 00 硬 度 圧 痕 ：5 4 0 H v
土

， 藷

／・11．脚 ．．．．c／．）／蟻7
親裁

．．・一ぷ／′
．

一
題よ．．．．吉・ら・・雲．

鞘．

．　・．′　　江
懐も据怨鵠 Ⅰも
輝き

／．．
．

』 』 ・炭労薫′・

聖賢……．3，．1・／・ご霊

／な
熔　　　　　　 柑／／

7
／117　　軌／／

よ ／／
・

．．…．

′ ／
／だぼ

瑚 竃憩 ・．

書． ・． ．．・主食

も

亨

マ グネタイト（5 0 gf） 瑚
露　　　　　　　　　　 Z

／漂 ／遠海け 牢　 だ／／　 鞠　 〆

響 璧 膵壁 滋 ・

，土　―ご　…　　　，．、

．．「．　 放 縦 曳 脳 ． Z．

言　　　 閥　　 説 1　　 ′

紺
′澗訝隼7照洋／閃

土　　　　　　　　　　　江′怒　　　　　　　　　り　　　　　　　　／　≠／蟹

幣貿撹曲聯 瑠 鮎

㌔
張

／
．．．．…1 ．／／／　　 ／

録 嵐 渾 邸 ．．…．．．．．． ．・ 　ヽ　 ．

／　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／

μ　　ム

／14　　　　 1 ／！3

．．。．． ．一票．蠣 1′／ ／り　　　　　　　　　 樹　　　　　　　 山 路 櫂 闇 が 雛
野 ．．ン…7薫吉野 ／／／潤

定業暫定 凛救湊
・．／．

／諺．．1．．／ご1ご1／／．／7
g

．・・．

頑ヤ／ガ　　　　　　　 が 伽 ／／造 蘭 が 黙 読　　　 ／

覧　　　　 霊 ／ゎゥ

磯 ．．．壷 ．漸 …評 ／ 1・

．，　　　　　　 l

3

／．

μ ．義／．・．．1．・／1．と／ ．．15．5：，．・，…．5三こ／．．竃 趣 環

／乾 ／．∴／．血 ．．． ．

〃
江／／　　　　　　　　　　　　　 l

／．．1′　 警…．．．謳 ．…：．．．．／．／／威 ．雲3．．／．・．．／′．．．．／．・・／．観

．　　　　　　　 ． 1
強



D

⑤

⑦

O T A 2 － 2 0

羽 口 （先 端 鍛 冶 滓

① ×20 0 試 料 外 面 付 着 滓

硬度 圧 痕 ：584 H v、マグネタイ

② ×10 0 左 側 穿 孔 部 付

ス タイトない しマ グネ タイ

付 着 ）

ト（1叫が　　　　　　　　 掘　 難
訓 圭 － ・・／一／閻 ．

／／　　　　　　　　　　　　　　　 媚／′

0望・．

／

，

．
…・．・・1お7．

わ
熔箕『 貰 芋 草

①

③

斗

墓　．

逆

11

⑥

ヤ ライト

右 側 ：黒 色 ガラス 質 滓

融 部 分 ）

4

土

．・
．・

／

載 ‘・．書琴 ．壽ごこ．／甕書ニ壬．…表．享ら書．粧

③ ×20 0 穿 孔 部 付 着 滓

硬 度 圧 痕 ：542 H v 、マ グネタ

無難噌 迅 撮 准 裁 馳 錮 蝕 樟 若 宮
．

．も／1書等／．蕪準亜 短 慮 E 油 症 磁

・．璃Ⅲ脇
／

遮塾嵐謬粁潤

・製　　　 転欝1岩弟171．1．こ311f脚 1一一

甜
鰭催煤開眼溺雛

橘
撒 ・

／ガ〝　　 藁憲
努 轄 舶 堆澱 ／．．禍 避克

蛍 耕 土

r

鵬

脛

濫篤

野

E

芳

江
・
雷

戯 辟 楕 職 鮎 甜

茸 腑 正 接 磁 捌 塀 開 潤 1憲

1

－7

減 損

．

・
十

・．1肌　 え
ー

．

／凧鑑

髪
を

／
萄

呈・　r
鉱 鴇

賢

蔓据

7

，千，車，・
据

茸宅等
蘭
盤槻
饗

雲
脚 ．毛賀端2期

袈／繍／　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⅹ
現 品 罷 雷

／ぢ／棚墨
雄

櫓

賛 蝿 一皐 ．．琶

／・．．・鮮

罵 言

勅／．．．こ
岩書ご．．7退雌

一書・W瀬

壙欝

激怒

農

耕

款1
お

・

整

・

土
筆

蕾　　　　 群数　　　　　　　　　　　　 墓
卓　　　．やつ　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぎ

―深戸　 を　　　　　　　　　　　　 ご江
F 粛魯顕

斑 一．．葺・潤 畿

㍍

勒
岱

1撒
際．・

壱
掲坑

描　浩

．
五官
．．．－

－　　　こ・ ．簀汝 甑 縄 瀞 鵠 槻 琵 鰐 拙 鼎 庸 雄 放 課
擢 茸 ・．漬 ．言

／方

隼 雄

．

1

ル とヘ

ヤ ライト

′ヽ－L

舶
洩

／戯冨澤配
す

感感 鞴 磁 鞘 汝 点 熱 論

罰
土

／

土．…
よ

粛轟 併 営 粧

′爛 雄 耕 耕 慌

磯鶏甜
題／

・頚

／／．諏

損
威

簸
た
／

芋

／

壱

雄

g

堀

雄 雌 規 皿 描 箔

掘　　　 澗 澤 桝 間 骨 欄

間 期 ；脱等W

．

洗
蒜／ヱ

呂

聾肝器／－讐 羅洋曲

O T A 2 －

再 結 合

④ × 1 0 0 木 炭 破 片

⑤ ⑥ × 1 0 0 錬 化 鉄 兼

ね ず み 鋳 鉄 組 織 痕

⑦ ⑧ × 1 0 0 鉄 滓 破

（D ウ ス タイ ト ウ ル ボ

ー シ ナ イ トの 固 溶 体 ．

・・．．．．．
・話

笠
．．・・12 ／／・1．／．／．7・・1．…．．．聯 研 期 ・灘 意．

劇 ．…

欝

⑧‡．．．一言．．

．．．．．1．‥．ごごこ．
雷

朗　ヶ

．

1／．／．．

・・

－．．海関

雄
一

．
髄　　　　　　　　　　　　　　　　 毎掘 毒曲 鵠

姻瀾勤だ

…　　　　　　　　　　 綱紀胤
土

・十
ご．．．／箋／こ．．．、．

ご・．．．
・

競

3

1醇程顆

／義満 古畑

，　　　　　　 ．

．．碑

常

数・／．

・

磯
雄

1

壁
－1乍．…：．毫

・こ．療：，一一ご．．・－

肝1

．野
貿

嵜

・
雅章
／

篭猪試掘 ．・／．

r評／．／．－・

μ

耕

⑧ ウ ス タイ トな い しマ

内 微 小 晶 出 物 ）

イ ト（粒　　　 だ ／ 露　 撤 腰

磯 柑 描 楷 肥 ／崇／ ／

－　　　　　　　　　　　　 ，

1
弘
傭／

簀・31
／

，
竿．‥．怒．・

／
／照 一

8

1

5

－ 宅
／

耕 批
難・／．・／．／甥・

雌
・1．．…冤

港 欄 輝

拙

…／．．．

・

ナ

5

／榊弘

品
／菊

集

・

江

嶺

等

潤
．／／．・／

（⑥

・

溝

悪

1
期腑

擁

鹿

骨　 溝

7

姜 棄壽壽・’．／・．・・－．ご・．1・．－／h

耽

江

／・R13恵 7． ．．・．崎．鎚 止 冊 専

・壽． 1／1． ．g簀，・．　　 潤 撰寵諜漉
莞

・蔚

拓

照 整

．．／・．書言／鞄．．．・

・

S磯

城－嗣 ／／7 T醇 拇 確 ／

・

1糟

据
μ

．土盛

・与．／．1 r　む貝
毒／碁／葦擁 壁 ／2．〃 ／韻

酌　　 蛋 ぢ ．．．
明男　 酵

・宮 油 壷 払 措 謂 鵠 馳 滞 勒 邸 喘 肝

土江／．1 ．鞠 誹 掛 澗 減 配 ナ ・，／
．煤概 ．．／．1．1‡5．．／．1・5／覇．．・

繍 揖 描 削 酢 剖 減 配 脛 掬 脇 瀾 肛

旭 潮 田 前 払 鏃 磁 繍 推 ／／　 完　　 棚

／／瀾 批 難 耕 舶

ナ賢

．．一．区．・．／
／脚Ⅶ削
．

顎 誼／‘書簗北 渦 担 栂池 斬

滝　澤　　　　　　 4　柵　　　 が　 ～ 1
．

カ Z

／聖・

訪ね完

損 蹴 胡 冊 押 弘

圭，，　 土，
l
欄 批 掘 期 曲

叫凍

混／麗

遡 規 擁 ／ 相 場 雛 鱒 鞘 鮎 耕 竹

雄淵 駕だ丑 砲㎡甜

簀．．55・．さだ

／う講 書′1．．ニー藍

／

11
l－l

3．1・一
／

．．－／・

／

l，
ミ　　　 ニ料，

甲 虹

．．／55書甕．．壽．．ニ・．．． ．・．．．芸／．・こ．．1…5．書0．疾 書書．．ご／．．．．簀．…．．

幣ご迂313．．欝

恕／

～／．握．，

／酢 薫 浮

．－・

／

7若

／
貰堀端滋鰹 鵜滋緋 潤

／／
／

・． 1・．． 癌芸）．　 適齢
7

m 蛋一誌等嵩．班鮎．思
欄・た ．ご享5．岩潤

躍
．　　　　 ．／号謹票デ・／71．．1監慧 芝，．．譲

，／
懸　　　　　　 り　　　　　　　　　　　　　 ／熱聯

1．． 等親鮭．．．．．く75ニ．姜遥潤

遅

．－

′

．

．
．・

命

口．・1．2罷 禦 ・．・．33．ご 遍私　 ．．．Ⅲ ・ニ 1せ．r ・．．／．こ．・た．．15

Photo・11羽口・再結合澤の顕微鏡組織

－263－



OTA2－10－1×10

OTA2－10－3　×10

OTA2－12－1　×10

OTA2－12－3　×10

OTA2－14－1　×10

OTA2－14－3　×10

OTA2－10－2　×10

OTA2－10－4　×10　　　0TA2－10－5　×10

OTA2－12－2　×10

OTA2－12－4　×10
OTA2－12－5　×10

OTA2－14－2　×10

OTA2－14－4　×10　　　　　0TA2－14－5　×10

Photo・12　鍛造剥片のマクロ組織

－264‐



OTA2－11－1　×20

OTA2－11－3　×20

OTA2－11－4　×20

OTA2－11－3　×20

OTA2－11－5　×20

Photo113　粒状淳のマクロ組織

－265－



OTA2－13－1　×20

OTA2－13－4　×20

OTA2－13－3　×20

OTA2－13－2　×20

OTA2－13－5　×20

Photo・14　粒状淳のマクロ組織

－266－



報　告　書　抄　録

ふりがな かなたけ

書　 名 金武5－金武地区農村振興総合整備統合補助事業関係調査報告 －

副書名 城田遺跡第2次調査4 ．都地遺跡第6次調査 ．乙石遺跡2次調査2 ・乙石遺跡3次調査

巻　 次 5

シリーズ名 福岡市埋蔵文化財報告書

シリーズ番号 1016

編著者名 書留秀敏、蔵富士寛、宮井善朗、池田祐司

編集機関 福岡市教育委員会

所在地 福岡市中央区天神1－8 －1

発行年月 日 2008年3月17日

－
ふりがな ふりがな

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
コ－ド　　　 ：　 北緯　 ：　 東経

調査期間
調査面積 調査原田

所収遺跡名 所在地 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　′　　〝　　　　　　　　　　　。　　′　　〝－　　　　　　　　　　　　　　　　　　1市町村 ：遺跡番号 ：　　 ：
2m

じょうたいせき
にしくおおあざかなたけ
西 区大字金武

i i 33。 ！ 1300　 ⅰ 2002．5．08

16，927㎡

圃場整備

城田遺跡 ヽ
あざじょうた

l　 40135 ：　 0443 t　 31′　 1 18′
l　　　　　　　　　　〝

／ーヽヽ・－・／

字城田 －　　　　　 ：　 35〝　　 －　　 56
l l　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

2004．1．31

とじいせき

にしくおおあざよしたけ
西区大字士武 ．

l 1　　　　　　　　　　　　　　　　　－1 1　　　　　　　　　　　　　　　　　－：　　　　 －　　 33。 l 130。
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

2005．9．26

13，300㎡都地遺跡 言
おおあざかなたけ

40135 ：　　 0420 1　 31′　　 －　 18′
l　　　　　　　　　　　　　　　　　l

／－．、．・／／

大字金武 ：　　　　　 一　　　　　　 一　　50〝　　 －　　 57〝
一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　－l－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

2006・12．19

おといしいせき
乙石遺跡2次

にしくおおあざかなたけ
ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　lll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一 2004．4・05

／／一．、．／ 24，241㎡
西区大字金武

あざおとしlL

：　　 ：　　 ： 330　 ： 130。

1　 40135 ：　　 0422 】　 31′　　 －　 18′
1　　　　　　　　　　　　　　　　　－字乙石 ：　　 ：　　 1 39〝　 －　 41〝

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　－l一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　1
2004．10・28

にしくおおあざかなたけ
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　ーl

2006．2．1

へ．／／ 21，000㎡
おといしいせき

乙石遺跡3次

西区大字金武

あざおといし

：　　　　 1　　　　 ：　 330　 ： 1300

：　 40135 ：　 0422 ： 31・ ： 18′

字乙石 ：　　 ：　　 ： 44〝　 ：　 55〝

一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一l

2006．11．10

所収遺跡 名
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l種別　　　　　 ：主な時代　　　 ：主な遺構　　　 ： －

主な遺物　　　　 ：特記事項

城田遺跡

霊宝漂Ⅰ簑霊謡 恕 6 2 生／古墳 麿 篭 品 譜

：　　　　　　　 ：製 鉄遺構 ＋神社 跡 ：

l露覧 竪聖語 義意 思 ㌫ 歪誤 品

器＋土師器＋陶磁器＋ ：落、古代の官衙的建物群、

：　　　　　　 出 水路＋水 田　 i金矢澤＋新羅土器＋銅 ：基壇を持つ神社跡・礎石

都地遺跡

祭祀遺跡＋官衙跡 ：縄文／古墳／古代 ：掘立柱建物＋祭祀 ：弓

＋生産遺跡＋墓地 ：　　　　　　 ：土坑＋焼土坑 ＋墓 ：

暮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ホ生土器＋須恵器＋ ：弥生時代の祭祀

土師酎 石 ．土製品 億 漂 ・古代の官衙的

－
1

乙石遺跡2次

集落＋生産遺跡 ：旧石器／縄文／弥 ：落 とし穴 ＋掘立柱 ：題縄文土器 ＋須恵器 ＋ ：古代の製鉄遺構

：生／古墳／古代／ ：建物＋製鉄遺跡　 ：土師器＋陶磁器＋石 ：

；中世　　　　　　 ：　　　　　　　　 ：

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

器－＋鉄滓　　　　　 ：

－

乙石遺跡 3次

集落 ＋生産遺跡＋ i古代　　　　 ：竪穴住居 ＋掘立柱 ：土師器＋須恵器 ＋鉄 ：古代製鉄跡 と関連

墓地 l　　　　　　　 博 物＋製鉄遺構 ＋ ：i宰　　　　　　 ：建物
．．――」ト一

：　　　　　　 ： 基　　　　　　 ：

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －

－

l

l
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